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★…政治ショーの暗転、蓮舫辞任で千載一遇のチャンスを失った

自民党の自爆で安倍内閣の支持率は下がった。そして国会では民進党など野党の活躍もあってようやく二大政党論で与党(自、公、維)と対峙する勢力として民進党、そして野党共闘にも希望が見えてきた。これまで安倍内閣の支持率がよかったのは次の政権の受け皿がなかっからやむなく自民党を支持した人も多い。一方の民進党の支持率が低迷していたのは民主党政権の失敗の後遺症が拭えなかったからだ。

 そして森友学園、加計学園、そして稲田防衛大臣問題で安倍内閣は支持率を大きく下げて国民は次の政権に少しは期待した。この少しの期待の中には民進党の若手の議員の質問や蓮舫議員の活躍があったのは間違いがない。この蓮舫議員は党内でなにかと批判はあるが、この国会質問での活躍は支持率低迷の民進党にとっては敵失ながら党勢拡大への「千才一隅」のチャンスとなった。

 この千才一隅のチャンスは党内の反蓮舫、反野党共闘の議員にとってはおもしろくはない話になる。このまま蓮舫人気が続けば民進党の支持率は上がるがそれでは次の代表を狙っている反蓮舫派は出る幕がないと判断した。つまり、ここには国民の生活を守るということよりも党内の権力争いが優先されてその道具にされた。

 東京都議会選挙で敗北をした責任として野田幹事長が退いた、そして蓮舫代表は次の幹事長の人選を始めたが、これに危機感を持った反蓮舫派で執行部のある議員が民進党所属の議員に電話をして「もし、蓮舫代表から幹事長を要請されても断れと」恫喝したという。つまり、蓮舫代表が記者会見で「後ろから、水鉄砲で撃たれた」というのがこれになる。

 党の大会で選ばれた蓮舫代表に幹事長のなり手がないという事態に蓮舫議員は愕然とした。たしかに都議選の敗北は蓮舫代表にも責任はあるが、あの小池百合子劇場の選挙では誰が民進党の代表でも負けていただろう。そして代表辞任となったが、この民進党の党内のゴタゴタで安倍内閣の支持率の低下はここでストップして内閣改造を機会にまた緩やかに上がるが、一方の民進党の党内選挙ではこの蓮舫代表の背後から「水鉄砲を撃った」一味のボスが選ばれることになる。

 間近に行われる民進党の代表選挙のニュースも放映されるが、この選挙の裏側にはこういう権力争いがあるという目でみてほしい。このまた裏には連合労組と共産系労組の醜い争いがある、連合から支援を受けている民進党は連合の天敵でもある共産党とは絶対に共闘はできないしばりがある。私の住んでいる京都では民進党と共産党が醜く争っている。その連合から手厚い支援を受けているのが前原誠司氏になる。

 この前原氏は民進党の元の代表だが、在日朝鮮人から違法な政治献金をもらったとして外務大臣を辞任した。また韓国系企業(この会社のオーナーは北朝鮮に１億円の寄付をした)の隠れ蓑の労組からも物心両面の支援を受けていた。さらに在日外国人３人、在日外国人が代表取締役を務める法人からの献金、約３４万円分、これとは別に１００万円の献金もあるので在日朝鮮人、韓国人との関りはかなり深い。そして前原氏はなぜか?ハングル(朝鮮語)がペラペラであるともいう。当然、共産党との野党共闘には反対になる。そこで野党共闘で政権を奪取するという蓮舫代表との闘いが今回の蓮舫辞任とすればこれまた納得がいく。


 


★…暑中お見舞い申し上げます


★…伏見稲荷大社の「おせき大神」…元は奈良仏教会の刺客を監視する関所だった。狐の合図は「コンコン」のために咳に聞こえた ３０話

奈良と京の都との宗教戦争は桓武天皇の配慮で一応表向きは避けられていた。しかし、奈良には約１０００名の僧兵が待機していつでも戦闘準備をしているようだ。天皇の軍隊の武家とその家臣も約１０００名とこれも均等を保っている。それと農民や町民、それに国立京都大学の学生らも兵役の制度もあり戦えば京都側が勝つのはわかっている。

 奈良の町の過疎は止まることがなしに人々は奈良脱出の機会を待っていた。農民はせっかく耕した水田と家を手放すのは大変なことだったが京の親戚を求めて約半分は奈良を脱出していた。商人や工人は京の都に支店を出すという名目で徐々に都に家族の移転を進めていた。この商人や工人の大店こそが奈良の仏教会の資金源でもあった。

 聖徳太子ゆかりの法隆寺を囲む土塀も雨風で塀の役目がなくなるほど傷んでいた。そこから農民が侵入して勝手に畑を耕しやがてその塀そのものがなくなり境内の約半分ほどが畑という事態になっていた。この有力寺院の法隆寺でもこうだから他の寺では狐や狸の棲みかになっていた。その奈良の寺の狐が稲荷神社二代目宮司の生成に面会を求めてきた。

 その狐は、奈良の町では稲荷神社の祠が坊主の手で壊されて住むところがないという。そして、
 「奈良の仏教会の幹部は桓武天皇に入れ知恵をしているのは稲荷神社といっている。そして稲荷憎しで奈良の町の稲荷神社を壊すともいっています」
 「坊主憎れば袈裟まで憎いということはあるが、稲荷憎けば狐まで憎いのか?奈良の坊主は」
 「いえ、そればかりか生成さまさえいなければと生成さま殺害計画を企んでいます」
 「そうか～しかし、京に兵を出せば戦争になって奈良はもっと衰退する」
 「そうですよね～だから坊主の刺客を組織して密かに命を狙ってきます」

 その狐の話によると刺客は山科の荒れ果てた古い寺を拠点に稲荷山の裏山から侵入するという計画でもう２０名ほどの刺客が集結しているという。そこで生成は山科からの道の脇に関所を作った、その関所の名前は「お関大神」とした。その関所にはフォックス警備保障の狐のガードマンが警備するようになった。怪しい人物をここを通ると狐が「コンコン」と鳴く合図であったが、この「コンコン」の鳴き声が人間には誰か風邪をひいて咳をしていると聞こえることからここを「おせき大神」と呼ぶようになっていた。

 その刺客らは昼間は参拝客を装って境内の見取り図や生成の屋敷を探っている。生成の屋敷は神社の社宅の社家で桜門の南側にあって１０段ばかりの石積みの上に頑丈な塀もある。そればかりか狐のフォックス警備保障が２４時間警備していた。しかも、この狐らはこれも参拝客の人間に化けてこれらの刺客の行動を完全にマークしていた。

 そんなことを知らない奈良の坊主刺客は任務を遂行して上司の坊主に逐一報告をしていた。もちろん刺客らは真剣に生成の命を狙っているが、これを見ている狐たちは笑いが止まらず色々な悪戯を仕掛けていた。狐のピン子は若い美人の巫女さんに化けて千本鳥居の途中でお腹を押さえてうずくまっていた。それを見た坊主刺客は、
 「これ、そこの巫女さん、どうかしたのか?」
 「はい、少しお腹が痛くて…」
 「それはそれは大変、ほら拙僧の背中に…」

 こうして巫女さんは坊主の背中に乗ったが、これが重たくて重たくて坊主がヨロヨロして歩いていると、前から来た参拝者が、
 「これ、何をしている石のお地蔵さんを背中に担いで…」
 えっ?、と刺客が背中を摩るとそこには石のお地蔵さんがいた。またある刺客は千本鳥居をくぐって山科の隠れ家へ帰ろうとしたが、その千本鳥居は千本どころか歩いても歩いても鳥居が永遠と続き朝まで歩いていた。

 さすがの刺客もこれは狐の仕業とわかっていたがこれへの対抗手段はなかった。かといって生成の首を取らずして奈良にも帰れず途方に暮れていた。それを知った生成はこの坊主２０名を稲荷神社に呼んで色々質問をしていた。この刺客のリーダーは東大寺の戒本といい奈良仏教会の僧兵の諜報部の部長もしていた。配下の１９名のいずれも東大寺仏教会系の国家試験を受かった僧侶だった。生成はこれらに、
 「どうだ、全員奈良から脱奈良して京の都に亡命しないか?」
 「坊主が亡命ですか?」
 「そうだ…このまま奈良に帰っても全員粛清されるだろう～こうなれば立派な政治亡命になる」
 「しかし、それではまた我々が奈良の刺客に狙われる」
 「なら、奈良へ帰るか?」

 こうして刺客２０名は警察組織の平安騎馬隊に一時拘束されて奈良仏教会の動きのすべてを取り調べられた後に比叡山仏教大学に収監された。その後、彼らは比叡山の僧兵の組織を立ち上げ指導していた。奈良が時には桓武天皇の命令に逆らう背景にはこの奈良の１０００名という僧兵組織があったからだ、生成がこのリーダーの戒本を信じたのは巫女に化けた狐に、
 「これ、そこの巫女さん、どうかしたのか?」
 「はい、少しお腹が痛くて…」
 「それはそれは大変、ほら拙僧の背中に…」
 この狐と戒本との会話こそが仏教の心だと思ったからだ。

★…この話が解決して山科からの道にある関所の「お関神社」もいつの間にか「おせき社」として咳の神様になっていた。これから９００年後の江戸時代この話を聞いた歌舞伎役者が南座の顔見世興行に出演することになったが、初日の前日に急に喉が痛くなって咳が止まらないということでこの「おせき社」に参ったところこの咳はその日のうちに治って無事初日を迎えられたという逸話から一気にこの「おせき社」が有名になっていた。

★…このおせき大神には郵便受けがあり全国から咳、喉の治癒祈願、そして治癒したお礼の手紙が毎日のように来ています。宛先は「伏見稲荷大社・おせき大神」様のみで来るようです。ちなみに本殿からここまで徒歩で１時間、この山でもすれ違う参拝者の約８０%が外人でした。

★…は伏見稲荷大社の、おせき大神・音川伊奈利 (この日は酷暑で山登りにクタクタの姿)
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★…田原総一朗氏が安倍総理に進言…中選挙区に戻す

田原総一朗氏が安倍総理に進言したといわれる政策とは、「小選挙区制を廃止して、再び中選挙区制に戻すこと」だと私は思っています。これだと民進党も共産党も反対ができないし、なにより人材を発掘するチャンスが今より生まれます。そしてこれで三分の二を取れば文句なしに憲法を改正できるというが…(これは私がツイートしたものです)

★…もう夢も希望も…ナイチッチッ!

偶然５年前の夏の写真を発見した。この日は３７度越の酷暑だったが、京都府立植物園での「朝顔展」を見に行った。この時も若い人から見たら老人だが、今と比べたら若さがありますよね～こうして真夏でもお外へでかけた、それも去年の同じ３７度超えの夏でも伏見稲荷大社のお山を一周していた。

 ところが今年の夏は外出といえは近所のイオンぐらいしかない。たった５年で姿も年老いた、そして１年で気力も萎えてしまった。思えばこの地に住んで２０年を超えた、そのころ赤ちゃんだった人が成人に、成人の人がもう４０歳、その４０歳の人が還暦、その時還暦だった人の半分ぐらいはもうこの世にいない。

 この写真の５年前から今まで私はいったい何をしていたのでしょう、結果的にはなにもしていないことになります。ならこの先５年間は何をするのでしょうか?、これも何も浮かばない、もう私は夢も希望もナイチッチッ!になりました。

 し、しかし今から５年後に今の私の写真をみるとやはり５年後よりかなり若くは見えるはずです。その時にこのブログに「あの時私は若かった」というこれと同じコラムを書くかもわかりません。ということは今はまだ５年後よりは若いということになるが、これは題名の「屁理屈」になる。(あなたも５年前の写真と見比べてみませんか?、何かを感じます)

★…画像は伊奈利の元気な５年前の写真、そして「朝顔展」のアサガオ


 


★…「働く女性たち…「ゴミ屋敷の女 美幸」…駆け込み寺 「洋風居酒屋 ポン吉」２３話

JR西大路駅近くにある「洋風居酒屋 ポン吉」にまた一人の女性が現れた。この女性は名古屋でモデルと歌手をしていたという３５歳の美幸だった。この店のマスターの音吉が経営しているワンルームマンションの前に名古屋ナンバーの４トントラックがこの美幸の荷物を降ろしていた。

 音吉はこの引っ越しの確認をしていたが、今までボストンバック一つや軽四輪の赤帽、多くても２トン車ぐらいだったが、この美幸の荷物は４トン車に満載乗っていた。この初音第一ハイツは８畳一間のワンルームだったので音吉は美幸に、
 「この荷物はなんです?それに家具は少なくてダンボールばかりだが?」
 「はい、これは私の１８歳からの舞台衣装でなぜか?捨てられなくて?」
 「しかし、これらを置くと寝るところもないが?」
 「いぇ、前のマンションも８畳一間でしたからすべて入ります」

 引っ越し業者は美幸の指示にしたがった大きなタンボールを押入れのない反対の壁に積んでほしいといっている。やがてそのダンボール箱は５０箱で天井まで積み上げられてダンボールの壁ができていた。他の荷物は簡易の洋服ダンスとベッド、それにホームコタツにテレビ、机が一つでその上にパソコンがあるだけだが、これで８畳の間のすべてが埋まっていた。

 音吉は、
 「これが衣装なら京都でもモデルや歌手をされるのですか?」
 「いえ、私ももう３５歳ですからモデルも歌手も引退します」
 「それならこのタンボールを少し整理しなければ地震でもあればこれの下敷きになって死んでしまいます」
 「そう、今まで付き合ってきた男性のすべてが音吉さんと同じ意見です。それに私の両親も兄弟も同じことをいいます。でも、私はそれができないから家族とも疎遠になってこの京都にきたのです」

 なにはともあれ落ち着くまではアルバイトがてらに「洋風居酒屋 ボン吉」で暫く働くことになった。この美幸はさすがに元モデルだけあってスタイルはいいしそれに化粧がプロ級で店でもピカリと光っていた。男の常連客は当然メロメロになっていたが、これが駅前の一流企業のOLの人気になり女性客が一気に増えていた。この美幸は元々は東京生まれ東京育ちだったが、このモデルの仕事というのは東京と大阪に集中していた。そこでこの中間地点の名古屋に住むモデルが多いという。

 それから一か月、駅前に一部上場企業でランジェリーメーカーの「フラワー」がある。その営業第３課の課長の長澤博光がこの美幸をみて一目惚れというより我社の専属モデルになるように口説いていた。長澤は新製品の開発をしているが、その新製品とは「ミセスのためのお洒落ランジェリー」という企画で３５歳～５０歳のミセスをターゲットにするという計画だった。長澤は美幸に、
 「美幸さんの過去の経歴を調べましたが、輝かしいものでその若さでモデルを引退するのはもったいないと私は思います。どうか我社の専属モデルになってほしい」
 「しかし、ランジェリーというからには下着のモデルも…ですよね…」
 「はい、それはもちろんですが、でも我社のテレビCM、それにポスターでもそんなに過激なものはありません」

 それを聞いていたママの幸子も美幸にこの話を信じて長澤さんにお世話になったらと勧めていた。この話はトントン拍子に進んで長澤は契約内容を美幸に説明していた。そして美幸にこの契約は身元調査を含めて美幸さんの自宅で締結するというのが我社の決まりです。その契約には顧問弁護士も立ち会います。それに美幸は、
 「えっ!自宅ですか～それは困ります」
 「ど、どうしてですか～たしか～ここのマスターのマンションでしたネ」
 「はい、それが～私の部屋は散らかっていますから…そんな恥ずかしいことは…」
 「しかし、部屋が散らかっていてもこの契約とは関係がありませんから安心してください」
 「いぇ、やっぱりこのお話はなかったことに…」

 これを聞いた音吉は美幸に色々事情を聞いていた。その美幸が、
 「実は私は病的な「もったいない症」で私のことが掲載された新聞や雑誌ならまだしもすべての物を部屋の中に溜め込みます。たとえば、買った洋服、ヨレヨレの下着や糸がみえているバスタオル、ハンカチ、それに包装紙の紙や紐、古い鍋やフライパンなどの調理器具から陶器まですべて溜め込んでいました」
 「それって～ひょっとして「ゴミ屋敷」の話なの…美幸さん」
 「はい、ここに引っ越しするために散らかったゴミのすべてをダンボールに詰めてそれが５０箱にもなったのです」
 「そうか～あのダンボールの中身は衣装ではなくて…その…ゴミだったの?」
 「それは音吉さんからすればゴミだけど…私にとっては捨てがたい宝物になります」
 「しかし、そうであってもダンボールに入っているから…」
 「いえ、私もここに引っ越しをしてから一か月になります。必要な物を探してダンボールを開けたのですが、それがまた部屋中に散らかり元の足の踏み場もないゴミ屋敷に戻ってしまったのです」

 音吉はそのゴミ屋敷を訪ねた。やはりそこは足の踏み場もない「ゴミ屋敷」だった。とりあえず二人はベッドに腰かけて話をしていた。音吉は、
 「これでは火事の原因にもなりますし、それに不潔ですからゴキブリの巣にもなります。これは家主として見過ごすことはできません」
 「そうですか～それならここを出ていきます」
 「いや～そんなことはいってはいない、どうです私も手伝いますからこのゴミをすべて処分しませんか?」
 「そんなことは絶対にできません」

 これは手に負えないと音吉はママの幸子に電話で相談していた。幸子は、
 「なにをいっているのマスター、そんなことで音をあげて～女なんてものはネ、上の口でいうことを聞かなかったら下の口でいうことを聞かしたら、それで何人もの女を助けたのでしょうマスター、まま、私もその1人だけど…とりあえずその美幸さんの欲求不満を解消したげてからでいいのではないかい…音吉どん」

 という返事だったが、音吉の隣には美幸がいる、その幸子の電話の声は美幸には丸聞こえになっていた。その美幸はそれを聞いて顔を赤らめていたので音吉はためらわずに美幸をそのままベッドに倒していた。そのベッドの周りはゴミだらけでそのベッドがゴミの海の島のようになっていた。その島での音吉の愛撫は優しく美幸もそれに抵抗もせず愛されていた。

 美幸は音吉が買ってきたゴミ袋に美幸の宝物のゴミを一つずつ涙を流しながら捨てていた。その数は１００袋にもなり店の常連客のゴミ収集業者が無料で廃棄してくれていた。その綺麗になった部屋に長澤と弁護士が訪れて美幸が「フラワー」の専属ミセスモデルになるという契約が交わされていた。その二人が帰った後、美幸と音吉はワインで乾杯していた。美幸は、
 「マスターありがとうございました。もう、絶対にゴミ屋敷には戻りません」
 「そうですね～とりあえずフラワーとの専属契約おめでとう」
 「ところで私と音吉さんとの専属契約はいつしてくれます?」
 「はぁ～?なんのこと?」
 「私はなんでも収集するクセがあります。一度部屋の中に入れた物は絶対に捨てません。あの私の宝物と音吉さんを交換したのですから、私の宝物は音吉さんになりました」

 これは困ったとまたママの幸子に相談の電話をしていたが、その返事は、
 「マスターもゴミ同然になったのね～」
 と笑って電話を切られていた。
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    屁理屈コラム…KYOTOのTシャツ・平安京の兵役の軍隊は高校生だった!…そして国立の大学として「京都大学」ができた。入学試験は戦争という実戦 
    屁理屈コラム…KYOTOのTシャツ・平安京の兵役の軍隊は高校生だった!…そして国立の大学として「京都大学」ができた。入学試験は戦争という実戦 ２３話

★…KYOTOのTシャツ

世の中には変わったTシャツがあるものです。外国観光者のお土産かな?、これを日本人が着たり買ったりするのかと頭をかしげます。これ、観光地ならともかくこのスーパーは外人などそんなにこない地域になる。(３色柄、２０着ほどあった)

 でも、この前で立ち止まり、これを読む日本人がなんと多いこと、多いこと!、で、私も読んで見た。お寺では「金閣寺」「清水寺」、それに舞妓、芸妓とおなじみの定番があるが、「七味唐辛子」とはなんじゃいな?。それに「Mt、Hiei」は「比叡山」となる。とはいっても京都らしさの代表格の「大文字」と「東寺の五重塔」はなかった。それに「嵐山」と「伏見稲荷大社」も…

 それよりなにより外人観光客の一番人気を３年連続キープしている「伏見稲荷大社」がないのが不思議だが、このTシャツがデザインされたのがそれより前なら納得がいく。まだ間に合うからぜひ「伏見稲荷大社」のTシャツを作れば売れます。


 


★…平安京の兵役の軍隊は高校生だった!…そして国立の大学として「京都大学」ができた。入学試験は戦争という実戦 ２３話

長岡京時代も平安京へ遷都が決まったころでも国内には敵はいなくなっていた。そして他国からの侵略も皆無で都を守る武家も貴族化していた。農民や民衆からの労役は年３０～６０日はあったものの兵役制度はなくなっているのと同じだった。しかし、桓武天皇の皇子の安殿親王と奈良の仏教会との密約「桓武天皇の暗殺計画」が暴露されたことからこの兵役制度が再び始まっていた。

 このころになると農民は裕福になり子供が沢山生まれている。一応、制度では男子が成人(２０歳)になれば国司から水田が１枚割り当てられるようにはなっていたが、水田の開墾が追い付かず三男～以上については特別兵役として１８歳から徴兵されるようになっていた。これは実際には軍隊ではなく農民への一般常識を教える今でいえば高校になる。したがって公務員ではないので給料はでないばかりか弁当も交通費も自弁になる。しかし、一方では成績優秀なる人物に対しては準公務員や公務員、はたまた武将にもなれるというエリートの養成所にもなっていた。

 そうなると裕福な農民、職人、工人、商人たちはこぞって子供をこのエリート養成所に入れたがるのは当たり前になる。もちろん兵役だから武術や乗馬の訓練もありそれなりに訓練はされており、都を守る軍隊としての役割をしていた。そしてこの兵役の任務は３年でさらに上を目指すものは稲荷大学に入学を許されていたが、これには政教分離の問題があった。

 稲荷神社の二代目宮司荷田生成(いなり)は桓武天皇に、
 「公家や貴族には国立の「大学院」があるが、民間人はさらに高度な学問を学ぼうと思っても学ぶ場がないのは国家の損失になります」
 「そか、しかし、平民が公家や貴族と同じ立場ではそもそも国が成り立たない」
 「稲荷大学としては民間の学生を受け入れてもいいが、その学生が政府の役職に就いたりすれば「政教分離」の原則から違反していると奈良の仏教会からの難癖も予想されます」
 「そか、仏教と神教はこのごろ仲が悪いから…それなら民間人も入学できる国立の大学を吉田の森に造ればよい。その大学の名前は「京都大学」と命名する」

 この強制懲役だった兵役制度も志願兵の軍隊となってその数も１５００名になっていた。それに元々の武家やその家来が１０００名。それに警察組織の「平安騎馬隊」が６０名となると奈良の仏教会の僧兵(約１０００名)も下手に武力での平安京から平城京への転覆大作戦はできなくなっていたが決して諦めてははいなかった。

 この吉田ノ森とは神楽岡という標高１００ｍほどの西側の丘の裾野にある。この岡は単独の丘で東山とは別の山になり人は住んでいなかった。この丘の北側は山中越という峠の京都側の出入り口になる。この山中峠は西近江から比叡山の麓を通り京の都に入る街道になっていたが、ここにいつからか山賊がでるようになっていた。桓武天皇はその山賊の棲みかこの神楽岡にあるということで新しくできる国立の大学の入学を希望する志願兵（高校生）を組織してこの山賊退治を命じた。

 いわば高校の卒業試験と大学の入学試験も兼ねていた。この新青年軍隊組織には天皇の軍隊である武将は誰１人参加せずすべて学生が作戦を練ることになっている。つまり、相手が少数の山賊であっても殺されるか？殺すかの戦争になる。しかも山賊と戦う武器と弁当は自前というからこれらの学生の親は子供が殺されないようにということもあるが、なにより出世をしてほしいという願いから弓矢から刀、槍まで親が都の武器商に武器を買うために殺到していた。またある豪商は三男に馬と鎧兜一式を揃える者もでてきたからこの高校生による山賊退治は都人の最大の関心を呼ぶことになっていた。

 指令本部と兵舎は大学が建設される予定地に置かれた。この軍隊は自弁のためにこれまた親が三食の弁当を運ぶが、洛外や宇治、八幡から来ている学生用にと大八車に弁当を積んだ弁当屋というのもこの日本で初めて出現した。また、この戦争を観るための見物客も花見弁当ならぬ陣中弁当を持って洛中、洛外からも押しかけてきた。夜は松明やかがり火が焚かれて今でいうライトアップも行われていた。稲荷大学の在学生もこの新国立大学を希望しているので学長の生成も陣中見舞いとして酒樽を持ってきた。

 この学生の軍隊は総勢２５８名、対して山賊は３２名、しかしながら山賊は旅人を何人も殺している経験者でたとえ戦いに勝っても学生側に被害者がでるのは間違いがなかった。そこで生成は女子の狐が人間の若い女子に化けてこの山賊らを丘の上から裾野の大学予定地までおびき寄せる作戦を練っていた。さっそく稲荷神社から選りすぐりの美人狐を２０匹呼んで作戦を実行した。

 山賊らは強奪した酒で酒盛りをしていた。そこに綺麗な衣装の美人が２０名も現れたから我先にとその女性を追いかけ始めた。美人狐らは作戦通りに丘を下って学生が隠れている森におびき寄せていた。そして学生の司令官が「かかれ～」と命令を出すと同時に２５８名が飛び出し山賊を全員生け捕りにしていた。

 桓武天皇はこの２５８名全員を入学試験の合格者とする。そして若者の入学金、授業料を免除する。しかし、学舎はこの吉田ノ森の木を伐りだして自分らで作れと命令されていた。こうして日本最初の国立の「京都大学」が誕生していた。この京都では山賊や強盗団のことを「鬼」といった。後にここにできた吉田神社は今もこの学生らの鬼退治のことを忘れないために節分には「鬼は外～」の豆まき神事が続いています。

★…京都大学、吉田神社

昨日、この写真を撮るために自転車で行った。距離は往復で約１８キロほど…気温は３７度。しかし、街中のアチコチで外人のカップルやファミリーに出会います。特に御池通周辺では日本人より外人の方が多い!…ぜひ、この伏見稲荷大社の物語も外人の方々に読んでほしい。これを出版してくれる出版社を募集しています。(この記事は１年前の再掲載になります。伏見稲荷大社の物語　２３話)


[image: ][image: ]













    屁理屈コラム…ゴキブリ退治にキッチンアルコール除菌スプレー・武御前社…巫女の女剣劇真希一座の誕生、これが江戸時代には歌舞伎となった
    屁理屈コラム…ゴキブリ退治にキッチンアルコール除菌スプレー・武御前社…巫女の女剣劇真希一座の誕生、これが江戸時代には歌舞伎となった

★…ゴキブリ退治にキッチンアルコール除菌スプレー

ある時、一匹の大きなゴキブリを見つけた、すぐ手の届くところに殺虫スプレーがなかったのでやむなく手元にあった「キッチンアルコール除菌スプレー」を噴射した。いつもの殺虫スプレーなら元気に逃げ回るのだが、このアルコールスプレーの時は動きが鈍くなり３０cmほど移動して停止した。

 これはたまたま弱っていたゴキブリであったのかと思い研究を続けてきた。その次はまだ茶色い若いゴキブリにアルコールスプレーを発射したところこれは一発で裏返しになった。それから成人のゴキブリに数回試したが、どれも動きは鈍くなるが逃げられた、しかし、その１時間後には人目に触れるところにでてきてじっと動かなかった。これはアルコールで酔っぱらったかもわからない。

 そこで台所のシンクにペットボトルのキャップを裏返してそこにこのアルコール除菌の液体を入れて様子を見た。そして朝になるとそのアルコールを飲んだのか?、若いゴキブリは急性アルコール中毒で裏返って死んでいた。成虫の黒いのは息はしているがじっと動かなかった。

 このゴキブリは新鮮な水を求めて台所に現れるが、水そのものには弱いらしい。このアルコースプレーの液体がヒゲの触覚、羽根や体に染み込むというのが原因でゴキブリの動きが鈍くなるのかもわからない。またこのアルコール除菌スプレーは人間には無害になるし、また除菌もできるから一石二鳥にもなる。(また、液体洗剤をかけるとゴキブリの動きが止まるというが、これも同じ原理なのかも?)

 なにはともあれ安価でしかも人には無害ですから試す価値がある。私のもう一つのゴキブリ対策は台所の電気をつけたままにすることです。ゴキちゃんは明かりを嫌がるからです。しかし、台所と他の部屋との間にしっかりとした戸がないと居間や部屋に入ってきます。私はこのドアの下の隙間を紙で工作して入らないようにしています。それからはゴキちゃんを見かけてはいません。尚、これは個人の感想ですから効き目を保障するものではありません。

★…画像は、キッチンアルコール除菌スプレー、詰め替え用は１２０円


 


★…武御前社…巫女の女剣劇真希一座の誕生、これが江戸時代には歌舞伎となった。赤ちゃんの額に、大は男の子、小は女の子 伏見稲荷大社の物語　７０話

稲荷神社に神職、巫女の専門学校が設立されたが、その後、私立の稲荷大学となり農学部を主体に気象天文学、地質学、土木、建設、設計の部ができてもう１００周年になっていた。この大学を卒業した男女の若者は２万人を超えて出身地など各地で活躍していた。

 巫女の多くは稲荷大学で教わり、また稲荷神社の巫女として働いた経験を持って全国の神社に勤めたりたり後輩の指導に当たっていた。隠岐の国の出雲大社で巫女として働いていた真希という巫女は出雲大社を３０歳で解雇されていた。その理由は巫女というのは若いから巫女で３０を超えたら巫女という名前を使ってはいけないという就業規則があったからだ。

 この当時の３０歳といえばやはり今より５～１０歳は老けていたが、この真希はこれに対して憤慨して稲荷大学で教わった巫女の舞と雅楽を教える塾を設立していた。しかし、この真希と出雲大社の対立からこの塾を卒業した巫女の就職先がなかった。そこで真希は巫女さんの一座、真希一座を立ち上げて全国の巫女さんのいない村の神社に出張する興行巫女となった。

 これが大評判を呼び、神社ばかりか国司(県知事)やその土地の貴族、豪族の屋敷に呼ばれてこの巫女の神楽を披露していた。一座は出雲に本拠地を置いて出雲大社から解雇されたいわば年増の巫女を積極的に雇用してその数も５０名を超えていた。これらの巫女を３班に分けて１組１０名～１５名の一座で相手側の予算に応じて一座を組んでいた。

 そのＡ班の座長は武御前(たけのごぜん)という巫女でまだ２０歳と若い。そのＡ班が中立売の酒問屋の豪商、伏見屋に呼ばれて伏見屋の屋敷で舞と雅楽の演奏をすることになった。この真希一座のボスの真希は稲荷神社出身ということで稲荷神社三代目の宮司の伊蔵、それに松尾神社の宮司の稲公が招待されて観客は１５名だった。

 舞台は大広間で和蠟燭が５０本ほど灯され庭にはかがり火が焚かれてる。それに池に反射した満月の明かりのライトアップ。雅楽は８人編成でこれに巫女の舞と誰もが予想していた。ところが出てきたのは美少年だった。いえ、巫女が少年に扮して剣を振りかざして踊っている。それはドラマ形式で主役の美少年(武御前)に６名の男が襲いかかるチャンバラになっていた。

 役者の声の台詞はないが、雅楽の特に太鼓と笛の音に合わせて踊る武御前の妖艶さに観客は酒を呑むのも忘れていた。舞台が終わった美少年らは巫女の衣装に戻り１５名の観客の前でお酌をしていた。席主の伏見屋は松尾神社の稲公が口を開けて武御前の剣舞に見とれていたのを察知して武御前に今夜稲公を特別接待してほしいと口添えをしていた。

 稲公は松尾神社の５代目で妻はいるがこの武御前に一目惚れをしていた。伏見屋はこの松尾神社の社家の筆頭株をしていたので武御前を稲公のための愛妾として身請けをしていた。この真希一座というのは巫女集団だが、芸能神楽以外にも要請があれば別料金で夜の接待も兼務していたのでこれはそんなに珍しいことではなかった。

 この武御前の屋敷は七条御前下がるの松尾神社西七条御旅所の敷地内に新築をされていた。ただ、この稲公の妻の徳子はこれを認めずもし武御前に男の子が生まれたらただちに離縁すると徳子に脅迫をされていた。それもそのはずで徳子は松尾神社４代目の娘で稲公は婿養子だった。

 やがて武御前は稲公の子供を産むがそれが男の子だった。しかし、この子を女の子として育てようといいだしたのは武御前だった。元々この武御前も女でありながら美少年をウリにしていたのだからこの考えには無理がなかった。そこでこの赤ちゃんのお宮参りの時に赤ちゃんの額に女の子の証拠として「小」の字を口紅で描いていた。これは松尾神社の氏子の習わしになるが、これを見た徳子のスパイは女の子と確認して徳子に報告をして稲公は無事婿養子の席を守った。

★…余談だが、この真希一座の女剣劇が有名になって今度は男が女になるという一座も誕生していた。これが江戸時代には歌舞伎になった。そして昭和の時代には宝塚歌劇団となった。ちなみに赤ちゃんの額に男の子は「大」女の子は「小」という風習は今のお宮参りにも残っています。その後この武御前の屋敷は「武御前社」として今もあります。下京区七条御前通り下がる。この御前(おんまえ)通りというのはこの武御前からきているという伊奈利の説になる。一方の説は、菅原道真公を祀る北野天満宮の前の道、それに道真が生誕した吉祥院天満宮から宮中への通勤道からきているという説。さらに、平清盛の八条御殿の西門の前の道というこれも伊奈利の説。さて、あなたはどの説を信じますか?

★…画像は武御前社
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    屁理屈コラム…ツイッター編　５・平安時代の貴族の女性は風呂嫌い?…日本初のスーパー銭湯は稲荷神社の「窯風呂」だった。現存する最古の窯風呂
    屁理屈コラム…ツイッター編　５・平安時代の貴族の女性は風呂嫌い?…日本初のスーパー銭湯は稲荷神社の「窯風呂」だった。現存する最古の窯風呂

★…ツイッター編　５・私の投稿(このところ暑さで外に出ないからニュースがない)

★…女の政治劇場…それぞれの立場が違う「厚化粧のおばはん３姉妹」のバトルが日本を救うと思う。それは百合子、聖子、蓮舫になるが、これこそ究極の政治ショーになる。この３人の誰かが次の総理になるというドラマこそが、選挙の投票率を上げると思うが、どっかのテレビ局の企画にいかがどすか…ホホホ

★…「運」というのはいつ飛び込んでくるかもわからない。あの舛添のケチ事件がなかったら今の小池百合子はなかった、安倍首相の支持率低下がなかったら、野田聖子は表舞台には立てなかった。それにしても民進党はこの「運」の使い方が下手だ!、千載一遇のチャンスを蓮舫辞任に使った。アホそのもの

★…野田聖子氏、河野太郎氏の人気は上々です。一方の民進党は自民党の自滅という「千載一遇」のチャンスに乗れず、内部のゴタゴタに政治アナリストもあきれ顔で論評すらない。聖子、百合子、蓮舫と女性のカラミに国民の目がいってよりすばらしい政治ができるものです。その蓮舫を駆除した民進党に明日は無

★…細野豪志氏が民進党を離党するという。その理由は共産党との共闘に反対、一方で二大政党の政党を作るともいっている。まさか細野氏一人ではこんな考えはお笑いになるが、どこかでこういう勢力が動いていると容易に判断できる。つまり、それは小池新党になるだろう。しかし、聖子というスターが…

★…「与党でなければ人ではない」という時代なった。そして「驕る平家は久しからず」ということで安倍内閣の支持率は急降下した。そこで源氏がでてこなければ歴史にはならない。そこで党内源氏として野田聖子、河野太郎両氏に役が回ってきたが、これを書いた作家、演出家はかなり頭がいい。誰だか知りたい

★…「音川伊奈利」のツイッターはここ、好きなことを書いています。…★


 


★…平安時代の貴族の女性は風呂嫌い?…日本初のスーパー銭湯は稲荷神社の「窯風呂」だった。現存する最古の窯風呂 伏見稲荷大社の物語　４０話より

このころの貴族は占いをかなり信用して風呂には入らなかったとされる歴史学者が多い、だから体臭を隠すためにお香を焚くというものだ。しかし、あの長い髪と十二単を着た女性が仮に一か月も風呂に入らなかったらどんな匂いがするのかと想像するだけでも寒気がします。

 しかも恋多い女性などは現代のフリーセックス状態で真っ暗闇の部屋でのＨでは嗅覚は３倍ほど敏感になるので到底お香をバンバン焚いても臭うだろう…その貴族の女性達も稲荷神社のファンで二代目宮司の生成と面会して都で一番とされる祈祷師のお祓いを受けている。そしてお茶の時間には部屋で懇談をするが生成はまだ一度もこの貴族の女性が臭いと思ったことがない。

 またこの稲荷神社には人間の千倍の嗅覚を持つ狐もいるが、この狐達もこれらの貴族はかなり清潔だといっている。この稲荷神社には若い女性の巫女が３０名在籍している。この巫女は信者を神楽殿に座らせてその前でお祓いをして神楽の舞を舞うが、もしこの巫女が風呂に入ってなくて臭かったら稲荷神社の信頼は地に落ちるだろう。だからこそ稲荷神社には参拝者及び神職用の窯風呂があった。

 ただ一部の悪い占い師たちが貴族の女性に風呂に入ると毛穴から悪霊が入るという迷信を流布していたので生成はこの貴族の女性たちに、
 「そもそも、神様にお参りするときは手を洗い、口を濯いで清潔な体で拝まなければならない」
 「そうですわね～だから私達もここにお参りする日の朝は蒸し風呂に入ってくるのです」
 「その悪い占い師は御池奉行所の認可を受けていない占い師ですからもうすでに平安騎馬隊に逮捕されています」

 この稲荷神社の窯風呂とは矢背（八瀬）にある窯風呂を真似たもので陶器を焼く窯の形で広さは六畳ほどでその窯の中に薪を入れてまず土の窯そのものを焼く。そして焼けたら土の壁に水をかけて蒸気を発生させるが、蒸気が少なくなるとまた水をかけるという構造になっている。これでも１回の窯焚きで約８時間は持つ。床には稲わらが曳かれてその上の布（風呂敷）に座って藻俵（わらを叩いて柔らかくした物）で体の垢をこするという仕掛けになっている。女性は浴衣を着て入る場合が多い、これは男女混浴のために女性のたしなみでもあったが、これが現代の夏の浴衣（ゆかた）になっている。そして最後の仕上げに瓶にある湯を体にかけるというもので薪の量が節約できるというものになっていた。

 貴族の屋敷ではさすがにこの窯風呂はなかったが、木の狭い風呂場で湯を沸かしてその蒸気で蒸し風呂にするという原理は同じになる。その窯風呂の銭湯を稲荷神社は境内の外の大和街道に「稲荷スーパー窯風呂」を造り、参拝者や旅人にも利用させていたが、残念ながら混浴ではなく二つの窯風呂に分けられていた。ただ農民や庶民にはやはり贅沢なもので日ごろは井戸、川の水で水浴していたが、さほど現代とかけはなれた不潔な体ではなかった。

 このスーパー窯風呂には料理屋がありすぐ近くの鴨川で獲れる獲れる鯉、ふな、うなぎ、夏なら鮎と新鮮な川魚が食べられた。この鴨川の漁業権は天皇にあったが、特例として１５歳以下の子供の漁業は認めていた。子供たちはその魚を獲って持って稲荷神社の児童館にくれば昼ごはんが無料で食べられるということだったが、これは昼食が目的ではなく子供が読み書きや算盤を勉強をするという小学、中学の役割をはたしていた。子供が持ってきた魚は稲荷神社直営のお茶屋や料理屋で料理して出すが、それを児童館の資金にしている。

 例に寄って天皇と生成は神泉苑で酒盛りをしていた、天皇は、
 「のう、生成よ！お主の稲荷神社は五穀豊穣の神様でなかったのか？」
 「はい、まったくその通りでございます」
 「だが、世間では金儲けの神さん、商売の神さんと悪い噂があるが…なんでも子供を使って鮎を獲らしてそれを旅人などに高い値で売っているならまだしも、スーパー窯風呂なる風俗業にも手を出しているのか？」
 「いゃいゃ、それは大きな誤解で、私は国民の健康を願って銭湯を…」
 「そか、それなら予もそのスーパー窯風呂に招待してくれ」

 天皇がスーパー窯風呂に行幸されるのは８０５年１０月１５日の日帰りと決まった。この日は銭湯は休日にして二階の大広間に急遽天皇が休憩する寝室を用意していた、そして生成は深草村の村長に、
 「天皇の接待をする女性を探してほしい」
 「いや～百姓の娘にそんな公家の仕来りを教えることも…」
 「いゃいゃ、ただ風呂の世話をするだけじゃ、それに天皇は若い女性は好みではなく子供を１人産んだぐらいの三十前後の色白で小柄な後家が好みだと聞いている」
 「ほう、それなら私の娘が離婚して帰ってきています」
 「ほう、それそれ、その娘を差し出せ～！」
 「しかし、もし、子供でもできれば…」
 「それならその子供は天皇の皇子になる、村長も貴族にデビューできる」

 こうして桓武天皇のスーパー窯風呂の視察は終わったが、その後、偶然か偽りか、村長の策略かは神のみ知るが、この村長の娘が妊娠したという。そしてこの娘が妊娠したということは天皇に伝えられたが、それは無事生まれた上でのこととなり、その６か月後の４月９日に天皇は崩御されてこの妊娠の話は歴史から抹消されていた。しかしながらこの生まれた女の子はいずれ宮中の侍女となり嵯峨天皇の子供を宿ることになる。

★…は現存する最古の窯風呂
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    屁理屈コラム…おすそ分け、とうがらし３種・日本初の小麦を使った饂飩に煎餅…天ぷらのルーツは袈裟揚げだった。空海を袈裟揚げにして食うかい
    屁理屈コラム…おすそ分け、とうがらし３種・日本初の小麦を使った饂飩に煎餅…天ぷらのルーツは袈裟揚げだった。空海を袈裟揚げにして食うかい

★…おすそ分け、万願寺とうがらし、ピーマン、とうがらし、豆あじの南蛮漬け

このところ近所の主婦からよくおすそ分けをもらう。別に～この近所に畑なんてものはないから自家産のものではないが、どこからか回ってきたのが我が家にきたことになる。いわばこれが本当の意味のおすそ分けになる。ふむ…裾が乱れて白い脚が…ではなく裾野が広がるということやな～ホホホ

 ところが季節の物なのか、別々の人から同じ日に万願寺とうがらし、甘とうがらし、ピーマンが届いた。そのピーマンをくれた主婦はついでに「豆あじの南蛮漬け」もくれた。早速料理をしたが、なにせ年金前の食料現物の配給は涙がでるほど嬉しくて美味しかった。

 料理は、ピーマンは生のまま細く切って平天の細切りとごま油、味ぽんで和えた。この作業はなんせ目が悪い、包丁は切れないという悪環境で仕上げたもので見た目は悪いが美味になる。

 万願寺とうがらしは麺つゆでたいた。甘とうがらしは油で炒めたが、この中の２本だけ舌にバチッと来る辛い物がまじっていた。これは先祖帰りといって元々の辛いものが改良されて甘とうがらしになった。ところが日ごろ先祖の墓参りを怠るとこうして先祖が注意(伊奈利の説)してくれるというものになる。私はこれによく当たる、居酒屋でもたった１本だけ食べただけなのにこれに命中することが過去に数回あった。

 ★…画像は、こうして美味しく食べたことをもらった主婦にスマホの写真を見せるためにパチリと撮ったものだが、次のおすそ分けはできたらスイカ、マクワウリがいいと思っている。ちなみにこの主婦らはここを読んでいない。


 


★…日本初の小麦を使った饂飩に煎餅…天ぷらのルーツは袈裟揚げだった。空海を袈裟揚げにして食うかい 伏見稲荷大社の物語　５９話より

歴代天皇で馬に乗れたのは明治天皇と嵯峨天皇だけだった。嵯峨天皇は兄の平城天皇には二人の皇子がいたために天皇継承の目はないと信じて武将になる夢を持っていた。そのために剣術は元より弓、そして馬術は征夷大将軍の坂上田村麻呂とは互角の腕だった。

 その天皇が天皇になってもストレス解消なのか馬での遠出が好きだった。もちろん警備には平安騎馬隊の１０騎がお供していた。ある時、それに稲荷神社三代目宮司の伊蔵もお供していた、一行は北白川から近江への峠の山中峠を越えて琵琶湖畔の旧大津京の三井寺で休息をしていた。

 この三井寺は天智天皇・天武天皇・持統天皇のゆかりの寺で天台寺門宗宗祖の円珍が建立した寺になる。この三井寺の特別室に案内された天皇と伊蔵は酒を飲みながら琵琶湖の光景を楽しんでいた。そして帰るために馬屋に行くがそこには青々とした稲によくにたものを馬がうまそうに食べていた。天皇は、僧侶に、
 「これは何を食べているのか?」
 「はい、これは遣唐使が持ち帰った唐の「小麦」というものです。唐ではこれを米の代わりとして食べているようですが、この実の殻が固くて、それに米のようにこのまま焚いては食べられません」
 「ほう、それにしてもこの馬たちはよっぽど旨いのかパクパク食べている」
 「はい、これは実のなる前で葉っぱに栄養がかなり豊富なために馬がよく太ります」
 「ほう、しかし、唐で食べられているものが、なぜ?日本では食べないのか?」
 「それは、この外側の殻、それに内側の薄殻をむくのに手間がかかります。それにこれを粉にする石臼が農家にはないからです」
 そこで伊蔵が、
 「その種があるのなら少しくれないか?」

 こうして伊蔵はこの麦の種を持ち帰り稲荷大学の農学部と工学部にこれを食用にできないかという宿題をだしていた。三か月ほどたったある日、その研究報告があった。まず農学部の学生が伊蔵に、
 「この小麦は稲の収穫が終わった畑に種を撒き、その種が越冬して春に芽が出て育ちます。その小麦を収穫した後にまた稲を栽培すれば二毛作と同じ収穫が見込めます」
 「そうか～それなら農民が豊かになって喜ぶが…何か?問題が?」
 「はい、その小麦に実が付く前の青葉が馬や牛の餌用に高く売買されますから無理して育てなくても十分な収入になるからです」
 「そうか～しかし、小麦を育てて収穫をしたほうが高値により売れるのでは?」
 「はい、それに収穫した後の麦わらも日よけの帽子、それに日用品の材料にもなります。さらに、粉と分離した「ふすま」は牛、馬の飼料になるばかりか畑の肥やしにもなります」

 そこで工学部の学生が、
 「宮司、それがこの小麦の薄皮(ふすま)を取る技術がまだ見つかりません。そこで薄皮の付いたままで石臼で粉にして焼いて食べましたが、なんかザラザラして旨くはありませんでした」
 「ふむ、しかし、旨くはないが、食料にはなるのか?」
 「はい、そこでこの薄皮と小麦の粉を分離する細かい金網を作りましてこれでふるいにかけたのがこれです」

 そこに出されたのは真っ白な粉で、これを砂糖で味付けして焼いたのがこの煎餅、それに蕎麦より太めの饂飩があった。
 「これが唐で食べられているのか?」
 「はい、遣唐使から帰ってきた僧侶にも食べてもらいましたが、これによく似ているといっていました」
 「そう、これは「うどん」というのか?これなら売れるかも…」
 「しかし、これを粉にする石臼そのものが都にはそんなにありません。この石臼に使う石は硬くなくてはなりません。そこで調べたのですが、尾張の国の岡崎みかげ石ならこれに適しています」
 「そか、それなら岡崎みかげ石の手配をする」

 伊蔵はこの小麦粉を持って六条河原離宮の従女たちに料理を教えていた。そして小麦料理のフルコースができたので天皇にお出しした。天皇は、
 「ほお～いい匂いがするが…」
 「はい、これは小麦を水状の衣にして鶏肉と鯛、それに松茸や季節の野菜を菜の花油で揚げたものです」
 「ほう、これは食材を衣に包んで揚げるものか?」
 「はい、中身は決して坊主ではありません」
 「おいおい、伊蔵、高野山の空海がくしゃみをしているが、これの名前は「袈裟揚げ」と命名する」

 こうして天皇は袈裟揚げ、うどん、煎餅を美味そうに食べていたが、伊蔵に、
 「しかし、こんな旨い小麦を馬や牛の飼料とはもったいないが、なぜ農民はこれを食べない」
 「はい、これは脱穀や製粉に時間と手間がかかるのですが、その前に実が成る前の青葉が高く売れるためにです」
 「しかし、そんな高いものをいったい誰が買うのか?」
 「はい、それが～高級公家、貴族の方々の飼ってる牛や馬の飼料にするためです。それに軍隊の馬１００頭もです。ちなみに平安騎馬隊の馬６０頭は予算の関係で食べさしてはいません」
 「なに～犯人は身内にいたのか～わかった伊蔵、その青葉買いに５０%の年貢をかける」

 こうして天皇は全国の農民に小麦の栽培を勧めたうえで小麦には年貢をかけない。しかし、この青葉を売った農民に５０%の年貢をかけると発表されました。この小麦の栽培は水田に限らず、畑や荒れ地にでも育つために飢饉や水害、それに稲の病気の大流行などに備えて保存できる命の白い粉として日本中に広がりました。
 ?
 また比叡山や高野山の僧兵が不穏な動きをすると公家や貴族はこの「袈裟揚」を食べて僧侶を退治する呪いにもなったとか?その時の呪いの言葉が「空海の袈裟揚げでも食うかい…」でした。 尚、袈裟といえば坊主、坊主といえばお寺、お寺といえばポルトガル語で「テンプラ」という。
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    屁理屈コラム…恐怖の暗闇迷路　体験記・真っ暗闇の男女の秘め事は五感を刺激する貴族の遊びだった。灯明と透け透け襦袢ででさらに…和江瑠(ワコール)が貴族社会に進出 
    屁理屈コラム…恐怖の暗闇迷路　体験記・真っ暗闇の男女の秘め事は五感を刺激する貴族の遊びだった。灯明と透け透け襦袢ででさらに…和江瑠(ワコール)が貴族社会に進出 

★…恐怖の暗闇迷路　体験記・五感をくすぐる

誰もが真っ暗闇なんてものを経験はしないからこの暗闇の怖さがわからない。この真っ暗闇とはどんなに長い時間そこにいても目がなれるということはない。たとえば暗闇の中で自分の手を目の前にかざしても絶対に見えない。親子で手をつないでいても手の感触はあるが、親からも子からもその存在がまったく見えない場所を真っ暗闇という。

 どんな嵐の夜でも外ではこの真っ暗闇は体験できない、なにがしらの明かりというものは絶対にあるものだ。とすれば真っ暗闇は人工的に作らなけらればないことになる。この人工的に作られた物がこの「恐怖の暗闇迷路」になる。

 この宣伝パンフには「五感をくすぐる！」と書いてある。この五感とは一般的に「視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚」となっている。この暗闇はまず眼が見えないから脳が情報を得ようと耳をすます、そして次に触覚となってこの迷路の手すりを持つ、その手すりはもちろん見えない。前へ進もうと思うとこの迷路の壁つたいに歩くことになる。いずれ直角の場所になることが予想されて、そのまま前に歩くと壁に衝突をするからその場所を手探りしなければならない。

 この迷路は約５０mほどで時間は人にもよるが５分ほどて暗闇から解放される。たった５分だが、私の脳の中の五感が情報を得ようとフル回転していた。私は私の脳になんの命令もしていないのに私を無視して私の脳が勝手に動いていることに神秘を感じた。

 ということはこんな暗闇で脳を活性化させれば認知症やボケ防止にも効くかもと思った。勉強ができない学生の脳の活性化、また若いカップルが手をつないでこの迷路を歩けばそれぞれが五感を働かして彼女、彼の本心がわかるかもとも思った。中にはこの暗闇の中でキスなどを?をするカップルがあるかもわからない、すべての神経が触覚に集中しているからこのキスの味は一生涯忘れられないものになるかもわからない。

 一方で眼から光を失った視覚障害者も沢山おられます。こういう光のない世界を子供たちに体験をさせるというのも障害者への愛になるかもわかりません。夏休みの宿題に困ったらこの暗闇体験で感じた感想を書けばいいと思った。尚、これは私が感じたものでこれを保障するものではありません。(イオン洛南店、９月３日まで)


 


★…真っ暗闇の男女の秘め事は五感を刺激する貴族の遊びだった。灯明と透け透け襦袢ででさらに…和江瑠(ワコール)が貴族社会に進出 伏見稲荷大社の物語　３６話より

奈良時代から神仏用の灯明と照明用の油は製造されていた。主に荏胡麻の油は灯明、菜種油は照明用に使われてはいたが、やはりこれは高価なもので農民や一般庶民には縁がなかったものだ。というよりも朝は夜明けと同時に働いて日が落ちると寝るという文化があり照明そのものの必要性がなかったからだ。この時代には唐から蝋燭が輸入されていたが、これは高価なもので蝋燭を日本で作る技術はまだなかった。

 これは天皇家も公家も貴族も同じで夜は寝るものでわざわざ照明をつけて仕事をする者もいなかった。このころの空は空気も綺麗で高いビルも街灯もなく屋敷の奥の部屋ではそれこそ真っ暗闇の世界になる。ただその分だけ月や星の光というのは現在よりも数倍明るく感じていた。庭に面した部屋などはこの月の光だけで十分な照明になっていた。また雪に反射した月の光などは銀座のネオンより明るく感じるほど輝いていた。

 ただ昼間でも神社や寺での本堂の中では真っ暗闇とはいかない、なぜなら灯明、蝋燭の明かりや灯篭の明かりが神秘性を生み出すばかりか仏様の顔が見えなければ信心そのものが成り立たなくなるからだ。ゆらゆらと揺れる光の中で観音様の顔はより優しく、怖い顔をした仏像はさらに迫力がでるというものだ、稲荷神社でも夜の参拝者用に表参道には灯篭を、社殿の中には灯明、蝋燭を一年中切らさなかった。

 貴族の寝所は屋敷の奥にありここには月の光も届かないからそれこそ真っ暗闇になる。そこでの男女の二人は目の前一寸さえ見えない、衣擦れの音さえ普段の３倍ほどに聞こえる。相手の息遣い、匂い、仕草に全神経が集中していることになる。その相手の指が腕の内側をす～と撫ぜると全神経がここに集まり快感が暴発しそうになる、また背中を指で摩られると悶絶するほど感じる。しかし、これがたとえば時計の文字盤の蛍光塗料一つで光っていれば腕と背中を触られただけにしかならない。

 腕、背中でそうだから彼の唇と指が本格的になると…しかし、これはかなり疲れる行為であって新婚や不倫の場合はまだいいが、慣れた女房にはチトしんどくなる。そこで疲れないように部屋に照明用の油をつけていた。そうなるとまた違う刺激がほしくなるのがこれまた人間の欲と性になる。

 都の左京に東市という市場がある。その室町通りには公家、貴族向けの高級ブティックがあった。そのブティックは和江瑠(ワコール)という屋号で主に女性下着の長襦袢を売っていた。これは絹でできていたが、その絹の一番細い糸で織っているから透け透けの織物だった。色もピンク、赤、白、銀ラメ、黄、黒と色鮮やかで貴族の女性はこれを買うために牛車で押しかけて店の前は牛車の行列ができていたという。

 神泉苑離宮では満月の日の恒例の月見の宴が開催されていた。ここには公家の他に高級貴族も招かれている。もちろん稲荷神社二代目宮司の生成(いなり)も招待されている。部屋の照明はなく満月とその月が池に映った月光だけでもけっこう明るい。宮廷の雅楽の演奏もされてムードは最高潮になったころ、若い女性が５人も池を背に出てきた。そして舞を披露しているが…

 その女性らは全員素肌に色それぞれの長襦袢を着ているがそれは透け透けのもので満月の光で色白の肌がシルエットで鮮明に浮き上がっていた。招かれた客は全員男だが目を点にしていた。そして一曲目が終わったときに天皇が、
 「この色気のある長襦袢をお主らの妻や妾が着て夜を待っていると巷では噂になっているが、この長襦袢の流行をどう思うか率直な意見を聞かしててほしい」

 こういう場合はまず位の一番高い貴族が天皇に対して言葉を述べるが、その貴族は頭の中が混乱して言葉がでないようだ。そこで天皇は生成を指名していた。生成は、
 「これが噂の和江瑠の透け透け長襦袢ですか、たしかにセクシーで私はいいと思います。しかし、一方では都の風紀が乱れという意見もあります。ところで、私の稲荷神社でも夜の参拝者が増えています。これは夜は寝るだけの文化から楽しむ文化へと移行しています。それは闇の世界から視覚を楽しむという生活の余裕から来ていると思います。庶民が夜の時間を楽しめれば経済活動が活発になり税収も増えることになります」
 天皇は、
 「そか、夜は寝るだけの文化から楽しむ文化になるのか?」
 「はい、この月見の宴も公家や貴族だけの専売特許にせず、庶民にも広げることが日本の発展にもなります」
 「そか、それなら照明用の荏胡麻や菜種の油が大量に必要になるが…」
 「はい、それが大山崎の山崎屋という油商がなんでも種から油を採る鉄の機械を発明したそうで、これで油を抽出すれば油の値段も庶民に手が届くようになるそうです」
 「そか、それなら蝋燭はどうなる?」
 「はい、これも国産で製造できるように稲荷大学の学生が研究しています」

 この天皇と生成との話を聞いていた客らも頷いていたのでもう誰も和江瑠の長襦袢を批判できなかった。そして宴の〆にもう一度雅楽の演奏があり、やはり透け透けの５人の舞が始まったころには貴族の顔もかなり緩んでいた。この天皇のお言葉「夜は寝るだけの文化から楽しむ文化」が世間に広がるのは３日もかからず稲荷神社のライトアップ参拝にカップルが押し寄せ、やがて結婚、そして子供ができてこの時期に都の人口も一気に増えていた。

 …本当に真っ暗闇な世界を体験したことがあります。それは清滝に通じるトンネルの中で少しカーブの一か所だけ真っ暗闇があったのです。その時は子供と手をつないで歩いていたのですが、その瞬間に子供が消えてしまい恐怖というものはこれだと思った。災害などで土砂に埋まって助けを待っている人たちもこの恐怖を味わったと思うと…ここの読者も一度真っ暗闇を体験してください。
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    屁理屈コラム…母と息子の大文字登山・日本で初の「京都職業訓練学校」(現・京都教育大学)・一億総活躍社会とは１２００年前の桓武天皇のお言葉
    屁理屈コラム…母と息子の大文字登山・日本で初の「京都職業訓練学校」(現・京都教育大学)・一億総活躍社会とは１２００年前の桓武天皇のお言葉


 


★…母と息子の大文字登山


 


　ある日、年配の女性と若い男性が乗車されて、「運転手さん、無理なお願い聞いていただけます」
 「はい、何でもどうぞ、観光なら得意ですから」
 「いえ、観光と言えるかどうか…実は～」と今日の目的を聞かされた。

 　この親子は、岡山から来た人でこの春から一人息子が東京の大学へ行くそれで初めての日帰り旅行をと京都へ来たが、それが観光ではなくて何か一生の想い出を残したいと言う。
 「一生の想い出ですか～」
 「はい、この子の父親は早く亡くなり、私は死に物狂いで働いて高校までは何とか、ところがどうしても東京の大学へ行くというので…息子は奨学金とアルバイトで生活は出来るというので、でも東京と岡山では余りにも遠すぎるのでしばらく会えないので…私も二十数年働いた会社が倒産して今は失業保険暮らしの上、体調も良くないし…」
 「そうですか、わかりました」と応えたが私の頭はパニックになっている。

 　清水寺の舞台から飛び降りれば一生の…いや、怪我をする。金閣寺の池にー、嵐山の渡月橋から…いやどれもこれも人騒がせするだけだ、
 一生の想い出～ウーン、そうだ…！。
 「お母さん、五山の送り火を知っていますか？」
 「はい、大文字焼のことですね」
 「そうです、それを何で知りました」
 「いつも、お盆にＮＨＫのテレビで…主人が亡くなってからはいつもテレビに大文字が映ると息子と二人で手を合わしています」
 「それなら丁度良い、どうです、大文字山に登りませんか？」
 「え、山ですか？」
 「いえ、山といってもほんの三十分ほど歩けば大の字の火床に行けます。そこからは京都が一望出来て素晴らしいです。それにここなら年に一度は必ずＮＨＫの九時のニュースで放送されます。東京と岡山と同時にです、離れていても一生の想い出になります」

 　それまで黙っていた息子が始めて口を開いて、
 「お母さん、そうしょう。金閣寺や清水寺は俺が学校を卒業して就職したら必ず連れってやるから、今日は運転手さんの言う通りに…」
 　どんな小さな山でも山は山。曲がりくねった坂道は自然に親子の手を固く結ばせ、息子は照れもせず母親の額の汗を拭いていた。

★～大文字山は銀閣寺の裏山にあり門前を北へ一本道になっています。大文字の火床までは約３０分で行けます。途中にはこの山が大昔地中にあった証拠としての「貝の堆積」の地層があります。京都の人はこの大文字の火床に残った黒い灰を持ち帰り「家内安全」のお守りにしています。尚、小さな山でも山ですから火床から奥へは絶対に行かないでください…遭難の恐れもあるからです。
★～銀閣寺からは哲学の道～法然院～永観堂～南禅寺～と歩くコースになっています。健脚の方は、さらに平安神宮～知恩院～円山公園～八坂神社～高台寺～清水寺～三十三間堂～ＪＲ京都駅。このコースは先に市バス（２３０円）タクシー（ＪＲ京都駅から約２２００円）に乗って銀閣寺に行くほうが便利で復路ももししんどくなったり時間がなくなれば即タクシー、市バスに乗れます。
★～身障者手帳をお持ちの方は全国共通ですから忘れないように！この手帳を明示すればタクシーは１０％割引、各観光寺院にも本人無料、介添え者割引等々のサービスもありますが、これは拝観料の券を買う窓口には不親切にも書いてありません。いずれ私がこの問題をこのブログ等で改善いたします。


 


★…日本で初の「京都職業訓練学校」(現・京都教育大学)・一億総活躍社会とは１２００年前の桓武天皇のお言葉 伏見稲荷大社の物語　２５話より

平安京は南北５,２キロ、東西４,４キロの面積だが、ここには土塁も塀もなく南北は九条大路、一条通り、東西は葛野大路、そして鴨川の内側が洛中とされている。したがって道路を渡ればそこは都で出れば洛外になる。一応、山城の国としての国境には簡単な関所はあったが、そんなに厳しくなかった。

 ただ、誰でも山城の国、そして都には入れるが無戸籍者には仕事も農地の開拓もできなかった。そうなるとホームレスになるか、犯罪を犯すしか人は生きてはいけない。また山城の国の国籍(戸籍)を取得する方法もあるが、これはまず住所が必要になる。これは現在でもたとえば生活保護を申請しょうと思ったらまず住民票がなければ申請すらできないのとまったく同じになる。

 農民の場合はたとえば奈良の農民が京の都に移住する場合はまず先に来ていた農家が保証人になってこの農家に家族の人数が同居するという申請をすれば許可される。ただ、これと同時に年貢(労役、兵役を含む)の義務が発生していた。そしてこの家族が農民として独立すると申請すれば開墾の荒れ地を指定されるか、空いている水田を貸してくれる。

 しかし、これとて保証人がなければどうにもならなかった。それでも農民はまだいいほうで職人や商家で働いていた人にとっては戸籍を取得する手段さえなかった。そこで稲荷神社の二代目宮司生成(いなり)は都の入り口の峠の山賊や強盗団を退治しても退治してもきりがないとこれらの職業訓練所を造ることを桓武天皇に提案していた。桓武天皇は、
 「しかし、そんなことをすれば日本中からややこしいのが入ってくるのでは?」
 「たしかに、それもあるが、人は職があって裕福になれば誰もが一般常識や教養を身に付けるものです」
 「しかし、その一般常識や教養を誰が教えるのか?」
 「天皇の許可さえいただければ稲荷神社職業訓練所を開設したいと思っています」
 「なら、その費用は?」
 「これは昨今、稲荷神社の信者も農民から商工の大店が増えています。そのどの大店も職人や技術者が不足しています。そのものたちが金は出すといっています」
 「そか、お主の稲荷神社は忙しいの～それでもう何社になった?稲荷グループは?」
 「はい、稲荷建設、稲荷土木、稲荷設計事務所、日本通運、フォックス警備保障、それに学校法人の稲荷大学です」
 「ほう、お主～まさか～宗教法人だからといって年貢を誤魔化しているのか?」
 「天皇、それは誤解です。我が稲荷グループは経理をすべての社員にオープンにしています」
 「おぃおぃ、生成…予の冗談がわからないのか?～ホホホ」

 校名は「京都職業訓練学校」(現・京都教育大学)と天皇に命名されてその校舎も官営の東寺造営の木を伐りだした後の土地を利用した藤ノ森と決まった。ここは藤森神社の裏山になり奈良にも近かった、多くの無戸籍者は奈良出身ということで都に入る前の職業紹介所としての役割もあった。その学校は全寮制で入学金と寮費は奨学金として働いた後の返金になっているから体一つでここに入学できた。

 この中には平安騎馬隊や京都大学の学生らに逮捕された元山賊、強盗団も入学を許可されている。そもそもこの学校に入る資格は無戸籍者だから都人にはまったく怖い存在にしかならなかった。そこで生成は、この授業の年間の半分を労役(ボランティア)として羅城門から宮殿までの朱雀大路の整備、そして左京の下水道の整備に派遣していた。これは無戸籍者を一か所に集めるのではなく積極的に都人と接して差別や偏見を取り除く作戦だった。

 雨が急に降ったり昼飯時の弁当を食べたりする場所がなかった時には商店や工場から場所を貸すという申し入れがあった。ここで都人と無戸籍者の接点ができて人柄がいい青年などにはぜひ雇用したいという申し入れが学校にあった。この場合は即卒業として雇用され山城国の戸籍が与えられていた。そして労役以外の半年は徹底して読み書きと算盤、それに「一般常識と教養」の勉強をさせられいた。

 平安京のオープンが数か月と迫ったころにはこの京の都の経済はバブルかと疑うほどの好景気だった。特に織物業、鍛冶屋、大工に左官は人手不足でこれらの商店主や工場経営者は青田狩りとしてボランティアで働く無戸籍者に積極的にアタックして人柄を確かめていた。もちろんこれらの選ばれる側の無戸籍者も一生けん命働く姿と一般教養と一般常識をそれとなしに披露しているから元々の無教養の都の若者より信頼されるようになっていた。

 またこの学校では毎日の３食の給食はローテイションで学生が作ることになっていた。これがいつのまにか一部の生徒の専門分野になり料理部になる。、それに元々農家の出身者ばやはり農業の分野に興味があった。そこでこのボランティアも一律ではなく各分野ごとに派遣先を選べるようになっていた。たとえば、稲刈りのボランティアで農村に派遣されたが、その家族に気に入られて婿養子になったいう話が生成と桓武天皇にも届いた。

 天皇は、
 「そか、そんなに職業訓練学校の人気がいいのか?」
 生成は、
 「はい、人を育てるのにはその環境が必要になります」
 「いゃ、それならこの都の役所も人が足らないという悲鳴が届いているが、こればかりは公家、貴族の子息ではないと…」
 「天皇、天皇もご存じだと思いますが、私の父も奈良の都を追われた元は無戸籍者でした」
 「そうか～それなら貴族の下働きとして下級役人制度を作るか～それで成績優秀者には貴族の位も…」
 「そうですね～一生懸命働けば豊かな暮らしができるという夢があってこそ国は成り立ちます」
 「そか、一億総活躍の社会を作るのは我らの仕事になるのか、生成?」
 「はい、天皇の今のお言葉は１２００年先の権力者もきっとお使いになられます」

★…藤森神社と音川伊奈利
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    屁理屈コラム…孫の日川柳に応募しました・伏見稲荷大社の奉納演奏…１２００年前からあった秋の収穫祭・新人巫女さんの発表会「８２０年・稲荷１７巫女ダンサーズ」
    屁理屈コラム…孫の日川柳に応募しました・伏見稲荷大社の奉納演奏…１２００年前からあった秋の収穫祭・新人巫女さんの発表会「８２０年・稲荷１７巫女ダンサーズ」

★…孫の日川柳に応募しました。第７回孫の日川柳コンテスト・イオンの主催

なんでも１０月１５日が「孫の日」だそうです。このコンテストの入選者の商品券は５万円が１名、３万円が５名、千円が９４名の上、入選者には特選冊子「入選作百選」がブレゼントされるそうな。しかもネットで応募できるからハガキ代もいらないすぐれものになる。

 まま特選の５万円は無理にしても千円の商品券はゲットできるかもわからない。私もね～一応ここで作家としてブロクを書いているから、こんなものぐらいに入選をしなければもう作家なんてことを名乗れません。ということを書いた以上はどうしても入選がしたくて１０句ほど投稿しました。

 応募は１句しかできないが、応募フォームは１度書けば覚えてくれていて次回からは約１分で応募できます。応募テーマは「三世代家族」となっているがサンプルの川柳は、

「遠い孫　孫より休みを　待ちわびて」

「三世代　みんなの笑顔が　みたいから」

という簡単で素朴なものを主催者のイオンは希望しているようです。

 だいたいこういう川柳、俳句、写真、それに各種コンテストは主催者がこういうものを応募してほしいと暗に要求するものです。このテーマに逆らえば落選、寄り添えば入選する可能性があります。これらを参考に川柳を考えてここの読者も応募してください。

応募フォームは「孫の日川柳コンテスト」で検索http://www.aeon.jp/sc/cam/senryuu/

応募締め切りは、９月２４日まで・
 川柳を考えることでボケ防止にもなります。私の作品は入選しなくとも落選後にここで発表するから笑ってネ～♪


 


★…伏見稲荷大社の奉納演奏…１２００年前からあった秋の収穫祭・新人巫女さんの発表会「８２０年・稲荷１７巫女ダンサーズ」伏見稲荷大社の物語　６５話より

稲荷神社ではそのころの奉公年齢の１５歳になると神職と巫女さんの学校に全国の宮司、神官の子息が入学してくる。２年の全寮制の短期専門学校だがここを卒業しなければ全国の稲荷神社は元より村社のような神社でも神官にも巫女にもなれなかった。

 秋の収穫の終わるこの時期の毎年１１月２６日に来年の３月に卒業する神官と巫女の雅楽の演奏と舞が披露されている。これの人気は巫女さん１７名のグループの「稲荷１７巫女ダンサーズ」だった。この１７というのは巫女の年齢だが稲穂の１７にもなり縁起物として老若男女にも大人気になっている。

 もちろん若者には熱狂的な人気で奈良や和歌山、それに四国からも収穫したばかりの新米を一斗(１０升、約１５キロ)を小分けして持ってくる。これはまだ通貨がそんなに出回っていない時期で米が貨幣にもなっていたからだ、ほとんどの若者は野宿で都にくるが旅籠に泊まっても米２升～３升で夜の食事と朝の食事、それにおにぎり二つと漬物の弁当を付けてくれる。それに茶店での昼飯も米２～３合で食べられた。

 木版摺りのメンバー紹介３色カラーバンフは米１合と高いがこれが京の都のお土産にもなっていた。この秋の収穫祭の「稲荷１７巫女ダンサーズ」の入場料は無料だが、そこは律儀な青年が多くて米を一升をお賽銭代わりとしてお供えしていた。つまり、米１０升で和歌山だったら３泊４日ぐらいの旅ができていた。そしてこれも収穫が終わった後ということで結婚ラッシュでその新婚旅行にもこの稲荷神社への観光コースが大人気だった。

 鳥居前の大和大路には素泊まり宿から高級旅館までが軒を並べて看板には「徳島稲荷参拝講宿」「越後稲荷参拝講宿」などと書かれてこの稲荷神社の人気がわかる。１２００年後の今は旅館こそ１軒もないが、世界中から外人観光客が訪れて外人観光客の人気度ナンバー１に３年連続になっているが、このナンバー１というのは当時(日本国内の観光人気)とまったく同じになる。

 この巫女さんの舞はお祓いをしてほしい信者(米１升以上の有料・１、５キロ～)が一定集まると神楽殿に信者を座らせてその前で雅楽の演奏とともに巫女さんの舞が始まる。ただ、これは一般参拝者も神楽殿の前で観ることができるのてこの巫女さんを目当てに朝から陣とっている若者も大勢いた。

 それぞれパンフを手に持ちあれは「リーダーの紗耶香」、「右端の巫女さんは１７番の里佳子」などと声援を贈ってはいたがその都度警備員に「静かにするように」と注意を受けていた。しかし、若者は増えるばかりで稲荷神社三代目の宮司の伊蔵(いくら)は頭を痛めていた。そしてフォックス警備保障の隊長に相談していた。狐の隊長は、
 「伊蔵さま、今朝も若者が朝から１００名ほど来ています」
 「そか、それは嬉しいが、巫女はあの神楽だけが仕事ではなくて神事の受付やお守りの販売もしている。それを観ようと押しかけるから人気の巫女の前には人の垣根ができて一般参拝者の迷惑にもなっている」
 「それに巫女になりたいという若い女性に一日に何回も応募方法を聞かれて私らも困っています」
 「そか、だからといって若者に参拝するなとはいえない」

 そこで考えられたのが若い新人巫女を集めたユニットを組んで年に一回だけ披露する。その代わりにこの日以外は参拝時間を規制することになった。つまり、表参道から本殿、それに千本鳥居までの通路にロープを張り一方通行で立ち止まれば警備員が注意して歩かせるという方法になる。これでは目当ての巫女さんとなかなか巡り合わないので若者は諦めてこの１１月２６日の奉納演奏を待つことになった。

 この公演の２日前からはお山のすべてを開放して全国からの若者の野宿も許されていた。そして神社からは朝は温かいおかゆ、昼はおにぎりの無料接待、夜は暖をとるために火焚祭も行われていた。もう開演時間の午前１１時３０分前には約８千人の若者が外拝殿の舞台の前に集結していた。そしてこの「秋の収穫祭・奉納演奏会」が開催されお目当ての「８２０・稲荷１７巫女ダンサーズ」のショーが始まると多くの若者が熱狂のあまり失神するものが続出していた。フォックス警備保障の人間に化けた狐の警備員もこの熱狂ぶりに驚いて狐から人間に戻る狐もいてさらに観客はこれにも驚いて失神していた。

 伊蔵は、
 「なにはともあれ失神者は多数でたが死亡や重症の怪我人がでなくてよかった。フォックス警備保障の隊員に厚くお礼を申し上げます」
 「いや～それにしても正月の３が日で約２００万人もの初詣客で慣れていると思ってはいたがあれらの若者の熱気には負けます」
 「それに演奏会が終わった後には若者がゴミ拾いをしているのが嬉しかった」
 「そうですね～神聖なお山にはやはり神聖な心が宿るようです」
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    屁理屈コラム…目に注射をブチリ…２４回目・梅は梅の黒焼きに加工されて百薬の長黒梅「青谷の薬梅」となった。紀州の南高梅
    屁理屈コラム…目に注射をブチリ…２４回目・梅は梅の黒焼きに加工されて百薬の長黒梅「青谷の薬梅」となった。紀州の南高梅

★…目に注射をブチリ…２４回目…加齢黄斑変性症

もうこの病気を発症して４年を過ぎました。最初はパソコンでの目の疲れだと思っていたが、ある時右目の中心に白い膜ができて見えなくなっていた。この白い膜とは眼底部の出血の痕でその血の成分が網膜に残っていたのです。手術ではこれを取り除いて、ついでに白内障の手術もした。

 その手術後も通院していたが、また出血の痕があり、そして水が溜まるということもあり眼の玉に注射(アイリーア)を打つという治療になった。視力も０、２ほどに低下したが、現在は０、４ほどに落ち着いている。左目はその分良くなり１、５もある。この注射も昨日で２４回にもなった。

★…それはそれとしてこの病院は公立の病院だが、まず受付から検査、薬局や事務に医療費の支払い、先生のカルテまですべてパソコンで処理をしている。つまりこの病院で働くほとんどの人たちが一日中パソコンと向かい合っていることになる。しかし、それはこの病院に就職する前も授業や勉強でパソコンを操り、その時間は若い人でも何千時間にもなるであろう。しかも仕事を離れれば家でパソコンやスマホでこれまた眼を酷使することになる。

 こうなると人間の一生の内でパソコンの画面を見ている時間は約半分以上になると思う。そうなると私のように眼の病気の人たちが今より数倍も増えることになる。医学が進歩して「がん」でも血液検査で早期発見できるようになれば病気全体の患者数は減ると思うが、この新薬を研究するためにまたパソコンの前で働く時間が増えれば眼の病気の患者まだまだ増える。

 そうなると医師を目指す人たちは将来の開業を考えて「眼科」を目指せばいいことになる。この眼科というのは接骨医と同じで１人患者をゲットすると診療費は他の病気よりも安いが慢性化しているので長期に渡ってお得意様になってくれる。しかも白内障などの手術も開業医でもできるから儲かることになる。その昔「風が吹けば桶屋が儲かる」という格言があったが、この場合は「パソコン、スマホが普及すれば眼医者が儲かる」になる。

★…ちなみにこの加齢黄斑変性症の手術のあれこれは「加齢黄斑変性症、約２時間３０分の手術・その後の治療、アイリーア硝子体注射(眼の玉に注射)…１５回の体験記」に書いてあるからまた読んでください。


 


★…梅干しは青谷の黒焼きに限る・その梅は梅の黒焼きに加工されて百薬の長黒梅「青谷の薬梅」となった。紀州の南高梅 伏見稲荷大社の物語　４３話より

京の都に集まる年貢は米だけではなく米の価格に換算したすべての農産品と絹糸、絹織物、塩、砂糖、塩干物、工業製品、獣の皮にまで及んでいた。これとは別に全国の名産品を朝廷に献上するということもあった。これは天皇や高級貴族が食して「これは美味である!」という言質を取ることによってその商品が天皇、もしくは皇室に認められたいという証拠になってこれを宣伝したものです。

 したがって朝廷には全国からの献上品が届くが、ただ届けたというだけで「皇室献上の品」というインチキ商売も出てきた。これら全国から届けられた商品は従五位以上しか入れない大内裏の献上の間に集められて貴族が思い思いの品物を屋敷に持ち帰っていた。当然ながら人気のある商品は取り合いになるが人気のない商品は破棄処分になっている。

 天皇の口に入るのはほんの一部で調理部が厳重にチェックした上に毒見の検査まで行われている。このところの天皇は医師の診断では過労だが、食欲もなく顔色もさえなかった。その天皇がなんか旨いおかゆと紀州の梅干しが食べたいという。医師の玄庵は調理部に朝廷の食料倉庫にある梅干しをと命令したが、その食料倉庫には梅干しはもうなかった。そこで玄庵は稲荷神社のお供え物の中にあると信じて馬を走らせていた。

 稲荷神社二代目宮司の生成(いなり)は医師の玄庵が馬に乗って来たことで天皇の容態を察していた。そして玄庵に、
 「天皇は…具合がそなんに悪いのか?」
 「はい、もうここ一週間は何も食べたくないとおっしゃっています」
 「そか、それなら神社にある梅干しだが、あることはあるがこれは紀州の梅干しではなく奈良に近い青谷の百姓が作った梅干しになる」

 といって生成が出してきた梅干しは貧弱な小ぶりの梅干しで紀州の梅干しの半分ぐらいしかなかった。そこで玄庵はこれを細かく刻んでおかゆに入れれば天皇も気がつかないかもということで生成も玄庵と同じように馬を飛ばして神泉苑離宮に向かった。

 玄庵は弟子らにこの梅干しを炭でこんがり真っ黒になるまで焼かしている。その梅干しの黒焼きの実の部分だけをすり鉢で粉にしているが、これは食べ物というより漢方薬の黒い炭の粉末状でとても食欲をそそるものではなかった。弟子がこの梅干しの黒焼きを作っているまに玄庵は天皇にこの梅干しの効能をレクチャーしていた。

 「天皇、これからお出しする梅干しは残念ながら紀州の梅干しではありません。しかし、この梅干しには天皇の病気でもある胃のただれ、または腫瘍、これが悪化しますと胃ガンになりますが、この原因の多くは胃の中にいるピロリ菌だといわれています。そのピロリ菌と戦い殺してしまうという強い殺菌効果がこの梅干しにはあります。さらに天皇の持病でもある高血圧、糖尿病、脂質異常、動脈硬化、うつ病にもよく効きます。さらに抗菌、解熱、疲労回復、生活習慣病、そして加齢による耳、眼の病気にも効果があります」
 「ほか、しかし…玄庵、それでは世の中にある病気のすべてに効くというのか?」
 「はい、天皇は世の中のすべての病気をお持ちですから、この梅干しの黒焼きだけですべての病気が退治できます」
 「ほか、予の身体は病気のデパートか?、しかし、玄庵がそんな万能薬を発明したとなるとお主はノーベル賞ものだな」

 そうこうしている間に「梅干しの黒焼きおかゆ」ができてこれを天皇は食べている。
 「ふむ、見かけは悪いがいい塩梅の塩加減だ!それに胃がなぜか軽くなった」
 「天皇、体の奥深くから気力が沸いてはきませんか?」
 「ふむ、気力というか、体中が熱くなってきた」
 「はい、それは胃の中で梅干しの黒焼きとピロリ菌が戦っているからです」
 「そか、それなら玄庵も生成もこれを食べよ!」

 こうして天皇、玄庵、生成の３人でこのおかゆを食べていたが、天皇は、
 「久しぶりに生成とも会えた、ついでだから酒を飲もう」
 生成は、
 「いゃ～病気のデパートの天皇と酒を飲んでも…ね～」
 「いや、予はもう玄庵の薬で全快じゃ～」
 「それなら天皇、この梅で作った梅酒をお持ちしました」
 「おう、それはいい、それとこの梅の梅干しはないのか?」

 こうして出された梅干しは小ぶりで貧弱であったが、それを酒のアテにして梅づくしの宴会が始まっていた。天皇は生成に、
 「ところでこの梅はどこの梅なのか?」
 「この梅は奈良の近くの城陽青谷村の梅林の梅ですが、紀州の梅より少し小ぶりの種類になっています」
 「そか、紀州の梅は食べるものじゃ～この青谷の梅は百薬の長の梅として「薬梅」と命名する」

 このころの青谷の梅園といっても百姓の梅吉が荒れた土地では梅の木ぐらいしか育たないと梅を十数本植えただけだった。ところがこの天皇命名の「薬梅」の話が青谷の村に伝わると我先にと梅の栽培がおこなわれていた。その梅は梅の黒焼きに加工されて百薬の長黒梅「青谷の薬梅」として全国の薬問屋から注文が殺到していた。

 後日、生成は医師の玄庵に、
 「あの梅の黒焼きの効能は本当なのか?」
 「いや、そのすべてが本当ではないが、弱っている天皇の脳に活力を入れただけだ…」
 「ほう、それは催眠術か」
 「そういわれれば催眠術にもなるが、生成さん、医師というのは時には詐欺師にも魔術師、催眠術師にもならなければならない。それは患者から信頼されていればのことだが…」
 「そか、私もあの時は玄庵さんの催眠術にかかっていたのか?」
 「そら～集団催眠のほうがより効果はあるわいな～ハハハ」
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    屁理屈コラム…男の安くて不味いランチ・松茸、京の松茸は牛や馬も食わないほど豊作だった。天皇の「旨い!」の一言で松茸の大ブームになった。形のいい松茸こそ不作の原因
    屁理屈コラム…男の安くて不味いランチ・松茸、京の松茸は牛や馬も食わないほど豊作だった。天皇の「旨い!」の一言で松茸の大ブームになった。形のいい松茸こそ不作の原因

★…男の安くて不味いランチ、カレーうどん　９０円

私の周りの主婦や人妻はケチが多い。いつも「そんなお金があったら、うどんの玉、何個買える」と無駄使いをこういう言い方でさとしている。京都といえば「うどん」文化になるが、そのうどんの一玉の値段が１６～２２円とかなり安い。

 そして具がなにも入っていないのが「素うどん」という。戦後の労働者は日の丸弁当を町のうどん屋さんに持っていきこの「す～うどん」をお汁代わりとして注文する人がかなり多かった。何も入っていないといっても青ネギが少々、それに超薄いカマボコが１枚入っていた。しかし、この素うどんをバカにしてはいけない、これの出汁は昆布とかつお節で京料理の最高級料理店と同じ出汁を使っている店が多かった。この出汁を取った後の昆布を回収して「にしんの昆布巻」とする業者もいた。

 そして庶民のランチもこの素うどんとごはんと漬物が主流で我が家もこればっかしだった。そんな昔話を思い出しながら昨日のランチは「カレーうどん」にした。ハウスのカレーレトルトパックは特売で６８円、うどんは２２円の合計９０円と安い。作り方は饂飩を少し湯がいてカレーをかけるだけ。これに小ライスと夕べの残りのおかず…。誠にお粗末なコラムでした。


 


★…松茸、京の松茸は牛や馬も食わないほど豊作だった。天皇の「旨い!」の一言で松茸の大ブームになった。形のいい松茸こそ不作の原因 伏見稲荷大社の物語　６１話より

京の都は三方を山で囲まれているが、なぜか?、東山には松茸の採れる山はなかった。ところが北山の松ヶ崎、宝ヶ池、衣笠山、御室、嵯峨、それに西山の嵐山、松尾山～山崎には松茸が豊富に採れていた。しかし、当時は松茸そのものはそんなに珍しくもなくそれに牛や馬の家畜もそんなに喜んで食べなかった。それ故市場にも出回らなかった。

 ところが嵯峨天皇が小麦の衣で揚げた「袈裟揚げ」(江戸時代から、天ぷら)が美味いという言葉が独り歩きして庶民も松茸を食べ始めた。この松茸を採るのは山裾に住んでいる農民だけだった、このころは質より量で松茸の傘がころよく広がったころが収穫の時期になる。大きな傘は直径３０センチを超えるが、これを適当に裂いてそれを焼いて塩を付けて食べるのが主流だった。

 その袈裟揚げの衣にする小麦のほうが松茸より高くなっていた。それより少し前に最澄、空海も参加した第１８回遣唐使が持ち帰った唐の「醤油」というのを稲荷大学の学生が研究して日本初の国産醤油ができたと稲荷神社三代目宮司の伊蔵(いくら)が嵯峨天皇に持ってきた。伊蔵は、
 「これは大豆を発酵させた調味料になります。これを数倍に薄めれば塩とはまた違う風味になります。また味噌の大量製造も同じ工程になります」
 「ほう、これが醤油か?前の遣唐使が持ち帰った「魚醤」とはどう違う?」
 「あれは魚を発酵させたもので日本人の口には合いませんでした」
 「そか、この醤油を使った食べ物はあるのか?」
 「はい、北海道から献上された昆布というのがありますが、これと豊富に採れる松茸とを煮たものがこれです」

 伊蔵が天皇にお出ししたものは今でいう「松茸塩昆布」だった。天皇は一口食べて、
 「ほう、これは昆布が柔らかく松茸に合うの～それに匂いもいい」
 「はい、これは何年も保存ができ栄養価も高いものです」
 「しかし、その大豆は大量生産はできるのか?」
 「はい、この大豆は連作を嫌うので農民もそんなに喜びませんが、天皇が「醤油は旨い!」と一言いってもらえばそれが火付けになって醤油の大ブームになります」

 この当時は歌舞伎もまだなく庶民の憧れのスターは派手な演出で雨を降らした空海、それに祈祷師の伊蔵、写本で有名な紫式部、そして禁裏のトップスターの嵯峨天皇だけだった。実際にこの天皇の一言で京の都の大豆は高騰して米一辺倒だった農家も大豆を作るようになった。そうなると醤油はもちろん味噌の生産の工場までできて農民でもない商人、職、工人でもない一般労働者というのが誕生していた。つまり、家内工業から大量生産製造工場へとなった。

 こうなると工場で働く人の人手不足になるが、これは民間企業で農民を労役として狩りだすわけにはいかない。そこで各地から都に流れてきたいわゆる「無戸籍者」の就職先としての受け皿にもなった。この醤油工場と味噌工場の敷地内に労働者用の長屋の建設を天皇が認めたことで住所が確定して各無戸籍者から立派な都の住人として家族ともども約４５０名が登録されていた。

 そこで天皇は再び無戸籍者の集団が住みつかないように平安騎馬隊に無戸籍者らしき者を見つけたらただちに確保することを命じていた。これは確保して罪にするということではなく一定期間は収容して仕事を斡旋するというものだった。つまり、犯罪予備軍を事前にキャッチするという作戦になる。このことが大成功して京の都は世界の中でも都会の犯罪発生率の少なさではトップになっていた。

 もちろんこのアイデアは伊蔵発だったので天皇は酒を飲みながら伊蔵に、
 「またお主の祈祷(アイデア)が成功して真夜中でも女子が一人で歩ける安心か?、こんどは貴族の女性が好きな男に夜這いをかけているという。そもそも、平和になるのはいいが、お主の政策はなぜか?最後には風紀が乱れる」
 「いえいえ、火付けに強盗、それに内乱も外乱もない世の中なんてものはそんなに長続きはしません。これから戦乱の世になる前のひと時の休息だとすれば少々の風紀の乱れは許せます。その風紀の乱れはリトマス試験紙にもなります。内乱の前には風紀の乱れもなくなりますからそのほうが怖いのです」
 「そか、それにしてもこの太くて形のいい松茸は歯ごたえも香りも最高にいい」
 「ささ、その形のいい松茸はまだ蕾で傘を開いて胞子をまき散らしてはいません。そうなると来年には不作になります」
 「そか、松茸も風紀の乱れがなかったら豊作にはならないのか」

 一方で天皇が「松茸は旨い!」という一言から都中の人々がピクニック、または山歩き気分で北山、西山の山へ松茸狩りに押し寄せていた。しかし、人々は我先にと松茸を見つけ、それもまだ傘が開いていない蕾の状態で傘から胞子が飛び散らないうちに採取したのでその山の次の年の松茸はほとんどできなかった。農民が質より量として傘を開くのを待って収穫していたことが、松茸の豊作につながっていたことになる。

★…私が幼稚園のころでも松茸はそんなに高いものではなくて松尾の親戚やら長岡の親戚から松茸の季節になると届いていた。やはりこれも傘の開いたもので焼いたり塩昆布に祖母が料理していたことを覚えています。その幼稚園の弁当にこの焼いた松茸が一面に並べてあったが、そんな松茸より卵焼きのほうが高価な時代だった。
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    理屈コラム…京のいけず三昧・居酒屋の玄関の取っ手が汚い・「京のいけずに泣く女 朱美」 駆け込み寺「洋風居酒屋ポン吉」…２６話
    理屈コラム…京のいけず三昧・居酒屋の玄関の取っ手が汚い・「京のいけずに泣く女 朱美」 駆け込み寺「洋風居酒屋ポン吉」…２６話

★…京のいけずな話・居酒屋の玄関の取っ手が汚い

まだ開店して数か月の居酒屋のことだが、この店は和風の店構えで玄関の引き戸も白木風になっている。この玄関の引き戸の取っ手が手垢で汚くなっている。この店は勝手口がなく店長も板前もそして客もこの汚れた引き戸に手を触れて店に入ることになる。

 京都のこういう飲食店では店の前の道路を開店前に掃除(門掃き)して、打ち水の一つもして玄関を綺麗にしてからお客さまを迎えるものだ。もちろん店の顔である店そのものを小奇麗にしてこそ数百万円の改装費をかけた意味があると私は思う。もしこれらの事をしていれば玄関の汚れた戸っ手に気が付き綺麗にするものだ。

 京都の人間は「いけず」というが、正にこのコラムこそがそれでこういうことを見つけるとすぐに町内で話題にするという癖がある。その私も町内でサザエさんといわれている、「朱美いけず」さんにこのことを報告すると、
 「そう、私もあの取っ手の汚れをみて引いてしまった。あの玄関は白木風だから磨けばいい風合いがでるのにと思っていたわ…」

 この店に限らず新規開店の飲食店やコンビニなんかも店の前がかなり汚くても気が付かない。それを指導する店長もいわばよそ者だから生ごみの出し方一つでも町内に大迷惑をかけているが、京都の人間はトラブルが嫌いで直接は注意しない。しかし、陰口でこんな話が広まるがこれを本来の「京のいけず」だと私は思っている。

 その私もこの居酒屋の客でも同じ町内でもないのにおせっかいにも他人の店を「汚い」と批判しているが、こういうクセはなおらない。まま、もっといえば玄関が汚いということは…これから先の話が本当の「京のいけず」になるが、それは書けない。

★…画像は、汚い玄関の引き戸、下のURAは「京のいけず石」下の小説は「いけず」


[image: 義理チョコ]新・京のいけず石・いけず石・古典のいけず石、背丈８０センチ、駐禁ダメ押し、花壇風の上品な、・ど根性いけず石…


 


★…「京のいけずに泣く女 朱美」 駆け込み寺「洋風居酒屋ポン吉」…２６話

JR西大路駅前、近くには約５０軒の飲食店がある。いわゆる都会の飲食ピルというのは一つで残りは民家を改造したテナントになる。したがってほぼすべての店は１階にあり店は道路に面している。この店の前の歩道の掃除は当然ながらその店の管轄であって常に綺麗にしとかなければならない。

 京都の有名な日ごろの習慣に「門履き」(かどはき)というのがある。これは毎朝のように自分の家の前をホウキで掃くのだが両隣の境界線より少しだけ侵入してそこも履くという京都流エチケットがある。しかし、これをしなかったその家は「無粋」だとしてこの狭い町内からも村八分まではいかないがなにかと「いけず」をされる。

 この「洋風居酒屋ポン吉」も１階にありここのマスターの音吉が店に出勤して最初にする仕事はこの「門掃き」になる。履いた後は水を撒いて玄関には盛塩をするのが日課になる。この行為とは道路の表でするから町内の人々とも会って立ち話などのコミュニケーションもできるし、通行人も観ることになる。これこそこの店の人格の宣伝になって京都人が安心して行ける店の証拠となっている。

 このポン吉の並びの空き店舗にまた新規の店ができた。店の工事の規模からして改装費は確実に一千万円は超えているとこの地域の人々の噂になっていた。店のオープンには派手に祝いの「蘭」が飾られ、有名人の花輪も並べられていた。店の名前は「和風居酒屋 朱美」でママは３０歳前後の超ベッピンだということだが、この超ビックな噂の割にはポン吉の客はまだ誰も行ってはいないという。

 それから半年ほど経ったある日、その「和風居酒屋 朱美」という店のママが挨拶に来たというのでマスターの音吉は店に行った。そこにはやはり噂の超ベッピンのママがいた。朱美は、
 「ご挨拶が遅くなってすいませんでした」
 「いゃいゃ、こちらこそ、それで店はうまくいっていますか?」
 「それが～開店当初は前の店のお客様が来てくれましたが、それも三か月ほどで…」
 「そうですか～この京都は商売が難しいのです。で、どこの出身ですか?」
 「はい。宮崎県の都城ですが、色々あってそれで木屋町のビルの４階のビルでスナックを経営していましたが、私も３５歳になって料理をウリにした居酒屋をしょうと決心したのです」
 「そうですかビルの４階だと「門掃き」は知らなかったのですネ」
 「えっ?その門掃きとはなんです?」
 「それはまたおいおい教えます。それと朱美さんはここの町内会費の月にすれば５００円ですがこれを払っていますか?」
 「いえ、町内の方が集金にこられましたが、私は住まいのマンションで町内会費を払っていますからとお断りしました」
 「そうですか～こういう店をしていますと客が近所で立ち小便をしたり大声を上げたり、煙草をポイ捨、それに夜中に出す業務用の生ゴミ袋を猫やカラスが荒らしてその後始末もこの町内の誰かがしてくれています。その迷惑料というか町内とのコミュニケーションとして町内会費は必要なんです」
 「そうですか～それはいいことを教えていただきました。生ゴミのことまでまったく気がつきませんでした」

 この町内費を払わないということを各町内の集まりである学区連合会の集まりで雑談として店の名前が発表されることがよくある。そうなると学区の体振や消防団、それに福祉、ママさんバレー、老人会などの各種団体の宴会やその二次会には絶対に使われない。またこういう話には必ず尾ひれがついてあの店のママは暴力団の愛人だという噂にもなりかねない怖さがある。つまり、町内会費を払わないというだけでこの村の仲間に入れてもらえなくなる。

 たしかに全国チェンの居酒屋やコンビニはこの町内会費を払っている店は少ない。しかし、もしこの地域密着で商売をするならまずその店の町内、それに近所の飲食店に開店の挨拶ぐらいはするのが京都の一般常識になるが、こういうことを教えてくれないで陰口で仕返しするのが京都の「いけず」でもあった。それを聞いていた朱美は赤面しながら、
 「そうでしたか～このポン吉さんとは同じ並びなのに…挨拶が半年も遅れてすいませんでした」
 「いゃいゃ、こういう挨拶の中でこの地域の仕来りを覚えるのです」

 それからママの朱美は開店前には必ずゆっくり時間をかけて「門掃き」をするようになっていた。元々、この地域ではNO１の美人だからそのママが店の前で掃除をしていればこの付近の会社帰りのサラリーマンが見つけないわけがない。それが客となり一人増え二人増えて店もやっと赤字ギリギリの経営までに盛り返していた。そんなころ音吉は朱美に店の休日に招待されていた。そして朱美は、
 「音吉さん、おかげさまで新規のお客様が増えてきました。それでも赤字なので住んでいたマンションを引き払ってこの店の二階に引っ越しをしてきました」
 「ほう、そうでしたか～それはよかった」
 「はい、もし店がオープンして順調だったら私は天狗になっていたと思います。そしてこの京都の仕来りも知らない「無粋」な女のままだったかもと思うと今でも赤面します」
 「それで町内会費は?」
 「はい、これはこちらから頭を下げて町内会に入らしてもらいました。するとすぐに消防分団の懇親会の二次会に貸し切りで使ってもらいその中の何人かが常連客になってくれました」
 「それはよかった…もし、なにか困ったことが合ったら言ってください」
 「はい、実は～二階のベッドの位置が悪くて少し動かしてほしいのです」

 この店は元々民家の二階建てだった。その分家賃も２倍していた。その二階に上がるとやはり綺麗好きなのか部屋はピンクで統一され、そのベッドにはほのかな色気が漂っていた。そして朱美が、
 「音吉さん、私は何もマスターに恩返しができません。もしあの時に音吉さんに相談していなければ私は莫大な借金を抱えて路頭に迷っていました。恩返しというのもなんですけれども私を抱いてください」
 というなり朱美は音吉に抱き付きキスを迫ってきた。音吉はこういう場面でこれを拒否するとその女性のプライドがズタズタに切り裂かれて取り返しがつかなくなるのは経験から知っていた。しかし、頭の中にはママの幸子が現れたが、音吉はここに招待をされたことはママは知らないというより、知らせていないので安心して朱美を優しく抱いていた。
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    屁理屈コラム…男の不味くて安い料理・空海と伏見稲荷大社・空海は稲荷大学で２年間自然科学を学んでいた。神泉苑の雨乞いでスーパースターになった空海
    屁理屈コラム…男の不味くて安い料理・空海と伏見稲荷大社・空海は稲荷大学で２年間自然科学を学んでいた。神泉苑の雨乞いでスーパースターになった空海

★…男の不味くて安い料理、万願寺とうがらし・油いため、たいたん

万願寺とうがらしを４００円分買ってきた。その半分をフライパンで油炒めをして麺つゆをかけて食べたらこれがまた旨かった。うっかりこの写真を撮るのを忘れた。

 ほんで残りの半分をこれは鍋でたいた。本来なら「ちりめんじゃこ」と一緒に煮るのだが、そんな贅沢は年金生活者にはできない。そこで味付けは同じく麺つゆでした。最近、調味料はこの麺つゆのみになってしまった。これは味醂も料理酒も本だしもいらないから便利になる。

 この麺つゆもピンキリで安いのは１リッターで１４８円～９８０円のもあるが、私はイオンのPBの１９８円が口に合う。この麺つゆは焼き魚、冷奴、サラダ、卵かけごはん、天ぷらにもけっこう合うから便利になる。有名な京都の「創味のつゆ」も死ぬまでには一度は試してみたい。

 年取るとなぜか?口が甘口になるような気がする。それが少し甘い麺つゆが好きになった理由かもわからない。この万願寺とうがらしのたいたんも美味かったが、やはり万願寺とうがらしは油と相性がいいと思う。ちなみにこの万願寺とうがらしは京野菜で京都府の丹後の万願寺というお寺の近くで栽培されたからだという。

★…おやつも甘口になってしまった。やまざきのぜんざい

やまざきといえばパンになるが、ここの和菓子もかなり美味しい。みたらし団子も有名だが、このぜんざい系も安くて旨い。この「ぜんざい」は価格の割にはお豆ちゃんが多い、他の安い「みつ豆」「トコロテン」「葛きり」などにはこのやまざきのぜんざいを入れて伊奈利オリジナル「あんみつ」にしています。

 このぜんざいの価格は９８円ぐらいだが、安い店は常時８８円、さらに１０%引きの日はこれが７９円となるから３個も買った。


 


★…空海と伏見稲荷大社・空海は稲荷大学で２年間自然科学を学んでいた。神泉苑の雨乞いでスーパースターになった空海

平安京遷都まであと数年となったころ長岡京の桓武天皇の皇子の伊予親王が一人の若者を連れて稲荷神社に参拝にきていた。そして１５歳のその青年を稲荷神社で修行させてほしいといっている。その青年は空海といい２年後には比叡山の延暦寺に修行に入るというが、その前に稲荷神社で神道の勉強もしたいという。当時は仏教も神道もそんなに垣根はなく宗教という枠の中のことでそんなに珍しいことでもなかった。

 稲荷神社二代目の宮司荷田生成(いなり)はこれを快く歓迎して稲荷大学の入学を許している。当時はこの１５歳という年から親元を離れて修行するのが当たり前だった。生成も１５歳から２０年間も土木と造園の修行をしている。この生成の男子の子供二人も親元を離れて長男は宮大工、次男は菅原家で貴族の勉強をしていた。これは初代の伊呂具の教えで「１００年先の子孫の繁栄を願うならなにもしなくてもいい、ただ、１０００年後の子孫の繁栄を願うなら家業以外の技術や思想を勉強しなくてはならない」という教えからだった。

 昨今、日本を代表する会社でそろそろ創業１００年を迎える企業の業績が悪くて社会問題化しているが、それは伊呂具がいう「家業以外の技術や思想」を取り入れなかったのが原因ともいえる。これは人間にもいえることで仕事一筋でやってきたが退職すれば何もできない人でやがて痴呆症になるのが関の山だ。つまり、１０００年先のために今何をするかになる。

 稲荷大学に入学した空海は稲荷山の四辻にある教室から毎日雲の動きを勉強していた。ここからは南は奈良の山、西南には大阪湾、そして西には六甲山、さらに北西には愛宕山と風と雲が京都盆地に入ってくるのがよくわかる。奈良方面からくる雲は枚方辺りの山で遮られてここで雨になる場合が多い。四国からの雲は六甲山と天王山から西山連峰、丹波からの雲は愛宕山とそれぞれ特色があった。しかし、この稲荷山は標高３００ｍほどでたとえこれらを参考にして雨や嵐の予報をしても１２時間後程度のことでは空海は満足していなかった。

 そこで空海は京都で一番高い愛宕山に稲荷大学の自然科学部の開設を生成に進言していた。生成はその話を桓武天皇にいうと天皇は「この愛宕山にある愛宕権現白雲寺は征夷大将軍の坂上田村麻呂が勝軍地蔵を奉納した寺で坂上田村麻呂の許可がいる」というので空海は田村麻呂に会いにいった。この坂上田村麻呂こそがその昔に狐に助けられて新宮稲荷神社を建立した人物だった。

 これが縁で愛宕山に稲荷大学愛宕山自然科学部を設立していた。ここからは瀬戸内海や四国の上空と思われる雲の動きがよくわかる。それに丹波、丹後は地面もわかる。つまり、台風、大風の雲の動きを記録してその動きの癖と確率で京都盆地に雨や嵐が来る予報も２日～４日ほど前からわかるようになっていた。この自然科学部には稲荷山の学生狐１０匹が選ばれて毎日雲と風の動きを記録していた。

 この狐らは空海にもし沢の水が枯れていた場合にどこに湧き出る水の水脈があるかの見つけ出し方も教えていた。これは狐が沢蟹が大好物で沢の水が枯れたら沢蟹が石の下に潜んでいる場所を見つければそこが水が湧き出る水脈になるというものだ、空海は試しに杖で沢蟹が隠れていた場所を突くとそこから水が噴き出してきた。空海はこの狐の話をヒントに地質学も学び水脈と温泉源の因果関係の理論を確立していた。

 空海は２年で稲荷大学を卒業して神官の免許を得ていた。そして１７歳の春に比叡山延暦寺の最澄の弟子になった。その後、修行のために全国を旅するがそのあちこちで水脈や温泉を発見して「空海が見つけた湧き水、温泉」というのは１０００か所は下らない。さらに空海は官寺の東寺の住職を任命されていた。そのころ都は雨が降らない飢餓寸前になっていた。そして東寺の空海、西寺の守敏との雨乞い合戦になったが、守敏はただただ西寺の金堂で護摩木を焚いて祈祷するのみで２日目には熱中症で倒れてしまった。

 空海は愛宕山の狐が瀬戸内海の雨雲を見つけてそれが京都盆地に来る時間を計算してそれを愛宕山からのろしで知らせて来るのを待っていた。そして空海は神泉苑の龍神を祀るお堂で一応西寺の守敏と同じように護摩木を焚いて祈祷の振りをして一心に拝んだ…もちろんこの雨乞いのパフオーマンスは雨を待つ農民どころか皇族、貴族までに宣伝されており、観衆は１０００名を超えていた。やがて雲一つなかった空が真っ黒になり竜が暴れるごときの雨が降ってきた。この瞬間に空海は全国ネットのスーパースターになっていた。
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    屁理屈コラム…半額セールを無視できない悪い性格・「風俗嬢から祇園の割烹の女将に 鮎子」駆け込み寺「洋風居酒屋ポン吉」
    屁理屈コラム…半額セールを無視できない悪い性格・「風俗嬢から祇園の割烹の女将に 鮎子」駆け込み寺「洋風居酒屋ポン吉」２７話

★…半額セールを無視できない悪い性格

スーパーでの今夜の買い出しも終わってふと専門店の魚屋さんを見ると、いつもの若くて綺麗な人妻風の店員がお寿司に半額シールを貼っていた。この寿司は８貫入りでタイムセールとして５００円(税抜き)で売られていたがそれが半額の２５０円となっていた。

 以前この店でこの綺麗な店員を発見した瞬間に創作意欲がふつふつと沸いて「働く女性たち…駆け込み居酒屋ポン吉」に仮名の真澄(２８歳)さんとして出演してもらったことがある。もちろんそんなことを本人には告げてはいないが、もしこの店でこの真澄さんに私がビビッとこなかったらこの小説は生まれていなかった。もちろん真澄さんは私が小説家だということは知らないが、これはなんていうか「以心伝心」で声を掛けなくても意思は伝わっているとこちらが勝手に思っている。

 そういう理由でこの半額のお寿司を一つ真澄さんに注文するとその真澄さんは１０個ほどあった寿司パックを吟味してくれてその一つを選んでくれた。その間に言葉なんてものはないが、温かい愛に２人は包まれていた…というふうに感じたのは私だけかもわからない。最後にお釣りを受け取って「ありがとう」でこのドラマは終わるが、このお寿司のなんて美味しかったこと、美味しかったことたらありゃしない。なんせ半額の上若い女性のエキスをたんまり吸い込んだのですから…ホホホ

★…画像はそのお寿司、下はこの鮎子さんが出演した小説になる


 


★…「風俗嬢から祇園の割烹の女将に 鮎子」駆け込み寺「洋風居酒屋ポン吉」 駆け込み寺居酒屋ポン吉　２７話

JR西大路駅近くの「洋風居酒屋ポン吉」のマスターの音吉はたまにしか店にでてこないが、店で使う食材はママの幸子の指示で買い出しに毎日いっていた。この指示はネットの掲示板に書かれている、たとえば「蛸のお造り」「かつをのたたき」「ブリのお造り」「イカのお造り」の短冊をそれぞれ５人前ぐらいなどと書かれている。

 この掲示板は客にも解放されているのでこの食べたいお造りがあれば予約ができるというシステムで、例えば仕事が遅くなり午後１０時半しか店にこれない客は目当ての生ものを予約できるし、また本日のメニューの情報にもなる。この居酒屋にとってはこの生ものを余らすというロスが最大のネックになるからだ。それに完全に売れればこのお造りなど生ものも１人前５００円程度の安さで売っても儲かることになる。

 音吉は魚類の買い物は近くのスーパーの鮮魚専門店「魚嘉」で買っている。いつも２０人前程度のお造りを買っているので店のレジの女の子とも仲良くなる。ある日、その鮮魚店の店員が、
 「いつも買っていただいてありがとうございます。このお造りなどはどこのお店で使っているのですか?」
 「あぁ～これは駅近くの「洋風居酒屋ポン吉」という居酒屋でお客様におだししています。店のブログがありますので一度見てくたさい」

 それから一週間ほどしてこのブログの付属掲示板に、
 「魚屋の店長の妻で「真澄」と申します。ブログ等を拝見いたしましたが、一度姉のことで相談したいことがあります」と書かれてあったので音吉はそれの日時を掲示板に書いていた。そして真澄が店に来た。

 この真澄は２８歳でこの鮮魚店の経営者の長男の嫁でこの長男は京都の直営５店の総括店長をしているという。真澄は姫路の出身でこの姫路の鮮魚店で夫と知り合い結婚をしていた。この真澄の二つ上に「鮎子」という姉がいるが、この鮎子はかなりの不良で風俗店に勤めていたが、同じ姫路のホストに貢いで借金まみれになっていた。しかし、この鮎子もこれらを反省して新天地にこの京都で働きたいということだった。真澄は、
 「この姉が風俗で働いていたことや借金があったことなどを夫には絶対に相談はできないのです…」
 「そら～あの鮮魚店「魚嘉」は１００年も続いている関西でも５０店舗を展開する有名な老舗になる」
 「はい、借金は私の両親と私のへそくりでなんとかしましたが、姉が風俗店で働いていたことがわかると…それにもう両親も私もお金がありません」
 「しかし、一度風俗のボロ儲けを経験したら時給８００円や９００円では働けずまた風俗に戻るものです」
 「それが私も心配でもし京都でなにかの摘発で姉が逮捕されたら名前が「鮎子」というのですぐに夫やその家族にバレます」
 「それで私の経営するマンションと店で監視してほしいというの?真澄さん」
 「はい…マスターなかなか察しがいいですね～本当にたのもしいお方です」
 「おぃおぃ、こんな老人をおだてて…」
 「お礼といってもなんですけれど…音吉さんが「タラバガニ」が大好きだとブログに書いてありましたから、根室で獲れた最高級のタラバガニをお持ちしました」

 こうしてタラバで買収された音吉は家具と電化製品、それに台所用品がすべて揃っている１０３号室に鮎子を迎えていた。当面は居酒屋で働くという約束で家賃は社宅として免除していた。その鮎子は３０歳だが、これより５歳は若く見える化粧なのかイケイケネーチャンの雰囲気だった。店のママの幸子と気が合うのか?それともフルタイムで働くのでわずか半月で「チィママ」と呼ばれる人気ものになっていた。それでも前科者?として音吉とママは鮎子を１人にさせずに監視していた。

 ある日、店の開店前のひと時に、鮎子は音吉とママに、
 「なんとなく私を監視しているようだけど、マスターもママも安心して私はもう風俗に勤めたりホスト遊びは絶対にしませんのことよ～ホホホ」
 ママの幸子が、
 「いぇ、監視しているつもりはないけど…やっぱりマスターも私も心配なのよね～」
 「私はママの接待や料理、それに着物の着付け、お品書きのお習字などを覚えて２年後には祇園の一等地に「割烹 魚嘉祇園店」のママになることがもう決まっています」
 「えっ～魚嘉って妹さんの店の支店?」
 「はい、妹の旦那の高広さんとの約束なの」

 音吉はそんなことは初耳なので鮎子に聞いていた、
 「なんで?妹さんの夫の高広さんとそんな約束をしたの?」
 「うん～これは絶対に妹には内緒だけど、実は姫路の私の勤めていた風俗店に偶然だけど高広さんが遊びにきたの、それで二人ともビックリ仰天したけれどもお互い内緒にしておこうとなったの。それで店で禁止されているサービスなどをして十数回も指名で来てくれたの」

 それから高広は口封じのために鮎子がまじめになって料理の一つでも覚えてくれれば真澄のお姉さんとして店の一軒でも出すと約束をしてれたという。それで妹に京都に住みたいといったらこのポン吉さんを紹介してくれて私は今一生懸命にママから水商売のイロハを習って一流の女将になるという。幸子は、
 「それで、今は高広さんとは?」
 「ううん、それっきり何の関係もないわ～だって、その時は風俗嬢だったけど今は妹の旦那じゃないの～ホホホ」
 「そうよね～女は賢くそしてしたたかに生きなければならないのよね～」
 と、幸子と鮎子は手を握り合ってこの話のすべてを共感していた。その時、その噂の真澄とその旦那の高広の二人が店に現れた。その高広は、音吉に、
 「真澄の姉がここで大変お世話になっていることを聞いてご挨拶にきました。いずれこの鮎子を私の方で引き取りますからそれまでなにかとご指導をよろしくお願いいたします」

 それからこの５人で仲良く乾杯をしていたが、幸子がポツリと、
 「世の中捨てる神あり拾う神ありというけれど…なんとなしにうまくいくのよね～」
 というと、５人全員がそれぞれ違う意味で納得をしていた。
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    屁理屈コラム…寒天とトコロテンの違い・大阪王将の餃子・平安時代のお菓子とは唐菓子で果物、木の実の乾燥した物…日本初の本格的お菓子は「かりん糖」
    屁理屈コラム…寒天とトコロテンの違い・大阪王将の餃子・平安時代のお菓子とは唐菓子で果物、木の実の乾燥した物…日本初の本格的お菓子は「かりん糖」

★…みつ豆、あんみつ、寒天とトコロテンの違いは?

私の子供の頃の夏のお菓子といえば「トコロテン」でした。これは天草を煮たものを型に入れたものをトコロテンといい、これを寒空で凍らして乾燥させたものが「寒天」というらしい。

 しかし、私の頭の中にはこのトコロテンと寒天の違いがわからない。祖母がおやつとして作ってくれてのは通称「トコロテン」で糸コンニャクのようなものでした。その作り方は乾物屋さんで棒状の乾燥したもの(寒天)を買ってきてそれを煮て冷して固めてそれを箱型のトコロテン製造機で上から押せば下からでてくるのがトコロテンだと思っていた。(ここでも寒天とトコロテンがごっちゃになっている)

 そして小学生時代になるとハイカラな「みつ豆」という缶詰が大流行していた。これは寒天をサイコロ状に切って甘い蜜(シロップ)と赤エンドウ豆が入っていた。つまり、蜜と豆で「みつ豆」と理解していた。時代はさらにこれに細かく切ったフルーツが入るようになってこれを「フルーツみつ豆」といい当事では最高のデザートになっていた。さらに「あんこ」が入った「あんみつ」、黒糖入りの「黒みつ」となる。

 このところ何かを書こうと思えばその何かと昔の想い出がリンクするようになってしまった。だからつい昔話になる。私の持論は「昔の栄華や過去の輝かしい話なんてものは実にくだらいことで聞くに絶えない、老年よ過去を捨てて未来を語ろう」だったが、その未来を語る元気もなくなってきた。しかし、これではあかん!、老年よ大志を抱け、夢でも妄想でもいいから未来を語ろう!

★…大阪王将の餃子、味噌だれ

「大阪王将の餃子」…味噌だれ…餃子は普通の冷凍餃子と同じだが味噌タレが旨い!、普通のは特売でも１７８円であるが、これはなぜか１９８円から価格が下がらない。私の好きな餃子は他には味の素の冷凍餃子(１９８～１７８円)があるが、これにはタレがついていない。タレが味噌やな～ちなみに京都の「餃子の王将」とは違う店になる。

★…画像は、みつ豆と大阪王将の餃子


 


★…平安時代のお菓子とは唐菓子で果物、木の実の乾燥した物…日本初の本格的お菓子は「かりん糖」…７９話

平安時代の貴族は甘いもの大好き人間の集団で全国から甘い果物と甘いお菓子の献上品をことのほか喜んでいた。この献上品とは年貢などではなく皇族や貴族に試食してもらい嵯峨天皇に「これは旨い」という一言をもらいそれを宣伝に使っていた。一番名誉なことは皇族に商品を納入する権利でもある「宮内省御用達」の看板を店頭に飾ることであった。

 この宮内省御用達の商人は宮中に自由に出入りができて各皇族や貴族にその扱っている商品のセールスができるという利点があった。ただ宮中には自由に出入りはできるものの窓口は下級役人を通じて中級役人、そしてさらに有力貴族に口利きをしてもらわなくては天皇にまでは届かない。そうなるとここにワイロが発生するのは現在とまったく同じになる。(東京都の頭の黒いネズミ)

 ８２２年のこのころの唐菓子といえば果物になる。しかしこれは季節に関係があるから年中は食べられない、そこで干し柿、栗のような保存が利く甘いものを唐菓子と呼ぶようになった。稲荷神社三代目の宮司の伊蔵は神社の土産品にこれらを売ろうと思ってはいたが、これらは高価なもので一般庶民には手が出なかった。そこで伊蔵は稲荷大学の成長経済部の学生に安価で日持ちがする甘い日本初のお土産お菓子を研究してほしいと要請していた。

 学生らはこの研究に没頭してやっとできたのか伊蔵に報告をしていた。
 「伊蔵さま、米粉と小麦粉を半々使い、これを長さ１０センチの丸い棒状に延ばして荏胡麻で揚げました。それに甘葛(ブドウ科のツル性植物)のツルを煮詰めたものをさらに水分を飛ばした甘い汁をからましたものですが…」
 「ほう、これはいい匂いがしてなかなか美味だが、なにか問題があるのか?」
 「はい、これはそのまま食べるのにはいいですが、なにせお土産ともなると信者の旅人が背中に背たろうて何日も歩かなければなりません。そうなると折れたり、形が崩れて商品価値がなくなってしまいます」
 「そか、それならこの棒状の物からひねり、ねじりをかければ表面面積が多くなりその分固くなり表面にも甘味料がよくからむ」
 「はい、そうですね～それならこの棒を３センチほどと短く切れば強度も増します」

 こうしてできたお菓子を嵯峨天皇に献上していた。天皇は、
 「ほう、これは匂いもいいが、カリカリして旨い、それに上品な甘さがいい」
 「はい、それを稲荷神社のお土産にしたいのですが、ぜひ天皇にこのお菓子の名前を…」
 「そか、それより先にお主に見せたいものがある」
 「はいはい、またですか?…天皇」

 天皇はなにやら声をかけると奥からこれまた若い姫が出てきて伊蔵に挨拶をしている。その姫は近江の呉服商の高島屋の孫娘で１５歳の「果林」という。その高島屋が都に本店を置き、宮内庁御用達にしてほしいという陳情があり、そのワイロにこの果林を差し出したということは天皇からその経緯を聞かなくても伊蔵は宮中の噂で知っていた。当時の未成年というのは１５歳以下の事で男も女も１５歳からは立派な成人としていたから天皇は法律違反を犯してはいなかったことになる。

 その果林がこのお菓子を食べて、
 「いやん～これ美味しいどす。これ伊蔵とやら、これは何という名前の唐菓子じゃ～」
 「いえ、姫さま、それは唐のものではなくて日本最初のお菓子になります。それを天皇に命名してほしくて今夜はきたのです」
 「そか、それならわらわが命名する。そう、それなら我が名を未来に残すために「かりん糖」とする」

 天皇は７８６年生まれの３６歳でもう愛妾は伊蔵の知っているだけで１０人を軽く超えている。それに子供も皇后との間に６名、正式な愛妾の間には約２０名、さらに一夜だけの恋だが、嵯峨天皇の子供だと認定されているのは約２０名とされていた。そして今夜紹介された果林…なにはともあれ天皇が美味いといい、果林が命名した「かりん糖」は稲荷名物になり飛ぶように売れたというお話しでした。
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    屁理屈コラム…加齢黄斑変性症、２３回目の注射・狐の面を被って稲荷神社の夜参り、男は女物の着物を着て日本最初の女装コスプレが誕生していた
    屁理屈コラム…加齢黄斑変性症、２３回目の注射・狐の面を被って稲荷神社の夜参り、男は女物の着物を着て日本最初の女装コスプレが誕生していた

★…加齢黄斑変性症、眼の玉に２３回目のアイリーア注射

昨日は某病院の眼科で眼の玉に注射をブチッ!と打ってきました。これは４年ほど前にこのブログを書いている時に画面が見づらくなることがよくあり、これは目の疲れだと思って公園で遠くを見て目を休ませていました。ある時なんとなく右目だけで景色を見ると中心に白い膜がありました。

 この瞬間にこれは一大事と近所の眼科に駆け込んだが、医師は「加齢黄斑変性症」だといいすぐに病院の紹介状を書いてくれました。病院の医師は診察すると同時に明日入院をするからその用意をして来いという。そしてすぐに２時間３０分の手術を受けた。これが人生最初の入院と手術となった。

 約一か月の入院生活をした後に通院で治療を受けたが、経過はそんなに良くなく眼の玉にアイリーアという注射を打つ治療になった。この第一回目の注射というのはこれは怖かった、なんせ目は強制的に開けられているから先生も看護師も注射の針の先まで見えているのです。それが目に近づき…ブチュ!ですから…それから２３回目ですが、これは１０回目辺りから慣れたのか余裕もやっとでてきました。ちなみに注射は麻酔(点眼液を４～５回)が良く効いた日は無痛に近いがたまに「チクリ」とする程度で安心だが、精神的苦痛は計り知れない…くれぐれもパソコンやスマホで眼を酷使しないでください。(１時間に１分ほど目を閉じて休まそう)

★…画像はアムスラーチャート、アイリーア注射のパンフより、関連コラムと合わせてお読みください。


[image: ハート]加齢黄斑変性症、約２時間３０分の手術・その後の治療、アイリーア硝子体注射(眼の玉に注射)…１５回の体験記


 


★…狐の面を被って稲荷神社の夜参り、男は女物の着物を着て日本最初の女装が誕生していた。日本初の女装コスプレ 伏見稲荷大社の物語　55話

信仰とは奇妙なもので誰かが仕掛けなくても大流行するものもある。初代稲荷神社の宮司伊呂具のときは稲荷山の土を持って帰ると願いが叶うと大流行したこともあった。その後、それが日本初の玩具として土人形が大量生産され稲荷神社名物のお土産として販売されているが、これが博多人形のルーツにもなっていた。

 そして今度は夜に狐の面を被ってお参りすると願いが叶うということが大流行していた。女子はそのまま狐の面を被るが、なぜか男はその面を被り着物は女物を着なければ御利益はないと信じられていた。つまり、男は女装してお参りするということでこれが日本で最初の女装となった。

 午後７時ごろになると静かだった境内も賑やかになり狐の面を売る夜店なども数軒でていたので、これがまた人を呼びさらに賑やかになってきた。神社は年中灯篭や行燈に火を入れてライトアップをしていたが、さらにかがり火などを追加して神秘の世界を演出していた。神社直営のお茶屋も夜まで営業をつづけて若いカップルの夜のデートコースの人気ナンバー１にもなっている。

 この奇妙な夜参りの原因は実は私たちにあると稲荷山の狐が宮司三代目の伊蔵に狐が報告をしていた。狐は、
 「実は…私たちの若いまだ未熟な狐が人間に化ける練習を夜の境内でしていたのです。ところが顔が一番難しくて時には目が一つや三つ、たまに四つの顔になるのです。で、そんなものを人間の参拝者に見せたら腰を抜かしてしまうので練習中は紙粘土の狐のお面をつけていたのです」
 「ほう、それはそうだ、稲荷神社に妖怪がでるという噂になれば大変なことになる」
 「はい、それで境内にかなり多くの面をつけた狐に化けた人間がいたので人間の誰かがそれを見習って狐の面をつけて拝んだところ願いが叶ったという噂になりました」
 「ほう、流行ってのそんなことから始まるのか?。しかし、男が女の着物を着て女装するのはなぜなのか?」
 「はい、それはここの神さんは女の神さんでカップルが仲良く手をつないでお参りをすると、その神さんが妬み、嫉妬してこのカップルを別れさすという噂になったらしいのです。そこで神さんにやきもちを焼かれないために男が女の着物を着て女性同士だと見せていたのです」
 「ほう、たしか千本鳥居でもカップルが同じ道を二人で歩くと別れるというジンクスがあるが、あれか?」
 「はい、これを知っている人は左右に分かれている鳥居を別々に歩くと末永く幸せになると信じられています」

 この流行は洛中、洛外にも知れ渡り、古着を扱う東市の市場では女性の着物が飛ぶように売れていた。しかも、普通の着物や浴衣だけではなく花嫁衣裳や巫女さんの衣装までも品切れ状態だった。それに、紙粘土の狐のお面も製造が間に合わず、つ、ついに男がそのまま女の化粧をするようにもなっていた。こうなれば稲荷参道フィバーでこれを見物する参拝者でこれまた夜の稲荷神社参拝は大いに賑わっていた。

 これを宮中の噂で聞いた嵯峨天皇まで夜の稲荷神社参拝をしたいといいだした。宮司の伊蔵は「しかし、夜の外出は危険になります。それに警備にも金も人も入ります」
 天皇は、
 「おいおい、伊蔵…六条河原離宮から稲荷神社まではほんの牛車で１時間で行けるではないのか?」
 「はい、しかし、これは妖怪のようなオカマも沢山いますから、決して見て楽しいものではありません」
 「いゃいゃ、予はこの国の天皇で国民がどんな遊びを楽しんでいるかを視察するのも大事な仕事になる」」

 この天皇は一度言い出したら聞かないので伊蔵は観念して、嵯峨天皇の稲荷神社への行幸の準備をしていた。１０月２２日の午後６時に離宮を出発した豪華絢爛な天皇を乗せた牛車は竹田街道を南下、勧進橋から稲荷神社参道に入り大和大路から表参道の巨大な鳥居をくぐると桜門まで３００ｍの間には約３００名の女装？それとも妖怪、オカマ？とも取れるコスプレ女装が大歓声と拍手で嵯峨天皇を迎えていた。

 本殿にお参りした天皇はその後お茶屋で休息をしていた。このお茶屋は高級で今でいうなら祇園の高級クラブのようなものだ。そこには神楽舞台があり巫女さん１０名が笛や太鼓、それに琴の演奏で神楽を踊っていた。天皇は酒を飲みながら、伊蔵に、
 「ほう、伊蔵もこんな美人に囲まれていい思いをしているな～オホホ」
 「天皇、天皇はどの巫女がお好みで？好きなのを選んでください」
 「おほ、そうか～それなら前列左側の背の高い巫女が予の好みになる…」
 「それは目が高い、あのものは禰宜の吉左といいます」
 「ふむ、禰宜…吉左…これ伊蔵、あれも女装か？」
 「はい、今夜はオールスペシャルバージョンになっています」
 「そか、それなら帰りの牛車で予と吉左の二人だけで酒を飲むことにする」

 こうして嵯峨天皇の稲荷神社への行幸は無事終わっていたが、なぜか？神社の神職で禰宜の吉左はよほど天皇に気に入られたのか六条河原離宮の近くの六条稲荷神社の宮司になっていた。この六条稲荷神社は後にここで生まれた文子という女性が菅原道真の乳母になったことから「文子天満宮」になっている。

★…画像は、重要文化財のお茶屋、狐のお面
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    屁理屈コラム…胃がんの疑い…人間はいつかは死ぬ!・桓武天皇の生前葬儀と桃の花見大会、一般庶民参加の大宴会～桃山柏原御陵・朝宮茶・駒札
    屁理屈コラム…胃がんの疑い…人間はいつかは死ぬ!・桓武天皇の生前葬儀と桃の花見大会、一般庶民参加の大宴会～桃山柏原御陵・朝宮茶・駒札

★…胃がんの疑い…人間はいつかは死ぬ!

このところ胃が重くて太田胃散を食後に飲んでいます。症状は腹が出ているというより胃が腫れているという感じだが、痛くもないし、熱もないし、食欲も性欲もある。かかりつけの医院に行けば必ずこれは「胃がん」もしくは胃潰瘍と脅かされて胃カメラを飲めといわれる。

 実はこの医師には３年ほど前にこの原因は「ピロリ菌」で、私が見立てた患者の９０%がこのピロリ菌が発見された。だから胃カメラを飲めといわれて飲んたが、ピロリ菌もいなくて胃の粘膜にも異常がなかったことがある。で、そのことを医師にいうと「それは３年前で今はどうだかわからない」から胃カメラを飲めと言われた。

 もちろんこの医師のいうことが正しいのだが、なぜか?太田胃散で治す決心をしたが心の奥底ではひょっとして「胃がん」かもと恐怖に怯える毎日どす。そんな生活でも胃カメラ代を少しでも残さないと日頃の買い物はやはり広告の特売ばかりを物色しています。

 胃がんのことはさて置き、人は必ず死ぬというのは間違いはない。しかし、それまでは生きるがそれにはなにかの楽しみがなければ生きている意味もない。今のところ貧乏以外とこの胃がんの悩みぐらいしかないから幸せといえば幸せになる。それにこうしてつまらないコラムや小説も書いている。もうこれも書けなくなったら私の人生の終わりやな～それにどうせ死ぬのなら若くて綺麗な看護師さんがいる病院がいい。間違っても担当の看護師さんが男でないことを神様にお願いします。

★…画像はそれでも生きるために特売の商品を買っている。私の理想の死に方の写真


 


★…桓武天皇の生前葬儀と桃の花見大会、一般庶民参加の大宴会～桃山柏原御陵・朝宮茶・駒札 ３８話

桓武天皇は御前会議で突然「予の生前葬儀を開催する」ということを言い出した。この天皇はいいだしたら聞かないのでこの通りになったが、朝廷の事務方はなにせ歴代天皇でこんな生前葬儀をしていないので困り果てていた。そして天皇の命令で洛中、洛外の主要な辻に葬儀の内容を駒札に書いて提示していた。

 それによると「桓武天皇の生前葬儀及び桃の花見大会を８０５年３月３日に桃山御陵でとりおこなう。一般庶民、農民も平服で参加できる。香典及びお供えものは固く辞退する。尚、茶と酒をふるまうが、身分を問わず陶器の器と弁当を持参すること」とある。

 この駒札が東九条村の辻に立ったのが１月の月初め、東九条村の村長の長谷川喜六はこれに喜んだが、喜六の家にもこの陶器の器というものがなかった。当時飯を食うのも土の素焼き、もしくわ木の目地がでた椀のみだった。村長の喜六でもそうだから農民を問わず一般庶民もこれには困っていた。それにお茶なんてものは高級貴族以上の位の者しか飲めず、そのありがたい茶をいただくのにはやはり陶器の器が必要になると人々は清水焼の店に殺到していた。

 このころになると清水焼の窯元が３０数軒もできていたので窯元もこの天皇の行事に賛同して陶器の茶碗を格安で販売していた。またこの話を聞いた瀬戸の窯元、四国からも業者が茶碗に限らず、皿や徳利、御猪口、それに壺まで持って清水寺の参道に陶器市ができていた。もちろん稲荷神社の参道にもこの陶器の店が数軒できていた。稲荷神社二代目宮司の生成はこの天皇の意図が分かっていた。そして天皇に、
 「生前葬儀とは考えましたな～天皇」
 「いゃいゃ、生成、いつもお主にアドバイスを貰ったままで予も天国には生きづらい…農民や庶民の生活に文化をと思った」
 「陶器もそうだが、なんぼ平服でいいといってもそこはそこで農民もお洒落するだろう。そうすれば絹や木綿の生産、それに織物業に染物業者にまで豊かになります」

 天皇が生前に造った桃山御陵は円墳で高さが３０ｍ、直径８０ｍ、周囲が２４０ｍある。そこに横穴を掘って中央に石室と石棺が置かれていた。その円墳の周りには桃の木数百本が植えられたことからこの地を桃山といった。この円墳の屋上にも木の階段が作られて誰でも上がれように当日はなっている。この上から下界を見ると南には奈良の山並み、南西には大阪湾、そして六甲の山、天王山から嵐山の西山連峰、愛宕山～比叡山の北山、東寺に西寺、そして羅城門から大極殿までが手に取るようにわかる。そこに少しお洒落して手には陶器の器を持った農民や庶民が上がって楽しんでいた。

 満開の桃の花の下での桓武天皇主催の「生前葬及び桃の花見大会」は稲荷神社の雅楽と巫女さんら３０名のショーで始まっていた。周囲２４０ｍの墓の上も超満員で平安騎馬隊の隊士らが１人１０分で降りなさいと声を張り上げていた。そして天皇が眠る石室も公開されてこれもまた長蛇の列ができていた。

 天皇は「予が生きている限り毎年ここで生前葬儀と桃の花見大会をする」と宣言されていた。この日が３月３日だったことからこの日の桃の花見大会を記念して「桃の節句」と呼ぶようになった。そして２回目が開催された直後の８０６年４月９日に第５０代桓武天皇は亡くなっていた。

 この農民らが飲んだお茶というのは朝廷の近江の国坂本の茶畑で栽培されたものでこれより３８０年後に栄西は建仁寺、また明恵は高山寺にてお茶の栽培に成功したと歴史書にはあるがこの茶とはまた違う「朝宮茶」というものだった。天皇崩御後は都の公家も貴族もそして農民、庶民に至るまで３年間のお茶断ちの儀が行われたと同時にこの禁裏の茶園も歴史から消えていた。ちなみにこれから７９３年後に秀吉が醍醐の花見大会を開催するが、これはこの桃山の花見を真似たものになる。

★…この現在の京都でも内外からの観光客を誘致する大作戦を展開している。それは観光客が金を落としてそれが回り回って京都市民も豊かになるという発想になるが、その誘致をする資金は京都市民の税金でまかなうが、それを回収するのは大手の東京資本になるので市民に残るのは交通渋滞と市バスの満員でしんどい目をするだけになる。

★…この桓武天皇のように資本を投資するのはまず農民(年貢わずか１０%など)や庶民に直接投資してそれが回り回って国の経済が良くなるという発想にはなかなかならないらしい?…そのためには派遣労働法を全廃して働けば必ず正社員になるという夢を国民に与えなければならない。それにやむなく労働者本人の都合でパート、アルバイトの場合でも賃金は同程度にしなければならない。こうなればデートもできるし、結婚もできる、さらに子供も増える。そんなことをすれば我社はつぶれるというアホ社長もいるが、そんな会社はもう社会に必要がないのです。

★…画像は駒札、竹田街道札ノ辻
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    屁理屈コラム…しじみ習慣、試食品・日本クリニック・日本最初のハイヤー、タクシー会社・旅客牛車運送事業、認可第一号は「日本京都交通」・笑う密談
    屁理屈コラム…しじみ習慣、試食品・日本クリニック・日本最初のハイヤー、タクシー会社・旅客牛車運送事業、認可第一号は「日本京都交通」・笑う密談

★…しじみ習慣、試食品・牡蛎肉の日本クリニックは健康食品の先駆けになる

なんとなしに「しじみ習慣」という健康食品の試供品を申し込んだ。当然ながらこれはすぐにメール便で我が家に届いた。この運賃もそうだが、豪華なパンフなどの印刷物、それに試食品として２箱２０粒(１０日分)のカプセルだからかなりのお金はかかっていることになる。

 これは食品だから「お召し上がり方」となっているが、これを食べるというより飲むのだから味はまったくわからない。これは薬ではないから１０日食べても効果なんてものは感じない、で、とりあえず食べたが、これで即なにかの感想を聞かれてもこれは答えようがない。

 しかし、これを無料でくれた自然食研としてはやはり買ってもらわなければ意味がないからもう２通のメール便が届いている。これもお金がかなりかかっているからこちらもそれなりに気を使います。そのメール便には半額で奉仕するとある…ふむ…考えさせられます。

★…その昔、これらの健康補助食品の先駆けという「牡蛎肉エキス」を販売している会社が京都の嵯峨にあった。ここの社長、社員らは儲かっているのか羽振りがよかった、社長と社員らには良く居酒屋、スナックなどで同席になったことがある。そのうち一時は自社のスナックを経営していた。さらに、災害用にと自社でヘリコプターを購入するほど儲かっていたのだ。

 そんな想い出があってその会社はまだあるのかとネットで調べた。あったあった、この会社の名前は「日本クリニック」(設立１９７４年)といい牡蛎肉などの健康食品の先駆けだが、このクリニック(診療所などの医療機関)という単語を使ったのも先駆けになる。そして宣伝にはこの会社の営業部には元映画俳優(尾上鯉之助)もいたのでその関係から太秦の映画会社の俳優を広告塔に使うというこの面でも先駆けだった。

 しかし、まだまだ今のように健康食品が認知されていなかったのでこれは「インチキ薬品」まがいと揶揄されることもあった。会社名を「クリニック」とするアイデア、そして「健康」をキーワードにして有名俳優の宣伝となれば今日のテーマーの「しじみ」と「牡蛎」の違いだけでやはりこの日本クリニックの歴史そのものが健康補助食品の歴史になる。


 


★…日本最初のハイヤー、タクシー会社・旅客牛車運送事業、認可第一号は「日本京都交通」・笑う密談…伏見稲荷大社の物語より

京の都のオープンから１０年の８０４年ごろには牛車が公家や貴族の便利な乗り物になっていた。ただ、この牛と車というのはかなり高価で今の価格で牛は一頭５００～１０００万円、曳く車も２００～３００万円ほどしたので正四位以上の高級貴族しか乗れなかった。またこの牛車には二人の牛方がつくのでその人件費や牛の餌代もかかった。

 現在も金持ちのステータスとして高級外車を乗るが、この平安時代もまったく同じで貴族の藤原○○が２人乗りの牛車を買えば、そのライバルの藤原○○が４人乗りの牛車を、またそのライバルが６人乗りを買うという見栄を張りあった。外装や内装にも金、銀、漆、螺鈿と金をかけて豪華絢爛さを競うのも同じであった。

 京の道路は朱雀大路などはよく整備されていたが、一歩道を入ればかなり狭い道が多い。その狭い道で牛車がかち合うとどちらかが道を譲らなければならいが、これは官位の上が優先した。したがって牛方が二名いるというのはその一人がかち合った牛車の牛方と交渉をする。
 「このお方は正二位の奥方で従四位の紫野の君だ！」
 「何をおっしゃる、このお方は少納言さまそのものだ！早くバックして道をあけなさい」
 こうして位の下の者は道を譲っていた。

 この牛車の床は畳にすれば二畳ほどある、それに窓には簾がかかっているために外からはまったく見えない。そこで貴族らは愛人、もしくは不倫相手とここで逢引をするというのが大流行していた。特に桜や紅葉の季節、そして月見の季節にはこの牛車で観光地の駐車場は満車になったという話まで桓武天皇の耳に入ってきた。

 その話を酒のあてにして天皇と稲荷神社二代目の生成(いなり)は神泉苑で酒盛りをしていた。天皇は、
 「のう、生成よ！平和な日本もいいが、ここまで風紀が乱れると庶民感覚としてはどうか？」
 「まあね～公家さんも貴族の方々もそれなりに要職を持って働いておられるから…」
 「ただ、牛車の維持費が高くつきある貴族なんかは位を上げてほしいと愚痴をいっているらしい」
 「それに牛の価格が高騰して日本通運の牛も足らないと社長の伊織もこぼしていました」

 そこで生成は天皇にこの牛車を配車をする牛車旅客運送事業を認めてはくれないかと相談していた。これは月に数回しか使わない牛車と牛方２名をなんぼ貴族だといっても個人で所有するというのは贅沢の極みになる、必要な時に配車をすれば安く便利になる。そしてその牛の仕事のないときは日本通運の牛貨車に使えます。天皇は、
 「そか、それなら正一位以上しか牛車は個人で所有してはいけないという法律を作ろう」
 「はい、それに正一位以下の貴族が持っている牛車は適正価格で引き取ります。それに牛方も雇用いたします」

 こうして天皇の命名により「日本京都交通」(社長は日本通運の伊織)という旅客牛車運送事業の会社が設立された。そして牛舎は御池二条(現JR二条駅)に置かれた、これは公家や貴族の屋敷がある大極殿にも近い、それに稲荷神社の生成が丹波の木材を嵐山から都へ運ぶ運河を掘ったが、これの最終地点がここになる。ここには広大な木材置き場があってここから牛貨車で現場まで輸送できるからだ。いわば、一頭の牛でタクシーと運送業ができるという生成のアイデアだった。

 正一位以下の貴族が所有していた牛車は３４頭にもなった。それに牛方６８名も雇用していたから即戦力になる。そしてそれぞれ牛車には特徴があるから、その特徴を見れば今日の客の位も把握できる、そして乗客の走るコースもわかるので牛車同士がち合うこともなかった。これには位の下の貴族は喜び上位の貴族の牛車に道を譲って待つという屈辱もなくなるからだ。

 またこれを喜んだのが貴族の奥方で昼間はこの牛車をチャーターして歌会や買い物と使うことが女性貴族同士のステータスとなり競い合いにもなっていた。そして牛方に口止めのチップを渡して不倫相手の若い貴族を同乗させてこれまた風紀が大いに乱れることになった。当時の貴族は今のように夫婦同居ではなく夫が嫁の家に通うという通い婚だったことから結婚３年もすれば夫がこない日が数週間も続くこともある。これでは女として生殺しになるので不倫に走るというのはこの時代さほど罪にはならなかった。これは夫のほうでも同じだから不倫という字が当てはまらない程度のお遊びになっていた。

 日本京都交通ではこの乗客の氏名、位、行先、同乗者等の日報をつけている。この日報は毎日のようにフォックス警護保証の幹部が点検に来る。つまり、これらの貴族の生活ぶりを点検しているのだが、これはプライバシーの問題があるから公にはなっていないので秘密裏になる。ある日、この日報を見ていると従四位の貴族が東山にある「吉田山荘」に行っている。そして同じ日にこれも従四位の貴族もここに行っている。しかも乗客は本人一人ということからこれは怪しいと調査を始めていた。

 フォックス警備保障というのは狐が運営している警備会社で主に稲荷神社の警備をしているが、それは表向きで国の諜報機関でもあった。早速、この狐らは吉田山荘の近くにある「竹中稲荷神社」でこの貴族らが密談をするのを待っていた。貴族２名は別々に牛車をチャーターして集まってきたが、問題はその密談の相手になる。もうこのコラムを読んでいる方々は相手が奈良仏教会の諜報部員とはわかると思うがこれはやはりそうだった。

 そしてこの密談をスパイしていた狐が生成に報告をしている。狐は、
 「生成さま、笑っちゃいました…」
 「ほう、そか?笑う密談か?」
 「相手は二人でやはり奈良の坊主だったが、この坊主は奈良男色家協会の幹部で貴族の二人もやはり京都男色家協会の幹部でした。話では奈良と京都は争っているが、我々男色家は仲良く団結しょうというものでした」
 「そうか～まま、仲良くすることはいいことだ」
 「そそ、それにこの都の腐れきった貴族の女どもより男のほうがいいということを日本中に広めようともいっていました」
 「腐れ切った女どもか…わかる気がする…そして?」
 「はい、この密談の後は４人で乱交パーティーをしていました」
 「そか、今の日本は平和だが、これも長くは続かない、油断をするな!」
 「はい、生成さま、今後もいかなる些細なことでも報告をします」

 現在のタクシーも当然日報はある、それに車載カメラで室内の様子は音声も含めてかなり鮮明に撮られています。なにか事件があると真っ先に刑事がタクシー会社の日報を調べにくるが、もちろんこれらの日報や記録ＳＤカードは個人情報なので厳重に管理されている会社もあれば、ずさんな扱いのタクシー会社もある。ずさんというよりこれを労務管理の一つとして社長や管理職が毎日チェックしている悪質なタクシー会社はかなり多い数になる。さらに隠しカメラで室内を撮影してそれをネットでライブしている運転手もいる。平安時代もかなり風紀は乱れていたが、１２００年後の今もそれは変わらない。

★…画像は牛車(ハイクラス)
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    屁理屈コラム…タイムサービス。半額に弱いイナコ・伏見稲荷大社の名物・稲荷寿司、雀の焼鳥、若狭の鯖寿司、招き猫のルーツは伏見稲荷の「招き狐」の置物だった
    屁理屈コラム…タイムサービス。半額に弱いイナコ・伏見稲荷大社の名物・稲荷寿司、雀の焼鳥、若狭の鯖寿司、招き猫のルーツは伏見稲荷の「招き狐」の置物だった

★…タイムサービス、半額に弱いイナコ

ここ５年ほどは定価で食料品や衣料品などを買った記憶がありません。特に衣料品は半額の半額、食料品などは目玉の特売、それにタイムサービスの半額。しかし、これに該当しない商品は５%～１０％引きのスーパーで買うことにしている。

 しかし、私は腐っても一応作家だから安物のプライドが邪魔してたとえば、売れ残りのヨレヨレの野菜などの食料品や賞味期限ギリギリの半額は絶対に買わない。なぜならそれはやはり不味いからだ、それにそんな物を買っても安いのが当たり前になるので儲かった気分にならないからだ。やはり昨日まで、さっきまで正価だったものを安く買うことが武士の生き方になる。

 しかし、こんなことばっかり頭に置いて買い物をしているとつい「半額」に目がいってしまって実につまらない衝動買いに走ることもある。これはこれで謙虚に反省して次回からは同じ失敗を繰り返さないようにしているつもりだが、そこは商売人の方が一枚上手の場合もままある。そこでつい最近買った物を紹介します。

★…あなごちらし寿司…半額の２５０円(いずれも税抜き)

この店は大手スーパーに入っている魚屋さん。いついってもタイムサービスというのがあってなかなか繁盛している。しかし、やはり扱っているのは鮮度のいいものばかりで価格的には私は手がでない。この店で一度だけ開店セールの特売の鯖寿司１本１３００円が８００円という時にこの鯖寿司を買ったが、これは文句なし旨かった。

 そして昨日、いつも６８０円で売られている「ちらし寿司」がタイムサービスで５００円だったが、それがさらに半額として売られていた。私はこの機会を逃がしたら一生涯この店のちらし寿司は食べられないと決意してそれを買った。

 これはやはり上品なお味でしかも量はかなり少ない。一気に食べられる量だが、ここは上品にゆっくりまったり焼きアナゴの味を楽しんだ。しかし、人間なんてものは楽しもうと思えばなんでも楽しめる、こんな自虐的なコラムを書いていても楽しい。さらに楽しもうと思ったらさらならネタを探さなければならない。そうなると街にでなければ若くて綺麗な人妻とも遭遇はできない。遭遇できなければ若さと健康を維持できなくもう死ぬしかない。だから屁理屈コラムを書き続けるから読んでネ～ホホホ


 


★…伏見稲荷大社の名物・稲荷寿司、雀の焼鳥、若狭の鯖寿司、招き猫のルーツは伏見稲荷の「招き狐」の置物だった。若狭の鯖寿司も荷田生成が考えたものだというお話。伏見稲荷大社の物語　より

長岡京への遷都から１０年後には平安京に遷都されるという噂から奈良の商人も農民も長岡京には移住せず直接京都盆地への移住を始めた。これは奈良から莫大な経費を使って長岡京に引っ越しをするより先に京都盆地に移住したほうがいい土地が手に入ると思ったからだ。
 ?
 まだ長岡京に遷都されてから２年しか経たないのに農民は洛外の土地を、商人らは平城京と同じ碁盤の目の街並みになるのを予想して奈良で商売していた場所に店を出したいとまだ造成中なのに長岡京の役人に交渉をしていた。こうして京都盆地に人々が住み始めると伏見稲荷への参拝者もうなぎ登りに増えていた。

 そのころ稲荷山の土を持ち帰ると家内安全、子孫繁栄になるという噂が広がり境内の土を持ち帰る輩が増えてきた。そこで門前でお土産屋を営んでいた土師嘉楽という人物がこの稲荷山の土を使って土人形を造って売っていた。これは伏見人形といって土を素焼きにして顔料で色付けした素朴な人形だが、当時としては画期的な子供へのお土産になっていた。

 江戸時代にはこの土人形が発展して博多人形になるが、この当時は稲荷神社のお土産だから狐でそれも左右一対になって向かって右の狐は左手を左の狐は右手を上げているのでこれを「招き狐」といわれて右手を上げているのは「金運」を呼ぶ、左手を上げているのは「客」を呼ぶとなっていた。

 ところがいつのまにかこの狐の土人形を神棚にあげるという風習になり子供の玩具から神具へと位があがってしまった。それはそれなり需要はあるが、子供のお土産がなくなりこの土師嘉楽は鯉、熊、猫、犬、お姫様、お殿様などの土人形を作っていた。これが大当たりして稲荷神社の参拝客は増え続けていた。そして全国に稲荷神社への参拝の講もできた。

 村で毎月積み立てをして村民の代表が「五穀豊穣」「子孫繁栄」「家内安全」の願いをするのだが、本当の目的は茶店での稲荷名物の「雀の焼鳥」「稲荷寿司」「若狭の鯖寿司」そして巫女さんのお神楽、巫女さんのお酌で酒を飲む。足洗と称して門前の旅籠でドンチャン騒ぎ、そしてお土産は嘉楽が作った土人形となった。

 この嘉楽はさらに商売繁盛の稲荷らしい人形を考えていた。先の「招き狐」の種類は白狐、銀狐、赤狐、茶狐、黒狐だったが、これに代わる動物がないかと考えた結果、猫も狐もネズミが大好物、それに猫も三毛猫に白も銀もあると思いついて招き狐から「招き猫」へと頭をチェンジしていた。これがまた特に商売人には大うけして生産が追い付かないほど売れてまた一つ稲荷神社名物が増えていた。

 先の稲荷名物の中に「若狭の鯖寿司」というのがあるが、これは稲荷神社の二代目荷田生成が琵琶湖を使ったルートで若狭湾から新鮮な魚を運べないかと考えていた。そこで生成は陸路で大津、そして船で高島郡、そこから山を越えて若狭へという道を土木工事をして開発していた。この若狭の新鮮な鯖を一塩して樽に詰めて若狭から峠を越えて高島郡の港に陸路で運ぶ。そこから船で大津まで、そこから山科～稲荷神社まで陸路の一昼夜(２４時間)かかるが、塩漬けされた鯖はいい塩梅になる。それを酢に漬けて「若狭の鯖寿司」として神社直営の茶店で販売するとこれもまた大繁盛で長岡京の皇族や貴族までが我先にと稲荷神社へと参拝してきた。

 若狭から京都までの鯖街道というのは二通りあるというが、実はこの生成が通した鯖街道は平安京遷都の８年も前からあることになる。さらにこの琵琶湖の船を使っての航路は敦賀まで延長されて北海道から運ばれてくる昆布や鰊などの海産物、農産物は敦賀の港に、敦賀からは陸路で琵琶湖に、大津からは陸路で京の都に運ばれることになるが、京料理そのものの材料はすべて生成が開発したルートのおかげだといってもいいことになる。

 今も昔もおなじ稲荷名物は、稲荷寿司、雀の焼鳥、鯖寿司、招き猫になる。それにもう一つのお土産は「狐のお面の煎餅」になるが、これは現在取材中です。

★…招き猫のルーツは招き狐だった。
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    屁理屈コラム…１０００円以下のトータルファッション・京の都に造り酒屋がオープン・武器を持っての戦争より経済戦争を選んだ桓武天皇・薬子の不倫の乱
    屁理屈コラム…１０００円以下のトータルファッション・京の都に造り酒屋がオープン・武器を持っての戦争より経済戦争を選んだ桓武天皇・薬子の不倫の乱 ２８話

★…１０００円以下のトータルファッション

某大手のスーパーのタイムサービスは最近火曜日に開催されている。しかも親切に１日数回の開催時間まで書かれている。これはいわゆるバーゲンではなく売れ残りの半端物処分のサービスになるので色柄サイズはなかなかお好み通りにはいかない。

 価格も定価の半額からさらに半額というのもある。少し季節外れの商品なら１７０６円が１５３円という超ビックリ価格もあった。昨日買ったのはumbroのマークが入ったＴシャツで２枚組で定価１２８０円を４９０円で買った。もう一つは下着のパンツだが、これはイオンのＰＢで定価の半額だった。

 私の元妻もこういう買い物が大好きでよく付き合わされたが、この長時間の買い物にはかなり批判的でこれでよく喧嘩をしたことがある。ところが今の私はこれが楽しいから今頃女性の気持ちがわかっても遅いが、元妻に謝らなければならない。女性の気持ちが分かったついでに「オカマのイナコ」というＰＮで色々な物を書いている。

★…そこで最近買った物を着ての記念写真・umbroのＴシャツ２４５円、ＧＵのジーンズ９８０円、adidasの靴９９８円、それにパンツは２００円、そして散髪は１０００円、どや！…「人間、金がない、金がないと悩んでいないで進んで貧乏を楽しみましょう」…オカマのイナコ


 


★…京の都に造り酒屋がオープン・武器を持っての戦争より経済戦争を選んだ桓武天皇・薬子の不倫の乱 ２８話

平安時代の酒(当然日本酒)は白酒だったが製造方法は今とはそんなに変わってはいない。奈良で当初は寺で作られていたようだが、これはすぐに日本全国に広がっている。奈良の酒は朝廷が厳重に管理して造酒司、または酒部という役人の部署ができていた。この造酒屋の長岡京や平安京への引っ越しは酒を醸造する陶器制の瓶(かめ)が二石～三石(３６０リットル～５４０リットル)と大きくて移動が難しかった。さらにこの奈良の造酒屋組合は東大寺らの奈良仏教会と共謀して再び都を奈良に遷都すると目論んでいる一派だった。

 そこで桓武天皇は京の都の洛中でこの造酒屋ができないかと稲荷神社の二代目宮司生成(いなり)に相談をしていた。生成は稲荷大学の二部の狐部の学生にこの調査を依頼していたが、これは簡単で京の都として整備する土木工事で地下の水脈は手に取るほど狐の学生らは把握していた。

 この平安京では下水の心配はあっても上水の心配はなかった。まずどこに井戸を掘ったら水がでるという確率はほぼ１００%の成果で稲荷大学地質学部は全国的に有名だった。そしてこの学部を創設したのが後に東寺の管主になる空海だった。ただ、酒造に合う水となるとこれは別になる。

 そこで狐の学生らは奈良の狐に応援を求めた。その奈良の狐は奈良の有名な造酒屋数か所の水を味と匂いで覚えて洛中の土地を色々探した結果、大極殿の西側(丸太町七本松上、現マンション)、四条高倉北(現大丸)、四条河原町南(現高島屋)の三か所がいいと生成に報告をしてきた。それを桓武天皇に報告すると、
 「ほう、また稲荷大学の狐の手柄か!」
 「はい、狐は元々イヌ科の動物で嗅覚は人の１０００倍といいます」
 「そか、ほな醸造用の大きな瓶はどうする?」
 「これは清水焼の陶工が作ってくれます。それに奈良のは最大三石ですが、五石の瓶を焼いてくれます、そして十石(１８００リットル)の瓶にも挑戦したいといっています」
 「ほう、たくましいの～それなら米はどうする?」
 「奈良の米は酒には合わないと奈良も近江米、丹波米を使っているようですが、この米をこちらに回してくれます、しかも杜氏も来てくれます」
 「ほう、それなら奈良の酒造は…壊滅か?」
 「はい、奈良の酒造組合が奈良仏教会の資金源の一つとなっていますから…」
 「そか、もはや武器を持っての戦争より経済戦争を仕掛けるのか?生成?」

 こうして桓武天皇は三つの造酒屋の許可をして経営者を募集したところこれも奈良の酒造業者が応募してきた。奈良にまだあった政府の役所の「酒部」を奈良から引き揚げて洛中の朱雀大路二条に新たに開設していた。もちろんこの酒には税金がかけられて平安京を潤わしたが、奈良の酒造組合は米も酒を造る職人「杜氏」も京の都に奪われて奈良の仏教会及び坊主は火が消えるように静かになった。

 奈良の仏教会ともに平城京再遷都の計画を企んでいた桓武天皇の皇子の安殿親王は奈良の衰退に嫌気がさして女遊びに狂っていた。そして貴族の中でも最高クラスの藤原種継の娘を愛妾にしたのだが、その母親の薬子まで手を出していた。その薬子は中納言藤原縄主の妻で子供も五人いたので不倫だが相手が皇太子ということでこの不倫を誰も見て見ない振りをしていた。

 薬子にすれば次期の天皇になるのが間違いない安殿親王との不倫は火遊びというより出世の糸口になるばかりか子供ができれば皇太子の母、いずれ天皇の母にもなれる可能性があったからだ。そして正妻が何かの事故で亡くなったら…つまり、そうなればファストレディーの道もある、その道をひたすら歩み安殿親王の公の愛妾の自分の娘も敵にしていた。もし、この娘に男の子でも産まれれば不倫相手の子供より皇太子になる確率が高かったからだ。

 この作戦は同じ貴族で弟の藤原仲成も共謀していた。この藤原仲成と奈良の仏教会とが手を握ったが、これは奈良の仏教会の朗報となり薬子、仲成、奈良仏教会のトライアングル共闘ができた。薬子の夜のサービスがよっぽど良かったのか?、ウマがあったのか?安殿親王は５歳も年上の薬子オンリーになって薬子のいうことをすべて聞くようになっていた。他の有力貴族も次期天皇には逆らえずにこれらの薬子の不倫は桓武天皇の耳には入らなかった。

 ある時、北野森の狐の族長が生成に面会を求めてきた。その狐は、北野森のすぐ近くの一条御前にある藤原仲成の屋敷に毎夜坊主が現れてその姉の薬子と密会をしているようだと報告している。
 「ほう、薬子といえば安殿親王の愛妾の母親だというが、もう歳で厚化粧だろう…」
 「はい、私もそれが気になって屋敷に忍び込んで二人の話を聞きました」
 「ほう、お主も…なかなか…で、その話とは?」
 「はい、なんでも一日でも早く安殿親王の子供がほしいと～」
 「ん?その相手はその坊主だろう～」
 「そうですよね～ただ、その坊主は比叡山の坊主ではなく、奈良の仏教会の坊主とか?」
 「ほうほう、そうか～奈良の陰謀か～それに薬子は安殿親王ともできていたのか」

 早速、生成は桓武天皇に報告にすると、天皇は薬子それに弟の仲成を逮捕しろと命令を下された。それぞれ官位をはく奪され薬子は丹後の間人に仲成は佐渡島にそれぞれ隔離されている。しかしながら女が一度権力の魅力を知るとそう簡単に諦めないのが世の常になる。この薬子も桓武天皇の崩御後に再び権力の表舞台に立つのだか、この１２００年後の東京でも同じようなことが起こるとはお釈迦様でも予想ができなかった。

★…は洛中の造酒屋、佐々木酒造
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    屁理屈コラム…おしろい花・真っ暗闇の男女の秘め事は五感を刺激する貴族の遊びだった。灯明と透け透け襦袢ででさらに…和江瑠(ワコール)が貴族社会に進出
    屁理屈コラム…おしろい花・真っ暗闇の男女の秘め事は五感を刺激する貴族の遊びだった。灯明と透け透け襦袢ででさらに…和江瑠(ワコール)が貴族社会に進出 ３６話

★…おしろい花

子供のころに覚えた雑草は「れんげそう」に「タンポポ」ぐらいだが、なぜかこの「オシロイバナ」だけは鮮明に覚えている。おしろいといえば女性が顔に付ける白い粉だと思っていたが、なぜこの花がおしろい花というのか興味があったからだ。

 そしてそれから６０年の月日が経ってこの花を散歩の途中で見つけた。その瞬間にこれは「おしろい花」とわかったが、この名前の由来はわからない。そこで検索して調べたら、なんでもこの種の中が白いからだという。そして別名「白粉花」「白粧花」とあるからこの漢字さえ知っていれば女性の化粧と勘違いしないですんでいた。

 こんなことを知るのに６０年もかかっているのだから、というより子供のころから私は女性の化粧、もしくは女性そのものに興味があったのかということもわかった。こんなことは誰かに聞けばすぐわかるものだが、「なんでこの花がおしろい花」というのか?、と長年首をかしげていた自分自身がおもしろい。

★…キットカット抹茶

前回の屁理屈コラムの「朝宮茶」を読んでいたら急に抹茶味の何かを食べたくなった。私～ネ～何か見たり聞いたりしたらすぐに食べたくなる性格なんです。たとえば散歩中に雨上がりの「キノコ」を見たらキノコ類を食べたくなってつい生シイタケなどを買って食べてしまいます。

 ということで特売のキットカットが１７７円(税抜き)で売っていたので買った。このキットカット抹茶味は台湾や中国の観光客に大人気でコンビニの前に外人観光客の観光バスが止まると真っ先にこれが売り切れになるそうです。

 最近、なんでもかんでも買った物を写真に撮るクセが身に付きました。そしてその写真を眺めているとこんなしょうもないコラムが頭の中に浮かんできます。これは食べ物などの商品でだけでなしに、街中でふとすれ違った綺麗な女性を見てもすぐ食べたくなります。しかし、これは食べられませんから空想と妄想で小説にして料理しているのです。

★…ボーナスポイントが１００点

この冷凍焼きおにぎりは２９８円だが、これを買うとボーナスポイントとして１００点も付く。つまり、１００円引きと同じになる。このポイントも普通の買い物ではなかなか貯まらないが、こういうボーナスポイントを買えばかなり早く貯まる。イオンさんは人間の心の奥底にある魔の気持ちをうまいこと利用されています。と、わかっていても買いたいのよね～ホホホ

★…画像はおしろい花、キットカット抹茶、ボーナスポイント１００の焼きおにぎり


★…真っ暗闇の男女の秘め事は五感を刺激する貴族の遊びだった。灯明と透け透け襦袢ででさらに…和江瑠(ワコール)が貴族社会に進出 ３６話

奈良時代から神仏用の灯明と照明用の油は製造されていた。主に荏胡麻の油は灯明、菜種油は照明用に使われてはいたが、やはりこれは高価なもので農民や一般庶民には縁がなかったものだ。というよりも朝は夜明けと同時に働いて日が落ちると寝るという文化があり照明そのものの必要性がなかったからだ。この時代には唐から蝋燭が輸入されていたが、これは高価なもので蝋燭を日本で作る技術はまだなかった。

 これは天皇家も公家も貴族も同じで夜は寝るものでわざわざ照明をつけて仕事をする者もいなかった。このころの空は空気も綺麗で高いビルも街灯もなく屋敷の奥の部屋ではそれこそ真っ暗闇の世界になる。ただその分だけ月や星の光というのは現在よりも数倍明るく感じていた。庭に面した部屋などはこの月の光だけで十分な照明になっていた。また雪に反射した月の光などは銀座のネオンより明るく感じるほど輝いていた。

 ただ昼間でも神社や寺での本堂の中では真っ暗闇とはいかない、なぜなら灯明、蝋燭の明かりや灯篭の明かりが神秘性を生み出すばかりか仏様の顔が見えなければ信心そのものが成り立たなくなるからだ。ゆらゆらと揺れる光の中で観音様の顔はより優しく、怖い顔をした仏像はさらに迫力がでるというものだ、稲荷神社でも夜の参拝者用に表参道には灯篭を、社殿の中には灯明、蝋燭を一年中切らさなかった。

 貴族の寝所は屋敷の奥にありここには月の光も届かないからそれこそ真っ暗闇になる。そこでの男女の二人は目の前一寸さえ見えない、衣擦れの音さえ普段の３倍ほどに聞こえる。相手の息遣い、匂い、仕草に全神経が集中していることになる。その相手の指が腕の内側をす～と撫ぜると全神経がここに集まり快感が暴発しそうになる、また背中を指で摩られると悶絶するほど感じる。しかし、これがたとえば時計の文字盤の蛍光塗料一つで光っていれば腕と背中を触られただけにしかならない。

 腕、背中でそうだから彼の唇と指が本格的になると…しかし、これはかなり疲れる行為であって新婚や不倫の場合はまだいいが、慣れた女房にはチトしんどくなる。そこで疲れないように部屋に照明用の油をつけていた。そうなるとまた違う刺激がほしくなるのがこれまた人間の欲と性になる。

 都の左京に東市という市場がある。その室町通りには公家、貴族向けの高級ブティックがあった。そのブティックは和江瑠(ワコール)という屋号で主に女性下着の長襦袢を売っていた。これは絹でできていたが、その絹の一番細い糸で織っているから透け透けの織物だった。色もピンク、赤、白、銀ラメ、黄、黒と色鮮やかで貴族の女性はこれを買うために牛車で押しかけて店の前は牛車の行列ができていたという。

 神泉苑離宮では満月の日の恒例の月見の宴が開催されていた。ここには公家の他に高級貴族も招かれている。もちろん稲荷神社二代目宮司の生成も招待されている。部屋の照明はなく満月とその月が池に映った月光だけでもけっこう明るい。宮廷の雅楽の演奏もされてムードは最高潮になったころ、若い女性が５人も池を背に出てきた。そして舞を披露しているが…

 その女性らは全員素肌に色それぞれの長襦袢を着ているがそれは透け透けのもので満月の光で色白の肌がシルエットで鮮明に浮き上がっていた。招かれた客は全員男だが目を点にしていた。そして一曲目が終わったときに天皇が、
 「この色気のある長襦袢をお主らの妻や妾が着て夜を待っていると巷では噂になっているが、この長襦袢の流行をどう思うか率直な意見を聞かしててほしい」

 こういう場合はまず位の一番高い貴族が天皇に対して言葉を述べるが、その貴族は頭の中が混乱して言葉がでないようだ。そこで天皇は生成を指名していた。生成は、
 「これが噂の和江瑠の透け透け長襦袢ですか、たしかにセクシーで私はいいと思います。しかし、一方では都の風紀が乱れという意見もあります。ところで、私の稲荷神社でも夜の参拝者が増えています。これは夜は寝るだけの文化から楽しむ文化へと移行しています。それは闇の世界から視覚を楽しむという生活の余裕から来ていると思います。庶民が夜の時間を楽しめれば経済活動が活発になり税収も増えることになります」
 天皇は、
 「そか、夜は寝るだけの文化から楽しむ文化になるのか?」
 「はい、この月見の宴も公家や貴族だけの専売特許にせず、庶民にも広げることが日本の発展にもなります」
 「そか、それなら照明用の荏胡麻や菜種の油が大量に必要になるが…」
 「はい、それが大山崎の山崎屋という油商がなんでも種から油を採る鉄の機械を発明したそうで、これで油を抽出すれば油の値段も庶民に手が届くようになるそうです」
 「そか、それなら蝋燭はどうなる?」
 「はい、これも国産で製造できるように稲荷大学の学生が研究しています」

 この天皇と生成との話を聞いていた客らも頷いていたのでもう誰も和江瑠の長襦袢を批判できなかった。そして宴の〆にもう一度雅楽の演奏があり、やはり透け透けの５人の舞が始まったころには貴族の顔もかなり緩んでいた。この天皇のお言葉「夜は寝るだけの文化から楽しむ文化」が世間に広がるのは３日もかからず稲荷神社のライトアップ参拝にカップルが押し寄せ、やがて結婚、そして子供ができてこの時期に都の人口も一気に増えていた。
 ?
★…本当に真っ暗闇な世界を体験したことがあります。それは清滝に通じるトンネルの中で少しカーブの一か所だけ真っ暗闇があったのです。その時は子供と手をつないで歩いていたのですが、その瞬間に子供が消えてしまい恐怖というものはこれだと思った。災害などで土砂に埋まって助けを待っている人たちもこの恐怖を味わったと思うと…ここの読者も一度真っ暗闇を体験してください。

★…伏見稲荷大社の本宮祭・凛ひとえ奉納コンサート

7/23(日)伏見稲荷大社 本宮祭
 17:00～18:00奉納予定…(無料)
 ゲスト 尺八・大山貴善氏
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    屁理屈コラム…盗録なんてものは当たり前、不倫も手話で…・「朝宮茶」３８０年間秘密にされてきたお茶のルーツは唐の狐だった。その狐は「伊右衛門」と命名された
    屁理屈コラム…盗録なんてものは当たり前、不倫も手話で…・「朝宮茶」３８０年間秘密にされてきたお茶のルーツは唐の狐だった。その狐は「伊右衛門」と命名された。(伏見稲荷大社の物語)より

★…盗録なんてものは当たり前、不倫も手話で…無言の行

この時代…自分の言ったことが録音されるのは当たり前と小池百合子都知事は都民ファーストの新人議員にレクチャーした。そして録音されて困ることを話すなとも、ということは録音機及び録音機能が付いたスマホが必要になる。

 その昔、私も少し作家として売れかかった時、新聞やテレビの記者から目の前に録音機を置かれて録音するということを承諾してから色々話をしたことがある。最近ではこの相手に承諾なくいわば「盗録」されるのが当たり前の時代になった。それをテレビやSNSで流されるのだからうかうかと気を許した人でも気を付けなければならない。

 職場の飲み会でもつい酒の勢いで、
 「どう詩織ちゃん、帰りに２人りでカラオケにでも行かない?」
 とOLを誘えばこれは確実にパワハラになる。そして運よく誘ってラブホテルに、ここでも詩織ちゃんは上司との不倫の記念になにげなく盗録したまではよかったが、やがてこの不倫の上司との仲も怪しくなって別れ話になった。

 この詩織ちゃんはこの上司との喧嘩を自分のSMSに投稿していたが、証拠の盗録も紹介していた。このSMSを見た誰かがこれは我社のことだと感じるのは過去の記事や画像から推測はできる。そしてそれが社内に知れ渡るのはそう時間はかからなかった。

 しかし、こんなことがあっても世の中から不倫は絶対に消えない。そうなるとお互いデートでもラブホテルでも何も話せない。こうなればお互いの意思疎通は手話かメモになる。このメモも動かぬ証拠になるからやはりここは手話だろう。不倫のカップルがホデルのベッドで真っ裸のまま手話で…、
 「詩織さん、愛している、いずれ妻と別れるから一緒になってほしい」
 「はい、課長さん、私も課長さんが大好きです。必ず奥さんと別れてください」
 「わかった…ささ、今夜も詩織を大満足させるから…」
 「嬉しい～もう詩織はジンジン燃えています…」
 「そう～それに詩織はよく声を出すが、盗録されている可能性があるから…あの声も手話で…お願いします」

 これは何も不倫だけではなく証拠を残せない会議なども全員手話で話をするようになる。そうなると手話教室が大流行になるが…それに録音を妨害する機械、はたまた手話を即、翻訳する機械も必要になります。「必要は発明の母という」…

★…画像は「朝宮茶」、伊右衛門のCM


 


★…「朝宮茶」３８０年間秘密にされてきたお茶のルーツは唐の狐だった。その狐は「伊右衛門」と命名された。…伏見稲荷大社の物語…３７話

桓武天皇が神泉苑離宮をこよなく愛した理由はこの池の湧き水がお茶にすこぶる合い旨かったからだった。このころのお茶は唐の国から輸入された完成したお茶の葉でまだ日本ではこのお茶の栽培は成功していなかった。６３０年の第一回遣唐使が持って帰ってきたお茶は奈良時代から各天皇に好まれ第一回からこの時代の８０４年第十八回目まで続いていた。そして毎回このお茶の種も輸入していたが、まだ一回も栽培に成功していなかった。

 前回の十七回目の遣唐使が持って帰ってきたお茶の葉がそろそろ切れると天皇は焦っていたが、しかもそのお茶の葉っぱを積んだ第十八回目の船が難波したというからこれで日本の国からお茶の葉っぱがすべて消えることになった。その最後の葉っぱを飲むお茶会が神泉苑で開催されていた。客は稲荷神社の二代目の生成(いなり)、松尾神社の宮司の秦酒公、それに唐の僧で獣医師で京都獣医師大学学長の宋徳だった。

 天皇は、
 「これから茶の湯の茶道というのを確立したかったが、残念ながらこれで茶の道も消えてしまった」
 宋徳が、
 「このお茶は漢方薬としても大事なもので私が唐から持ってきた種が少しあるが…」
 「ほう、しかし、それがその種を撒いて仮に芽がでたとしても収穫までは５～１０年はかかるという」
 「天皇、私の比叡山の自坊に実は唐からペットして持ち込んだ狐がいます。その狐は淅江省の茶畑で穴を掘って棲んでいたという話を聞いてその狐に持ってきたお茶の種を渡したことがある。しかし、それはもう８年前にもなるが…それに芽がでたということの確認はしていない」
 「そか、宋徳…でかした!」

 こうして稲荷神社の狐が比叡山の宋徳の坊を訪ねるとそこにはその狐がお寺の留守を預かっていた。そしてそのお茶の種を植えたとされる山を案内してもらったところそこには見事に青々したお茶の木があった。その唐の狐は、
 「このお茶の木は栄養過多になると育たない、かといって窒素が好きでそれが切れると枯れるというやっかいなもので冬の寒さに弱く、それで比叡山の山裾の坂本の南側で琵琶湖の湖面に反射した太陽の光が当たるこの地を私が探して種を植えました」
 「そうか～唐の狐も日本の狐も穴が好きだから土壌のことはよくわかる」

 こうして坂本の農家の協力もあって８０４年５月２日にお茶摘みの儀が桓武天皇の出席のもとに開催されていた。以後、この坂本のお茶の成木をもらった栄西は建仁寺、また明恵は高山寺と比叡山仏教大学の卒業生にわけられて各地のお寺の近くの山で育てられそれがお茶の日本での歴史になった。しかし、それはこれより約３８０年後のお話になるからこの唐の狐が栽培したお茶が日本最古のお茶になる。が、なにせ狐が栽培したとは朝廷の書記も歴史書には書けずにこの話は１２００年間も隠されてきた。つまり、歴史にお茶が登場するまでの鎌倉時代までは歴代の皇室と稲荷神社、松尾神社のみがお茶を飲めるという秘密の飲み物であった。

 このお茶を栽培した唐の狐を神泉苑に招待してお茶会が開催されていた。天皇は唐の狐に、
 「お主の名前は?」
 「はい、それが…ご主人の宋徳さんが名前を付けてくれず、ただ、キツネと呼ばれていました」
 「そか、それでは予が命名する。狐に縁がある稲荷神社の初代の名前が伊呂具といった。その伊を取って「伊右衛門」とする。その伊右衛門に従八位の位を与える。そしてこのお茶の銘柄は「朝宮茶」とする」

 この皇室以外に流失禁止の禁断の飲み物のお茶を使ったお茶会はしばし神泉苑離宮で開催されていたが。それは皇室の伝統行事になりこの坂本のお茶畑も一般人立ち入り禁止の茶園となりフォックス警備保障が厳重に警備していた。従八位の伊右衛門狐もこの茶園に勤務、今後、遣唐使が持ち帰る茶の種を栽培研究する「日本茶研究所」の所長に抜擢されていた。

★…お茶といえば千利休となる。この利休がお茶会にデビューしたのも当時の天皇が主催したお茶会であった。それが１５８９年になるがこの坂本の「朝宮茶」というお茶が発見されたのが８０４年とすればこれから７８５年後のことになる。そしてその後、４３０年後の現在、この気の遠くなるような歴史が日本に当たり前のようにあるが、昨今、伏見稲荷大社が外人観光客の人気度が３年連続１位になったが、この人気の一番の要因がこの日本の長い～歴史と文化がそのまま残っているのが最大の魅力となっているのかもわからない。
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    屁理屈コラム…小池百合子都知事の原動力は…・官営・京都獣医師大学、付属京都動物病院・狐が見つけた薬草が人の命と動物の命を救った
    屁理屈コラム…小池百合子都知事の原動力は…・官営・京都獣医師大学、付属京都動物病院・狐が見つけた薬草が人の命と動物の命を救った

★…小池百合子都知事の原動力は…

菅官房長官にするどく質問する東京新聞の社会部の女性記者の声を聞いただけでこの国の民主主義はまだ生きていると思ったのは少し大げさになるが、まだ顔も知らないのに惚れてしまった。惚れたとなると顔も知りたいというのが人情になる。そこでネットで「望月衣塑子」と検索したら、いゃいゃ、若くて知的で綺麗な女性が出て来た。

 このところ女性が活躍している。豊田議員に稲田防衛大臣、それに昭恵夫人に籠池氏の妻、そして厚化粧のおばさんと石原元東京都知事からいわれた小池百合子氏。さらに新しく都議になった女性は３６人にもなります。この都議も都民ファーストから公明党、共産党まで思想はパラバラだが、訴えでは「女性の視線」で、そして保育園待機児童ゼロをと訴えている。

 そしてこの都議選で落選した現職議員は失業者になった。都議の年収は約１６６０万円、それに問題の政務活動費が月に６０万円ですから合計すれば約２４００万円にもなる。そして当選すれば「先生」ですからこれは一つの立身出世の手段にもなります。この甘い蜜のような生活から失業者へと転落した自民党の都議はいったい誰を恨むのでしょうか?、小池ブームの小池氏なのか?、それとも安倍首相でしょうか?、そもそも、この始まりは小池知事が就任のあいさつで自民党都議団を表敬訪問した時に握手も記念撮影も拒否した瞬間がスタートになります。これをお茶の間で観ていた女性たちはこの「非礼」に憤慨して団結したのです。

 この女性とはこの非礼に対してはしつこく根に持って絶対に忘れようとはしません。しかしながら、子供のため、家庭のためと涙を呑むことも多い。一方の非礼をした男性というのはこの非礼をまったく忘れています。ある時、円満家庭の見本のような夫婦が妻から離婚を求められたということがよくあります。夫は思い当たるとことはまったくないというが、妻にすれば１００ほど不満があるのです。

小池知事は街頭演説を１０１回もしたという。この原動力は知事就任の時の自民党都議団のボイコット、そして握手と記念写真を拒否された屈辱が力になったのです。そう男が女になにげなしに非礼なことをすることも多いが、女はそのことを一生忘れないということを男は肝に命じなければならない。(落選した自民党の都議はまだこのことを知らない)

★…官営・京都獣医師大学、付属京都動物病院・狐が見つけた薬草が人の命と動物の命を救った・牛の背に乗った馬頭観音　(伏見稲荷大社の物語)より

稲荷山には狐が３００匹ほどいるが、長生きする狐は２０年ほどになるが平均すれば寿命が７年ほどにしかならなかった。そのほとんどが伝染病と怪我で早く死ぬというものだ、特に生後１年未満にかかるジステンバーは脅威で死亡率は１００%になっていた。成狐でもバルボウイルスにかかると半分ほどが死んでいた。それに崖からの転落での骨折も多かった。その問題を狐の全国連合会の会長でもある白狐の七代目白藤と稲荷神社二代目宮司の生成(いなり)と話し合っていた。

 生成は、
 「いや狐もそうだが、京の都には武家所有の馬が約１００頭、警察組織の平安騎馬隊にも馬が６０頭、それに日本通運の貨車牛が８０頭、日本京都交通の客車牛が３４頭もいる。どれも怪我をしたり病気になるのは同じだ」
 「生成さま、馬でも牛でも脚を骨折すればすぐに殺されるというは無常ですよね…」
 「その通り、牛でも馬でも狐でもこの都には絶対に必要なものだ、それを…」

 このことを例によって酒の席で桓武天皇にいうと、天皇は、
 「その通りだ、もしお主のフォックス警備保障の狐がいなかったら、もうとっくに都では権力争いが起こっている、それに奈良の坊主も都に兵を出している」
 「そこで～たしか、遣唐使の帰りの船に唐の僧侶で獣医師の宋徳さんがいましたが、その宋徳さんは今いずれに?」
 「あぁ、あれは比叡山で修行していると聞いているが、なんなら宋徳を貸すが?」
 「それはいいですね～それに宋徳さんに学長になってもらい官営の獣医師学校とその付属の動物病院を造りたいのですけど…」
 「ほう、また学校か?お主は学校が好きじやのう～」

 こうして天皇の命名で京都獣医師大学と付属動物病院が日本で初めて認可されていた。学校と病院の場所(現第一日赤)は稲荷山の北の端で九条大路の大石橋の東の山、ここは羅城門や東寺、西寺の瓦を焼くために粘土を掘った跡地でここにきまった。学生は入学金、授業料は奨学金制度で３年間は無料、そして獣医師、または開業した時から返済するというものだった。

 学生は獣医師というので貴族の子息は数名だったが、農民や一般町民の三男以上が多く入学してきた。これは農家の三男ともなると水田がなかなかもらえなったこともあるが、農民も町民も生活がかなり楽になったので三男からは官営の仕事についてもらいたいという希望もあったからだ。

 獣医師大学の学長になった宋徳は天皇から「従七位」の位を与えられたが、これは外国人には初めてのことで遣唐使を通じてこのことが唐の国々伝わり、唐の医者はもちろん学者まで日本国にあこがれを抱いて日本に来るようになっていた。８０６年には最澄と空海が日本に帰ってきたが、この船には唐の医者や学者が１０数名も乗ってきたという。

 獣医師は学長の宋徳一人しかいない。そのために入学した学生は即怪我で運ばれてきた狐や牛の手術の助手をするが貴族の子息らは血を見るだけで卒倒していた。さすがに農民の子息らは家畜の怪我の手当てや食料の鶏を料理しているから慣れたものである。また動物の下痢や発熱の薬は人間用の漢方薬を使うがこの服用の量などを入院患者で動体実験をしていた。

 ただ牛であれ馬であれこれには必ず持ち主がいるが、他の狐などの動物には持ち主がいないために入院費や治療の金がなかった。稲荷神社に所属している狐は稲荷神社共済組合に加盟しているから治療費はここから支払われる。そこで学長の宋徳は狐や狸それに鹿の治療費は漢方の薬草を摘んでもってこい、または薬草が自生している場所を探してくればいいとすることを生成に報告していた。生成は、
 「学長、ありがたいお言葉感謝いたします」
 「いゃいゃ、漢方薬の原料の薬草は人間にも大量に必要だが、これの栽培も考えなければならない。それには唐から種を輸入しなければならないが、その薬草の種や苗木を積んだ遣唐使の帰りの船団４隻のうち２隻が大嵐で沈没をした。沈没した２隻にこの種が…まま、幸いその船に乗っていた最澄と空海は無事に助けられている」

 こうしてこの薬草の種類の見本市が稲荷神社の境内で開催されていた。これには全国から狐、狸、鹿が参加して形状や味、匂い、またこれに紛らわしい毒草などを宋徳は狐などの動物にレクチャーしていた。その近江の狐の一匹が、宋徳に、
 「この約３０種類のうち半分以上の２０種類が自生している山があります」
 「ほう、２０種類もあるのか?これに間違いがないのか?」
 「はい、私は伊吹山の狐ですが、冬になれば食べ物がなくなりやむなく食べられる草や根、球根を探して食べています」
 「ほう、それがこれか?」
 「はい、狐の嗅覚は人間の１０００倍もありますから絶対に間違いはありません」

 こうして宋徳と学生らは伊吹山に薬草の調査に入ったが、これは狐のいう通りであって質、量ともに日本一の薬草の山だった。早速、桓武天皇にこのことを報告すると、天皇は、
 「そか、伊吹山をお主の京都獣医師大学に与える、そそ、それに全国の狐の治療費については全額無料にする」

 こうして狐の寿命は平均してわずか７年であったが、この１０年後には平均寿命が１０年になったというお話しでした。それにその狐の見つけた薬草でこの１２００年の間に助かった人間というのはもう天文学的な数字になっている。

★…画像は珍しい牛の背に乗った馬頭観音、京都中央第二市場
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    屁理屈コラム…一人一人の議員を監視する組織の立ち上げを!・大将軍神社・下の森の妖怪・京都一条・妖怪ストリート、妖怪グッズの店もある
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★…一人一人の議員を監視する組織の立ち上げを!

加計学園事件隠し、テロ法案強行採決に賛成した与党の自、公、維の国会議員の皆様方は党の方針に従って粛々と賛成票を入れられただけですのでなにもやましいことはないといっておられます。それは党の公認で立候補して当選したのだから党に従うのは当然になります。

一方で我々一般庶民もマスメディアもこれは「加計学園事件隠し、テロ法案強行採決」だと批判をしているが、それも一理あると思った与党の国会議員も沢山いると私は聞いています。しかし、党の命令を守らなかったら次の選挙の公認をもらえないという誠に個人的な理由で賛成票を投じたとしています。我が京都の選挙区の西田昌司参議院議員は参議院本会議で反対討論する野党の議員を口汚く厳しく批判した。つまり、これは野党にいってはいるが、もし造反する与党の議員がいればこれと同じ言葉を浴びせるといった脅迫にもなります。(威勢はいいが大物政治家の器ではない)

ここで組織政党なら組織の決定に従うというルールというのもあります。これは会社組織でも各種団体でも同じ論理になります。そして民主党政権の時も民主党公認というだけで次々新人議員が誕生しました。維新ブームの時は兵庫県で勝手に「西宮維新の会」というのをデッチ上げて当選したあの「号泣議員」がそれになります。

そして今回も同じ理屈で都民ファーストの会公認、推薦の都議が大量に生まれました。それが今までの政治の流れでしたが、また同じ民主党のようなことになればもうこれこそ日本の民主主義は終わってしまいます。それには新しく当選した議員ごとに都民が監視をする組織を立ち上げなければなりません、そしてその議員としての行動はまったく党議拘束を無くして自由に活躍してほしいものです。その監視というのは政策は自由だが、悪いことを監視する役目になります。(市民オンブズマンの個人版)

たとえば都民ファーストの会の議員同士の意見が、また小池知事と違ってもそれは都民へのサービスの違い、または優先順位の違いならこれは許すというものです。先の国会で与党であるから全員党の方針を守れという失敗の教訓からです。結果的に法案が通っても与党の一部から反対討論があれば今回の自民党のような歴史的敗北にはならなかった。そして反対した意見が正しければ次の選挙では必ず当選します。そんな党風を私は小池百合子氏に求めます。


 


★…嵯峨離宮道(一条通り)…大将軍神社・下の森の妖怪・京都一条・妖怪ストリート、妖怪グッズの店もある (伏見稲荷大社の物語)より、５４話

造成中の嵯峨離宮への道は宮殿の正門の前の一条通りを西へ真っすぐ行けば地図上は約５キロで嵯峨天皇を乗せた牛車でも約２時間で行ける。しかし、その西への一条通りは御前通りで終わりその先は道がない下の森になっている。ここから北嵯峨への道はもう１本あることはあるが、そこは下立売通りという名前はあるが幅１ｍほどの農道だった。

そこで朱雀大路を南下して三条通りを西へ行けば嵐山になる。そこからＵターンする形で嵯峨離宮に入れば距離は倍の１０キロ、牛車では４時間もかかることになる。そこで最短距離の一条から真っすぐ西への新道を造ることになった。施工は稲荷土木、設計も稲荷設計事務所が請け負うことになった。まず紙屋川に橋を架けて下の森を切り開き衣笠山、御室山、宇多野山の麓を削るという大工事になった。

この下の森はこれより北の森とつながっている大昔の森になるが、この森には妖怪が棲んでいるという噂で労役（米の年貢とはまた別で農民は公共工事の人夫として年３０日～５０日駆り出される）の農民がまったく集まらなかった。しかし、もしこの労役を拒否したならば国賊として天皇の軍隊（武将）が武器をもってやってくるばかりか、その集落の村長は処刑された上にその村の共同責任として年貢も３倍という重い罪が課されていた。

稲荷土木の社長の荷田伊豆（いず）はその妖怪の噂の真相がわかれば人夫が集まるとフォックス警備保障に調査を依頼していた。そこで狐の隊員らは下の森の御前通りより東の住人にもこの妖怪の話を聞いていた。その住人らは、
「そら～わしも何回もその妖怪に追いかけられたことがあるので絶対に噂ではない」
また別の住人も、
「あの森の南側は赤松の森で秋になれば松茸がぎようさん獲れるので森に入った瞬間に辺りが真っ暗になり頭が二つ、足が一本の妖怪や顔は亀で背中に土瓶を背負った三本足の得体の知れない物がでてきょる。ただ、森から一歩でるとなにもなかったように静かになります」
「ほう、人間のできそこないの妖怪か？」
「はい、中には顔が超美人で首から下は蛇というものや、顔は坊主で首からしたは真っ裸でその～女そのものもいました」
「ほう、まさしく妖怪だな！」

このフォックス警備保障は表向きは稲荷神社の警護をしている警備会社だが、実は嵯峨天皇直属の諜報部員で隊員はすべて狐でそれが人間に化けていた。早速、その夜狐の隊員ら５名で下の森の妖怪の調査をしていた。やっぱり隊員が森に一歩入っただけで顔は女の子で首から下は一本足の小坊主、それに茶釜に手足がついている文福茶釜の妖怪もでてきたが、その妖怪に狐は、
「おいおい、お前らの親分に話がある」
「話があるって～お前らも人間に化けた狐やんか～それを何を偉そうにいってんねん…」
「まま、そう怒るな、お前らが狸だというのは最初からわかっている」

こうして狐と狸の親分の会談が始まっていた。狐は、
「それにしても狸の化け方は下手だのう～昔から狸は人間や物の観察力がまったく不能でそこらの目についたものを寄せ集めて人間に化けているから奇妙な妖怪になるのだろう～」
「いやいや、これでもこの森に人はもう数百年も近づけてはいない」
「そうそう、この森を切り開いて嵯峨天皇の嵯峨離宮への道路を作りたいが、お主らも日本の狸なら天皇に協力するのは当たり前になるが？」
「そらま～平安騎馬隊のことも稲荷神社が我々動物に協力的だということは知っているからやぶさかでもない」
「そか、それなら近江の国に元信楽の宮というのがあった。そこは広大な土地で山も谷もなんでもある。ここにこの下の森の狸に与えると嵯峨天皇はおっしゃっているが、どうか？」
「それは承知したが、しかし、お主ら狐は人間に仕えて狐としての誇りはないのか？」
「たしかに、しかし、我らの狐の寿命というのは子供の病気や怪我、それに栄養不足で平均７年ほどしかなかった。それが今では官営の動物病院まであって平均寿命は１３年まで伸びた。中には２０年を超える長寿狐もいる。子孫繁栄というのは地球上の動物と人間が仲良くなることだ」

この下の森の一条新道は作られたが、その丁度真ん中辺りに嵯峨天皇は妖怪を鎮める大州軍八神社を建立されている。その１２００年後の今でもこの大将軍商店街では「妖怪」を町おこしに使うばかしか、白梅町から嵐山までの京福電鉄北の線の電車の車内ではこの「妖怪」を売りに妖怪電車を走らせている。

こうして一条の妖怪は狸の仕業とわかって労役の人夫も安心して工事がてきたというお話でした。その後、この下の森の狸は信楽に移住しても信楽の農民とは争わずに人間と仲良くなった。そして、それがこうじて狸の置物を作る陶器産業が発展したのもこのフォックス警備保障の狐たちの功績だったことは朝廷の歴史書にも記載はされていない。

★…一条妖怪ストリートは北野天満宮から南へ５分ほど歩いた一条通りから西へ紙屋川の橋まで続いている。各商店の軒先には妖怪がいる、また妖怪グッズの店もある。ここより西へ約５分歩けば京福電車の白梅町駅があり嵐山への便利な足になる。
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    屁理屈コラム…年金生活者のおやつ、じゃがいものゆがいたん・九条ネギのルーツは狐の禰宜が都に持ち込んだ
    屁理屈コラム…年金生活者のおやつ、じゃがいものゆがいたん・九条ネギのルーツは狐の禰宜が都に持ち込んだ(伏見稲荷大社の物語)より

★…年金生活者のおやつ、じゃがいものゆがいたん

いゃいゃ、ただじゃがいもを一袋(130円)買っただけだが、これを材料に一つコラムを書かなければならない宿命になる。なぜなら２日に１回のこのコラムを他のブログのように豪華な旅、食べ歩きの記事というわけにはいかない、なんせ年金生活者ですから…。

 私のこどものころのおやつといえばこの「じゃがいものゆがいたん」が最高の御馳走だった。たまにお駄賃として５円とか１０円をもらうがそれはたまにしかない。５円あればビックリ飴玉というドングリ飴が一つ買えた。その駄菓子屋さんというのは歩いて３０分ほどかかるところにあって５円玉を握りしめてお店に、その飴を口に入れてなくなるころが我が家になる。往復１時間も歩くのは小学低学年でも平気であった。

 そのころも宿題というのもあったが、そんなものはしなくて放課後に家に帰りこのじゃがいもおやつを食べてから夜暗くなるまで外で遊んでいた。そしてそれから６０年も経過して買ったじゃがいもをゆがいて食べてみた。当然といえば当然だが、６０年前のジャガイモも今日のじゃがいもも同じ味がする。これ考えたら今の私も小学生の時の私も時間があるというのは同じになる。ということはもっと外に出て遊ばなくてはならない。当時は５円玉、今なら５００円玉を握りしめて何か好きな物を買いにいかねばならないと思った。

★…前回の「屁理屈コラム…adidas ９９８円…ほんまかいな?、バッタ屋の意味」の店でまたまた掘り出し物を見つけました。それが７９８円のフライパンです。これはかなり高級品と思うが、これも囮の商品価格のまま陳列された思う。ラッキーとしかいいようがありません。


 


★…九条ねぎは浪速で自生していた。その浪速からの狐の禰宜（ねぎ）が九条村に持ち込んでいた。九条ねぎの鴨鍋が稲荷神社名物になった。伏見稲荷大社の物語、１８話

長岡京から平安京へのお引越しが秒読みになったころの京都盆地では淀川の山崎の港へ、浪速、堺方面からの船便が集まっていた。ここで陸揚げされた荷物は西国街道を通って長岡京、そして平安京へと大八車で運ばれていた。狐の世界でも旅行が大ブームでこの船の荷物の中に潜り込み京都観光をする狐も多かった。また新天地を求めて移民する狐一族もいた。

 狐は稲荷神社のお使いだとされているが、各地の祠に棲んでいるが狐の世界にも一般の狐と神職の狐がいた。狐の場合は宮司ではなくその祠の責任者を禰宜(ねぎ)という位で呼ばれていた。この当時は稲荷信仰が大流行でもう全国に○○稲荷神社というのが数千か所も普及していた。そうなると神社の責任者の禰宜狐も人手不足で全国に募集されていた。

 その一匹の中に禰宜の資格を持つ狐の源(げん)が京都の九条にある稲荷神社を紹介されていた。この源狐は浪速に棲んでいたために船の荷物の中に紛れ込んで山崎へ、そして港から歩いて九条の稲荷神社に赴任していた。その神社はまだ名前がなく「正一位 稲荷大明神」とだけある。源狐はとりあえず長い旅の疲れを取る為に祠の下にある穴で寝ようと思ったが、まだその穴も掘られていなかった。そこでやむを得ず土の上で寝ていた。そしてこの禰宜狐は村民に慕われて「九条の禰宜さん」と呼ばれていた。

 それから半年後に官営の東寺が建立される土地の視察団がこの地にやってきた。一行は桓武天皇と設計士、宮大工の棟梁、それにこの東寺の柱などの調達役の稲荷神社宮司の荷田生成など約５０名の大視察団。一行は南大門、金堂、講堂、食堂の建設現場を視察した後に西門予定地まで来ていた。そこから西を見るとそこには朱色の稲荷神社があった。

 ほう、こんなところにも稲荷神社があると桓武天皇は感心して拝んでいくといった。そんなことを知らない源狐は頭を穴に入れ尻尾を外にだして呑気に昼寝をしていた。そして天皇は、
 「あれはなんじゃと」指をさしている。この九条村の村長は狐の尻尾のことだと思って、
 「あれは九条の禰宜です」
 「ほう、九条ねぎか?」

 天皇が指を指していたのは祠の周りで長く伸びた葱でその先には葱坊主があった。天皇は生成になぜ?ここにこんな珍なる植物があるのかと聞いている。生成もこれが何かとわからず、この昼寝中の狐をおこして聞いている。
 「これはお前が育てているのか?」
 「これ?ああ、私も名前は知らないが浪速の村では稲刈りが終わった冬にかけて自生しています。この地の百姓はなんでも鴨の肉と一緒に煮ると旨いといっていました」
 「その旨い野菜がなぜここにある?」
 「ああ、これは私が浪速の畑でネズミを追いかけていた時にこの種が私の毛の中に入っていたのが落ちてここで芽がでたのです」

 天皇はこの九条村の村長に「この九条ねぎの葱坊主をすべて採取して九条の畑で育てよ!そして鴨川で鴨を獲って予に持って来い」と命令していた。当時は米にしか年貢はかからなかったので稲刈りが終わった冬場の作物として九条村の農民はこぞってこの「九条ねぎ」を栽培していた。そして冬が来て鴨川や桂川には鴨がやってきた。

 稲荷神社の直営の茶店の名物は雀の焼鳥、稲荷寿司、鯖寿司だが、冬は雀も獲れない。鯖も若狭の峠が雪で通れないために冬場の名物がなかった。そこて生成は「九条ねぎの鴨鍋」を売り出したところこれは予想外の大人気になった。やがてこの九条ねぎの栽培は京の都の洛外の九条村から鳥羽、伏見、淀、吉祥院、久世まで広がっている。今でもこの九条村の禰宜狐と勘違いされたままの「九条ねぎ」は１２００年の歴史があるということはもう誰も知らない。

 この九条村ては今でも農家の屋号として「葱常」「葱秀」「葱伊」として残ってやはり九条ねぎを栽培している。そのきっかけとなった当時西門前の稲荷神社は今でもその地にあるが、その神社にはまだ名前がなく「正一位 稲荷大明神」とだけある。そして禰宜狐の源というのはその辺りの町名「源町・げんまち」として残っています。
 (東寺西門上がる一筋目西入)


[image: ][image: ][image: ]













    屁理屈コラム…adidas　９９８円…ほんまかいな?、バッタ屋の意味・伊奈利神社直営のお茶屋(伏見稲荷大社の物語)より
    屁理屈コラム…adidas　９９８円…ほんまかいな?、バッタ屋の意味・伊奈利神社直営のお茶屋(伏見稲荷大社の物語)より

★…adidas　９９８円…ほんまかいな?、バッタ屋、バッタもんの意味

イオンのバーゲンではなく、イオンの催し会場を借りた出店になる。チラシでは扇風機３９８円のような超特価もあるがこれは台数も少なくいわば囮の宣伝商品になる。その中にこのadidasのスニーカーが９９８円であった。なんぼ出店でも偽物はないと朝一で買いに走った。

 そしてチラシ通りにあったがそれは６足しかなかったがその中の１足を手に入れた。この靴ともう一つの目玉商品の扇風機はものの３分で完売、そして同じ価格の他の靴で「優良メーカー」というのもあったが、それは安い物にしか見えない。

 これより前にもこれはイオンの直売だが、同じ一流メーカーのスニーカーを１９８０円で手に入れている。これがまた履き心地かよくて…今回も履いて見ると同じようで儲かった気がする。しかし、この出店の他の商品もそれなりの特価だが、いったいこれらはどこから仕入れているのか?どんな経緯でここで売られているのかが興味がある。

 レシートの電話番号は０５２だから名古屋になる。この催しは５日間で前日には商品が搬入されている、こうして日本全国を４トントラックで回っているのだが、社員も数名いるのでホテルも必要になるだろう。最終日は１７時閉店で荷物をまたトラックに乗せて次の会場へとジプシーのような生活かもわからない。そして次の会場でも私のような貧乏人が囮の商品に釣られて朝一へと会場に来るのだろうか?

 その昔に懐かしい「バッタ屋」「バッタもん」というのがあった。これは正規のルートからは仕入れず、倒産品、金融品などを手に入れて店を昆虫のバッタのようにバタバタ飛び回るごとく次々移動する業者のことをいうらしい。


 


★…伊奈利神社直営のお茶屋 (現在は国の重要文化財)・(伏見稲荷大社の物語)より

元々この伊奈利神社の御神体は山岳信仰で山そのものが御神体になる。とりわけ山の中腹にある大きな白い岩があるが、この岩に夕日が反射しているのを見つけた伊呂具が「あの光が俺を呼んでいる」とこの光を目印に奈良からこの深草の地にやってきた経緯もあった。つまり、もし伊呂具がこの光を偶然発見していなければこの伏見稲荷大社そのものがこの世になかったことになる。

 この白い大きな石こそ御神体だとその御神体への参拝道を整備していた。しかし、それには莫大な資金がいる、そこで伊呂具は山崎屋が寄進してくれた大鳥居への見物者が増えてきたことでこの客相手の茶店を神社直営で出すことになった。そのころ深草の原住民の若い娘を巫女として十数名雇っていたが、その巫女を巫女の姿のまま客を接待したものだが、これがまた大評判になって近郊の集落からは当然、１日以上歩かなければならない奈良の都からも若い男を中心に連日参拝客が押し寄せてきた。

 これは今でいうコスプレ喫茶でしかも茶店の中に神楽舞台を作り雅楽の演奏と巫女の舞も日に５回上演していた。茶店とはいうが、もちろん料理も酒も提供していたのだからやがてコスプレ喫茶というより祇園の高級クラブに近い店になっていた。当時、伊勢神宮という有名神社があったが、この参拝は皇族と貴族しか認められなかった。一方、この伊奈利神社は誰でも参拝できることからこの茶店の巫女の舞を目当てに全国各地に伊奈利参りの講ができていた。

 こうなれば伊奈利神社の門前にはお土産屋さん、お茶屋さん、そして旅籠まで進出してくるのは世の習い、それがまた人を呼び、伊奈利神社の信者も増えて社殿もこの地の氏神というより大家さんの藤森神社より大きく立派になっていた。その藤森神社としては同じ大和街道にあるのに参拝者は伊奈利神社に取られて経営も相当苦しくなっていた。

 そんな折、藤森神社の宮司の奥川徳之進が伊呂具に、
 「あなたに貸した藤社を勝手に伊奈利神社と社名を変更していいのかと」抗議をしてきた。それに対して伊呂具は、
 「いや、藤社は藤社でこの伊奈利神社の祖神様として立派にお祀りしています。その藤社の末社として伊奈利神社があります。その藤社さまの許可を得ていますから勝手に社名を変更してはいません、つまり、御社からすればこの伊奈利神社は孫社になります」
 「し、しかし、あの大鳥居には「伊奈利神社」と書いてある」
 「それは、お寺でも山号、寺名、院名、堂名とあるが、どの通称名を使うのは寺の勝手になります。それと同じで我社は藤森神社の末社の藤社の末社で伊奈利神社になりますが、たまたま伊奈利神社が有名になっただけです…」
 「そ、そんな屁理屈を…それなら土地代を払ってほしい…」
 「たしかに、土地を借りて土地代を払うのは当然になる。しかし、その土地代の価格をまだ決めてはいませんので今暫く待ちください」
 「あい、わかった」

 この会話があったのが西暦７５０年の春、それから１２６６年も経つがまだこの話し合いは続いているようです。ちなみに藤森神社のお祭りの神輿がこの伏見稲荷大社の前を通るが、未だにその神輿の行列が稲荷大社の前で立ち止まり「こら!稲荷神社、土地代を払え!」と叫ぶそうです。そうすると稲荷側は「まだ、土地代の価格を交渉中ですのであと少しお待ちください」というのが恒例になっているそうです。

★…国の重要文化財のお茶屋

このコラムにある直営のお茶屋は本殿と同じ国の重要文化財になっています。ちなみに現在は民間委託では巫女さんは接待してくれませんので期待しても無理になります。(この小説は再掲載)
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    屁理屈コラム…桃栗３年柿８年、その８年目の富有柿・稲荷信仰の布教とキツネの関係・なぜ鳥居は朱色なの?
    屁理屈コラム…桃栗３年柿８年、その８年目の富有柿・稲荷信仰の布教とキツネの関係・なぜ鳥居は朱色なの?(伏見稲荷大社の物語)より

★…桃栗３年柿８年、その８年目の富有柿

８年前にホームセンターで富有柿の苗木と目が合って衝動買いをしてしまった。我が家の１階ベランダーは奥行き１mほどでかなり狭い。２面をブロックに囲まれた角地に植えたが、枝が横に伸びてブロックと衝突して枝が折れて枯れる。やがてこの柿も学習能力があるのか?、３年後には枝が真上に伸びるようになった。それでも７年間は花が咲かなかった。

 そしてその８年目の今年だが、いつもと違う枝が伸びてきた。これがいわゆる花が咲き実が成る「花枝」だということをネットで調べてわかった。その花枝は６本あって今のところ無事育っている。この花枝に花が咲くとは限らないか、８年も育てた甲斐が合った気がする。

 ただ問題はこの柿の目の前にはクーラーの室外機があり、その熱風が真夏には狭い空間にたまりかなり暑くなる。京都の３５度を超える日には他の植物にも１日に２回も水を与えなければ枯れてしまいます。もしこの富有柿が私に買われないで立派なお屋敷に買われていたなら…もし、私も金持ち家に生まれていたならと…この柿と二人で慰めあっています。

 その富有柿の手入れがしてあり毎年立派な柿が実る近所の柿を観察してきました。我が家の花枝は葉枝の先にあるが、ここの花枝は枝が剪定してある切り口の少し手前から花枝が伸びている。この違いがネットを調べてもわからない。とりあえずは今年はこのまま育てます。しかし、この柿に学習能力があるとは思わなかった。どこかの国の国会議員も見習ってほしい。


 


★…稲荷信仰の布教とキツネの関係・なぜ鳥居は朱色なの?

稲荷神社は西暦７１１年に藤森神社の社領の北の端の小さな藤社という祠を帰化人の秦伊呂具に無料で貸し与えたことから始まりました。この伊呂具一族は総勢１２名の家族でこの神社や参道の整備、そして北國と奈良を結ぶ一級国道の大和街道沿いに鳥居を立てて旅人などを湯茶で接待していました。

 この伊呂具はなかなかのアイデアマンでこの旅人たちに「道中安全」を祈願したお札を売ったりして生計を立てていた。ある日、農民から畑に野ネズミが大量発生して農産物が不作で奈良の都でも米や野菜が高騰しているという話を聞いていた。そこで伊呂具は野ネズミが近寄らない神の砂という触れ込みで花崗岩が風化してできた白い砂を旅人たちに無償で渡していた。

 この伊奈利神社(当時は稲荷ではなかった)からもらった神の砂を野ネズミやモグラの出そうな畑に置いて置くだけで野ネズミの被害が極端に減少したいという。この噂は北國から奈良の都、そして西国まで広がり農民たちはこぞってこの伊奈利神社に神の砂をもらいに全国から駆け付けた。

 伊呂具はこの砂を売らずに無償で農民に与えたが、そこはそこで砂をもらった農民も本殿にお参りして賽銭を投げ入れるからこれは販売しているのと同じになる。この神の砂の正体は伊奈利山に無数に住んでいる狐の尿と糞が染み込んだ砂で野ネズミからすれば天敵の匂いになるのでこの近くに狐がいると錯覚するのか野ネズミは一斉にその農地から退去していたのです。

 しかし、この神の砂も雨風にさらされて狐の匂いも消え効能は１年ももたなかった。そこで伊呂具は日本全国どこの山にでも住んでいる狐を人が住む里や畑に移住させる計画を発表していた。狐が村に住んでくれればその周辺に匂いをつけてくれるようになれば農民の天敵でもある野ネズミ、モグラ、それに鶏など家畜を襲うイタチまでが出没しなくなるというアイデアだった。

 農民はこのアイデアに飛びついたが、その狐を人里に住んでもらうノウハウを教えてほしいとこれまた全国から伊奈利神社への参拝者が絶えなかった。伊呂具はこれらに親切に説明をしている。
 「まず、この伊奈利山には全国のアカギツネ連合会を代表する狐が住んでいる。その狐は女狐でそれも全身真っ白の白狐で名前を白藤という。この白藤がいうには全国の仲間に連絡を取り狐を必要としている村があれば山からその村に移住せよと命令をした」

 これを聞いていた農民は、
 「しかし、その狐に我が村に住んでほしいという願いをどうして届けるのか?」
 「いゃいゃ、それは簡単なことでまず狐が住む伊奈利神社の祠を立ててほしい、そして祠の下に穴を掘っていただければいい。そしてお供えものの油揚げを日に１枚神棚に置いとけばいい」
 「しかし、我が村には天神さんや山の神、海の神がおってそれぞれに祠があるが…」
 「それもそうだな～それでは伊奈利神社の証としてまず鳥居や祠などを真っ赤な朱色で染めてほしい、そうすれば全国の狐もここが伊奈利神社で狐の移住を希望している村だと一目で判断ができる」

 この話は全国にインターネットぐらいの速さで伝わった。その狐の効果は抜群で赤い社のある村は豊作で沸き返っていた、そしていつのまにか「稲が成り」、イナリ神社、そして稲荷神社と呼ばれるようになった。その稲荷神社の祠も江戸時代には全国に波及して○○稲荷、○○稲荷大明神という赤い鳥居のある祠は約３万社にもなっていた。

 伊呂具がたった一つの神社を立ち上げてから数年で日本を代表する神社になった。それも藤森神社の末社の藤社という小さな祠を借りてのスタートだから、この伊呂具の商売上手が今の世でも「商売の神様」になっている。しかしながらこの立派な本殿も千本鳥居のある稲荷山もいまだに藤森神社の社領地であって伏見稲荷大社の土地ではないし借地料も１円も支払ってはいない。このことから「軒先を貸して母屋を取られた」だから「商売が上手い」という説もある。
★…この小説は「伏見稲荷大社の物語」より、再掲載
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★…おはぎ２個の幸せ

まだ若い歌舞伎俳優の妻が乳がんで亡くなったニュースに何かを感じた人は多い。あるおばさんがあるブログで私も色々あったが、こうして軽トラを運転して農作業をしている今が最高に幸せだと書いておられた。

 かくいう私もそれなりに色々あって今はこうしてブログにアホなことを書いている、または書けている今が最高の幸せかもわからない。この悲しい出来事の前は私自身は不幸の星の下で生まれたままこのままなんらいいこともなく一生が終わるかもと半ばあきらめていた。その一方で苦しい年金生活を切り詰めてロトの宝くじを週に千円ほど買い続けている。もうこれぐらしいか楽しみはない生活になった。

 月にすると５千円ほどだが、もしこの宝くじを買わなかったら５千円分の生活は楽になる。しかし、夢も楽しみも放棄することになる。近所のおばさんが私に言う、
 「そんな当たりもしない宝くじを買っているより、５千円もあったら「やきそば」や「うどん」の玉が何個買える!」
 と、現実的なありがたいお説教をしていただいた。

 そんな折、京都市の指定の団体から「高齢サポート」(地域包括支援センター)による独り暮らしの皆様への訪問事業について、というお知らせがきた。もうこのお知らせは数回はきているが無視をしている。なぜなら、私は歳こそこいてはいるが、同じ年代の奴らほど老いてはいない、そんな奴らとお付き合いしたら精神的な若さを吸い取られる心配があるからだ。

 と、こんなことを思いながらスーパーで買い物をしていたら、和菓子の専門店で若くて人妻風で色白美人の店員と偶然目が合ってしまった。胸がざわついた…ザワワ～ザワワ…そう、この瞬間に私が書きたい小説のアイデアが生まれるのです。そこで私はその女性に、
 「おはぎを２個でもいいですか?」
 「はい～１個でも２個でも…美味しいですから～♪」

 こうして私はおはぎ買って食べたが、これのなんと美味しいことたらありゃしない。もちろんこれは若い人妻とこれからもお話しできるきっかけになったからだ。それが今の私の最高の幸せになるが、もし、この年寄りの集まる会に誘われていたら、そこでは小説もこんなアホなコラムも書けない環境になると思う。そして老人福祉についてのコラムなんてものは２０年先から書き始めてもまだ間に合う、なんせ１００歳まで生きるのだから。ホホホ


 


★…伏見稲荷大社とキツネと油あげ(伏見稲荷大社の物語)より

稲荷山は花崗岩の山で草木は育たず風化した花崗岩の砂が砂の川のように麓に流れていた。当時は此の辺りの地名を砂川といい現在でも砂川小学校など地名として使われている。麓の一級国道でもあった大和街道も一度雨が降れば砂に埋もれて荷車などが通れないことがしばしあった。

 そこで伊奈利神社の宮司の秦伊呂具は一族総出で砂で立ち往生している荷車を救出していた。ある日、山崎の豪商で油問屋山崎屋の荷車を砂の中から押し出したことがあったが、それが縁で山崎屋から菜種油の樽が届いた。当時この菜種油は食用というより行燈の照明用油としてかなりの高価なものであった。

 伊呂具は平城京からの流れ者だが帰化人で奈良では農業指導していた下級役人でもあった。そして大豆を使った豆腐作りも得意分野だった。そのころからこの藤森、深草の荒れ地を耕す原住民も増えてきてこれらに大豆の栽培と中国風豆腐の作り方を指導していた。中国の豆腐はかなり固いのでこれを油で揚げるという料理が主流だったので山崎屋からもらった菜種油でこの豆腐を揚げてみた。これが今でいう油揚げのルーツになっている。

 伊呂具は境内で大きな鍋と寄進の菜種油でこの油揚げを作っていた。この匂いは街道の旅人も引き寄せていたが、なにより山に住む数百というキツネも本殿の前に集まってきた。伊呂具はそのキツネの子供たちを前に並ばせ順に出来立ての油揚げを手渡していた。そして次はお年寄り、最後に若いキツネとなるが、それまでこの伊奈利神社の人間とは遠巻きには接したことはある。しかし、食べ物を人間から手渡されというのは日本のキツネの歴史的なできごとだった。そして伊呂具とキツネの信頼はここに築かれていた。

 一方の旅人もこの油揚げ食べたが、あまりの美味にこの伊奈利神社の油揚げはこれもインターネット並みの速さで全国に伝わっていき参拝者も数倍も増えていた。それまで照明用だったこの菜種油がこれを機会に食用(天ぷらなど)として重宝されてたことは当然だが、この菜種油が高騰して油問屋の山崎屋は巨万の富を得た。山崎屋は伊呂具になにかお礼をしたいがというと、伊呂具は、
 「それなら神社に鳥居を寄進してほしい」

 山崎屋はそれを聞きそれなら日本一の鳥居を寄進すると山崎屋自身が吉野の山から千年杉を見つけてこれで高さ２５メーターの大鳥居を建立していた。つまり、この山にある千本鳥居の１本目の寄進者が山崎屋になる。それから１３００年、この今まも商売で成功したものが赤い鳥居を寄進するという数も数万本になっている。

 山崎の油問屋山崎屋は高さ２５メートルの大鳥居を寄進したが、それと同時に吉野杉の苗を千株寄進していた。伊呂具はそれを山に植えて花崗岩の風化を押さえて山裾への砂の流出を止める作業に入っていた。参拝者らにも杉に限らず根のある木々の寄進を求めるとこれも全国からの寄進があり伊奈利山も中国の枯山水のような山から少しは緑が目立つようになってきた。

★…伏見稲荷大社・記念写真・２０１６ ７月１６日

この京都歴史裏のコラムの取材と写真撮影に行ってきました。
 ７月１６日の午前１０時ごろたが、京阪伏見稲荷駅からの参道にはすべてといっていいほどの外人観光客が歩いていました。本殿前の大鳥居の前での記念写真、本殿のお参り、千本鳥居とこれまた大渋滞で日本人は２００人に１日ぐらいしか見かけません。この日は祇園祭の宵々山の日でこの外人たちは祇園祭の流れかもわからないが、なにせ写真を撮ってもらう日本人を探したがいなかった。

 境内には外人の案内所もありました。それに鳥居形の絵馬にも英語が…境内の朱塗りの鳥居も派手だが、白人外人の金髪とファッションもかなり派手でワシの目の保養にもなりました。(この記事は再掲載になります)
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★…屁理屈コラム…クソ生意気な!、野菜が飛行機でやってくる

輸入野菜といえば中国産と思っていたら、アメリカ産のブロッコリーを発見した。しかも、国産より大きくて価格は日本の１９８円(税抜き)より安い１５８円で仲良く並んで陳列してあった。この４０円の差になんぼ愛国心が豊かな私でもつい安い方を買う私が嫌いになる。

 そもそも人間の私が飛行機なんてものに乗れる身分でないのになんで?、こんな野菜がアメリカからやってくるの?、そら～日本にないものならやむを得ないが、しかも飛行機の燃料をまき散らし、関税を払ってでも安く売れるなら日本の農業の破壊ではないのか?。

 日本の売れ残った野菜はひからびて半額奉仕でも売れない。そうなるとゴミになる。それでもイオンは儲かるというならいったいこの輸入野菜はなんぼで仕入れているのか?、一方でこのイオンは産直、地域の野菜にも力を入れている、それに地域の福祉や健康にも、しかし、それはまやかしの八方美人で実は「儲け第一主義」の企業なのかもわかりません。なにはともあれこの取材のために買ったブロッコリーだが、こいつにはなんの罪もないから美味しくいただきました。


 


★…平安時代の週刊文春か?…伊奈利の源氏物語・日本初の出版会社が登場・貴族のサロンの噂話が裏本になる

京の都に遷都されてもう１１年になる。洛中とその周辺の村を含めた山城の国の人口は１６万人を超えていた。これに対し事務方の公家や貴族は１６００人と少なく、その上に彼らは仕事が大嫌いで宮中には朝の７時ごろには出勤するが、昼ごはんを食べに自宅に帰ると午後は出勤する人はまずいなかった。つまり、仕事は午前中とする文化があった。それは夕方まで仕事をすると遊ぶ時間がなくなるからでもあった。現在ではアフターファイブというが、それは夜に電気があってこそでこの時代の夜は遊ぼうと思っても真っ暗闇では遊びの種類がアレしかない。

 やはり健康のために運動的な蹴鞠や歌会、舟遊びは昼間しかできない事情があったからだ。しかし、それでは当時の日本の人口約４００～５００万人の中央本庁としての事務は多すぎるので下級公務員制度を作り１０００人を雇用していた。ただこれは男子ばかりで貴族も庶民も女性は専業主婦というより洗濯機も掃除機もない時代だから働きには行けない事情もある。

 それでも役所が人手不足のために桓武天皇は貴族の五位以下の位の娘、妻たちを事務方の仕事の応援するようにと命令された。その数は約１００人で主な仕事は書記が書く日本の歴史書、天皇が発令した命令書、遣唐使が持ち帰った経典、全国の年貢の経理などをさらに書き写して写本、製本にするというものだった。これは原本だけを保存した場合火事や地震、それに戦争などで焼失する場合があるので数冊作って別々の寺や貴族の屋敷に保存するということだった。まだ木版などの技術がなかったので書き写すというのが最大の印刷だった。

 元々、貴族の女たるものは読み書きは子供の時から教えられて貴族の女としての最低の条件でさらに和歌、笛や琴という楽器まで名人級にならなければ位の高い貴族の嫁になれないという出世の条件でもあった。こうして男ばかりの役所社会に女性が進出してきたが、やはり女が１００人集まれば話題というのは今と同じでファッションや男と女の噂話だった。つまり、今まで貴族の屋敷の奥にいた女が一堂に集まるというサロンができたからここは宮中全体の情報の集積の場所になる。

 やはりこの臨時公務員の女たちも昼で仕事を終えて自宅に帰ることになる。そしてある女性が宮中の噂話をヒントに小説を書いたが、それが人気があって貴族の女性たちに回し読みされていた。そうなると、私も女流作家になりたいう女性が多く現れるのは現代と同じになる。こうして宮中では女性が物語を書くということも教養の一つとなっていた。ただ、これらの小説は写本も木版印刷もされないまま宮中の中のみで原本はいつかなくなっていた。

 その原本を一部手に入れて読んだ稲荷神社二代目宮司の生成(いなり)は、あまりにも生々しい貴族の風紀の乱れに驚いていた。しかも、仮名だが実在の人物とわかる、それに官位までそのまま書かれているのでこれはやばいと思って桓武天皇と相談をしていた。天皇は、
 「その原本は知らないが、予の読んだのもかなりおもしろくて笑った」
 「はい、なんというか女どもから我ら男を観察すればこうなるのとか私も少しは反省しています」
 「ふむ、貴族の女を事務方に召集した予が悪いのか?生成?」
 「いえ、こうなればこういう写本をお認めになった上で著者を書くというルールにすればこういう無署名の裏本は減ってくると思います」
 「そか、もう遅いのか?しかし、写本にすれば貴族ばかりか庶民までこれを読む」
 「それにプロの女流貴族有名作家が続出するかもわかりません」

 結局のところ結論は出なかったが、この裏本に書かれると娘や妻ばかりか男も出世に響くと貴族社会の不倫文化はかなり下火になっていた。しかし、不倫が下火になると時間が余る五位以上の貴族の娘や妻はこれまた今まで知り得た、また噂話や言い伝えなど五位以上の高級貴族社会のことを書き始めていた。これは天皇が「著者を書けば写本もいい」といったと理解してペンネームで書いていた。その原本を元に今度は五位以下の女性が宮中でこれをアルバイト的に写本と製本をしていた。

 この製本された写本は一冊米１斗=１０升（約１５ｋｇ）現在の約５０００円で売られていた。しかし、それでは農民や庶民は買えないのでこの写本を手に入れた商人はこれまたこれを手本に写本の民間アルバイトを募集して大量生産したおかげで庶民に読めるようになっていた。さらに、奈良の経典を木版で印刷する技術者を雇ってこの高級貴族女性の暴露本を大量印刷していた。これが日本で最初の出版会社となる。

 このころ大ヒットしたのが「梟の森」というタイトルで著者は「藤式部」というだけで誰かはわからなかった。これは小納言の藤原実盛という架空の人物が、中納言の藤原兼吉の妻に夜這いで通ったが、実盛があまりにも愛撫が下手だったでその妻がＨの手ほどきをしたというお笑いともいえる性描写が描かれていた。しかしながらこの小説を読めばこの実盛が誰だとわかるので小説の中の実盛はこの小説の出版差し止めを天皇に願っていた。天皇は小納言に、
 「これはお主のことなのか？」
 「いえ、こんな位の高い中納言さまの妻の貴子さまとは関係がございません」
 「ほう、この小説の相手は貴子だったのか～なるほど…」
 「いえ、それはその小説のことで私は何も関係がこざいません」
 「そうか～関係ないというお主がこの本をどうこういう資格はない！」


「……………」


 


(この小説は「伏見稲荷大社の物語」の４２話の再掲載)
★…このお話は８０６年の２月ごろのお話しになるが、ここまで読んでこれは「紫式部の源氏物語」「清少納言の枕草子」と感じた方々も多いと思う。しかし、これらの小説はこの２００年後のことになるから、もう２００年間も貴族の間では小説や随筆が書かれてその写本を元にしての集大成を紫式部や清少納言が仕上げたと私は思っいます。それから１０００年の時を経て現在では「週刊文春」が貴族ではないが、政治家、有名人、知識人の不倫などのスキャンダルを書いてはいるが、これも懲りない人々のおかげだと週刊文春は喜んでいるそうな。

★…画像はアメリカ産のブロッコリー、平安時代のイメージ、借り物
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    屁理屈コラム…矢絣柄と市松模様のどちらがお好き?。モデルは凛ひとえさん・胸とももとどちらがお好き?・踊るナスビ
    屁理屈コラム…矢絣柄と市松模様のどちらがお好き?。モデルは凛ひとえさん・胸とももとどちらがお好き?・踊るナスビ

★…矢絣柄と市松模様のどちらがお好き?。モデルは凛ひとえさん

東京五輪のエンブレムは市松模様に決まりました。これは我々はなんとなく見慣れてはいるが、外人にとってはかなり珍しい柄、模様になります。また矢絣(やがすり)もそうてすよね～大奥の奥女中はすべてこの矢絣の着物。歌舞伎といえば市松模様になります。それに亀甲模様というのもあります。

 その昔、一時日本ブームになった時は長襦袢のような薄い生地で派手な着物が大量に造られ輸出されました。外国の映画での着物姿といえばすべてこれらの長襦袢風の着物に赤い毛氈、そして赤い番傘だけで日本になったのです。東京でもビルの中にある京都風食事処もすべてこれでした。おまけにBGMはお琴の音色…ちなみにこんな店は京都のどこを探してもありまへん。もしそんな店があればそれは東京資本の店です。

 しかし、やはり外人の目にはこれが日本であり、京都でもあるのです。そして東京オリンピック、そして日本ブームの再来で再びこれらの長襦袢風着物、それに日本古来の市松模様、矢絣、亀甲が空前のブームになるかもわかりません。私の予想としてはこの柄を使った洋服が大人気になると思っています。

 もちろん洋服だけではなく下着や水着もそうなります。ここという時の勝負パンツには市松模様や矢絣なんてものも粋ですよね～ワコール矢絣とかトリンプ市松模様、ニッセン亀甲模様とかが大流行して、それが東京五輪とリンクして世界中からこれらを求めて日本へ来るかも?。外人観光客の一番のお土産にも…。

★…画像はこの矢絣のスカートを舞台衣装にした凛ひとえさん、市松模様、亀甲模様


★…胸とももとどちらがお好き?

絶世の美少女、もしくはイケメンの美少年から胸とももとどちらかを触らしてくれるというなら貴方は、胸、ももどちらを触りますか?。私の対象は女性ですからこれは考えますね～胸もいいし…ももの近くにはアソコもあるし～もももいいよね～♪

 その若鶏の胸肉が１００g４８円、もも肉が７８円の特価(ちなみにあくる日には６８円)で売られていた。さて、ここで私が悩んだのはどちらを買うかの悩みです。そんなに鶏肉にはくわしくないから両方を買って食べ比べすることにした。まま、なんとなく高いもも肉の方が美味しいとは感じたが、これは実験してみなければわからない。

 いずれも麺つゆ(２倍)に半日ほど漬けてフライパンで焼いてみた。この麺つゆは少し甘いので他の調味料はまったくいらない。甘党の方は少し味醂か三温糖を入れればテリがでる。そして食べてみるとこれはやはりもも肉の方が柔らかいし美味しい。女性の方々は少し筋肉質で弾力性のある胸肉が好みかも?。

★…画像は若鶏の胸肉、もも肉と料理した物、当然ながら上が胸肉、下がもも肉


★…踊るナスビ、京都大原野の軽トラ市(イオン洛南店)

こんなヘンテコな大根、ニンジン、ナスビをよく見かけます。その中でも色が白くてムチムチの女性のお股と脚を想像する大根が人気になります。そんな中で可愛いナスビを発見、ちゃんと箱の舞台で踊っているように見えます。
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    屁理屈コラム…目的は、凛ひとえさんとのツーショット・明智光秀と織田信長の人妻奪還天王山の戦い
    屁理屈コラム…目的は、凛ひとえさんとのツーショット・明智光秀と織田信長の人妻奪還天王山の戦い

★…本当の目的は、凛ひとえさんとのツーショット

１８日に「凛ひとえ今熊野観音奉納コンサート」に行ってきました。この目的はファンでもあるし、当然歌とパフオーマンスを観劇するのだが、しかし、それは建前で本当の目的は凛ひとえさんとのツーショット写真がほしいだけなんです。

 この凛ひとえさんのコンサートを知ったのは伏見稲荷大社に取材の帰りの参道に貼ってあった１枚のポスターになります。そこには「凛ひとえ伏見稲荷大社奉納コンサート」とあり、それをたまたま観にいったのです。３０分ほどのライブだったが、それはロック調?でそんなすぐにはなじめなかった。その舞台が終わったころそこらをウロウロしていたら、目の前に凛ひとえさんがいるではないかい。ほんでおそるおそる写真を１枚撮らしてほしいというと気軽にポーズを取ってくれた。そのついでに私と一緒のツーショットも…それがたまたま二人とも美女美男に映っていた。

 そこでもらったパンフを頼りに色々ネットで調べたらなにやら「ネオ・ジャパネスク」と呼ばれている和バンドとわかった。それからツィッターなどでコンサート情報を知って２枚目のツーショット写真を撮ってもらった。４回目のツーショットは今熊野観音でここは西国三十三か所の１５番目の札所で熱心な信者たちが後朱印帳を持ってワンサと押しかけている。

 このきっかけとなったのはおそらく最初にどこかの札所で御朱印を１枚もらったことだと思う。つまり、１枚もらうと２枚とほしくなるのが人情になるが、この私も凛ひとえさんとの１枚目のツーショット写真を手に入れたからこそ２枚目、３枚目とほしくなったのです。さて、５枚目は７月の伏見稲荷大社、６枚目は８月でこれまた比叡山延暦寺という仏教の最高峰になるが、ここにはチョイ自転車では行けないと悩んでいます。

 ちなみに４回目のツーショットは尺八の名人の大山貴善氏に撮ってもらった。いずれ凛ひとえさんも大山貴善さんも世界的な有名人になればこの写真はかなり値打ちものになることを楽しみにしています。ささ、そうなれば私も凛ひとえさんとのツーショット三十三か所の御朱印を無事完成させなければ天国へは逝けません。ホホホ

★…画像は１回目のツーショット、４回目のツーショット、３枚目は今熊野観音奉納演奏で尺八の大山貴善さんと凛ひとえさん。


 


★…京都歴史裏の小説…明智光秀と織田信長の人妻奪還天王山の戦い

　織田信長は男色家といわれているが、女子も好むという両刀使いだった。信長が京の宿としていたのは本能寺で蛸薬師油小路東角にあったが、これは寺というより城作りで堀も物見櫓もあった。寺の西側の通りは油小路という名前の通りに油問屋が数軒あるが、その寺の反対角には「油問屋・山崎屋」がある。その山崎屋徳平の妻にお種という新妻がいた、そのお種に恋をしていたのが明智光秀でそのお種を本能寺の光秀の部屋に呼んでは密会を重ねていた。

 　それを知っていた亭主の徳平も天下人の信長の最高幹部でもある明智光秀には逆らえなかった。ところが信長も人妻に目がなかった人物で、しかも徳平の妻で光秀の女となると余計にほしくなるのが信長の嫌な性格。そこで邪魔な光秀に中国征伐の兵を出せと命令していた。その夜、光秀とお種は、
 「光秀さま～わたしはもう光秀さまのいない都には住めません…」
 「そうか～どうせ信長はお種を手に入れるために何でもしてくる」
 「光秀さま～怖い～」
 「それなら、お種の実家の山崎に身を隠せ、きっとわしが迎えにいく…」

 　そして光秀が出陣したその日の夜に信長とお種はできていた。そして、お種は、
 「信長さま～お種は前から信長さまを慕っておりました～」
 と、お種は時の権力者との二股をかけていたのでした。

 　亀岡の光秀の居城でこの２人の関係をスパイからの書状で知った光秀は、
 「おのれ～信長…敵は本能寺にあり～」と歴史どおりの展開になったのです。そして焼け落ちた本能寺から信長の死体を捜したがみつからない…どんな大火事でも死体が見つからないということはないから、これは信長は生きている、そしてお種もいないというから２人で逃げたと判断して、
 「敵は山崎にあり～」として１万３千の全軍をお種奪還に動かしていたのです。

 　天王山の麓の山崎の地というのは、西国からも北陸からも油が集まる大油市があったのです。当時の油は照明用に使う菜種油が主で旅籠も女郎屋も完備する賑やかな宿場町だったのです。やはり信長は数人の家来のみでお種の実家の油問屋に隠れていました。そしてお種と信長を真っ裸にして重ねて寝かし刀で突いて殺してしまったのです。

 　ところがこの全軍移動のしんどい作戦(京→亀岡→本能寺→山崎)は「光秀と信長の人妻争い」のためだったかと武将はもちろん足軽、雑兵までもがガックリきて戦意を消滅させたばかりか、「アホらしい～」といっててんでバラバラに京の都に帰ってしまったのです。そこに羽柴秀吉の１万の軍勢に攻められたのですから光秀は数人の侍だけで坂本城に逃げたがその途中の山科の竹藪で農民に殺されてしまったのです。

 　歴史の陰に人妻あり…もし光秀が人妻に手をださなかったら、もし、信長が光秀の愛人に横恋慕しなかったら。もし、東寺の空海が西寺の守敏の妻に手をださなかったら、京都の入り口には今も国寺の五重の塔が二つ並んでいた。もし、石川五右衛門が番頭の妻７人と不倫していなかったら、「石川屋・大仏餅」は京都のお土産の代表だったのに…もし、私もあの時…あの時…

★～画像の１は信長の安土城…大手門から本丸までの石段は４０５段、門を入ってすぐ左には羽柴秀吉の屋敷、本丸の隣には森蘭丸の屋敷と歴史どおりの展開になっています。２、標高１８０メーターの山の頂上にある天守閣の礎石址。ここから見る琵琶湖の対岸には光秀の坂本城があるから、信長は北国からの守りとして光秀をかなり信用していたが、もし、人妻を取り合いしていなければ、日本のすべての歴史が変わっていたのです。
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    屁理屈コラム…芸歴３０～４０年の芸にオーバーラック・大枝山の鬼退治…坂田金太郎は男装の麗人だった
    屁理屈コラム…芸歴３０～４０年の芸にオーバーラック・大枝山の鬼退治…坂田金太郎は男装の麗人だった

★…芸歴３０～４０年の芸に自分をオーバーラック

私の文化芸術のよりどころはイオンの無料のライブになる。年金暮らしでは有料のすばらしいライブなんてものは観劇できない。もちろんテレビやネットの動画もあるが、やはり生の舞台ほどすばらしいものはない。ここ１年ほどで観たパフォーマンスはほんの一部を除いてすばらしかった。

 この中には世界で活躍しているヴァイオリンで女性のデュオもいた。それに南米のバンドに沖縄舞踊もあった。やはり多いのは娯楽演劇系で「ものまね・歌真似」らはおもしろくてその芸歴も３０～４０年だという自虐ネタもおもしろい。その長年これで食べているのだからそれなりに客の心を掴む技は売れている売れていないに関わらず大きな拍手がいつもある。

 私は極度の音痴で歌どころか楽器の一つも演奏はできない。それがゆえ歌が歌えて楽器を演奏できてダンスがあるパフォマンスの芸人は文句なしに好きになる。さらに若い女性で色気及びセクシーさがあればもろ興奮します。この若いというのは世間一般的に若いのではなく、私より若い女性だから幅はかなり広い。

 先に一部を除いてと書いたが、この一部とはやはり新人の芸になる。このイオンでは素人の落研やある芸能事務所の新人の舞台もかつてあったがこれらのことである。新人はこれから売れるという夢があるが、やはり人の心を掴むという芸はまだまだ未完成になる。それからいくとベテランの芸人というのはこれまた味がある。そして舞台が終わった後の感動はしばしなぜか涙目になる。お笑い風パフオマンスを観劇して涙…それは演技している人たちと自分の人生とをオーバーラックしているのではないかと私は思っています。


 


★…京都歴史裏の小説…大枝山の鬼退治…坂田金太郎…金太郎は男装の麗人だった


　


　金太郎は父坂田蔵人、母八重桐の間に生まれた女の子だったが、金太郎が生まれると同時に父は病死した。坂田家は代々宮中の料理人として歴代天皇の料理を采配してきた名家でその位は直系世襲制になっていた。そこで坂田家一門では生まれた女の金太郎を金時という名前で男として育てていた。その金時は当時としては高い背も１７０cmほどあり、身体も大きく武芸、馬術も名人級でなんなくこなしていたから宮中はもちろん都人まで金時を男として疑わなかった。

 　疑われていない証拠に都中の若い女性のアイドル的存在になり坂田家の屋敷があった堀川一条上がるには金時を一目見ようと朝夕に金時が宮中に出退勤する時間には毎日数十人の金時ファンの人垣ができていた。その人気ぶりは都を警護する武将「源頼光」まで届き金時を家来にしたいと申し入れてきた。母の八重桐はその申し入れにまさか金時が女だということはいまさらいえない立場になっていた。そこでやんわり断りを入れたが、源頼光は折衷案として坂田家が養子をもらいその子に料理人の位を譲ることを認めるまでといってきた。さすがに天下の武将には逆らえず金時は源頼光の家来では最高位の武将となった。

 　そのころ都では夜な夜な盗賊団が大店の店を狙い強盗、火付け、若い娘の誘拐事件が発生していた。その盗賊団は大枝山の峠、老の坂を拠点に丹波から京の都に入る荷物を略奪している山賊で頭は「酒呑童子」という。この山賊退治を天皇から命令された源頼光は金時に兵１００名を与えて山賊退治を命じた。金時その時１８歳の初陣でもあった。


 


　大枝山とは今の京都市西京区大枝になる、都からは約３里で金時は５月５日早朝に都を出発して大枝村の民家を借りて密かに陣を張った。その村人によると酒呑童子は酒好き、女好きで、特に女好きは異常で毎晩違う女を抱かなければ気が収まらないという性格だという。そこで金時は庄屋の娘の晴れ着を借りて女装していた、元々金時は女だから女装とはいわないがこの場合は女装になる。化粧も念入りにして手土産として酒の樽を大八車に積めるだけ積んで家来４名にひかせて老の坂を登っていった。

 　老の坂の峠の頂上付近に近づくと山賊の見張り番が現れた、金時は
 「ごくろうさまです。これは大枝村の庄屋さまから酒呑童子さまへの貢ぎものです。私は庄屋の娘で八重桜と申します」
 　月の光で金時の美貌が照らし出されて見張りも使ったことのない丁寧な言葉で砦に案内してくれた、金時は部下に命じて酒樽を要所要所の見張りに置いていた。砦に案内された金時は酒呑童子に、
 「私は庄屋の娘で八重桜と申します。５月５日は大枝村の鎮守の神様のお祭りになります。今年もおかげで豊作となりそのお礼にと伺いました」
 　本来なら大枝村を襲い若い娘を誘拐しているのにお礼とはおかしいが、この金時のあまりの妖艶さにそれを疑いもせず大宴会が始まった。手下はどうやら５０名ほどでこの宴会場にいるのは半数でその半数は今頃見張りの持ち場で同じように金時が差し出した酒で宴会をしていると想像できる。

 　そのころ金時の兵１００名は峠の下で待機していた。宴会から３時間ほどしたころ金時の部下が山を駆け下りていたが、見張りの兵はすべて酒を飲み寝ていた。そこで一気に金時軍は砦を攻めていた。それに気がついた酒呑童子は「おのれ～計ったな～」というまもなく金時が酒呑童子愛用の大鎌(マサカリ)で酒呑童子の額を割っていた。

 　金時はその明くる日の６日には馬にまたがりそのマサカリをかついで羅城門から入り都中を凱旋パレードをしていた。それ後に都では５月５日を酒呑童子を金時がやっつけた日として祝い、それから童子の日、こどもの日と変化していたのです。今でも鯉のぼりの鯉に金太郎がマサカリを担いだ絵柄があるが、これは大枝山の鬼退治の話が語り継がれているからです。

★…このお話の中にある「大枝山」は「大江山」の間違いではないかいという人もいるかも、はい、これは金時の初陣の時の話してそれから十数年後にも丹後の「大江山」にも鬼退治をしたことの方が有名だからです。ちなみに山賊や盗賊のことを鬼とか酒呑童子ともいう。

★…画像はイオンのライブの一コマ、私は後ろのバックダンサーの素晴らしい踊りに興奮していました。男装の麗人の金太郎。
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    屁理屈コラム…スーパーのお買い物にも人格がでる・見られていると判断したら人間はいい人ばかりです・かくいう私は
    屁理屈コラム…スーパーのお買い物にも人格がでる・見られていると判断したら人間はいい人ばかりです・かくいう私は

★…スーパーのお買い物にも人格がでる

まず３軒のスーパーの広告をチェック!。こう毎日チラシを見ていると１０円安い、高いが一目でわかる、それと一つの商品の超特価売出しのサイクルもわかる。ですから保存がきくものは７割ほど消費をしたらそろそろ買い時になる。それがまだ３割ほど残っていてもこれは買いになる。

 火曜日はイオンの野菜の安売りだが、これは１個売りで独居老人には嬉しい。その野菜売り場には玉ねぎ、じやがいも、ニンジンなどがあるが、主婦などはそれらを１個づつ手に持って大きさや色形を吟味してやはり決めます。玉ねぎなどは一つ買うのに５回ほど手に持っては投げて、投げては手で探してようやく１個を決めます。

 つまり、一つのじゃがいもや玉ねぎが平均３０人の主婦につままれて、それを投げられることになります。それがたまたま小さかったり、色形が悪いものなら朝から閉店まで残りますから、この１日で主婦にころがされた回数は軽く見ても５００回ぐらいにはなります。かくいう私は手の感触より目で見当をつけます。まず大きくて形のいいものを２個ピックアップしてそれを手に持ってどちらかを選ぶという野菜には優しい男はんどす。

 焼きそば、うどんの安売りでは主婦は１日でも消費期限が長いものを選ばれるので一番奥の物をまず取り日をみます。その次は５～６段に積まれているうどんの山に穴を掘って一番下のうどんの日をみます。そして一番手前のうどんの日と比べて同じならガックリしてそれでも一番奥のうどんを買われます。かくいう私はそれらの主婦の行動から察して「これは奥も手前も一緒」だと判断してエチケット通りに一番手前のうどんや焼きそばを買っています。

★…もっとエゲツナイ主婦は、一旦、買い物籠に入れた品物を気に入らないのかそれを元のショーケースに返すならともかく、まったく異種のケースに返します。たとえばお肉のパックが豆腐の中に置かれたり、豆腐のパックが漬物のケースに放置されるのをよくみます。

 一応ここでは主婦の仕業と書いていますが、これは若い、綺麗、スタイルがいい、ブス、老若男女を問わず人間なら誰でも見られていないと判断すればするエピソードばかりです。かくいう私だって誰にも見られていないと判断したら日ごろなにをやっているかもわかりません。ホホホ、

★…見られていると判断したら人間はいい人ばかりです

そもそも、犯罪のすべてが誰にも見られていないと錯覚して犯すものである。その昔は今の防犯カメラのことを「隠しカメラ」といった。隠してあるから犯人は誰もみていないと錯覚して犯罪を犯す。スピード違反検挙の「ネズミ捕り」もレーダーを隠して取り締まりをするからこれも検挙された側からすると卑怯な行為になる。

 上野動物園でパンダが生まれた。このお産や子育てをいい言葉では「監視カメラ」、悪い言葉では「盗撮」になるが、このカメラで写されたものがテレビで紹介されている。ここにはパンダのプライバシーはない。一方の国会では与党の自、公、維の議員の賛成で「テロ法案」が強硬採決された。これらはすべてテレビ局のカメラが記録している。

 しかし、この与党の中で誰か1人でもこの法案は「おかしい」、それに加計学園問題隠しではないかと心の中で思っていてもなんせ党の幹部が見ているからこれは賛成しなければ処分をされる。つまり、この場合のテレビカメラは党の監視カメラであってこの題名の「見られていると判断したら人間はいい人ばかりです」にはならない。いわばこれもパンダと同じで国会議員のプライバシーや思想の自由はどこにもありません。

 もしこれらの国会議員が正直な行動にでていれば次回の公認候補に選ばれないからです。見られても、見られなかっても人間というのは悲しいものです。かくいう私の私生活も見られたら恥ずかしいし、見られなかったら孤独死ですから…考えさせられます。

★…画像はこれらの記事とはまったく関係がないが、見られたい。
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    屁理屈コラム…タクシー業界の風雲児、エムケイタクシー青木定雄氏が死去、タクシーを雲助からサービス業にした功績は大きいが一方…
    屁理屈コラム…タクシー業界の風雲児、エムケイタクシー青木定雄氏が死去、タクシーを雲助からサービス業にした功績は大きいが一方…

★…たった１０台のタクシーから出発したエムケイタクシー

この１０台のタクシー会社は京都市南区の西九条にあった。当時は「ミナミタクシー」でМ石油販売の敷地内にあり青木氏はこのМ石油販売の番頭格をしていた。この青木氏がこの会社に就職をしたきっかけというのは四国のＴ市で今でいう「暴力団」でスリの一家の親分だったが、逮捕（前科１０犯・スリなどの詐欺、暴行）されて刑務所から出所したばかりの２３歳で久しぶりに京都駅に着いた。青木氏は当時の京都駅の南口から八条通りに出たが、そこの電信柱に貼ってあったМ石油の運転手募集を見てその足で面接を受けて採用されている。

 この青木氏は持ち前の負けず嫌いでどんなささいな戦いにも勝たなければならない性格だった。立命館大学では学生運動に関わり機動隊と衝突しても負けなかった。しかし、その警察官が怪我をして青木は逮捕されている。その執行猶予中に再び警察官に暴行をして今度は刑務所だと覚悟した青木は逃亡をしてそのまま立命館を退学をしている。

 その逃亡先は四国のＴ市でスリの一家に身を置いた。そこでも約２０名いたスリ集団の中で一番の稼ぎ手になるのには１年もかからなかった。そのスリの親分の妻とねんごろになるのにはもっと早い、そしてその後、そのスリの親分は亡くなっている。そうなると一家で一番の稼ぎ手で親分の妻の愛人でもあった青木氏が親分になるのは当然だった。ここでもやはり一番になったが、これに面白く思っていない古参組員が警察に青木が計画していた詐欺事件を密告されて逮捕されていた。その後、スリ一家は警察の手で解散されている。

 このМ石油に就職した青木氏は持ち前の勝気と商才で売り上げを倍々増させて京都でも出光系の石油販売業ではトッブクラスになっていた。そしてやはり四国と同じで社長の妻とねんごろになってすぐこれも偶然にも社長は亡くなっている。そうなると青木がこのМ石油の番頭格になるにはこれも２年もかからなかった。このころ２００２年のタクシーの規制緩和と同じようにタクシー会社が乱立（昭和３５、３６年）していた。青木氏もこれに新規参入して１０台のタクシーの免許を取得した。その後、桂タクシーの１０台を買収してミナミタクシーからミナミのМ、桂のＫという「エムケイタクシー」にしたが、これは青木氏が韓国籍だったので南と北の祖国統一の願いからきているという説もあった。（その後、青木氏は北朝鮮に１億円寄付している）

 こうして２０台のタクシーでスタートしたが、やはり青木氏の持ち前の勝気でこのМＫタクシーを京都一、ばかりか日本一にするのだという野望が燃えたのは当然だった。そのころのタクシー業界というのは一部の老舗タクシー会社以外はそれこそ雲助タクシーでどのタクシーも客を乗せてやっているという横柄な接客が当たり前だった。長距離客や観光貸し切りの客にはヘコヘコするが、近距離や女、お年寄りには雲助の正体そのままでも客は文句がいえなかった。

 そんなころ青木オーナーはタクシー運賃の値下げとサービスの向上をぶちあげていた。そして記者会見などでは「今は運転手が客を選ぶ時代だが、いずれ不景気になって客がタクシーを選ぶ時代になる」と予言していた。そしてそのことをマスコミが派手に宣伝したものだから、京都市民はこぞってМＫタクシーを選び乗っていた。

 やがてこの青木氏が予言した通りに不景気がやってきた。このころこのМＫタクシー以外のタクシー会社の経営者はこのタクシー運賃というのはお上が決めたことでこれに逆らって値下げするのは常識がないと批判をするばかりで運賃値下げはともかくサービスの向上なんてものは無視をしていた。その結果、夜の京都最大の歓楽街の祇園でもМＫタクシーの争奪戦が客の間に起こっていたが、一般のタクシーは１時間客待ちをしても近距離客しか乗らなかった、それに対して売り上げの上がらない運転手はこれらの近距離客をいじめてきた。そうなるとすべての客がМＫに流れてあれよあれよという間にМＫタクシーグループは１０００台を超えていた。この点でも青木氏が目指した京都で一番のタクシー会社に育てていた。

★…しかし、そんないいことばかりでないのがこのМＫタクシーになる

しかし、これらのことは青木氏が亡くなった今は書かないというのが日本人の礼節になる。またこれらを知りたい方々は「エムケイタクシー　違法　不正、事件」で検索すれば山ほどでてくるが、これだけ京都市民に支持されていれば悪口にしかならない。

 一方のМＫ以外のタクシー会社や個人タクシーの台数は当時はМＫ１０％、その他が９０％の台数があった。そしてその法人タクシーの労働組合は全自交に加盟していた。その後、社会党系と共産党系が分裂して共産党系の自交総連になった。その自交総連の核であった京聯自動車の労組から地連の委員長として横山末松氏がいた。いわばこの京都のタクシー戦争とはМＫの青木氏と自交総連の横山氏の戦いでもあったのです。この横山氏は共産党の党員で労組委員長として京都市市会議員選挙に共産党公認として立候補して落選している経緯がある。(しんぶん赤旗にもしばし登場)

 その後、京聯自動車の社長になっていた。そして、京都の「タクシー乗り場委員会」という団体のトップになっていたが、実質上、МＫグルーブ以外の法人タクシー、個人タクシーのトップになっている。つまり、労組から経営者に転向してもこの横山氏と青木氏の戦いは終わらなかったが、結果的には青木氏の圧勝だった。この横山氏率いる「タクシー乗り場委員会」及び自交総連がもう少し乗客のことを考えて労組員に接客サービス教育していればここまでМＫにノックアウトされなかった。（その後、横山氏は死去、京聯自動車は倒産している）

 ２００２年からのタクシーの規制緩和でこれまたお世辞にもまともといえないタクシー会社が新規参入してきた。どのタクシー会社も最低賃金も法定残業代の支給はまったくしていない。いやいや、これは既存の老舗タクシー会社の多くが守っていないからこそ、京都のタクシー業界は労基法を守らなくてもいいから儲かると元暴力団の組長が経営するタクシー会社までが新規参入して許可されている。

 そして昨日、青木氏の訃報を聞いた瞬間にこの京都のタクシー業界はもういきつくところまできた。陸運局も労働局もこれらのМＫタクシーを含む雲助経営者に手も足もでなかった。結局のところ今現在働いている運転手がここ２、３年の間に高齢で大量退職をする。そうなれば既存のタクシー会社は運転手不足で廃業しなければならない。その数も半端ではなくて会社の数では約半分、タクシーの台数も約半分になると私は予言をしている。

 そうなるとタクシーの１台当たりの売り上げも増えて今度は本当の意味でのまともな会社が新規参入してくる。たとえば各ＪＲ、航空会社、全国的なホテルや旅行社などのサービス業がそれで、若い新入社員の教育の場としてまずは１０台ほどのタクシー会社を設立して顧客を安全に輸送するなどと現在の雲助運転手などを雇用しなくてもいい環境にすれば若者も高給待遇で新しいタクシー業界に集まってくる。

 私の予言ではそれは２、３年先だが、この年は東京五輪、それに観光立国日本になる可能性もあるので、もうそろそろ計画を進めなければならない。この現在のタクシー業界、協会及びタクシー会社、そして運転手などからまったく独立した新しいタクシーの名称も必要になる。もう一度言うが、「新しいタクシー会社システムであって過去のタクシー業界から完全におさらばするのです」…それが観光京都のおもてなしにもなります。


 


★…関連コラムは、「東京MKタクシーの運転手４０数名が４億円の未払い賃金で提訴・提訴するのもされるのも日本一のブラック企業」…これは2014年01月04日に掲載
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    屁理屈コラム…丼は年金生活者を救う…他人丼(豚)・散歩は金もかからない健康法・スーパー乱立、業務スーパー吉祥院店
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★～丼は年金生活者を救う…他人丼(豚)

親子丼とは鶏卵と鶏肉は親子だから「親子丼」という。この他人丼は鶏卵とは他人(牛、豚)になるので「他人丼」というらしい。しかし、この玉子の親の肉ではないのでこれもやはり他人になるのではないかい?。

 そんな屁理屈はさておき、このあいだ「親子丼」を家で作ったらこれがまた安くて旨かった。それに１００均で丼用の鍋を買ったものだから使わなければ損と思い使っています。今回の「他人丼」は、豚肉約６０g(米国産、バラスライス１００g９８円)で６０円分、玉ねぎとブロッコリーはそれぞれ１０円分、玉子は特売の１個１０円ですから合計具だけで９０円と安くできた。

 これがまた結構美味しい。年金以外ではただの１円の収入もないからこの時期(年金支給日まで後３日)になると財布がかなり軽くなるので冷蔵庫にあるものでランチもディナーもしなければならない。いったいこんな貧乏生活を後３０数年も続けなくてはならない。もちろん１００歳まで生きるとしてだが…しかし、夢はある、それはロト７で８億円を当ててもう一度…もう一度…あんなことやあんなことをして遊びたい。そしてランチには錦市場の「うなぎ丼」を食べてやる。

★…散歩は金もかからないし、健康にもいいし、それにこのブログのネタも…

散歩といっても我が家から半径５００mほどしか歩かない。７０歳にでもなれば無料、もしくは安価で市バスを乗れると聞いている。この市バスならもっと遠くへ行けるし面白いと思うが、この市バスだがなにやらパスを見せてお金を払わない人が平日ならかなり多い。

 そしてこれは私の「ひがみ」だが、この市バスの運転手はこのパスの客に対しては客とは思っていないのか?、そんなに親切ではない。まま、一応マニユアル程度のサービスをするがそれにはまったく心がこもっていないように私には見える。しかし、これは京都市交通局の無料、もしくは安価のサービスではなく、京都市から年間約２５億円もの金が交通局に支払われている。つまり、市バスはこれらの客を無料では乗せてはいない。ちゃんとした立派な乗客なのだが、やはり運転手にしてみればなんか損している気分になるのかもわからない。

 一時、この市バスの運転手の年収が一千万円だと地元の京都新聞に書かれて問題になったことがある。そして高額退職金に高額の年金となればこういう低所得で無料、もしくは安価で市バスを乗る人をバカにしたくなるのはわかる気がする。

★…スーパー乱立、業務スーパー吉祥院店

パチンコ店の跡地に安いと有名な「業務スーパー」が新規オープンした。新規といっても外観は元のパチンコ店とまったく同じでそんなに金はかかっていない。この地域にはすでにイオン洛南店、スーパーマツモト洛南店があるので私のような素人の考えでは上手くいくとは到底考えられない。

 この店は店名通りに「業務用」の食材が主流になる。たとえば冷凍の鶏肉や加工品は大量パックになっている。食用油や醤油などの調味料までジャンボサイズで売っている。一方で野菜などは一般家庭用に少量パックもある。いわば業務と一般との両刀使いなので儲かるのかもわからない。

 そうなると一番この店の開店で影響を受けるのがこれまたこの店と近いスーパーマツモトになるだろう。この業務スーパーの開店セールの日はスーパーマツモトもガラガラだった。私としてはこの三つのスーパーの安い物のいいものをピックアップして買い物ができるから少しは生活が楽になることになる。

★…画像は「他人丼」とその散歩の途中で季節の変化を感じたらスマホでパチリと撮ったものだ。金時ニンジンの花で種を取るという。ビワも色付いてきました。ワシは年中色付いているが…
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    屁理屈コラム…生活防衛は親子丼から・１００均のすぐれ物、親子鍋・雑草が新幹線、東京五輪の工事に従事した
    屁理屈コラム…生活防衛は親子丼から・１００均のすぐれ物、親子鍋・雑草が新幹線、東京五輪の工事に従事した

★…なぜか?、急に親子丼が食べたくなった


 


べつに～テレビの番組とかを観て食べたくなったのでない。そこで本来なら「なか卯」にでも行くのだが、店の親子丼はそれなりに美味いのだが、やはりガッツリ鶏肉を食べたい。

 そんな折、イオンの広告で「若鶏」１００g９８円とあった。それなら家で作ろうと考えたが丼を作るあの鍋がなかった。そこで１００均で１５０円で買ったがこれは我が家の食生活の投資になる。しかも、１５０円ならたった１回の親子丼でも元は取れる。

 まず若鶏をわずか１００gというが、これを丼にするとかなりの量で食べごたえがある。それに玉ねぎを半個で２０円、玉子１個１２円、トッピングの春菊は自家製になる。これらの具の合計は１３０円と鍋が１５０円とこれも入れて２８０円でできた。(いずれも消費税は別)

 味つけは麺つゆ(２倍濃縮をそのまま)だけでもかなり美味い!、それに若鶏がたまたまふっくらと煮えたものだからこれは専門店より旨い!。反省点は玉子をケチって１個しか使わなかったが、これは２個のほうがいいと思う。よし、これからは丼アナリストになって売り出そう～ホホホ

★…雑草が新幹線、東京五輪の工事に従事した

その昔、雑草は踏まれても踏まれても起き上がるということから若者の間では「雑草のようにたくましく生きる」という思想が流行ったことがある。戦後すぐ生まれの私たち団塊世代の大学進学率は２５%未満だったと思う。高校どころか中卒のまだ子供が金の卵ともてはやされて都会に働きに来た。

 たまたま生まれた家が貧乏だったために好きな勉強を諦めて工場で働くという人も数多くいた。やはりこの時代でも学歴社会は今よりももっとあったかもわからない。この環境からこれらの人々をいわゆる雑草といわれるようになった。都会や職場になじめない人たちが続出してそれぞれ生きるために工場から建設業や運送業に転向するようになった。そしてこれらの労働者が新幹線や東京オリンピックの工事にたずさわり日本は高度経済成長の道を歩んできた。

 それから５０数年後の現在、大学進学率は６０%近くになった。これらの人気就職先には国家公務員や一流企業が当然多くなる。JRや東京五輪の工事をする大手ゼネコンも人気があるが、これらはすべて管理職や専門技術者になるが、いわゆる雑草といわれている末端の労働者は団塊の世代の大量退職でもう少なくなってしまった。

 その昔、釜ヶ崎の歌で「俺たちがいなければビルも道路もできはしないと」というのが大ヒットした。その俺たちがもういなくなるのだからこれは東京五輪の工事もできなくなる。その過去の俺たちは劣悪な労働条件で働き国民年金すらもかけていない建設業、運送業、タクシー会社で働いていた。結果、無年金者、もしくは低額の年金で生活保護を受けているのなら幸せ、中にはホームレスになって餓死するものもいた。

 現在はこんな企業はないが、反対に過剰残業の結果、過労死が当たり前の会社も多くある。これが宅配業者のセールスドライバーという名前はいいが、その昔の運送業になる。長時間労働なら当然月々の給料も増えるが、それが高給だと錯覚させるマジックになる。〇〇急便、〇〇タクシー、〇〇の餃子がそれでどの会社も一人の労働者を長時間働かせて利益をむさぼる。そして労働者が疲れ果てて使い物にならなければポイ捨てでまた若者を高給を餌に雇うという繰り返しで会社は大きくなってきた。

 これらの悪徳経営者は口を揃えて「そんな労働基準法を守れば会社は儲からない」というが、これら企業やその会社の労働組合から献金を受けているのは自民党であり民進党らがそうである。一方、使い捨てされた労働者は心身ともに疲れて働く意欲さえなくなる人も多いと聞く、やがて再就職はするがそれはやはり非正規が多くなり、そして結末は雑草になるのかもわからない。もちろん私もその１人になる。

 だから私は「雑草のようにたくましく生きる」という思想や言葉が大嫌いになる。しかし、草花の雑草は大好きだから戦後の思想教育がまだ頭の中に残っているのかもわからない。画像はその雑草のコモチマンネングサ、通称「金のなる草」カネノナルクサ。自家製の親子丼
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    屁理屈コラム…おはぎの1個売りは嬉しい・病は気からともいうが…胃がん、肺がん、喉頭がんの自己診断
    屁理屈コラム…おはぎの1個売りは嬉しい・病は気からともいうが…胃がん、肺がん、喉頭がんの自己診断
★…おはぎの1個売りは嬉しい(少量パック販売)

そら～どんな店でも1個ほしいといって売らないう店はない。たとえばショートケーキ、みたらし団子、花見団子などの和菓子や洋菓子などの専門店がそれになる。これがスーパーのお惣菜ならコロッケ1個、天ぷら1個でも平気で買えるが、それは対面販売でないのでこちらも気が楽になる。

 最近、年取ったせいか?、時々甘いものをほしくなる。しかも、それもたった1個ほしいのだ…専門店で並べてある和菓子や洋菓子を1個ほしいとはいいにくい。この場合には３個ほど買うか、それとも1個も買わないかになる。その反面、コンビニではなんでも１個売り(少量パック)が主流になるから買いやすいが、これがまたスーパーなどの特売から比べるとバカ高いから結局買えない。

そんな折、いつもいくスーパーでこの１個入りパックのおはぎを見つけた。１個１１５円でも５個入り５７５円でもパックはいる。それに１個入りでは手間もかかるのにありがたい話になる。この店の他にもイオンの専門店の和菓子売り場にもこのおはぎ１個入りパックが時々ある。ない時には綺麗な人妻風の店員にいいおっさんが「１個ください」とはいえないので買わない。

核家族化、少子化、高齢化による単族家族のどれが直接の原因だがはわからないが、確実に少量パック化は増えている。それなのにスーパーの魚屋さんの専門店は１日中タイムサービスとして安い魚を売ってくれてはいるが、なんで焼き魚が１匹分、お造りも軽く３人～５人前もあるの?。

 たしかに少量パックで売るより多量パックで安く売る方が儲かるかもわからないが、私たち独居老人は焼き魚は一切れ、お造りなら１人前でいいので買えない。対面販売の店でも少量買えるという雰囲気がある店はまだそんなにない。まま、これはお年寄りのひがみになります。ホホホ

★…病は気からともいうが…胃がん、肺がん、喉頭がんと自己診断

胃が重い、咳が出る、喉が痛い、ついでにこないだ治療した上の歯の真下の歯が痛い。ここ数年はこんな身体の症状はなにもなかった、だからといってこれが正常でとりわけ感謝の気持ちもなかったことになる。

 これらの症状の原因は自己診断だが、煙草が原因だと思う。酒も飲むがこれは焼酎のお茶割を３杯ほどでそんなに身体に悪いほど酔わない。そこで煙草を止めたらという結論になればこれほど目出度いことはないがそうはいかないのがイカの金玉になる。

 こないだもスーパーの美人レジ係の紀子さん(３５歳、仮名)が、私も煙草を止めようと思っているのよ…ネネ、一緒に煙草を止めないと誘われた。この紀子さん子供が１人いるが離婚している母子家庭、私とは何かと気が合いその禁煙の誘いに乗ってしまった。しかし、この禁煙をしているかはお互い自己申告になる。

 しかも私の方はその約束を破ってそれこそこのコラムを書きながら煙草をスパスパ吸っているではないかい。そか～この煙草を吸いたいという欲望はこのPCの前に座るからついクセで煙草を吸ってしまうと初めて気が付いた。その紀子さんも昨日のレジをしている最中に、
 「ゴメン…昨日は４本も吸ってしまいました」
 「いゃいゃ、私も実は止めたのは紀子さんと約束した時から４時間ほどでした」

 どうやら話は私の小説「働く女性たち…駆け込み寺居酒屋ポン吉」風になってきたが、この２人とも煙草は健康に害があるのはわかっているが止められないという病気になっていたのです。もし私が近い将来に胃がん、肺がん、喉頭がんになってそれも早期発見の域を超えた末期がんだと診断されればこのコラムを書いている今こそ病院に行くべきだという神様のお告げだったかもわかりません。(合掌・2017年6月6日)
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    屁理屈コラム…これぞ究極のイオンタイムサービス、１０％以下・金のなる草、コモチマンネングサの開花・老人女装小説
    屁理屈コラム…これぞ究極のイオンタイムサービス、１０％以下・金のなる草、コモチマンネングサの開花・老人女装小説

★…これぞ究極のイオンタイムサービス、１０％以下

こないだあわてて高いＴシャツを２枚（半額）も買ってしまった。その反省から定価の半額の半額以上の品物は買わないようにした。そうなるとやはりこれから着られるものはそう多くはない。このイオンタイムサービスの王道は季節外れの物、つまり、半年先に着られるものを買うのが安くなる。

 今年の夏に着る予定の物はすべて新品だが、去年の秋に買ったそれこそ半額の半額になる。この繰り返しがベストになるが、人は必ず死ぬから最後にはそれらを着ないままこの世とおさらばする可能性もあるから注意しなければならない。まま、遺言でこれらの衣類を死装束に着せてもらえるように書いとけばこれも無駄にはならない。

 そして今回は冬物の爺シャツを２枚買った。これはイオンではなかなか高いもので定価１７０６円（いずれも税込み）もするが、それがなんとなんと、１５３円で買えた。つまり１０％以下で買ったことになる。ワシもたいがいケチだが、これで前回の損を取り戻したと満足してストレス解消になっています。

 まだ初夏だが、衣替えの時には今年の秋から冬物のヘタリ具合をチェックしています。そして該当のものがあればイオンのタイムサービスに走ります。そしてこれらの出来事をこのブログに書いていますから、これこそボケ防止と人妻との不倫のためのお洒落にと一石二鳥になるというお話しでした。

★…金のなる草、コマチマンネングサの開花

これはどこにでもある雑草だが、これを育ててここまで綺麗に花を咲かすのには２年はかかります。そして花の命は短い…咲き初めから終わるまでは約２週間、そしてまた観葉植物として冬を越すことになります。

 散歩中にふと道端を見ると可憐な花が咲いていることがよくあります。この場所を覚えて置いて花が咲いて種ができるまで待ちます。そして種を採取して我が家に持って帰って保存、やがて冬が終わるころこの種を撒きます。これは小説のネタ探しにもよく似ています。人との何気ない会話からヒントをもらい、それを我が家に持ち帰り原稿用紙の上に撒きます。今はこのパソコンだが、これもクセのものでただボケっと歩いているだけでは何も見つからない。

 まま結論としては、老人よ家でテレビばかし観ていないで外にでて綺麗な女性に恋をして空想、妄想でもいいから夢を見なさいということになる。恋をすれば誰でも身ぎれいになる、そうなるとイオンのタイムサービスで安いものを買うことになる。そしてそれをスマホで撮ってブログで発表するというのは…レレレ、ワシの日常を書いてしまった。ホホホ

★…ちなみにこの草を「金のなる草」と勝手に命名しました。だってこの小さな花は金の★にもみえますよね～ということは小金がなる草か?。画像３枚あります。

★…老人女装小説…こんなものを書いてアクセスが減ったらどないしょうと思ってはいたが、おかげさまで増えています。これに気をよくしたワタクシはこれらを恥ずかしくもなく電子書籍にしました。まだ４話ですが、これから女装作家として売り出す予定どす。。。↓の赤い字をクリックして読んでネ～♪


★…無料の電子書籍「老人女装小説 ひかるちゃんの女装物語 連載の１話 作/オカマのイナコ」
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    屁理屈コラム…バーゲン、まだまだ修行が足らない未熟に反省・おはぎは弁当か?和菓子か?・越冬したヒルガオ
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★…おはぎは弁当か?和菓子か?　(スーパーマツモト〇〇店)

あるスーパーでレジ係と女性客が揉めていた。このスーパーではレジ袋が有料だが、弁当類には無料でレジ袋が配布されている。その客は「おはぎ」の２個入りパックとペットボトルのお茶を買ってレジに持ってきた。そのレジ係と客の会話、
 「袋はどうされますか?」
 「あれ?、たしかお弁当には袋がついていたはずですよね…」
 「いえ、これは和菓子ですから袋は付きません」
 「えっ…そんな…私はこれがお昼のお弁当になります。それならお箸も付かないのですか?」
 「いぇ、お箸は付けます」

 私も時々だが、５９円のおにぎりを一つ買う。その時はお弁当用のレジ袋が付くのでその袋に入る程度の買い物ならこれで袋は買わなくても済む、このおにぎりはお米でできているという定義からかこれが「お弁当類」に分類されているようだ。それならおはぎも米類になる。

 まだある、よくお弁当にサンドイッチを食べることもあるからこの場合は洋風弁当になる。さらに冷麺だとかざるそば、ざるうどん、素麺もある。この場合はお米類という定義が崩れるが、これらの商品は弁当コーナーにある。したがって弁当用の袋は付くことになる。

 この弁当というのは調理がいらなくてすぐにどこでも食べられるとすれば当然お箸がいることになる。この場合はレジ係もこのおはぎにお箸が必要なことを認めて出している。つまり、すぐにどこでも食べられるということを了解していることになる。それならこういう和菓子のすべてにお箸が付くということでもない。

 この屁理屈コラムの結論としては買った人がこれは「お弁当」だといえばやはりお弁当になるということにした。しかし、もし竹輪を１本、バナナを１本買った人がこれは私のランチだといえばお弁当になるのかといえばそうはならない。このおはぎだが、農家の人たちが重箱に詰めてランチにすることも多々あるからこの客の言い分も正しい、しかし、レジ係も店長からおはぎは和菓子と分類せよとされているならこれも正しいことになる。

 さて、この「おはぎ」はお弁当なのか?、ここの読者のご意見を聞きたい。

★…バーゲン、まだまだ修行が足らない未熟に反省

イオンのタイムサービスの半額という「半額」につられて我を忘れてしまった。それはこれから着られるＴシャツが半額というものだが、なんとなしに頭を使わず買ってしまった。そして家で元の値札を見ると７８０円（税抜き）でそれが７００円で売られてタイムサービスではこれの半額の３５０円で２枚も買っていた。

 今までのパターンでは７８０円のこれが４８０円～５００円になるのだが、そしてこれの半額として私はいつも買っていた。ところが敵もさるものたった８０円しか安くはない値札を貼り、それをオトリにしていた。こちらはいつものパターンだと信じて半額の半額を買ったつもりで凱旋していた。

 いずれこの商品は夏の終わりのころにはタイムサービスとして２５０円、最終処分として１５０円ぐらいで売られる。そそ、去年の夏過ぎにはこのパターンで買ったＴシャツが新品で数枚もあるのになにも今日買わなくてもよかったのだ。たかが１枚に付き１００円ほど損しただけだが、ワシもロウロクしたのかと反省して二度と同じ過ちを繰り返さないことを誓います。

★…越冬したヒルガオが開花しました

ヒルガオといえば夏のものだが、これは去年の夏に咲いた花の種が秋に芽を出して越冬しました。そしてまだ５月なのに白い可憐な花が咲いた。しかし、咲くには咲いたがこれすべて日が当たる南側に咲きますからオーナーの私の方に向いて咲いてはくれません。

 今年撒いたこれの種はやっと芽がでだしたころで真夏に咲いてくれます。画像は今年の１月の大雪のときのもの。これにも耐えて生きてゆく姿に感動したワタシも今年はもう諦めて来年にすばらしい作家の花を咲かせます。といいつつ苦節３０年の初夏…になる。(このヒルガオの正式名はわからない?)

★～画像は上からただの半額のＴシャツ、越冬中のヒルガオ、今年咲いたヒルガオ
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    屁理屈コラム…人というのは悲しいものです・子供のころのおやつ・コマチマンネングサ(多肉植物)
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★～人というのは悲しいものです

独居老人というのは一人暮らしだから話をする相手はいない。会話といえば常に自分との口にださない自問自答の会話になる、つまり、相手は自分だからこれは気心も知れているし趣味も同じで好む女性のタイプ、さらに性癖も同じだから絶対に喧嘩にはならない。

 その私はいわゆる団塊世代の人間ですが、この団塊の意味はこのころに生まれた人間はなんでも団体で行動、または〇〇会とかの団体を作って一緒に行動する人が多いことから名づけられたという説がある。その私もこれまでありとあるゆる団体に関わり、また自ら団体を結成したりしていた。

 その団体も学生らは全学連や過激派組織、労働者は労働組合、それに政治結社は右翼から左翼まで、さらに暴力団になる。一般人でも写真クラブに釣の会等々に誰でもなにがしらの団体に加盟していた。この団体というのは人が集まって結成されているからここにはこれまた権力争いや指導権の争いが勃発するのはこれまた自然になる。

 日本では政治家が分派、分裂を繰り返し、企業ではお家騒動、そして暴力団まで分裂、世界の分裂はこれを戦争というが、これに勝とうと思えば「武器と金」になる。これも人間のくだらないメンツをかけたゲームになる。

 世の中で一番小さな団体とは「夫婦」のことをいうが、このたった２人の団体でも喧嘩したり離婚するのですから人というのは悲しいものです。その私も色々な団体、そして人並みに小さな夫婦という団体を数回も結成してきたが、この人間の悲しい性で破たんしてきた。そして独居老人になったが、今は他人との関りも権力争いもなく自分と仲良くこうしてただらんことを書いて暮らしています。(合掌)

★～子供のころのおやつ　そら豆のやいたん

私の子供のころのおやつは「じゃがいも」の蒸したものとこの「そら豆」のやいたんが多かった。その他には畑にあるトマトやキュウリ、ナンバ(トウモロコシ)は他人の畑でも食べ放題だった。それに柿とかグミなんかもよく食べた。

 冬になるとそこら辺りの畑で落ち葉などを燃やしているが、それを見つけるとそこらにある薩摩芋やジャガイモの小さくて商品価値のないのを拾ってきては火にくべて焼いて食べていた。そしてそら豆もそうで鞘ぐち火にに入れていた。また稲の落穂も集めて日にかざしたが、これは一瞬のうちに白いポンになる。

 これらのことは普段には思い出さないが、昨日のスーパーでこの「そら豆」を売っているのを見つけた。その瞬間に先に書いた思い出がそれこそ走馬灯のように蘇るから人間の脳というのは不思議なものだ。この話はもう６０年ほど前になるが、さて、昨日の昼飯は何を食べたかは思い出せない。

★…コマチマンネングサ(多肉植物)

どこにでもある雑草の「コマチマンネングサ」を見つけたのは２年ほど前になる。他の雑草を採取した際に土に種(むかご)が付着していたのか我が家で少しだけ小さな黄色い花を咲かしていた。それを育てたのがこの画像になる。それが１年前には金の星にみえる花が咲いた。そして今年はもっと綺麗に咲くかと楽しみにしている。

 我が家にはこのような雑草の花が数種類もある。誰かがいっていたが「雑草」という植物はなくそれらにはすべて名前があるという。人間社会にも非正規とか派遣、それにパートにアルバイトという一派ひとくくりの呼び方があるが、これらにもすべて名前があることを知らなければならない。正規社員と同じ仕事で８時間働いても生活ができないというのは少なくとも美しい国ニッポンではない。

★～画像は上から、そら豆のやいたん、コマチマンネングサの２点
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    屁理屈コラム…加齢黄斑変性症・21回目の眼の玉に注射・眼科の待合室…川柳…１０連発…オカマのイナコ
    屁理屈コラム…加齢黄斑変性症・21回目の眼の玉に注射・眼科の待合室…川柳…１０連発…オカマのイナコ

★…加齢黄斑変性症・２１回目の眼の玉に注射

病院の眼科の待合室にはやはりお年寄りが多い、それと小さな赤ちゃん、幼稚園児くらいの子供もいる。私の治療は毎回まず眼の視力検査で始まり、そして眼の写真撮影になるが、この眼の写真を見るだけでもかなり良くなっているのがわかる。以前は黄斑が凸凹で水が溜まっているのか?、網膜にも空洞もあったが、これもなくなっている。視力のほうは一時０、２になったが、今回は０,５と回復している。(健康な左目は１、５とよく見える)

 さすがに眼の注射も２１回目となると落ち着いたものでなにも怖くはない。しかし、血圧については１６０～９０ぐらいになるからやはり内心は動揺しているのかもわからない。さて、この長い待合室での楽しみはなんといっても若くて綺麗な看護師さんや女医さんらの観察である。いえいえ、これは小説家である私の天性の仕事でもありそしてトレーニングにもなるのです。

 小説家のイメージとしては机で頭を抱えながら執筆している姿になるが、これはもう仕上げとして原稿用紙に取材したことを定着させる最後の仕事になります。その取材でピンときたものがあれば後はそれを書くだけです。そのピンと来るものを探すのが作家の本来の作業になります。ところが今回はピンと来るものがなかったので連載中の「働く女性たち…駆け込み寺居酒屋ポン吉」はお休みいたします。ほんで川柳のようなものを考えた。

 尚、この加齢黄斑変性症のくわしい記事は↓にあります。
[image: ドキドキ]「加齢黄斑変性症、約２時間３０分の手術・その後の治療、アイリーア硝子体注射(眼の玉に注射)…１５回の体験記」


 


★…眼科の待合室…川柳…１０連発　オカマのイナコ
「眼に注射　血圧高し　低所得」


 


「ブランドの　白衣に色気　眼の保養」

 「同じなら　美人眼科医　診てほしい」

 「看護師は　マスク仮面の　眼の美人」

 「その白衣　私が着たら　もっといい」

 「白衣ブレー　いつかはしたい　夢もある」

 「その笑顔　マニュアルなの　気にかかる」

 「看護師の　私服に遭遇　夢覚める」

 「眼の下に　クマできるほど　遊びたい」

 「病名に　すべて加齢と　冠が付き」

★…前回の記事の２年前の画像を発見

[image: うずまき]「屁理屈コラム…初夏のヒルガオの季節になりました・ワンルームマンションに住む独居老人たちのひがみ?・ユリの花」
２年前は２輪だったが、今年は１０輪になった。
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    屁理屈コラム…初夏のヒルガオの季節になりました・ワンルームマンションに住む独居老人たちのひがみ?・ユリの花
    屁理屈コラム…初夏のヒルガオの季節になりました・ワンルームマンションに住む独居老人たちのひがみ?・ユリの花

★～誰にも見られず密かに咲くユリの花

西高瀬川のコンクリートの堤防とガードレールのわずかな隙間にユリの花が１０輪も咲いていた。この花を最初に見つけたのはもう５、６年前にもなるがその時は２輪しか咲いてはいなかった。根はこれもアスファルトとコンクリートのわずかな隙間だが、その下は無限の地下空間になっているのかもわからない?。

 おそらくその球根はソフトボールぐらいの大きさでもう誰にも掘り起こされる心配はない。私は後３０年は生きる予定だから、このユリの花と共に一緒にこの危うい日本と世界の平和を願って生きる決意をした…なんてことを思いながら今夜の献立を考えている。

★…初夏の便り、ヒルガオがもう咲いています

毎朝の日課として散歩をしています。その途中の国道１７１号の歩道の植え込みには色々な雑草が居候しているが、このヒルガオも国道管理事務所としてはやっかいものの雑草の一つになる、何も雑草には罪はないのに無残にも刈られてしまいます。

 その刈られる前に子孫を残そうと思っているのか?、それはわからないが毎年どのアサガオ系の花より早く綺麗に咲いてくれています。私も人間社会ではやっかいものの雑草として生きていますからこのヒルガオの気持ちは痛いほどわかります。

 このヒルガオは他のアサガオ系からは見栄えが悪いと園芸用に品種改良されなないまま在来種として生き残ってきた。そういえばこのヒルガオが以前咲いていた場所には必ずといっていいほど今年も咲き誇っています。根から上は刈り取られても根はしっかり来年のために地下で眠っている姿は私とまったく同じはないかい?。

そこで一句…「ヒルガオに　我が身を置いて　いつか咲く」　オカマのイナコ

★…ワンルームマンションに住む独居老人たちのひがみ?

私の周りにも老人がワンサといる。なんせ団塊の世代といわれている昭和２２、２３、２４年生まれのお年寄りだけで約７２０万人もいるという。この年齢より上の方々も数百万人もまだ生きておられますから日本はついに爺捨て列島、婆捨て列島になってしまった。

 この中にはかなり多いいわゆる独居老人の男がいる。この世代の男というのはなんせ男尊女卑の思想が色濃く残っているのか?、わがままで自分勝手な人が多いと私は思っています。そしてその結果的には離婚のあげく家族とも一緒に住まないで独りで暮らしている人のなんて多いことかと感心しています。もちろんワシもそうだが…

 この男の独居老人というのは扱いかだがとても難しいのか?、その地域にもなじまず孤立して生きている方が多い。この地域というのは学区の事で古くからこの地に住んでいる住人らとの交流はまったくない。それは村社会においては男の独居老人とはまず住んでいるところが木造のアパートとかワンルームマンションになり、これらの住人は村人ではなく異端児として扱われてきたからだ。

 またこのワンルームマンションというのは学生や若い人が住むものだったが、これが最近では独居老人の住むところへと変化してきた。これは古い木造のアパートが次々壊されて新しく建て替えられるが、ここに住んでいた住人らは新築の家賃の高いマンションには当然入れず結局のところ古いワンルームマンションにしか入れなくなってきたのが原因になる。

 元々このワンルームマンションとは学生なんかの常識をまだ知らない若者たちが住んでいたので地域住民にはすこぶる評判が悪い。つまりワンルームマンションに住む住人たちと古くから住んでいる住人との偏見、差別、確執などがそのまま残っているためにワンルームマンションに住む住人そのものは常識を知らない人たちと思われたままである。と私は推測をしている。

 たしかに「ええ年こいて、独りであんな狭い部屋に住んでやはる…」という偏見もある。一方の女性の独居老人というのもあるが、これは皆さん、私のような屁理屈もひがみもなく気の合う友人らと楽しく老後を楽しんでいるようには私に見える。長生きしょうと思ったら独居老人の男は女性化が必要だとワシもオカマのイナコになったという結論になる。

★画像はユリの花、ヒルガオの花
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    屁理屈コラム…クレジットカードを持たない人間は社会的に信用できない人間か?・いけ菜ばな　オレンジの花
    屁理屈コラム…クレジットカードを持たない人間は社会的に信用できない人間か?・いけ菜ばな　オレンジの花

★…クレジットカードを持たない人間は社会的に信用できない人間か?

私は年金生活のスタートとともにクレジットカードの全てを解約した。それは私の意思が弱いということを私が誰より知っているからだ、たとえばたまたまバーゲンでほしい物を発見したら頭の中でこれは来月決算だから買うべきだと自分を納得させてきた。この自分を納得させる屁理屈なんてものは簡単ですぐ頭に浮かんでくるものだ。

 しかし、現実は安い年金でやりくりをしている。また宝くじが当たるということも私の小説が売れるという可能性の確率はほぼない。仮にもし間違ってそうなってからまた新たにカードを申し込めばいいだけだとここは一旦人生の敗北宣言を高らかに上げて貧しい年金生活をそれなりに楽しんでいた。

 こないだこのPCが調子が悪くて安いパソコンを買う予定でヤマダ電機に行った。安いといっても５万円ぐらいはするが、それをローンで申し入れたが、そのヤマダ電機の店員はヤマダ電機の指定のクレジットカードを申し込んでその審査に通らなければ売れないという。そこで私が店員に、
 「私は年金暮らしだが、それでも審査は通りますか?」
 「それは…無理でしょう…」

★～まだある、こないだ安いスマホを買おうと「１年間１９８０円」がウリのスマホショップにそのスマホを申し込んだ。その店では色々な説明を受けて書類を書いてほぼ完成した時にその店員は、
 「月々の支払いはカード決済になりますからここにそのカード番号を書いてほしい」
 「えっ?、銀行の自動引き落としではダメなんですか?」
 「はい、カード決済だからこんな安くなるのです」

★…もっと腹が立つことがあった。ほぼ毎日ほど買い物に行くイオン洛南店で二人連れの友人とバッタリ会った。その友人らはイオンの中のお客さまサロンで無料のコーヒーを飲むという。聞けばイオンのカードがあれば無料というので私も付いて行った。

 その入り口にはここに入れるカードの種類が書いてある。私の持っていたカードはイオン銀行のカードでいわゆるクレジットカードではない。しかもここに入場できるのは普通のクレジッカードではなくさらに上の「ゴールトカード」の客しかこのサロンに入れないという。私は泣く泣く、また友人らとイオンの店員に恥をかいてその場を去らなくてはならなかった。

 このイオンがいう「お客様感謝デー」とは我々貧乏人に感謝はしない、ここでバンバン、イオンクレジットカードを使ってくれる客がお客様といっているのと同じになる。最近ではコーヒーが１００円というのが相場になってしまった。もしこのイオンで無料のコーヒーを飲んだとしても１００円のサービスにしかならないが、これすら客を差別するという根拠はただ「イオンのゴールドカード」を持っているか?、持っていないかになる。

 一方で社会福祉に力をいれているという宣伝もしている。たしかに上客にはサービスをするというのが商売の常識になるが、たかが、クレジットカードを持っているか、いないか?、そしてカードの色で信用ある人間かそうではないかの判断、また差別をイオンがしたことに対して私は怒っています。(まま、貧乏人のひがみですが…)


 


★…最近派手にテレビCMを流している「メルカリ」も決済はカードなのでお目当ての物は買えなかった。我が人生、カードがあって苦しみ、なかっても苦しむという結末になる。

★…いけ菜ばな　ジューシーオレンジの花　その７

このオレンジはなぜか茎と葉がついたまま売っていた。この茎と葉にある水分が果実の養分になるということは聞いたことがある。しかし、この茎から花が咲くということはかなり珍しいと思う。(他の「いけ菜ばな」←はこれで検索できます)
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    屁理屈コラム…ケチはいつでも損をする、ガスター１０・ピロリ菌が１００%と診断されたが、菌はいなかった
    屁理屈コラム…ケチはいつでも損をする、ガスター１０・ピロリ菌が１００%と診断されたが、菌はいなかった

★…ケチはいつでも損をする。ガスター１０

 ２年に一度は胃酸過多でお腹が空いたら胃がキリキリ痛む。前回も「ガスター１０」を２錠飲むだけで治ったので残りの４錠を次のために保存をした、その保存した場所に指を指して脳に教えた。この指を指した行為は鮮明に覚えているが、その指の先の場所がまったく記憶にない。狭い部屋だが１時間探しても結局でてこなかった。

 連休で医者は休みになる、そこで薬局に走るがそれがたまたま薬剤師が休みでガスター１０は買えなかった。それなら別の薬局にいけばいいのだが、なぜか?２種の安い胃薬に目がいってしまった。心の中では「こんなものは効かない」と思いつつも３日分９００円ほどの胃薬を買った。ところがまったく効かなかった。

 しかし、その胃薬があるのにとケチの気持ちが優先して３日間はその薬でガマンしたが、もうたまらないとガスター１０を買いに走った。これは２錠で胃がスッキリしてそれからお腹が空いても痛くはならなかった。結局のところ３日間の胃の痛みと９００円を損したことになる。

 そして残ったガスター１０の４錠を今度は忘れないように保存するための薬箱を作ろうと適当な箱を探した。見つけたのはピンクのプラスチックの箱でその箱に薬と書いて蓋を開けるとそこには探していたガスター１０が４錠入っていた。……………そう、２年前も同じことを考えてこの箱に入れていたのだ…。

★…そこで一句「ボケ具合　ここまでくると　笑うだけ」　伊奈利

★…ピロリ菌が１００%と予想診断されたが、菌はいなかった

さらにその前々回の胃酸過多の時は医者に行った。その時に先生は、
 「６０歳を過ぎたら胃がんの元のピロリ菌が必ず胃の中にいる。その確率は学会では８０%だが、私が見立てた患者の１００%はこのピロリ菌がいた」
 「先生…そのピロリ菌はどうして発見できるのですか?」
 「それは胃カメラを飲めばすぐわかる」
 「いゃ～胃カメラは痛いし苦しいと聞いています」
 「そか、しかし、何年か先に胃がんが発見されたらその時は後悔しませんか?」

 こうして私は先生に脅迫されて胃カメラの予約をした。当日はバスタオルとお金を１万円ほど持ってこいといわれてそれに従いまな板の上の鯉になっていた。この胃カメラは口からではなく鼻から入れるタイプで予想よりは楽だった。

 そしてその結果を後日に聞くと先生は、
 「いゃ～不思議だが珍しくピロリ菌はいなかった、それに胃の粘膜にも異常はなかった、おめでとう」
 私は心の中では「そんなアホな～」とは思っていたが、先生にお礼をいって帰ってきた。

★～画像はガスター１０、これは胃の薬だが、同じ１種の「ロキソニン」も頭痛、生理痛、歯痛にもよく効く。これは個人の意見です。
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        屁理屈コラム…斬首作戦とは工作員が金正恩を暗殺すること・ソ連のスパイだった谷口善太郎、野坂参三、地球はスパイだらけ

★…斬首作戦とはスパイ(工作員)が金正恩を暗殺すること

北朝鮮のような出入りが超厳重な国でも中国、韓国、米国のスパイは活躍しているという。当然ながらこの日本にも北朝鮮や各国のスパイや工作員が数万人単位で潜入していると思ってもこれはオーバーな話にはならない。これは映画の「スパイ大作戦」のようなど派手なことはないが、地味な生活で市民の中に溶け込んで本国の命令通りに動いている。

 各国のスパイらは日本の大学を卒業して一流企業や日本政府の官僚として働き、それも親子三代でこのスパイという任務を遂行しているともいわれている。スパイ人工衛星は走っている自動車のナンバーまで読み取れるというが、人の心の中まではスパイがてきない。また本国になにかがあるとテロを仕掛けて日本国内を混乱させる作戦もあるという。そのテロの犯人が逮捕されてから、「まさかあの人がスパイだった」ということもありえる。

★…ソ連のスパイだった日本共産党の谷口善太郎、野坂参三ら

京都といえば日本共産党が強いことが有名だった。共産党といえば小林多喜二の「蟹工船」や宇治の花屋敷の山本宣二(労農党)となるがこれらは戦前の共産党の姿で私は戦後の団塊世代の生まれですから本やなにかの知識で知っているだけだ。

 その戦後の日本共産党京都府委員会を指導してきたのが河田賢治と谷口善太郎であった。もちろんこの二人とも中央の党の幹部でもあった。その谷口善太郎が１９７４年に亡くなって党葬が市内の勤労会館で執り行われて私もこの葬儀に参列している。

 私は当時２６歳であったが、このころは労働組合活動に燃えた中で共産党の幹部や党員との付き合いはあった。私が所属していた労組はいわゆる共産党系の労組だったが、そのころはソ連という国は「ゆりかごから墓場まて安心な社会主義国家」ということを教わっていた。またこれらの共産党系の労組の幹部はソ連視察のための外遊が必須(勲章)のような時代でもあった。

 その労組の幹部がソ連への外遊から帰ってくると労組員を集めて報告集会があった。私もこれらに参加してソ連の福祉や労働諸問題は日本より数段すぐれていて「やはりこの国を社会主義」にするのだと学習さされていた。もちろん日本を変革しょうと思えば日本共産党の躍進しかないという結論になる。

 それから約２０年後に日本共産党の第一書記、議長だった野坂参三がスパイだったことが発覚した。野坂参三本人も「ソ連のスパイ」だったと認めて共産党を除名されていた。さらに死去している谷口善太郎もスパイで除名されていた。もちろんこれらの幹部以外にも数千名の党員がこのソ連のスパイ活動に参加していたことになる。

 この二人は党の最高幹部でこれ以外にもスパイ容疑があったのは副委員長の袴田里見、河田賢治らの幹部もいた。しかし、このスパイの野坂は日本共産党の設立者でその後、第一書記、のちに議長、そして谷口は最高幹部だったことからこれは日本共産党の一部がソ連のスバイだったというよりも、日本共産党そのものが当時はソ連のスパイ組織といってもおかしくはない。

私の青春のころはこのソ連の現役のスパイであった谷口善太郎らの選挙運動を手弁当で手伝っていた。もちろんこの時は共産党の神様的存在でスパイが発覚したのは谷口が亡くなってからのことになる。野坂は長生きして１００歳ぐらいまで生きていたが、この「ソ連のスパイ」だったということは生前に本人も認めていたが、それが過ちたったというのは認めていない。

 これは戦前の話ではなく平成時代(谷口が亡くなって２２年、野坂は２４年)の話になる。先に日本はスパイ天国で各国のスパイが暗躍していると書いたが、日本国内のテロはなにも顔立ちが我らと違う人を警戒するだけでは成り立たない。同じ顔をした日本人が各国のスパイになるということも考えておかねばならないというお話しでした。
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    屁理屈コラム…自民党を二つに割って二大政党にする。そしてそれらが競っていい世の中にするという二大政党論・自分のハゲにショック！
    屁理屈コラム…自民党を二つに割って二大政党にする。そしてそれらが競っていい世の中にするという二大政党論・自分のハゲにショック！

そもそも野党というのは次期もしくは次々回に政権を交代できる能力のある、または可能性がある政党のことをいいます。野党共闘という言葉もあるがそれは野合の共闘であり政権を担える能力はまったくない。だから国民は自民党にも野党にも期待していないから投票率が低いことになる。

 こままま行けばこれから先も自民党の一党支配になり、それらの補完勢力としての公明党、維新の会との一応建前の「連合政権」となるが、これは国民すべての総意ではない。なぜならこの連合政権の獲得した票は全有権者の半分にも満たないからです。つまり、この政権は国民の総意ではないという証拠になります。

 この国会に国民の意見を反映させようと思うならばまず政権が取れる政党が二つなければならない。今はこの政党が自民党ただ一つしかないからもう一つは絶対的に必要になる。そこで「民進党がある」ではないかいという意見や、だから「野党共闘」だという意見もあることはある。しかし、この野党共闘でさえ民進党は拒んでいる。ただでさえ民進党は議席が少ないのに唯一の野党共闘もできないのは自民党の一党支配を自ら許していることになる。私はそんな民進党に一票を入れるわけがない。

 それなら他の野党に共産党があるが、この共産党は野党ではなくあくまでも批判勢力の共産党であって独自路線を歩む歴史的無形文化財としての役割でしかない。なぜなら今の選挙でもあの戦争で使われた召集令状の「赤紙」などを配布して宣伝活動をしている。つまり、この宣伝手法は韓国の「少女像」などの慰安婦問題、北朝鮮が抗日戦争を宣伝している同じレベルの考えしかないのです。

 そうなると国民の過半数の清き一票の行き場所がなくなる。つまり、その国民が選挙に行きたくなる二大政党にすればどちらかが次の政権党になるかの興味は誰もが持つことになって投票率はそれこそ８０%を超えるのは確実になる。

 それにはまず自民党を「自民Ａ党」と「自民Ｂ党」に分割する。自民Ａ党には右派、保守系が、こことは維新の会との連立政権になる。自民Ｂ党には左派、リベラル系が、ここには公明党との連立政権になる。民進党は解党して議員はそれぞれＡとＢとに分かれて好きな方に入党すればいいだけになる。

 衆議院の小選挙区にはそれぞれＡとＢから立候補があるので多く議席を獲得した方から当然総理を出すことになる。つまり、国民が間接的だが総理を選べる利点がありこれも投票率が上がる要因になる。もし国民が選んだ政権が国民のためにならなかったらすぐに交代できるので双方の政党とも国民本位の政治をしなければ本当の意味の野党に転覆してしまうからです。

 選挙の前にもなると多くの国民がＡかＢかという論争が居酒屋でも職場でも家庭でも起こるが、これこそ民主主義の見本になって下手に悪徳業者や利益団体から不法な政治献金があればそれこそ下野しなければならない恐怖を政治家や政党は肝に命じるだろう。

 自民党が一党支配している間はこんな恐怖なんてものはない。そしてこれらＡ党とＢ党に所属していてもたとえば「護憲」か「改憲」などの論議でも政党にしばられなく自由に意見を述べられ、また賛否を表明しても処罰はされないという自由な風を吹かせなければならない。なぜなら国民は政党にすべて白紙委任はしていないからだ。

 今までこれに近い考えの保守政党が結成されていたが、新自由クラブ、日本新党、進歩党などすべて失敗に終わっている。これは自民党から飛び出しての保守二大政党論だったが、今回は自民党を二つに分けて仕切り直しの二大政党を作ってほしい。これってもしかして小池百合子東京都知事の改革案にも通じる話になるかもわからない。


★…自分のハゲに初めて気が付いたショック！
伏見稲荷大社の奉納演奏会(凛ひとえ)さんを紹介した他の人のツイッターに私の写真が…しかも頭がハゲている。薄いとは思ってはいたが、ここまで重症だと思わずに若い女の子に恋をしてきた。あぁぁ～現実を見せられてショック!
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    屁理屈コラム…昭恵夫人の１００万円寄付問題・黒いサンタクロース・パンのヘタでトーストサンド
    屁理屈コラム…昭恵夫人の１００万円寄付問題・黒いサンタクロース・パンのヘタでトーストサンド

★…昭恵夫人の１００万円寄付問題の徹底解明を!

この問題は籠池氏か昭恵夫人のどちらかがウソをついていることになる。もし籠池氏ウソをついていたならば国会証言法違反でこれは確実に起訴をされる。そして昭恵夫人がウソをついていたならばこれは安倍首相が首相も議員も辞職しなければならない。

 こうなったのは首相が国会で「私、もしくは私の妻がこれに関係していれば首相も議員も辞職する」と見栄を切ったことが発端になる。しかし、この当時は「忖度」があったか?、なかったのか?、の論議の最中で首相はこの「忖度」があれば辞職するという意味だった。そもそもこの忖度とは「魚心あれば水心もある」などの気持ちの問題だから証拠なんてものはない。

 しかし唯一あるのは昭恵夫人からの１００万円の寄付になる。しかもこの時に首相側が「その事実はあるが、これは法律違反ではないと」いえばこれも問題がなかった。しかし、「そんな事実はないとした」から先の「辞職発言」とリンクした。そもそも賄賂というのは悪徳業者から政治家に渡るものだが、この１００万円は政治家から悪徳業者に渡るという奇々怪々なことになる。

 これはやはり籠池氏の「教育勅語」等々の思想に対しての安倍首相からへのお礼になる。つまり、安倍首相が目指している「憲法改正」への道のよき協力者としての仲間意識がそうさせたと思う。その首相の思想仲間の籠池氏に高級官僚が「忖度」したことになるが、これを察知した大阪府もこれに悪乗りしたことになる。

 それにしてもわしらゲスな人間は忖度よりも昭恵夫人の１００万円事件のほうがおもしろい。これは一つウソをついたならば、そのウソを隠すためにまたウソをつくという見本のようなものだ。やがてこの首相夫婦も政界から引退した後にひ孫から「お爺ちゃんに、おばあちゃん、あの１００万円は本当に渡していなかったの?」と聞かれるだろう。一方の籠池氏の子孫も同じことを聞くだろう?。

★～黒いサンタクロース

JR西大路周辺には黒いサンタさんがいるという。ある日、近所のおばさんが孫のお守りでワコール本社前の公園にいたが、そこには全身真っ黒で長い白いヒゲのホームレスさんがいた。そのホームレスを見た孫が一瞬「あっ!サンタさんだ!」と叫んでいた。そんなことがあってからそのホームレスの名前がこの地域では「黒いサンタさん」と呼ばれるようになった。

 この黒いサンタさんの朝はコンビニの前で日光浴をしてからまず缶ビールを飲む。このビールだが、それが私も最近飲んだことがない「ほんまもんのビール」でコンビニで買うとかなりお高い。しかも５００mのロング缶を少なくとも１日に朝、昼、夕方と飲んでいらっしゃいます。私なんかは第３のビールでしかもスーパーの超目玉特価の１本９８円ぐらいしか飲めない。

 この黒いサンタさんは一応朝早くからアルミ缶を拾っている姿を目撃されているから労働をしているようだ。こんな生活をここで２０年ぐらいも続けているので結構顔見知りの人というか?、ファンなのかこないだも居酒屋で飲んていた客が表を歩いていたこの黒いサンタさんにグラスワインを飲めと一杯おごっていた。黒いサンタさんはそれを一気に飲み干し礼もいわずに立ち去っていた。

 その居酒屋ではこの黒いサンタさんの話で沸いていた。ある人はあの黒いサンタさんはものすごい金持ちだが趣味でホームレスをやっている。また別の人はあのサンタさんの寝ている場所は不明たが、これは本当はアパートを借りて生活保護を受けている。など話をしていたが、やはり皆さんの最後の意見は「あの黒いサンタさんの生き方が羨ましい」でした。

★～パンのヘタでトーストサンド…たまご、ブロッコリー

いつも行く駅近くのパン喫茶が休みなので日曜の朝はこの店で無料でもらったパンの耳がモーニングになる。そしてGWに入ると店も連休なのでいつもより多めの耳にそれにパンのヘタももらった。

 このパンのヘタはフランス食パンのもので焼いてもかなり美味い。そこでトーストサンドにした。具は卵焼きとブロッコリーになる、このパンにはバターではなく、マヨネーズにしたがこれはかなり上手くできて美味だった。パンの耳もこのマヨネーズにしているがこれもいける!。

★…そういえば京都ではお好み焼き、冷麺などにもこのマヨネーズが定番になるが、他府県ではどうなの?。そうそう、焼きそばにも合います。
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    屁理屈コラム…伏見稲荷大社の奉納演奏、凛ひとえさんらの豪華和バンドのドラムのネーちゃん(飛鳥さん)
    屁理屈コラム…伏見稲荷大社の奉納演奏、凛ひとえさんらの豪華和バンドのドラムのネーちゃん(飛鳥さん)・

６日に伏見稲荷大社の奉納演奏に行ってきました。出演はネオジャパネクス・バンドの凛ひとえさんら豪華メンバーでした。この日も参拝客はやはり外国の観光客がかなり目立つというより８０%ぐらいは外人でした。その中でも中国系の男女が和服で闊歩していたが、言葉を聞かなければ日本人にしか見えない。

 しかし、これだけの外人観光客がレンタルとはいえ和服を着るということは和服産業はかなり儲かっていると思うが、実はこの和服も中国産かもわからない。参拝客の日本人は洋服で外人が和服とは、それに舞台では日本の古代の和服とはこれまた奇妙な国になってしまった。

 もうこの和バンドの各寺院での奉納演奏は２回拝見をして今日は３回目だった。３回目となるとこちらも落ち着いて演奏を聴ける。前は主演の「凛ひとえさん」が中心だったが、今回は女性のドラムのネーちゃんをゆっくり観察してきた。このドラムというのは舞台の奥で座ったままの演奏だから派手なパフォーマンスをしても観客からはまったく見えない。

 しかし、絶えずこのドラムの音はリズムを取っているからかなり忙しい仕事になる。演奏が終わってからのファンとのふれあいタイム?にこのドラマーと少しお話ができた。なかなか小柄な可愛いお嬢さんであんな力仕事をよくこなすなという感想を私が言うと彼女は、
 「はい、バンドの縁の下の力持ち」ですよと笑っていた。
 その彼女とのツーショットをこの彼女の知り合いのプロの写真家に撮ってもらった。

 この彼女の名前を家に帰ってからネットで調べると「飛鳥」さんだとわかった。この奉納演奏会の全景写真を見てもやはり奥に座っている飛鳥さんは見えない。それならこのブログで一番上の画像で紹介しょうと思った。いやいや、もちろんこのバンドのすべてのメンバーが大好きでっせ!。
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    屁理屈コラム…金正恩は中国の手で斬首される・凜ひとえ伏見稲荷大社単独神賑奉納演奏・妖怪のモノノケ市
    屁理屈コラム…金正恩は中国の手で斬首される・凜ひとえ伏見稲荷大社単独神賑奉納演奏・妖怪のモノノケ市

★…正恩は中国工作員の手で暗殺される

北朝鮮とアメリカとの軍事力の差を世界中に見せつけた軍事ショー(米韓軍事演習、空母、原子力潜水艦)に我々は安心した。しかし、これは日本の戦前とまったく同じでそれでも日本は真珠湾攻撃をした。日本の国民は絶対に勝つと信じていた、これも今の北朝鮮の国民とまったく同じになる。

 北朝鮮は日本海側の海岸に旧式の戦車など３００門を終結させて一斉砲火の花火を打ち上げてこれにビビッタ米軍が北朝鮮への攻撃を断念したと国内向けに大宣伝するだろうが、これを信用する国民はいても政府の幹部や軍部の幹部はまったく信用はしていないと思う。

 つまり、米軍と戦わなかったことが、金正恩そのももの力と権力の誇示がボロボロになった瞬間でもある。そうなれば北朝鮮に潜入している中国の工作員の出番(化学兵器による毒殺)になる。中国にすれば金正恩の後釜に兄の金正男を温存していたが、これを察知した金正恩は金正男を殺害した。ところがこの金正男には息子がいることでこの金正恩斬首作戦は今も続いている。

 つまり、今回の騒動とは中国とトランプ大統領との共同作戦であったことになる。もちろんこれは安倍首相にも知らされているが、プーチン大統領は知らないからこそ今回のロシア訪問で安倍首相はプーチン大統領にこれを報告する特使となった。一方の韓国もこのことを知っているので呑気に大統領選挙を楽しんでいる。

 考えればこの北朝鮮問題は金正恩さえいなければ核もミサイルもそれに拉致問題もすべて解決することになる。しかもこの金正恩斬首作戦ではどの国の国民の命も奪わないことになる。金王朝内ではもう金正恩が裸の王様ということはすべて知られている。後は中国からの石油のパイプを閉めるだけですべて解決するのです。(これは架空のコラムです)

★…凜ひとえ伏見稲荷大社単独神賑奉納演奏(記事、画像はTwitterより)

【5/6伏見稲荷大社】
 伏見稲荷大社史上初のバンド演奏となったあの奉納から半年、再び歴史が刻まれる。
 凜ひとえ伏見稲荷大社単独神賑奉納演奏
 ゲストメンバー尺八:大山貴善氏、津軽三味線:寂空氏、剣舞:今野氷華氏
 ※観覧無料
 ※時間 13:00～14:00
 ※伏見稲荷大社外拝殿

★…妖怪アートフリマ モノノケ市(記事、画像はTwitterより)

5/13(土)10時から京都大将軍八神社にて、全国の妖怪作家によるオリジナル妖怪グッズの販売市「妖怪アートフリマ モノノケ市」を開催いたします。
 ここでしか入手できない逸品、珍品、怪品が必ず見つかるはず！
 出店者リスト?http://www.kyotohyakki.com/mononokeichi/list.html?…

★…この妖怪ストリートに関連した私の小説があります。
「嵯峨離宮道(一条通り)…大将軍八神社・下の森の妖怪・京都一条・妖怪ストリート、妖怪グッズの店もある ５４話」…お笑いコラム 伏見稲荷大社の物語
★…上の二つの催しに私も参加します。この様子はまたここで掲載します。
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    屁理屈コラム…朝鮮半島有事で難民は本当に日本に来るのか?、もし難民が尖閣列島に上陸したら?
    屁理屈コラム…朝鮮半島有事で難民は本当に日本に来るのか?、もし難民が尖閣列島に上陸したら?

一昨日、昨日はこんな空想のコラムに今月最高のアクセスをありがとうございました。でも実際に難民が日本に多数来たら…どうするのか?。自国の東日本大震災や原発事故の被災者もまだ「復興・救済」されていない状況なのに…仮に韓国、北朝鮮から大量の難民が押し寄せた場合を考えてみたい。

★～難民たちはやはり日本海側のとある町に上陸するのは確実になる。しかし、もし尖閣列島に北朝鮮の難民の一部約５００名が上陸したと仮定すればここに仮の難民キャンプを設営するしかしょうがない。そうなれば自衛隊の船が食料などの生活物資を運ぶための港が必要になる。人が島に住めば診療所も必要になるし、治安を守る警察や交番、さらに難民たちのための電気にガスや水道などのインフラ整備も必要になる。

 一方の難民たちもこの島の自治を守るために代表者を決める。この難民の半分は政府に教育された偽装難民でここでも北朝鮮労働党の幹部がやはり島の長になる。つまりこの島は「北朝鮮に占領」されたと同じことになる。一方の尖閣列島を固有の領土と主張する中国にとってはこれを絶対に許すわけにはいかない。日本政府はここは仮の難民キャンプでいずれ鳥取か島根の難民キャンプに移動させるというが、これがどっこい島の難民はここで住みたいというので武器を使ってでも強制的に難民らを排除はできないばかりか島の警察官や自衛官とのトラブルが日常茶飯事のように起こっていた。

 やがて島の難民たちは平地のキャンプでは「つなみ」の心配があると、山を開拓して住宅を作るというが、その建築資材の提供をさすがの日本政府も認めなかったが、ところが今度は「人道上」の観点から中国政府がこの建築資材の搬入を日本政府に申し入れて来た。しかし、こんなことを認めるわけにはいかないので日本政府は「人道上」という名目でしぶしぶながらこれらの建築資材や大型重機までを提供してきた。

 山の頂上には島の役所が作られてその屋上には北朝鮮と中国の国旗が揚げられていた。難民らは武器は持っていないが、その半数は特殊工作員の訓練を受けていたために素手でも自衛隊員数名と戦っても負けなかった。その自衛隊員も警察官も相手が武器を持っていないのでこれも「人道上」武器の使用はできなかった。それから１年も経たない間に夫婦の難民や難民同士のカップルが誕生して赤ちゃんが次々と生まれてきた。

 尖閣列島難民自治区の長は「ここは日本の領土だから生まれた子供は日本国籍」にしてほしいと日本政府に申し入れてきた。日本政府はこれを拒否したが、一方の中国は「ここは中国の領土だから中国の国籍にすると」自治区の長に申し入れてきた。そして島で生まれた子供のすべてが中国籍の国民になってしまった。中国は国連の会議で日本が国籍を拒否したのでやむなく「人道上」から中国の国民にした。そしてその我が国の国民に物資を届けるために、それに島民が自立するための漁船が出入りする島の港を全面開放するように迫ってきた。

 この島にはなんら生産性はない、難民を輸送してきた漁船はもはや使い物にはならない。５００人以上が生活をする電気、ガス、水道や医療費、それに食料までのすべてが日本からの援助で成り立っている。島の住人はよく働くがそれは労働党幹部の指導でこの尖閣列島を要塞化する工事にすべて従事していた。そしてついに日本政府は島の港を中国に開放して日本の自衛隊と警察は島の外の海の上の船で監視活動をするようになったが、これは中国の船の出入りをチェックするだけの仕事しかなくなっていた。政府はこの島に金を出すだけだと国会で野党に追及されて泣く泣く尖閣列島は日本の領土だが、中国に一時貸しているという条約にサインをしていた。

 これで日本政府から尖閣列島の北朝鮮人難民への援助はすべてなくなったが、中国籍の漁船で乗組員は北朝鮮人難民という漁船団が５０隻ほど尖閣列島の海で自由に操業していた。島の平地には缶詰工場が建設されていたばかりか、中国軍のヘリポート、それに高台には砲台も見えていた。トランプ大統領は「これは日本人が一番弱い「人道上」という国民性を利用された」と嘆いていた。そして日本の安倍首相も「あの時、心を鬼にして北朝鮮からの難民を自衛隊の船で強制送還するべきだった」と語っていたが、もうこれは後の祭だった。(これは空想のコラムになります)
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    屁理屈コラム…朝鮮半島有事で世界核戦争が勃発か?、それとも偽装難民を日本に上陸させる大掛かりな芝居だったのか?
    屁理屈コラム…朝鮮半島有事で世界核戦争が勃発か?、それとも偽装難民を日本に上陸させる大掛かりな芝居だったのか?

★～朝鮮半島で戦争が起こった時は韓国や北朝鮮から難民が日本へ数万人押し寄せてくると予想されている。その多くは漁船で来るというがかなり船の事故でも被害が出るだろう。この戦争はミサイルが主体というが、これは最初の数発のみで米軍は北朝鮮のミサイル基地や核軍事施設をこれもミサイルで攻撃して破壊するからミサイル戦争そのものは一瞬で終わると思う。

 しかし、これからが３８度線の攻防となり戦争も戦車などの歩兵部隊が中心になりゲリラ戦になると私は思う。このゲリラ戦になるとやはり訓練された北朝鮮の特殊部隊のほうが韓国軍よりははるかに強いからこの戦争は数年も続くことになる。

 そうなると北朝鮮が必要とする民生品と称した物資は中国とロシアからどんどん入ってきて米国は中国とロシアとの戦争にも発展しかねない。そこでトランプ大統領は平城に核爆弾を落とすということを決めた。もちろんこの「核」は戦争を終わらすための広島、長崎と同じように「平和の核」というだろう。この米国の核爆弾一つの投下で北朝鮮は崩壊してこの北朝鮮は韓国に統一されるというシナリオは中国とロシアにとっては絶対に都合が悪いことになる。そこで中国もロシアも核をアメリカ本土に落とす計画となった。

 そこで国連ではこの第二次朝鮮戦争を休戦にするという決議がなされた。北朝鮮軍は３８度線から約２０キロ南下侵入していたが、ここが休戦ラインと決められて戦争は一旦終わった。しかし、北朝鮮軍は韓国軍、米軍連合軍と互角に戦いそれを指導した金正恩は金日正以上の英雄だとして戦争の勝利の神様として祭あけられていた。

 一方で日本に難民として韓国国民５万人、北朝鮮国民は５万人ほどだったがこの半分は偽装難民になる、韓国国民は日本政府によって強制送還されたが、北朝鮮はこれらの難民を祖国を捨てた非国民として帰国すれば処刑をするという声明をだしていた。そのことで北朝鮮からの難民のすべては帰国困難な難民に指定された。この５万人が「在日難民」としての組織を立ち上げた。この組織は当然ながら朝鮮総連の下部組織となり、この難民への日本政府との援助の交渉などもすべて朝鮮総連がするようになった。

 これらの北朝鮮の人々は赤ちゃんのころから思想教育を受けている。たとえ難民となっても北朝鮮への愛国心は日本の文化に触れてもそう簡単には変わらない。こうして難民として日本に住むようになった５万人の人々はやがて同胞と結婚して子供が生まれる。その子供もやはり祖国の思想を受け継ぐだけならいいが、この日本で日本人相手に思想を広めるという運動が起こるのはこれまた当たり前になる。

 しかし、日本政府はこういうことになることは第二次朝鮮戦争が始まる前から予想していた。だから「テロ等予備罪」を急いだことになる。もっといえば、日本政府もこの戦争は金正恩が考えた日本政府転覆のための戦争だということを予想していたことになる。そのために北朝鮮は日本に難民として潜入する農民や漁民、それに科学者、技術者の労働者を選抜してスパイ工作集団として訓練していたのです。つまり、第二次朝鮮戦争というのは日本国乗っ取りの５万人の非武装の思想兵士を日本に合法的に送り込むための大掛かりな北朝鮮の芝居だったと思えばすべてにガッテンがいきます。

 やがてこれらの朝鮮人の里帰り運動(墓参、冠婚葬祭など)が起こりこれも「人道上」から認められて万景峰号が新潟の港に出入りするようになった。この船には５万人が稼いだ日本円、それに最新の家電の製品、労働者が仕事で知り得た技術までも満載して合法的に北朝鮮と日本を頻繁に往復していた。そして北朝鮮は核の実験を一時中止していたが、これは最後のカードとして今も温存している。ミサイル発射事件どころか拉致問題までも日本の政府は北朝鮮に対しては手も足もでなかったばかりか、これらの在日難民のテロ、そしてスパイ活動に対しても間接的には物心両面の難民としての手厚い援助をしているので北朝鮮にすれば笑いが止まらないだろう。

 これらの在日難民は組織力(5万人)を背景にあるゆる会社を設立、飲食業などの商売にも手を出し大成功をしていた。それも脱税がしやすいような現金商売ばかりで新たに在日難民系の銀行や北朝鮮系の各種学校も手に入れていた。そして朝鮮総連の組織までも乗っ取り北朝鮮政府直轄の組織になるのには３年もかからなかった。


 


金正恩は身内の演説で「我が国はあの戦争で主体思想(しゅたいしそう)の種を５万も日本に植え付けて我が国の思想が影響できる領土を増やした。今後さらに我が同胞は細胞のように子孫と主体思想を増殖させ１００年後には日本国を銃を使わないで占領できる」とまで言い切り、それまでは核保有の正当性を再度確認していた。一方のトランプ大統領は「これは日本人が一番弱い「人道上」という国民性を利用された」と嘆いていた。そして日本の安倍首相も「あの時、心を鬼にして北朝鮮からの難民を自衛隊の船で強制送還するべきだった」と語っていたが、もうこれは後の祭だった。(これは空想のコラムになります)

★～画像は今年最初の「幸せを呼ぶ紅白のつつじ」になります。去年のつつじは↓ここから入れます。特集…幸せを呼ぶ紅白のつつじ １号～8号・ロームのつつじ


[image: ][image: ]













    屁理屈コラム…ブロッコリーの健康法・エレンギ　いけ菜ばな　イナコ流家元　イナコ・創味シャンタン、粉末タイプ
    屁理屈コラム…ブロッコリーの健康法・エレンギ　いけ菜ばな　イナコ流家元　イナコ・創味シャンタン、粉末タイプ

★～ブロッコリー健康法…すべての検査の数値がダウン
３か月毎に血液検査をしているが、中性脂肪(２１０)(正常値は３０～１４９)を除いてすべて正常値になった。この中性脂肪も前回は４４７だったから大幅によくなっている。尿酸も最大８,１から５,４と正常値になった。

 そこで医師が何か?生活に変化があったのかと聞くが、病状が悪くなった場合には色々自分なりに考えもする。しかし、良くなった原因を急に聞かれてもそれはわからない。強いて言えばほぼ毎日ブロッコリーを食べている、このブロッコリーが高くて手が出ないときはほうれん草に変えている。それともう一つは大好きだったビールとワインをやめて焼酎１本にしたことぐらいかな?

 ということはブロッコリーを積極的に食べて焼酎を飲めばこのような健康体になるのかもわからない。検査項目は２１あるが、一つを除いてすべて正常値以内の検査報告書をおかずにして夕べは焼酎を飲み過ぎて久しぶりの二日酔いで連載小説が書けずにこのコラムで誤魔化しています。チャンチャン

★～エレンギ　いけ菜ばな　イナコ流家元　イナコ
生け花の流派を立ち上げたが、生ける素材に困っています。これまで菜の花(白菜)、ブロッコリー、菜の花(カラシナ)、きのこの山、スイスチャード、今回の第６弾は「エレンギ」になりました。

 これはスーパーで買ってきてそのままコップに入れるだけだと思っている人も多いが、どっこいこれがかなり難しいのです。まずいい形のものを選ばなければならない。たとえば今回のエレンギだが、小さなものから大きなものまで、それに珍なる形と全体のバランスも考える必要がある。１００袋ほど山積みされている中からこれを選ぶという行為こそが芸術であり、これまたボケ防止になるのです。(６８円)

★～創味シャンタン　粉末タイプの試食宣伝販売
スーパーでの各種試食宣伝販売だが、この販売員は海千山千の人たちで「買う客か?買わないかは」は一目でわかるらしい…したがってこの試食をやっていても販売員は私とは絶対に目を合わさない。そらま～試食といっても金はかかっているからね～X

 ところが客が少なかったのか?、それともこの販売員がド素人だったのかはわからないが、な、なんと私にこの試食のポテトフライを差し出してくれるではないかい。これは私の人格と人権を認めてくれた証拠だと思ったので嬉しかった。もちろん感謝を込めて一つ買ったのです。

 ちなみにこの「創味」という会社は京都にあります。京都人は「いけず」という悪い評判があるが、この創味の女性宣伝販売員は人を差別しないものすごくいい人だと思った。ちなみに買ったスーパーはスーパーマツモト洛南店どす。(１４８円)…そか、次の小説「働く女性たち　駆け込み寺居酒屋ポン吉」はこの綺麗な女性を主人公にすることに決定しました。

★…画像は「いけ菜ばな　ブロッコリー」「いけ菜ばな　エレンギ」「創味シャンタン粉末タイプ」
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    屁理屈コラム　イオン洛南店の警報誤報と天井からの水漏れ事件の教訓・いけ菜ばな　スイスチャード
    屁理屈コラム　イオン洛南店の警報誤報と天井からの水漏れ事件の教訓・いけ菜ばな　スイスチャード

★…イオン洛南店の警報誤報と天井からの水漏れ事件の教訓
 ４月１７日午後３時ごろ私はイオン洛南店の２階のフードコーナーにいた。このコーナーは店舗が約１０店、それにゲームコーナーも近くにあり各店の換気扇や厨房からでる騒音でかなりやかましい。そして店内放送も聞こえにくい場所になる。

 そんな騒音の中でも異変を知らせるのか?強烈な電子音が鳴り響いた。そう私もこれはなんかの合図だとは思ったが、それが火事なのか?、緊急に避難するのか?の判断材料はなかった。各フード店の店員はそんな音は気にしないのか、その意味も知らないのか?、みなさんそれぞれ働いておられました。これらを判断した客もこの電子音を気にしながら誰も席を立つものはいなかった。

 このコーナーからイオンの売り場も見えるので見たが、そこに慌てる店員の姿もなく普通の光景だった。店内放送も聞こえなかったので私も安心していた。そして１階に降りて見るとレジの北側の通路の天井に内蔵されている店内放送用のスピーカーやその隙間から滝のように水が落ちていた。その距離は約４０mで約２０台あるレジの大半は閉鎖されて水浸しだった。

 やがて警報音も止まり、店内放送で「一階の水漏れのために滑るのを注意してください」の放送があった。これで通路の店舗も営業中止、それにサービスカウンターも水の中の孤島となっていた。

 結果的には雨のための水漏れ?、スプリンクラーの誤報作動?、なにが原因だったかは私は知らないが、それにしても電子音の警報が店内に鳴り響いているのに店員の誰１人が危機管理意識を持たずに全員が「これ?なんの合図」という顔をしていたことへの私は危険を感じていた。

 私もこのイオン洛南店ヘは開店の時から買い物に行ってはいるが、こんな電子音の警報を聞いたのは初めてでなんの意味かはわからなかった。それなら日頃の訓練として店員や客にこの警報音を常に聞かしてもしこの警報が鳴れば客の誘導をどうするか?、客はどう対処するのか?、を徹底的に教え込まないと本当の火事の時にはなんら役に立たないことが今回の誤報の警報でわかった。

★…いけ菜ばな　イナコ流家元　第５弾は「スイスチャード」
流派発足後、白菜の花芽、ブロッコリーの花芽、カラシナの花芽、きのこの山と作品を発表してきたが、そんなに反響はなかった。それはやむを得ないことで有名ないけばなの流派は江戸時代からある、それでも昨今、いけばなを習う人はかなり少くなくなっている現状からすれば我が流派はこうしてネットで何千人の目に触れている。

 今回は「スイスチャード」という味はほうれん草に似たカラー野菜になる。これは茎の色がそれぞれ違う葉っぱを１枚ずつ４枚～５枚でワンセットで１４０円で売られていた。使う意味とはやはり野菜サラダ等の色添えになる。もちろんいけばなとして飾った後は食べた～味は…ほうれん草だった。

★…畑に鷹?、鷲?、かかし?
都会の畑に現れた大きな鳥がいた。あるブログの記事だが、その農家では猿や猪、鹿が畑を荒らす対策に風船で作った大きな「虎」のかかしを置いたところ被害が少なくなったという話があった。

 なんでもこの地域にはこれらの対策グッズとしてどこの店でもこれらの風船風案山子が売られているという。しかし、この京都にはそんなものを売ってはいないのにこの「猛禽類」の案山子をどこで手に入れたのか一度聞いてみたいとパチリと写真を撮った。
★…画像は上から、イオン洛南店の水漏れ、いけ菜ばな、猛禽類の案山子
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    屁理屈コラム…野に咲く小さなスミレ(イナリスミレ)・いけ菜ばな　雑草(カラシナ) の菜の花を生けました・タモリ似の花
    屁理屈コラム…野に咲く小さなスミレ(イナリスミレ)・いけ菜ばな　雑草(カラシナ) の菜の花を生けました・タモリ似の花


 


★…イナリスミレ
散歩中にふと見つけた白い小さなスミレ、これをネットで調べたらどこにでもある雑草でアリアケスミレの白だとわかった。この有明海の海と空の色が赤から紫とへと綺麗に変化することで有名だから普通の花は赤紫になる。しかし、この花は白いという亜流だとわかった。

 この花は他の雑草のように群衆の中にはいない、生存競争に弱いのか?、育つところは道路の側溝の狭い隙間や他の雑草と一線を画した場所になる。この花を偶然見つけても根はコンクリートの隙間にあり移植は難しくなる。そこで私はこの花が咲いて種ができるのを待ち、その種を採取して育てた。この花は宿根で葉は枯れてもまた次の年に芽がでて毎年大きくなり５年目で２５cmまで育てた。

 その昔、「雑草は踏まれても踏まれても生きる、雑草のような人生」という思想が流行ったことがある。私はそんな安物の思想が頭の中にあるのか野に咲く雑草が大好きで常に下を見て歩いてきた。そしてポツリと他の雑草から離れて生きるこの白いスミレを私の人生と重ね合わせたのかもわからない。

 そのスミレに勝手に「イナリスミレ」という名前を付けて楽しんでいる。昨年はこの白くて可憐な花を鉢植えにしていつも行く喫茶店にら飾ってもらったところ、これが大ウケけして３名の女性に貰ってもらった。我が家の狭いベランダには５種類の雑草がある、私も含めれば６種類の雑草たちの共同生活だが、私以外の花たちは春になれば必ず花が咲きそして種を残す。

★…雑草の菜の花を生けてみました
これもどこにでもある菜の花の雑草で名前はカラシナというらしい。近所の西高輪川は３面コンクリートに囲まれているが、その隙間には堂々と真っ黄色な菜の花が咲き乱れている。この花は以前に花芽を摘んで食べたことがあるが、これは不味かった。

 今回は「いけ菜ばな」イナコ流発足記念としてこの花を生けてみた。これまで白菜、ブロッコリーの花芽を生けてきたが、この菜の花もそれに匹敵するほど綺麗なものだ。

★…画像は今年の咲き初めのイナリスミレ、去年のイナリスミレ、赤紫のアリアケスミレ、雑草の菜の花のいけ菜ばなが３枚゛、ぶらタモリのタモリさんに似ていませんか?
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    伏見稲荷大社の１３００年、奉納演奏～ピコ太郎～小池百合子都知事までの長い～「少しの運」のこじつけ～コラム
    伏見稲荷大社の１３００年、奉納演奏～ピコ太郎～小池百合子都知事までの長い～「少しの運」のこじつけ～コラム

この奉納演奏にかかわらずやはり伏見稲荷はすごい人気と人出で境内では人の渋滞が起きていました。あらためてここは商売の神様だと言う事を感じ恐れ入谷の鬼子母神。そして女子トイレも行列が…残念ながらここにはトイレの神様はいなかった。

その奉納演奏はロックのグループ３バンドでそれぞれ２回の公演でしたが、神様の本殿にスピーカーを向けるのは失礼なのか?スピーカーが後ろ向きのためにかぶりつきで観覧していた私にはシンガーの詞の内容や挨拶、語りの内容が聞き取れませんでした。これは私の耳が悪いのが原因かも?それに段取りが悪く開演時間が約１７分も遅れたが、これは無料のライブだから文句はいえない。


 


だが、これは神様への奉納演奏であって神様への約束では開演時間は午前１１時３０分となっているので八百万の神々は誘い合わせて時間に遅れないようにと一生懸命努力して会場に来ています。だって～それが招待された神様の最低のルールですものネ～それがなんの説明もなく「遅くなってすいません」の言葉もなく始まりました。

人間の私のお目当ては和バンドの歌手の「凛ひとえ」さんで小柄だが舞台では大きく感じた。約３０分の舞台のあとに凛ひとえさんとのツーショットの写真を、それに宣伝のCDをもらった。ちなみにこのツーショットの写真をツイッターに投稿すればその瞬間から１００単位でこのブログのアクセスも増え続けました。(やはり芸能記事は強い)

そのCDを家に持って帰ってパソコンに入れようとすると蓋があかない…上蓋をこじ開けても中の蓋は反応はしない。それでポータブルのCD再生機を押入れから出して聞こうとするが電池が切れている。そこでイオンに電池を買いに走るというテンヤワンヤてやっと凛ひとえさんの宣伝CDが聞けた。

まあ～わたしなんてものは演歌、または流行歌で育っていますからこういうロックの音楽は論評さえできないロック音痴になっています。しかし、私は楽器を演奏できないからこういうバンドの皆さまの演奏には尊敬いたします。しかも和バンドは尺八、琴、それに笛という和楽器と洋楽器のコラボですから海外でも大ウケすると思います。

海外といえばこの伏見稲荷大社のことがアメリカの新聞で特集されたことから外人観光客の日本での観光スポット３年連続１位になっているが、この外人観光客の多さを見ればまだ２年ぐらいは１位になるでしょう。また「ピコ太郎」というコメディアンもアメリカで火が着いたという。

この伏見稲荷大社のように１３００年もの間の下地があったからこそ本間もんの人気になったが、発足７１１年当時はこの稲荷神社も新興宗教の一つでここまでなるにはそれなりの苦労はしている。これから売り出すあらゆる分野の新商売(芸能～商売まで)の方々で成功する確率はそうありません。「継続は力なり」という諺もあるが、継続だけで成功するほど世の中は甘くはない。また成功者の格言や言葉も多くあるが、これは成功したから発せることでありまずは成功しなければならない。成功者の自叙伝より私のような失敗者の話を聞くほうが為になる。

私の持論だが、「成功するにはある程度の才能とある程度の努力と少しの運」だと思っています。どの分野でも現在成功しょうと思って活躍されている人のすべてに「才能も努力」もあるしされています。ただ一つないのは「少しの運」だけです。もちろん私も作家としての才能もあるし?努力もしていますがやはりないのは「少しの運」だけです。

「運」といえば東京都知事の小池百合子さんになります。百合子さんも才能もあるし努力されていましたからこそ国会議員にも大臣にもなったが、その後、さらに上を目指す芽を摘まれていました。ところが舛添知事の失態から都知事選挙に、そして参謀には若狭議員と都議、区議の自民党への裏切り劇らがマスコミを賑わしたがこれが小池知事の「運」になった。

この「運」を科学的に解明した学者はいない。しかし、これらの科学者も「運」がなければ世に出なという不思議もある。一方ではノーベル賞、片や同じ研究をしていても少しの運がなかっためにということはよくある。私の結論としては「ある程度の才能とある程度の努力のある人は」運が飛んでくるまで待とうホトトギスの心境で今の活動を続けながら成功を信じるしかないと思う。

ただ企業においてはこの才能も努力もしない経営者がなんと多いことか、才能も努力もないから当然ながら「運」も飛んではこない。したがって倒産するしかない飲食店、病院やタクシー会社のなんと京都では多いと嘆いています。

[image: 生ビール]…長らくここまでこじつけのコラムを読んでいただいたことを感謝します。次回は「伏見稲荷大社の物語」の７１話になります。


[image: カメラ]…画像は凛ひとえさん
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    屁理屈コラム・煙となんとかは高い所が好き、三井寺の奉納演奏コンサート「凛ひとえ」さんらの和バンド公演・三井寺のゆるキャラ　べんべん
    屁理屈コラム・煙となんとかは高い所が好き、三井寺の奉納演奏コンサート「凛ひとえ」さんらの和バンド公演・三井寺のゆるキャラ　べんべん

★…「煙となんとかは高い所が好き」
三井寺は標高３５４mの長等山の中腹にあるが琵琶湖を一望できる展望台からは下界がよく見える。私はビルなどの高い所は高所恐怖症だが、標高１００～３００mの山は大好きでよく登り歩く。ここからは大津京駅前のタワーマンションやタワーホテルが眼下に見えるが、このタワーマンションは高いほど価格が高いという。しかし、どんなビルでも地下もあれば２階も３階もある。

 この高層マンションに住んでいるいわば高層の人たちは景色はいいが、２階～３階の住人はなんで高層マンションに住んでいるのだろうか?誰かに住んでいるところを聞かれて、
 「私は〇〇タワーマンションに住んでいます」
 「へえ～それはすごいですね～景色がいいでしょう?何階ですか?」
 「はい、２階に住んでいます」

★…「信長も秀吉も家康も高い所が好きだった」
信長の安土城、秀吉の伏見城、秀吉の大阪城の天守閣もかなり高い。それに京都タワーと私が高い場所に行ったのを羅列した。それぞれになぜ?この地に城が必要だったのかは城の天守閣に上がれはすぐわかる。

 さらに秀吉の墓所も階段２５５段の山の頂上にある。ここからは御所も清水寺も眼下に見れるが、これが天皇や寺の勢力を死んでからも上からけん制していたことになる。人はなぜ?山の上から下界を見るのが好きなのか?、よく「上から目線」というが、これは悪い意味になるが、人は誰でも上から下を見たいという願望があるからという結論と私はしたい。

★…三井寺の観音堂(西国三十三所観音霊十四番場札所)
この奉納舞台で三井寺の奉納演奏コンサートが開かれて私も行ってきた。この舞台は規模は小さいが清水寺の舞台のように山の谷に柱を立てた舞台になっている。しかし、この舞台も相当古くてロックのような電子音には慣れていないのでいつ崩壊するのかと心配で心配で…ところが無事だったのでこの話にはオチがない…。

★…三井寺の境内には気象庁の桜の開花予想を信じてまだ桜はつぼみなのに屋台の店が数軒もでていた。花見の客は皆無で…そしてこの日からお寺も「ライトアップで大儲けしょう」と心の中でたくらんでいたが、このクソ寒い日の夜に花も咲いていない花見にくる客は少ないと思う。

 そして本題の奉納演奏(昼の部)になるが、これもやはり客は少なかった。これは観音さまへの奉納演奏だが、観音さまはこれに感謝して「凛ひとえ」にありがたい一つの試練を授けてくれたのです。それはこんな日に、しかも足の不便な滋賀県の山の中腹まで歌や演奏を聞きに来てくれるほどまだ人気はないが、この一期一会の御縁を大事にする歌手か?そうでないただの歌手かという判断をされたのです。

 これを観音さまの試練だと察知したのか、凛ひとえさんはいつもの実力以上のパフォーマンスで歌ってくれました。なにが証拠には歌っている凛ひとえさんの後ろには観音菩薩さまがリズムにのって踊っている姿の影がチラチラしているのを私は確かにこの眼でみました。凛ひとえさんにご加護がありますように。

★…そして画像のオンパレードになる。三井寺のゆるキャラ「べんべん」君
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    屁理屈コラム…安いスマホを買って往生しています・幸せを呼ぶ紅白のつつじを探しましょう・屁理屈コラムを電子書籍に
    屁理屈コラム…安いスマホを買って往生しています・幸せを呼ぶ紅白のつつじを探しましょう・屁理屈コラムを電子書籍に

★…安いスモホを買って往生しています。その２
月々２８８０円(保険は別)という安いスマホだが、これがミニギガという容量が少ないものだから高速でインターネットを使う時間が決められている。３月に買った時はスマホが慣れていないのでなにをするにも時間がかかったのか?、１０日ほどで高速の容量が切れた。そこでケータイのメーカーから０,５ギガ６００円ほど、１,０ギガ１０００円ほどで追加をすればまた高速で繋がるという。

 しかし、元々安いスマホが魅力で買ったのに追加の金を払うのは腹が立つのでそのまま使っていた。もちろんネットはできるが、これが遅い、オソイとグチを書いたのが先月。そして４月１日からまた高速になった。今月はケチケチ大作戦でなるべく必要以外は使わないようにした。←ほな、なんでスマホを買ったのか?

そんな折、インスタグラムの存在を知った。そこで私も挑戦しょうとしたが、なんせスマホ音痴で登録設定の意味がなかなか分からない。一方では容量を気にして焦る、アセル、こうなれば余計に落ち着いて設定ができない。やたら時間ばっかし使ってやっと登録はできた。

 しかし、これから先どうして写真を掲載するのかもまだ不明。ということで今月は容量を気にしたインスタグラムはお休みします。まま、なんにしても安い物にはなんかデメリットがあるということがこの年でやっとわかった。

★…幸せを呼ぶ紅白のつつじを探しませんか?
昨年の４月２０日に近所で偶然に見事に紅白になった第一号のつつじを発見した。それからなんとなく気にしていると次々あるではないかい。その前に可憐な白い花を咲かすスミレをこれも偶然に発見したが、これも気にしてそこらを見ていると次々にあった。そしてこの花を「イナリスミレ」と命名して今も大事に育てていまます。

 これって結構人生に似ています、なにかを気にすれば次々にそれらを発見できるということと同じになります。たとえば今連載中の小説「働く女性たち　駆け込み寺居酒屋ポン吉」にでてくる女性のヒントはスーパーや近所の店の女の子との何気ない会話をヒントに話を展開したものです。

 また「伏見稲荷大社の物語」８５話も現在の政治家の汚職や天下り、それに「忖度」などは１２００年前の平安時代ではどうだったかと考え。現在とリンクさせて書いています。つまり、世間とはあらゆる情報が乱れ飛んでいるが、それを自分流に把握できる能力というか?クセを磨くことだと思う。

 一つ何かを発見すれば次々何かが見えてくる。どんな悩みでも解決の糸口さえ見つかればこれも次々いい考えが浮かぶものです。とはいっても私自身の小説がなぜ売れないのかのいい発見はまだ見つからない。ということはここに書いていることこそがインチキになるが、自分のことは自分ではわからないから悩むのですよね…ホホホ


 


★～本日の屁理屈コラムだが、なにかが足らない気がする。書いている本人が足らないといっているのだからこれを読んだ人もそう思っているかも?、スーパーのレジ係でも一言もしゃべっていないのに妙に気が合う人とウマが合わない人がいる、もちろん以心伝心で相手もそう思っているだろう…トランプ大統領と安倍首相と馬が合うというが、これは怖い!、戦後生まれの私だが、死ぬ前に第三次世界大戦を体験するかもわからない。


 


★…この屁理屈コラムを電子書籍にしました。
この屁理屈コラムは小説を書く間でネタに困ったら苦し紛れに書いたものです。なんせ２日に１回の更新に追われているからです。ところがブログの過去記事アクセス解析を見ると上位のすべてがこれらの「コラム風」のページになっています。

 中には数年前に書いたなんでこんな記事がアクセス累計５０００回で１位なのかがわからない時があります。いわば書いている本人がイチオシだと思っても読者はまた違う感性で読んていることになります。ということでこれからは自分で判断せず、すべての「屁理屈コラム」を電子書籍に収納することになりました。
★…無料の電子書籍「屁理屈コラム」…これで１５話になります…★←ここをクリックする。★★★
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    屁理屈コラム…２０年目のおはぎ・老い桜・筍ごはん(神崎屋さんの筍)・独居老人のつまらない独り言コラム
    屁理屈コラム…２０年目のおはぎ・老い桜・筍ごはん(神崎屋さんの筍)・独居老人のつまらない独り言コラム

★…２０年目のおはぎ
年取るとなぜかこういう昔の甘いものがほしくなる。和菓子の専門店なので２個だけ買うのは恥ずかしいからと数年は買わなかった。しかし、この店には色白の美人の人妻風の店員がいるのを知っていた。今日もたまたまいたので勇気を出して買おうとしたら、そのお目当ての店員とすれ違いにかなりのおばちゃんが目の前に現れた。

 あらら、「世の中はそんなに甘くはないと」しぶしぶそのおばちゃんに、
 「あの～おはぎ２個でもいいですか?」
 そしたらそのおばちゃん、ニコリともしないで２個をパックに入れてくれた。

 この日は通常１個１３０円だが、１００円の日だったから客は多い。本来はこんなものは１個でいいが、１個では店もパック代も袋代にもならないだろう?だから気を使って２個買ったのにと心の中で思っていた。その夜、焼酎を飲みながらこのおはぎを食べたが、この前いつ食べたことを思い出そうとしてもそれは阪神淡路大震災より前ぐらいとしか思いつかない。たった２個のおはぎでもこういう屁理屈コラムが書けるからまだまだボケてはいない証拠になる。そのおはぎの甘いこと甘いこと…次も２０年後に買おうっと…!

★…老い桜
もうかれこれ５年ほど前にこの朽ちかけた桜の木を気にしていた。まだそのころは木の真ん中辺りには枝があって花が咲いていた。その枝もすべて枯れて根っこから新たな細い枝が伸びて花を咲かしていた。その今年はもう本体は真っ黒く枯れて根っこの弱弱した枝から少しの花が咲いている。

 このソメイヨシノの寿命は８０～１００年とされている。８０年前といえば戦前になる、この満開の桜の木を見ながら育った若者らが戦争で亡くなった人も多いことになる。ところが今日のニュースではアメリカ軍がシリアの軍施設をミサイル攻撃したという。もしこのまま戦争になれば日本からも自衛隊が出動するのは当たり前になる。

 これらを予想したように安保法制の国会通過、それに安倍首相夫婦が感動したという森友学園での「教育勅語」の暗唱など、どれもこれも１本の道に繋がっているような気がする。この老い桜が後何年もつかはわからないが、せめて花が咲いている間はこの桜の下で発泡酒のビールだが、独り花見の宴会をするつもりだ。(昨年も同じ記事を書いた記憶がある…)

★～筍ごはん(西国街道…竹の里)
もう連読ではないが、かれこれ５０年間は向日市にある神崎屋さんの「筍ごはん」を買っていた。それまでは仕事中に車で立ち寄り昼の弁当にしていたが、５年ほど前からは年金暮らしでここへは自転車で買いにいっていた。その今年だが、少し体も弱ったのか筍の季節になっても自転車では辛くて買いそびれていた。

 私の家の前からこの神崎屋さんまでは旧西国街道で１本道になるが、向日兵稜に向かって長い登坂になる。途中に桂川の久世橋があるが、それを渡れば旧久世村(現在は京都市に編入)になる。この桂川を境に京都市内と乙訓郡(向日市、長岡京市、大山崎町)などの市外になる。私はこの歴史ある乙訓郡で育ったから京都人ではない。つまり、こっち側に住んでいる人間は今の京都のことを「京都」に遊びに行くといっていた。

 しかし、この乙訓郡こそが平安京の前の長岡京があった場所になる。いゃいゃ、そればかりかこの地には「卑弥呼の邪馬台国」があったのです。その卑弥呼のお墓は「元稲荷古墳」であると歴史小説家の私はここに断言します。都が京都に遷都された後のこの地は荒れ放題で竹の根がすべての歴史を覆い隠してしまったのです。だから証拠はないが…。

 こんなことを思いながらスーパーで「筍ごはん」を買ってきてランチに食べただけの話です。こんなつまらない話を長々とここまで読んでいただいた方々に感謝いたします。次回は「働く女性たち、駆け込み寺居酒屋ポン吉」の４４話を書く予定どす。


 


[image: 義理チョコ]卑弥呼の邪馬台国は長岡京にあった!卑弥呼の墓こそ「元稲荷古墳になる」という長岡京説　６４話
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    屁理屈コラム…「イオン、野菜売り場の近くに産直の野菜が?」…「ビンゴ５新発売」…「ワコール本社前の桜が咲いた」
    屁理屈コラム…「イオン、野菜売り場の近くに産直の野菜が?」…「ビンゴ５新発売」…「ワコール本社前の桜が咲いた」

★…「イオン、野菜売り場の近くに産直の野菜が?」京都洛南店　ねね屋
我らど素人が思うには同じ店内に野菜売り場が二つあれば競合してどちらも儲からないと思う。しかも、産直の「めぐみの郷」のほうがイオンの野菜よりかなり安い。たとえばブロッコリーならばイオンは１７８円なのに同じ大きさで１２０円ほど。ほうれん草などの葉物野菜もイオンは１４８円で産直は１００円だった。しかも、イオンは消費税は別だが産直は税込み価格になっている。さらにレジ袋は有料と無料の違いもある。

 このめぐみの郷の野菜は当日の朝に運ばれてくるからこれもイオンより新鮮野菜になる。こういうことでこの産直は京雀の口コミのウワサになってかなりの人気になってきたようだ。しかし、やっぱり解せない?、この産直の店にはやはり店員も数名働いている。これで儲かるとはとても思えないからだ。

 そうなるとこのイオンの戦略で儲からなくても客寄せになれば当然ながら他の店での買い物もするし食事もするという相乗効果を狙っていることになる。この野菜らにはすべて生産者の屋号、氏名、それに産地も書いてある。一方で農家の生産者はどうなるのか?、私が買ったブロッコリー２個入り１２０円はかなり安いしかなり旨かった。それでも採算が取れているのならば客よし農家よし店よしの三方両得になる。そういえば町内に必ず一軒はあった八百屋さんは元より魚屋さん、お酒屋さん、豆腐屋さん、煙草屋さんは消えてしまった…合掌

★…「作家の夢は夢として、宝くじに夢を託す」
これまた水曜日に抽選のビンゴ５という宝くじが販売された。これで月曜日～金曜日まですべて「数字選択式宝くじ」が揃ったことになる。全部１日１枚を買えば週に１１００円の出費になるが、ロト７ともなれば最高１０億円の大当たりになる。

 まま１０億円はともかく１億円はほしい…この私がもし本を出してそれが大ヒットした上に直木賞を獲得する確率とこの数字選択式宝くじが当たる確率とどちらが高いといえばどちらも同じぐらいになると思う。それならと私も新発売のビンゴ５を試しに１枚買ってみた。

★…「ワコール本社前の桜が咲いた」
この公園には２本の大きな桜の木がある。まだつぼみだが、ほんの一部分のみ満開の場所があった。この桜でも南側の日が良く当たる場所と北側では咲き具合が違う。しかし、いずれ時間差ですべて満開にはなる。

 一方の人間社会では日が当たる家庭と日が当たらない家庭で生まれた子供はやはり差が出ることになる。その昔、産院で赤ちゃんの取り違いがあって一人の男の赤ちゃんは医師の家に、もう一人の赤ちゃんはトラック運転手の家に帰った。そしてその数十年後のこの赤ちゃんの一人は医大を卒業して医師になった。もう一人の赤ちゃんは高卒でトラックの運転手をしている。

 いゃいゃ、別に医者が立派でトラック運転手が悪いという職業差別は毛頭ないが、生まれた家の環境でやはり教育には差が出ることになる。先の桜は時間差ですべて満開になるが、我ら人間もこの差のない社会にしなければならないと思うだけどす。
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    屁理屈コラム…野菜生活に目覚める独居老人、新鮮野菜とブロッコリーにハマッテいます。安いスマホの欠点
    屁理屈コラム…野菜生活に目覚める独居老人、新鮮野菜とブロッコリーにハマッテいます。安いスマホの欠点

★～「新鮮野菜の本当の意味」
そら～わてだって野菜は新鮮なものほど美味しいぐらいは知っています。それが最近のことだが、キャベツが少し残っていてそれにその日買ったキャベツと半々ぐらいで生で食べた。これがほんのり甘くて旨かった。ところが古いキャベツに偶然にも箸がいってそれを食べたが、これは超不味かった。

 この時生まれて６８年間で初めて本当の意味の「野菜は新鮮が命」とわかった。つまり、私が思っていた「野菜は新鮮なほうが美味しい」のはお題目でしかなかったのです。こうして古い野菜と新鮮な野菜を食べ比べるというチャンスでわかったからです。

 こういうことなんてものは野菜に限らず世間にはいっぱいあると思う。たとえばなんとかと女房は新しいほうがいいというが、これも新しい女房と古い女房とを食べ比べしなければわからないことになる。わてなんてものは独居老人ですから、少々傷んで賞味期限が切れている人妻でもありがたくいただきます。はい…。

★…「ブロッコリーにハマッテいます」
ある畑の直売所で見事に大きなブロッコリーを1個１００円で買ったが、これをラップをかけてチンしたところ見事な緑色になり、それをマヨネーズと出汁醤油で食べたらメチャ美味かった。これが病みつきになりスーパーの特売の９８円のブロッコリーを同じ方法で試したがこれはそんなに美味くはなかった。(スーパーの特売の野菜は当たり外れがある)

 なにせ野菜生活に目覚めた私はこれで諦めずにイオンの中の野菜直売所でまたブロッコリーを買っていた。もちろんキャベツもほうれん草もだが、結局のところこの野菜の味付けは「出汁醤油」に限ると感じている。この出汁醤油だが京都で有名な「創味のつゆ」は高くて手が出ない。

★…「安いスマホにはやはり欠点がある」
月々２８８０円という安いスマホを買ったが、それを使って１０日ほどでケータイ会社からメールがあった。それによると「もう規定の高速扱いの残量がないからさらに０,５ギガ６００円ほど、１,０ギガ１０００円ほど」を買えといってきた。このスマホのウリは、「スモホデビュー割引」という商品でいわばスマホのことは素人になる。しかし、買う時にこんな説明はなにもなかった。

 しかし、こんなものに金を使うのはもったたいないからそのまま使っているが、なにせネットにつながるのが遅い、オソイ、ので腹が立つときがある。また１日にミニギガという高速につながるが今度はケチケチして使いましょう。やはり安い物にはなにかしらの欠点があるということを６８年の人生で今頃わかった。合掌
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    屁理屈コラム「恥ずかしながらこの年でスマホデビュー・LINEデビューします」…音川伊奈利
    屁理屈コラム「恥ずかしながらこの年でスマホデビュー・LINEデビューします」…音川伊奈利

「スマホデビュー割引プラン」という案内はがきがソフトバンクから来た。それによると通信費が２８００円、機器代金が８０円で合計２８８０円でスマホが持てるという。実際には保険料を入れて月に３６４０円と今使っているガラケーとはそんなに変わらずこれに飛びついてしまった。

 ところが「スマホデビュー割引」という割にはなんら取り扱いの説明もなくスマホを手渡された。それには充電器は付いて入なかった、スモホデビュー割引ですからそんな充電器は家にはないから買いに走らなければならない。そして画面をタップしたが、なんせ老人の指では乾燥しているのか反応がない?そこでタッチペンを買ってきて挑戦中であります。まずは写真を撮ってUSBケーブルを買いに走りUSBで画像を取り込もうとしたが、まったく反応をしないのでソフトバンクのショップへ。

 もうここまでで３回も備品を買いに走っている。そしてそのショップで「デパイス」のロック解除の仕方を教えてもらい家に帰ったが、これまた今度はPCの画面に「インポートするものがありません」とでる。そこでまたショップへ行くが、この約１時間ほど私のスマホをいじくりまわしたが、
 「スイマセン、わかりませんからこのパンフの京セラのお客様相談室へ電話」してという。この時に初めて「このスマホのガイドブック」をくれたが、こんなものは最初にくれなければならない、なんせ私は「スマホデビュー」なのですよ～ソフトバンクさん。

 そして京セラに無料電話すると「画面の上のアンテナ付近をタップして下に下げるとなにやら文字が、その最後の文字をタップすると画面が取り込めた。この電話の時間は約３分ほどで解決をした。(ケータイショップより、メーカーの方が親切だということがわかった)

…LINEのデビュー
このLINEをしょうと思ったら一番最初にソフトバンクと契約した時の暗証番号がいることがわかった。ところがガラケーそのものは１０数年使っているからその当時の「暗証番号」なんてわかるはずがなくまたソフトバンクのショップへ、これで３回目になる。(格安のケータイは極端にこの店が少ないからスマホ初心者には不向き」

 なにはともあれLINEがつながり最初にきたラインは近所の居酒屋のママさんからで、
 「今、店が暇なので遊びに来い」という誘いだったが、もうこのスマホに振り回されて疲れて寝てしまった。最初のLINEデビューの記念すべき人は…美しい女性でこれについては縁起がいい。

 ところでこのLINE仲間を見つけようと思ってスマホの電話帳(約１０年分)を見たが、数こそ多かったが、たとえば「小林」とか「幸子」という名前だけでどこの誰だかまったく忘れている人ばかりだった。そこでわからない、または縁を切った人の名前を順番に削除をしたが、残ったのはわずか１０名ほど、しかもLINEをしているような人はほんの３名だった。その３名からもなんの反応もない。

 年金暮らしの独居老人にこんなスマホもLINEもいらないがこれもボケ防止の一つになるかもと今も目を真っ赤にして自由に動かない指を無理して動かしています。ちなみにこのドタバタで連載の小説が書けなくなったのです。キャハ
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    屁理屈コラム…「コラムとは?」「妻には妻の人格がある」「次の選挙で民進党は崩壊する」「小池新党に期待するのか?」
    屁理屈コラム…「コラムとは?」「妻には妻の人格がある」「次の選挙で民進党は崩壊する」「小池新党に期待するのか?」

1…「コラムとは?」
このコラムで有名なのは朝日新聞の１面の「天声人語」につきると思う。この新聞の大見出し、そして小見出し、さらに小さい見出し(小柱)がコラムだという説もある。また小さな囲み記事をコラムだという人もいる。いずれにしても字数が少ないことが共通になる。

 原稿用紙３００枚の長編小説の説明文(あらすじ)を１２００字(原稿用紙３枚)程度で書いた物もある。これなら３枚で書ける物語をわざわざ３００枚までに引き延ばしたのかと思う。その反対に私の短編小説だって長編小説に長々と引っ張ることもできることになる。

 いわばコラムとは必要以外の状況説明を極力さけた短文ということでいいのかと思う。しかし、この原稿料というのは原稿用紙１枚でなんぼ?というのが相場になる。こうなるとコラム作家というのはあんまり儲からないので長編に挑戦するのかもわからない。

２…「妻には妻の人格がある」
安倍首相が森友学園の事件で昭恵夫人が悪徳教育者に騙されて名誉園長、名誉校長にされた上にそれらを武器として政府の近畿出先機関や政府に働きかけることによって約８億円の値引きがされた事件があったが、安倍首相は「妻には妻の人格」があるから夫である首相には責任がないといった。

 この手は我ら巷の人間にも使えます。たとえば妻がホスト遊びをして莫大な借金を作った、また妻が飲酒運転でひき逃げて逮捕された場合でも「妻には妻の人格」があるから夫には責任がない。そしてこの反対もあります、それに二十歳以上の子供達の事件も「二十歳過ぎればそれぞれの人格」があるから親にはまったく責任がない。

 安倍首相がいう「美しい日本」とはこういう人格を尊重した素晴らしい国という意味だったのです。幼稚園児のころから「教育勅語」を暗唱さす道徳の学校を安倍首相と昭恵夫人が目指しているのですから美しい日本です。

３…「次の選挙で民進党は壊滅する」
この森友学園の問題で民進党はかなり活躍されています。この問題もやはり「政治と金」になります。政治と金といえば企業献金、それに団体献金が腐敗の元凶であると誰もが思っている。その団体献金、それに票の取りまとめをしている連合労組に気を使って「原発反対」の政策を降ろしてしまった。

 原発については賛美両論はあるが、問題は連合からいいように利用されている民進党の姿が醜いからです。これは昭恵夫人を利用して権力に近づいた悪徳教育者と連合が同じになるからです。悪徳教育者が国会議員に接触して札束を渡すのと、連合が金と票を民進党に渡して脅迫するのもまったく同じです。

 あぁ、それなのに自分のことは棚に上げて安倍首相を追及する姿は美しくはありません。民進党が団体献金をビタ一文ももらわない政党、連合から独立してなんら命令されない、市民のための市民の政党になれば私は再び「あの政権奪取前夜」の時のような応援をするかもわかりません。

４…「小池新党に期待するのか?」
自民党も民進党もダメなら、それなら「小池新党」に期待するしかないが、これは小泉劇場、民主党劇場、橋本維新劇場のすべてがイカサマだったからこの「小池劇場」も簡単には信用はできない。ほな「野党共闘」はどうかといえばここにも連合と共産系労組との市民を忘れた対立がありこれの期待はなにもしていない。

 特に京都ではこの民進党と共産党の対立が激しくて野党共闘などはまったくできない。と、なると私なんかはどの政党にも一票を入れたくないから白票になる。そうなるとまた自民党が圧勝する…結局のところこういうコラムでグチをいうしかない。
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    屁理屈コラム「高齢ドライバーの危険なボケ具合・職人と素人の違い」「妄想こそ我が人生」「トイレが綺麗になった京都の社寺」
    屁理屈コラム「高齢ドライバーの危険なボケ具合・職人と素人の違い」「妄想こそ我が人生」「トイレが綺麗になった京都の社寺」

１…「高齢ドライバーの危険なボケ具合・職人と素人の違い」
京都のタクシードライバーは準高齢者、高齢者を合わせばその８０%が危険な高齢ドライバーになる。だから京都市内を走っているその老人タクシーは約７０００台にもなるが、その割には交通事故は少ない。死亡交通事故の割合も走行距離などを考慮すれば一般のドライバーに比べれれば１%にもならないだろう。

 これはタクシーに限らない職業も同じになる。たとえば大工や左官、それに織物職人、画家、音楽などの芸術家というのは職人であって長年手や腕などの身体でその技術を覚えてきた職人技になる。この職人技の高齢者は７０になっても８０にもなってもその腕は衰えず第一線で活躍されている人が多い。しかし、これらも仕事以外になるとやはり人並みにボケと老化は一般人となにも変わらない。

 これはタクシーの運転手も同じで職人技としている運転はまともだが、一歩タクシーから降りるとやはりボケと老化は一般人となんら変化はない。つまり、運転といっても職人の運転手と素人の運転手が混在している。たしかに運転は誰でもできるし、しかも運転歴を自慢している高齢者もいるが、これはどこまでいっても素人の運転であって職人のように高齢になってもまともな仕事(運転)ができることはまずない。

 日曜大工や家庭菜園を３０年続けてきてもやはりこれは素人になるのとまったく同じで運転にも「職人と素人」がいるという区別をつけなければならない。高齢者が日曜大工で釘を打ち間違えて指に怪我をしてもこれは笑いになるが、もし運転でアクセスとブレーキを間違えたらこれは悲惨な死亡交通事故になります。また偉大な職人が自分の腕が思うように動かなくなったらこれは「いさぎよく引退」します。つまり、これも「職人と素人の違い」にもなります。

 誰でも簡単に運転できるのがこの自動車の運転だが、しかし、これは一歩間違えれば殺人マシーンになることは間違いがない。これらの高齢者も今までの人生については「職人技であり名人級」だったと思うが、それなら運転に少しでも異変を感じたら「いさぎよく引退」という名誉ある免許証返納をすべきだと私は思っています。その私ですが…４０年間無事故無違反で全日本安全協会から「国民交通栄誉章緑十字銅章」という勲章をもらっていたが、６７歳の誕生日に免許証(大型二種)を返納いたしました。

２…「妄想こそ我が人生」
人の頭の中には「想像、空想、幻想、妄想、夢想、理想」などがあるが、私はすべてを楽しんでいます。

 この中の「妄想」には病的なものもあるが、ここでいう妄想とは「いかがわしいことを想像する」という意味に使っています。この「いかがわしい」とは社会通念上よろしくない行為になるが、この行為を頭の中で考えることは誰でもあると思っています。たとえば美人OLの裸を想像してこの人とＨしている妄想を頭の中に浮かべるというのは「いかがわしい」ことでもあるがそれは行為にはならない。

 裁判官や警察官が下着泥棒をして逮捕、またエスカレーターで女性のスカートの中を盗撮して逮捕されるのとまた違う意味になります。しかし、彼らも最初はこれらを妄想しながら楽しんでいたが、妄想の世界から抜け出して現実の世界の犯罪行為をしたと思う。この犯罪者らはもし逮捕されたらどうなるかの「想像力」が足らなかったというより「病的妄想」に負けた人たちでもあるのです。

 よくテレビなどで「夢は必ず叶う」という啓発番組があるが、それは夢が叶った人たちの言い分であって誰もが夢を叶うという誇大広告にもなる。それより「夢を持って生きることこそその過程が楽しい」という風にしなければ夢が叶わなっかった時の精神的ショックは計り知れない。

 その過程の中から新たな発見があり、それをまた次の夢につなぐという柔軟な生き方のほうが楽しくはなる。しかしながらまだ無名の私が何をいってもこれはお話にはならない。やがて私の小説が売れてそれなりに有名になれば私も「夢は必ず叶う、あきらめるな!」と啓発番組でいうかも～ホホホ～なんていう妄想で一生を終わってもこうしてどうでもいい「屁理屈コラム」を書けることは楽しいということを皆様に啓発いたします。

３…「トイレが綺麗になった京都の社寺」
伏見稲荷大社が外人観光客３年連続日本一になって境内の整備がこれまた立派になりました。これはここに限らずどの観光スホットも儲かっているのか?境内、それに綺麗なトイレに変身しました。

 その昔、私が企画して執筆をした「おとしよりにやさしい京都観光」という本が発行される前に京都の観光スポットの約８０ものトイレを見て回りました。そのころのトイレは汚くて不潔でしたが、これが直接のきっかけではないが、そのころからトイレが綺麗になりはじめたのです。

 これまたその昔に美山の「かやぶきの里」に行った時に驚いたのが、この日本の原風景といわれた田舎なのに民宿や道の駅などのトイレは綺麗な洋式が主流だったことに驚いたことがあります。つまり、人が集まる場所というのはトイレが綺麗だという証拠にもなります。

 私の小説「トラック３姉妹・ダンプ姉ちゃん理恵」でも男の現場に女性を進出させようと思ったら女性専用の綺麗なトイレを設置することと訴えています。これから町おこし、村おこしを企画されている団体なども「日本一綺麗なトイレの町」などと宣伝する必要があります。
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    人生残り３０年のコラム…「７２００名が気が付かないスーパーのミス」「パソコン音痴」「バカナス 役立たず 嘘つき」「妄想から小説」へ
    人生残り３０年のコラム…「７２００名が気が付かないスーパーのミス」「パソコン音痴」「バカナス 役立たず 嘘つき」「妄想から小説」へ

１…「７２００名が気が付かないスーパーのミス」
 お１人様１点限り 先着４００点限りの「桃屋 ごはんですよ!」１６８円があった。もう残りはわずか５個ほど、それを１個買ってレジに、この日は買い物の数も少なくレジを済まして何気なくレシートを見ると１６８円のはずが２３８円とプリントをされている。

 そこでサービスカウンターに持っていくとその係は「ごはんですよ!」を手に持ってその売り場に確認に走った。そこでやっとこのミスに気が付いて７６円也の返金を受け取ったが、そこで私が、
 「これって４００個近くも売れているのに誰からもクレームはなかったの?」
 この質問には答えずにただ「スイマセン」というだけだった。

 しかもこの店、折り込み広告には京都府内の店舗１８軒共通とあるから数千個が売られている。コンピューターだってセンターで統一されて設定されているだろうと思う。ということはこれに気が付いたのは７２００分の一の私だっただけになるが…このスーハーでは以前も数回これと同じことがあった。しかし、いずれも家に帰ってから気が付いたもので今更店にいうのもなんだと諦めていた。

２…「バカナス 役立たず 嘘つき」
最近、世間には野鳥の餌が少なくなったのか?我が半畳農園にも野鳥が遊びに来るようになった。お目当てはナス科犬鬼灯(いぬほおずき)の黒い実で実には毒があるというのに２種類の野鳥がこれを取り合いしている。

 この犬鬼灯は別名、バカナス、役立たずともいわれて花言葉は「嘘つき」という、だからか園芸種としては売られていない。まるで私のことを言われているような気がして大事に育てています。しかし、こうして冬場の野鳥の餌がないときは野鳥もしかたなくこれを食べているようです。

３…「パソコン音痴」
Windows10にバージョンアップしたと同時にケータイのカメラのSDカードから画像が取り込めなくなった。そこで無い知恵をしぼって色々パソコンの設定をなぶりたおしたが、その時間は約３０時間は超える。結果、なにも治らなかった。

 そこでやむなくケータイからPCへ画像をメール添付していた。しかし、これは料金がかかり約半月で軽く１万円は余分にかかったことになる。そこでPCの設定に再度挑戦したがこれもダメだった。そこで古いケータイからSDカードを取り出してPCにセットすると、な、なんとこれは成功したじゃありませんか?

 つまり、いつのまにか知らないうちにケータイの「SDカード」から「本体」へ画像の取り込みが変わっていたのです。。。だからSDカードにはなにも画像はないからPCに反応しなかったのです。こんなことで半年の時間とメール料金を払っていたワシは大バカ者でした。

４…人生残り３０年「妄想から小説」へ
妄想は誰でもできるが、これをこうして小説やコラムに書くというのはなかなかできません。しかも人さまに読んでもらうという厚かましいど根性がなければならないのです。それにアクセスが増えたとか、減ったという一喜一憂に耐える精神力との戦いにも勝たなければならない。

 それも「そうだ、作家になろう」と思ってまだ２５周年しかたってはいません。それにはPCが絶対いると我流で覚えて１４周年、どれも基礎知識はなにもない。それと中国語か朝鮮語を覚えようと決心してから１０周年にもなるがまだ１歩も進んでいない。しかし、残りの人生はまだ３０年もあるわい、まま３０年もあればたいがいのことはできます。生きていれば「妄想」ぐらいは次々沸いてきますから楽なものです。
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    屁理屈コラム…女の綺麗好き、男の汚い好き・妄想を定着させるのが小説なのか?、それとも邪道なのか?…関西のアイドル・出町柳けい子
    屁理屈コラム…女の綺麗好き、男の汚い好き・妄想を定着させるのが小説なのか?、それとも邪道なのか?…関西のアイドル・出町柳けい子

私の住んでいるワンルームマンションは３棟で約４０部屋ほどあるが、８割がたはいわゆる独居老人という人たちで皆さん静かに生活をされています。その老人の中で多いのは男性で女性は５人ほどになります。そしてなにかしらの仕事をしている人、そしてまったく無職の人とは半々になる。

ある時、用事があって８０歳前後の老婆の部屋を訪ねたが、その部屋というのはそら～荷物が溢れているが、部屋の壁もキッチン周りもピカピカだった。反対にこれも８０歳前後のお爺さんの部屋はそら～何も荷物がないが、部屋の壁は煙草のニコチンで薄汚れていた。

さてさて、その私の部屋というのはこのお爺さんの部屋と同じようなもので私が汚いと思っているのですから他人が見たらもっと汚く感じるでしょうね。もちろんすべての女性が綺麗好きですべての男性が汚い好きとはいわないが、私の男の友人らの部屋も汚いのが多い。

私は料理や洗濯、アイロンかけは大好きだが掃除が大嫌いでそろそろ掃除機をかけなくはならないと思ってから掃除機をかけるまでは約１か月はかかります。この狭い部屋ですから掃除機をかけても５分もかからない、それができないという病気なんです。

ある時、トイレの水回りが故障して家主が修理に来るというのでせめてキッチンとトイレと風呂ぐらいは綺麗にしなければならないと思って３時間ぐらいかかって綺麗にしたが、たしかに掃除した綺麗なものは気持もいいとは思ったが、それから１年間まだ一度もこれらを掃除していない。ただトイレだけは月に１回は掃除しているという自慢も心の中にある。

隣の男性が亡くなって部屋が改装された。それを見せてもらったが、それは壁も床もキッチンもトイレも畳もピカピカでリニューアル工事業者のすごさを見せつけられた。そういえば私もこの部屋に入った時はこのピカピカの部屋だった。それから１０年、お客様といえば汚い部屋の持ち主の友人ぐらいしか部屋にこなかったから掃除はまったく必要がなかった。

一方で私の小説の「働く女性たち」や「スーパーの女性たち」や「愛の人妻ウオッチング」の中ではしばし色白の若い女性が私のこの部屋に訪れて愛を確かめ合ったというシーンが毎回というぐらいに出てくるが、これはまったくの妄想だったということをここに白状いたします。妄想というのは自分の願望であってそれを紙の原稿に、現在ではネット上に定着させるというのが小説だと私は思っています。

もし私に恋人や女の友人がいてこの部屋に遊びに来るという環境だったら私は部屋を定期的に掃除をしてもっと綺麗な部屋にしていたと思う。しかし、こんないい男ですからそんな話はなかったこともない。でもその時すでに部屋が汚かったからそんなチャンスが舞い込んできてもこの部屋の汚さがバレるのが怖くてそのチャンスを自ら放棄していた。こんな話は一つや二つではなく、つまり、女性がこの部屋に訪ねてくるという小説の数だけあったのです。ですから私の小説の最後の部分はフィクションだがその過程はノンフィクションだといっても過言ではない。

さて、独居老人の女性の部屋はいつも綺麗にされているが、これは部屋に訪ねてくる友人らが多いということにもなります。さらにもしかして突然いい男が現れても恥ずかしくない部屋にいつも期待して綺麗にしているのかもわかりません。そしていつか必ず来る「死」に対して死後も汚い部屋を見せたくないという女性の気持ちかもわからない。私もそういう気持ちは少しはあるので掃除機をかけるつもりでいたが、このコラムを書き始めたので掃除はまたの機会にいたします。

★…若い男性なら女性の母性愛をくすぐるが、こんな年寄りではただ汚いだけどす。こんなつまらんコラムを最後まで読んでいただきありがとうございました。お口直しに↓のおもしろそうなコラムを探して読んでください。




 


 













    屁理屈コラム…準高齢者は６５歳から、高齢者は７５歳から、超高齢者は９０歳からと三段階…準～超になるまで２５年もある
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屁理屈コラム…高齢者は７５歳から





この政府の発表にこれは年金支給の年齢を引き上げる大作戦だと思ったのは私だけではないでしょう。これより先に国民総活躍ということをいっていたが、これも７５歳まで働けるから年金はその後でという布石だったのであろう。

私ら団塊の世代は仕事一筋で日本の高度成長期には今でいう過剰残業は当たり前で徹夜の仕事も珍しくはなかった。それに休みも月２日程度で働いた。これは将来６０歳になったら年金が入る、そうすれば楽な生活ができるという国民と政府の約束があったからです。その当時は実際に夫婦が公務員として働いていた人たちの年金は月に直すと夫婦で３０万～５０万円の夫婦もいました。

ところが我々が年金の資格がもらえる少し前には６５歳と支給年齢が引き上げられて国民と政府の約束が反故にされました。こういう苦い経験をした私たちはこの政府のいう国民総活躍というのは７５歳まで働けるから年金支給年齢を段階的に引き上げられて７５歳からとなると思っています。

こんなカタイ話はさておき、準高齢者の私が長高齢者になるまでまだ２０年以上もあります。つまり、２０年間もあればその気になれば何でもできます。たとえば英会話、中国語、韓国語を今から習えば１０年でペラペラにしゃべれると思う。また「そうだ作家になろう」と勉強してもこれも１０年で立派な小説や絵が描けるでしょう。と、思う。

しかし、これらの第一歩がなかなでません。私ももう２０年も前から外国語を習おうと決心していたがまだその一歩はでていない。まだある、私は落語が好きで落語の台本や漫才の台本を書こうと決心していたがこれもまた一歩がでていない。しかるに時間はたっぷりあってもだ…これで仕事が忙しい人たちは理屈ではわかっていても現実はできないことになる。

国民総活躍とはいうがこれはなにも会社や工場、商店で働いて賃金をもらうことだけではないが、政府は来るべき人口減少による人手不足を補うために再び労働者になれといっていることと同じになる。つまり、国民はもっと働いて企業を喜ばせということになる。

私たちが思う国民総活躍とは仕事以外のことで、また退職した後の仕事以外の活躍のことで賃金を目的にしたものではない。たとえば何かをしたい「夢」を政府や行政が資金面でも精神面でも支えてくれるというシステムになる。６５歳から超高齢といわれる９０歳までの２５年間をどう楽しく過ごしてそれが社会の役に立って、なおかつ、名誉にもなりさらに収入にもなるというパラダイスのような国家になることです。

この高齢者がパラダイスのような生活をすれば現在働いている若い人も将来の不安が払しょくできてのびのび働けると思う。そう、我々の団塊の世代も将来こんな生活を夢見て戦後の復興を果たして今の日本があるのです。

なんていう屁理屈を垂れていますが、連載中の「伏見稲荷大社の物語」８４話がまだ書けていないのでこのコラムでお茶を濁したのです。次回は書きます。
















    お笑いコラム…ツイッターの翻訳機能…まだまだ未熟らしい?翻訳しやすい文章が必要になる。しかし、すごい
    お笑いコラム…ツイッターの翻訳機能…まだまだ未熟らしい?翻訳しやすい文章が必要になる。しかし、すごい

なにげなしにツイッターのURLの下の英語をクリックしたら、そこには今さっきツイートした私の文章が英語に翻訳されていました。単語をところどころ読むと正に私の文章になっている。そういえば最近、英語でなにかとフォローされていたが、英語を読めないためにスルーしてきた。

我々の団塊の世代には考えられなかったことが現実に私の目の前にあるが、この翻訳機能がいつから私のパソコンについたかは定かでない?、が、たしか数か月前から画面になにやら黄色い英語の案内があった。たぶんこのことだとわかったのが、つい先日のこと。

しかし、これなら世界中のニュースや出来事が瞬時でわかることにもなるが、ISのようにPCで世界中の若者たちを洗脳する武器にもなる。次期大統領のトランプ氏がこのツイッターを上手に利用しているようだが、これからは情報の真実性を見破る機能も必要になると思う。

なにはともあれ私のツイートの三つを原文のまま紹介しておきます。英語の堪能な方はこれが上手く翻訳されているか検証してください。
私のツイッターは、
https://twitter.com/aG506vk8fvwLRYP

ツイッターの翻訳機能…これはすごいね～私の書いた文章が一瞬にして英語に翻訳されています。それを知らんと私はアホなことを書いていた。日本の恥ですよね～これからは文章に責任を持たなくてはと思った。これも↓にでるかな?

Wrong translation?Translation features of Twitter. This is great-I wrote that, and has been translated into English. And I don't know that I was stupid, wrote that. It is the shame of Japan-thought from this sentence will have responsibility. This ↓ to get it?

お笑いコラム…「狐の面を被って稲荷神社の夜参り、男は女物の着物を着て日本最初の女装が誕生していた。日本初の女装コスプレ 55話」～最近JR西大路駅周辺の居酒屋に現れる高齢の女装さん、それが1人から3人に増えました。大流行しています。

A comedy column... "night of Inari Shrine wearing a Fox mask, man wearing woman's clothes, shemale Japan's first had been born. Shemale cosplay 55 story of Japan's first "-aged crossdresser recently appear to JR nishioji station tavern is, it increased from one to three.
All the rage. http://ameblo.jp/inari24/entry-12212336424.html?…

約3分で読めるブログ小説…「小説…「働く女性たち」…幸子の復讐 １８話～「洋風居酒屋 ポン吉」駆け込み寺 音川伊奈利」～夫は軽い気持ちの不倫だか、妻は夫を殺したいほど憎い、が、子供のために我慢していることを忘れてはならない。
http://plaza.rakuten.co.jp/kyoto24/diary/201701070000/?…

Wrong translation?
Blog fiction can be read in three minutes... "novels..."working women".
Sachiko revenge 18-"Western-style Pub Pong" rush Temple otogawa INA Yoshikazu "-her husband's infidelity in light feelings, detests so that her husband wanted to kill his wife, but should not forget that the stand for children. http://plaza.rakuten.co.jp/kyoto24/diary/201701070000/?…

[image: ちょうちょ]…↑どうですか～すごい機能ですよネこの機能は「ツイッター翻訳機能」で検索すればできます。もちろん中国語、韓国語にも翻訳されるらしい?


 


[image: ハート]独居老人の楽しみはイオンの無料ライブ

琴と津軽三味線のコラボ・無料といっても一流の人たちばかり、世の中にはテレビに出ていなかったら一流とは見ない人が多いが、やはり芸人とはその道に秀でた人をいう。わずか３０分の舞台だが元気をもらった。
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    屁理屈コラム…「１００均のすぐれもの・台所ハカリ」「我が家に野鳥の友人が、でも生態系が?」」「薹(とう)が立つ」
    屁理屈コラム…「１００均のすぐれもの・台所ハカリ」「我が家に野鳥の友人が、でも生態系が?」」「薹(とう)が立つ」

★…「１００均のすぐれもの・台所ハカリ・タッチペン」
なにかほしいものがあればまず「１００均」に一番に行くことです。まさかないと思っても行けば案外あります。それがこのハカリ、１kgしか計れないが便利なものです。

 最近買ったものはスモホのUSB充電コード、これは通信用などもあり数種類もあった。それにスマホ用のタッチーペン、スタンド、それとデッキブラシ、さすがにモップはなかったが少し前はあったという。もしスマホの自撮り棒があったら買いたい。

★…「我が家に野鳥の友人が、でも生態系が?変わり止めた」
２週間ほど前に一匹の野鳥(ムクドリ?)が遊びにきてくれた。そこでパンの耳を細かく切ってお皿に入れて置くとよく食べる。そこで飲み物も必要と空き瓶に水を入れたものを置いていた。

 しばらくすると雀やキジバト、それに小さな鳥まで来るようになったが、最初に来たこのムクドリが縄張りを荒らされないように夜明けから日没まで見張りをするのか物干竿に止まり威嚇をするようになった。もちろん声をだすからかなりうるさい。

 そうこうしているうちに小鳥が散らかしたパンの耳をドブネズミが食べるようになった。そうなると今まで見たことのない大きな野良猫まで現れて厳重に網をした我が半畳農園にも平気で侵入してきた。たった２週間でこの都会の中の小さなベランダの生態系が一変してしまった。

 私はこれは一大事とこの餌をやるのを止めた。もう餌も水もないのに今朝も朝からムクドリが物干竿で寂しそうに止まっています。もちろん他の小鳥もドブネズミも野良猫もそれから姿を現してはいません。せめての罪滅ぼしに今年はムクドリが好きそうな実のなる花を植えてあげましょう。(画像はもう餌がないのに毎日来るムクドリ)


 


★…「薹(とう)が立つ」
これはキャベツなどの野菜の花茎が伸びてもう食べられないという意味になるが、これを女性もしくわ男性に例えて「食べても美味しくはない」という意味で「薹が立つ」と揶揄された言葉になる。

 しかし、この薹が立つからこそここに花が咲いて実も種もできるというものですから、この薹は絶対的に必要なものです。それなら私のように薹が立つどころか、もう花も実も種にもならない男をなんていうのでしょうか?。しかし、私はまだ枯れてはいない!、後３０年は生きなければならない使命がある。その使命とは…なんにもわからないが、まま、生きていればもう１回ぐらいはいいことがあるかもわからないという夢ですねん～ホホホ
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    屁理屈コラム　「森友学園の事件、わしはどっちの味方か?」　アメーバ大喜利　遺作傑作集　２１～２５
    屁理屈コラム　「森友学園の事件、わしはどっちの味方か?」　アメーバ大喜利　遺作傑作集　２１～２５

★…森友学園の事件、わしはどっちの味方か?」
この事件が発覚した時は森友学園の籠池氏を相当のペテン氏だと思っていた。もちろん幼稚園の「教育勅語」の暗唱などなどがテレビで取り上げていたからだ!。それに昭恵夫人の名誉園長や名誉校長の件でもこれは安倍首相や昭恵夫人を籠池氏が勝手に利用していたと思っていたのもあった。

 しかし、籠池氏の国会証言をテレビで観て聴いているうちにもし籠池氏が本当に昭恵夫人から「１００万円」の寄付と講演料の「１０万円」が本当ならばこれは間違いなく安倍首相は総理も議員も辞職してもらわなければならない。

 つまり、今流行の「忖度」がもしあったならこの事件のすべてが解明します。結局のところ昭恵夫人の力で財務省と近畿財務局、それに大阪府まで動かしたことになるのです。これが籠池氏がいう「神風が吹いた」になる。昨日、その大阪の松井知事が昭恵夫人の「忖度」はあったと思うと記者会見をした。

 この「忖度」とは、「他人の心をおしはかること」となるが、これは「阿吽の呼吸」「魚心あれば水心もある」さらに、「越後屋…お主も悪じゃのを～」、宇野首相が芸子に「指３本を示し」た事件にもよく似ている。この越後屋が代官様と二人きりの密室でお菓子の箱の金子を忍ばしたことは有名な話になるが、これも籠池氏が昭恵夫人の講演料をお菓子に入れて渡したといっている。

 こうなるとこの事件は籠池氏と安倍首相側のどっちかが「ウソ」を付いていることになる。そして与党側と維新は安倍首相側に野党は籠池側についているが、ほな、私はこの問題はどちらに味方するのかといえば…ささ、本心からいえば「安倍首相を退陣させたいが、しかし、籠池氏もまだ信用していない」になるので結論は先送りになります。

★…「アメーバ大喜利　遺作傑作集　２１～２５」
第一弾、第二弾も大人気で喜んでいます。しかし、小説も書きたい、屁理屈コラムも書きたい、そこでアメーバ大喜利を小出しにすることになりました。この大喜利のお題はすべて他人、ボケはすべて私の作品になる。実は、この国会中継を見ていたので小説が書けなかったのです。ホホホ
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    屁理屈コラム…元官僚のトップが身の危険を感じるニッポンになった・コーヒー１００円が定番になるデフレ・太田胃散
    屁理屈コラム…元官僚のトップが身の危険を感じるニッポンになった・コーヒー１００円が定番になるデフレ・太田胃散

★…元官僚のトップが身の危険を感じるニッポンになった

もし、安倍首相が口には出さないが、あの前川喜平・前事務次官をなんとかしてほしいと思っていると感じる人がいればその人は総理からの「忖度」を感じて行動にでるかもわからない。それが読売新聞であれば前川氏が不利になる記事を書くだろう。

 しかし、それが前川氏が感じた直接の「身の危険」にはならないが、それが引き金になって次々に忖度の連鎖反応が引き起こされれば総理から遠く及ばないところで悲惨な事件が引き起こされる可能性がある。つまり、これが「身の危険を感じた」ことになる。その時に安倍首相は「この事件にもし私が関わっていれば総理も議員も辞めます」ということになる。

 森友事件も加計学園事件も安倍総理が直接指示はしていないが、総理の意向を忖度した官僚らが間接的に動いた事件になる。そして「この事件にもし私が関わっていれば総理も議員も辞めます」と大見栄を切っている。もちろん読売新聞も報道の自由を盾にこの悲惨な事件には関係がないというだろう。

 戦前、戦後と政治がらみの暗殺事件は数多くあったが、これらの多くが当時の政府から今でいう「忖度」を感じた思想犯や売名行為の犯罪だった。朝日新聞阪神支局襲撃事件もこの部類でまだ犯人は逮捕されないまま時効が成立した。この朝日新聞と読売新聞はなにかと対立関係にある。そして今回の安倍首相が「読売新聞」を読め、そして前川喜平・前事務次官の過去の事件の蒸し返し記事と続くが、これはなにかの前触れとすれば前川氏が「身に危険を感じた」と思うのは当然になる。

 安倍首相がいう「美しいニッポン」とは、あの戦前、戦中の「お前と俺とは同期の桜」という軍歌が鳴り響く日本のことをいうのかもわからない。そして教育勅語の復活を夢見ているのかも…安倍首相も金持ちのボンボン、北の首領さまも金持ちのボンボン、頭のいいエリート官僚に囲まれての夢見る生活もたった1人の元官僚に寝首をかかれないように必死に抵抗するだろうが、これが「粛清」という言葉に変わらないように注意する必要がある。

★…コーヒー１００円が定番になるデフレ

コンビニでは１００円(税込み)コーヒーが大流行になっています。イオンのパンコーナーのコーヒーも１００円でこのコーヒーなどを飲むとパンが２０%引きになる、たとえば１００円のパンとコーヒーでは税込みの１８８円となるから安い。

 さらにこのパン屋さんでは時々だが、１００円以上～１９０円ぐらいのパンがオール１００円の日もあるから店はさらに繫盛している。しかし、店は忙しいばかりでそんなに儲かってはいないと思う。我々のような貧乏人には嬉しい話だが、なんとはなしに日本が沈没するような気がする。

 この日このパン屋さんで食べたパンは「塩パンのメーブル味」で１００円だが、このパンは塩パンなのに甘い、甘いのに塩パンという支離滅裂なパンに遭遇した。ほんでもってイオンのwi-fiにただ乗りしてスマホをいじっていたら、その甘いメーブルシロップが指先に付いてスマホの画面が汚れてネチャネチャになった。

★…胃がんかも?、と思いつつ太田胃散を服用

胃が重痛くて医者に行った。医師は胃潰瘍か胃がんの可能性があるから胃カメラを飲めという。でもそれも気が重いので薬で一週間様子を見ると私はいった。そしてその薬を一週間服用したら胃の痛みは取れた。しかし、なんとなく胃が重たい。

 そこでもう一度医者に行くべきか?、それとも市販の薬を買うか?と悩んだ。そして太田胃散を買った。頭の中ではこの薬を服用しても治らなかったら胃カメラを飲もうと決意した。こういう場合の世間の常識とはやはり「胃カメラ」だろうと思うとまた胃が痛くなってきた。

★…以下の画像のすべては私の勝手なイメージになる
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    屁理屈コラム…何が売れるかはわからない・奈良から長岡京への遷都 向日神社に勝山稲荷神社が建立された。狐の嫁入り 伏見稲荷大社の物語
    屁理屈コラム…何が売れるかはわからない・奈良から長岡京への遷都 向日神社に勝山稲荷神社が建立された。狐の嫁入り 伏見稲荷大社の物語

★…世の中何が売れるかわからない、変わりTシャツ

このコラムでKYOTOのTシャツ、骸骨のTシャツなどをこんなものを買うの人がいるのかと書いたことがある。ところが２０数着あったのが、もう数着しかない、そして売れ切れの柄まである。もちろんこれは「おもしろい」が私の好みではないという意味だったが、むやみやたらに自分の好みを人さまに押し付けてはいけないと悟った。

 私の家の近くにど派手な洋服の店がある。カラオケのステージ衣装ならわかるが、こんな物を一体誰が買うとかと正直思っていたが、ある店の関係者に聞くとネット販売では有名店で「ピコ太郎」のあのような衣装が売れてかなり儲かってるという。

 これは音楽の種類の好み、そして歌手の好み、そして文化芸術のすべても同じになる。私の知人で男性演歌歌手のAさんがいるが、この人は歌も上手いし舞台度胸もある。後援会も数百名を組織してファンに支えられていた。しかし、なにせヒット曲がないという不運でまだ売れてはいない。

 もし、東京都知事だった舛添要一氏があんなケチでなかったら、今の小池百合子氏の出番はなかった。自民党で冷や飯を食ってそれこそ年老いた厚化粧のおばはんで終わっていた。それが新党結成で将来の首相候補になっているのだから、人の人生というのはなにがきっかけで売れるかはわからない。

 私の無料の電子書籍の小説は自分ではおもしろいと思うが、それにアクセルもかなりあるから結構自信がある。しかし、そんなおもしろい小説を雑誌や小説にするという出版社はまだない。これも同じで私は好きだが、出版社の編集者はこんなものはおもしろくはないと思っている。まま、いずれにしても結果がすべてである。

 このコラムもTシャツから話を起こして小池首相まで飛ばしています。なんせテーマーは「屁理屈」ですからどんな好きなことを書いても責任逃れができます。残暑厳しい折、涼しい部屋で私の「無料の電子書籍」を読んでください。もし、おもしろくなかっても無駄な時間をお返しできないことを先に行っときます。


 


★…奈良から長岡京への遷都 向日神社に勝山稲荷神社が建立された。狐の嫁入り 伏見稲荷大社の物語　１０話より

１４００年前に人口のかんがい用水が嵐山から引かれて桂川右岸から西山の間にある桂、樫原、長岡、久世、大山崎の村は豊作が続いていた。そして長岡京への遷都が決まったころ大山崎の豪商で油問屋の山崎屋がこの地の守り神の向日神社の境内に勝山稲荷という社殿を建立したいという話があった。

 この向日神社がある小高い丘は元々この地の豪族の古墳群で一番大きな古墳は卑弥呼の時代の元稲荷古墳、全長９４ｍを測る前方後方墳があります。この地は稲荷神社のある東山連峰の正反対にある西山連峰になるが、この西山の狐と東山の狐というのは大昔から交流がなかった。そこに勝山稲荷の社殿が建てられてその祠の下の穴に伊奈利山の狐が引っ越ししてくるとなって西山の狐は縄張りが荒らされると大反対をしていた。

 この西山の狐のボスは銀狐の権太という若い男だった。もちろん全国狐連合会の会員だから、この東山の狐たちの活躍は知ってはいるが、西山と東山では文化も風習も違い人間との距離は遠くというよりむしろ敵対視していた。そこで山崎屋の山崎屋善右衛門はこの西山狐の権太に会い話をしていた。善右衛門は、
 「せっかくお社を建立するのだからその社にお使いの狐が住まなければ稲荷神社とは呼べない。そこで権太さんにこのお社のお守りをしてほしい」
 「俺は～そんな柄ではない、それに俺は人間が大嫌いだからお参りに来る人間とは仲良しになれない」
 「そうか～ところで権太さんは独身だと聞くが?」
 「そんなことは関係ない!」
 「いゃ、実は伊奈利山の白狐の白藤の娘で白菊というのがいる。これがまた母親そっくりの美人で全国から嫁に来てほしいといってきている。その白菊のことを権太さんは?」
 「いゃ、噂には聞いたことがある、しかし、そんな美人とは…」
 「そか、それならこの話はなかったことに…」

 権太はこの話を聞いてから白菊のことが気になってしょうがなく、ある日の夜、稲荷神社に向かっていた。まず権太はこの赤い大鳥居に驚いた、さらに本殿の立派なことといったらありゃしない、権太の住む村の鎮守の神さんでもある向日神社とは比べ物にならなかった。それに夜というのに境内は明かりがついて本殿前には人間が数名もお参りしている。そこで権太は人間に化けて境内を見回していた。

 本殿の裏の白狐社の前には白い着物を着た若い娘がなにやら真剣に拝んでいる。その娘が権太の気配を感じて振り向くとそこにいた権太と白菊の目が会った。が、そこはお互い狐で化けていることはすぐにわかる…そこで権太は、
 「も、もしかして白菊さんですか?」
 「はい、白狐の白藤の娘で白菊と申します」
 「実は人間の山崎屋さんからあなたのことを聞いて…それで今夜きました」
 「はい、私も山崎屋さんから権太さんのことを聞いています」

 こうして白菊は西山の勝山稲荷神社の権太の嫁になることになった。この二匹の結婚とはいうが、白菊は全国狐連合会会長の白藤の娘、婿殿は西山連峰狐集団のボスとの結婚となれば全国の狐の代表がお祝いに来ることになり経費も莫大になる。もちろんこの経費は山崎屋がだすことになった。 狐の嫁入りとは深夜に行われ両家の家からそれぞれ婚礼の行列が出発して中間地点でドッキングした場所にて花嫁が婿に引き渡される。その際に両家から貢物の交換があり婚礼の儀式は終わっていた。

 その婚礼の日取りや貢物の相談は両家の相談役が話し合って決めていた。この白菊と権太の婚礼の貢物は権太家の強い希望で稲荷神社の名物になっていた油揚１０００枚となったが、白菊家への貢物がなかなか決まらなかった。というのも伊奈利神社へは全国から珍しいものがお供えとして集まっていたから、狐たちも口が肥えていた。その反対に西山の狐には野ネズミぐらいしか御馳走はなかったからだ。そこで相談役は稲荷神社の宮司の伊呂具(いろぐ)に相談していた。

 伊呂具はそれなら稲作の最大の害鳥の雀は獲れるのかと聞いている。相談役は狐そのものは雀をそんなに食べないが、雀でよかったら１０００羽ぐらいはすぐに獲れます。それならと白菊家への貢物は雀と決まったが、その雀をどうするのかと聞くと伊呂具は、
 「その雀を炭火で焼いてタレをつけてそれを茶店で売る。これが稲荷名物になれば農民や猟師が雀を捕まえて茶店に売りにくる。そうすれば害鳥の雀も減って農家には現金収入があり一石三鳥になる」

 こうして白菊と権太の結婚式があったが、それを山の中腹の茶店で伊呂具が観ていると西山の勝山稲荷神社から出発した権太の行列も伊奈利山から出発した白菊の行列も白く光る狐火をゆらゆらさせてこれが狐の嫁入りだと誇示をしている。そして両家の婚礼が始まるとその狐火は一層光って歓喜の喜びが伊奈利山まで聞こえるような気がした。

★…現勝山稲荷神社は向日神社の参道にあるが、このコラムの白菊が嫁入りしたのは元勝山稲荷神社で現の社殿の真裏にあり見落としてしまいます。ここからの稲荷山は真東になり距離も約７キロほどと近い。画像は元勝山稲荷神社、勝山稲荷神社
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    屁理屈コラム…本日の大安売り・卑弥呼の邪馬台国は長岡京にあった!卑弥呼の墓こそ「元稲荷古墳になる」という長岡京説
    屁理屈コラム…本日の大安売り・卑弥呼の邪馬台国は長岡京にあった!卑弥呼の墓こそ「元稲荷古墳になる」という長岡京説

★…本日のお買い物、大安売り…２０世紀梨

初物を食べると３日長生きできるというが、私の場合の初物とは出始めではなく、安くなったころのものを初物という。京都は大昔から梨は２０世紀と決まっていた、他にも長十郎という梨もあったが、当時の長十郎はそんなに甘くはなく水気も少なく硬かった、それで梨といえば２０世紀オンリーだった。

 １０年ほど前に山梨県の女性ブロガーから立派な「幸水」を贈ってもらったことがある。それが我が人生最初の２０世紀梨以外の梨だった。それがまた美味いといったらありゃしない、その一つを行きつけの居酒屋のママさんにおすそ分けをするとそのママさんも初体験で感動する味だといっていた。

 そのころからやっと京都のスーパーにも幸水や豊水などの梨が少し並んできた。その山梨県の女性にはこの梨のお礼として「私が次に本を出したら、それを一番に贈るという」約束だったが、それをまだ果たせてはいない。秋になりこの幸水が店に並んでいれば毎年このことが頭に浮かぶ…画像はやっと安くなった２０世紀梨だが、この中の一つを買った。１９０円(税込み)

★…本日のお買い物…カレイの煮物　半額・味付け若鶏もも肉　１００g６８円

どこのスーパーに行ってもまず「半額」という文字に引き付けられる。もしすべての物が半額だったら、私の安い年金も倍になるという計算になる。つまり、年金が上がらなくても物価が安くなれば実質上がるということだが、そこは頭のいい政府だから、物価が下がれば年金額も下がるという国民いじめがここにある。

 この半額のカレイの煮つけはそれなりの味。この若鶏の味付けはどうせ中国産とは思ったが、やはり１００g６８円は安いと思い買った。これを３食分に小分けして冷凍している。１回の主おかず代は１３０円(税抜き)と安い。北朝鮮政府のスローガンは「国民のすべてに肉のスープを!」だが、我が日本を代表する貧困生活者の私でも肉のスープぐらいは毎日食べられるから日本はいい国どす。。。この肉は豚のことで日本なら１００g９８円(細切れ)ぐらいだからわしでも買える。


 


★…卑弥呼の邪馬台国は長岡京にあった!卑弥呼の墓こそ「元稲荷古墳になる」という長岡京説 伏見稲荷大社の物語　６４話より

稲荷神社の初代宮司の伊呂具(いろぐ)の父も祖父も平城京の役人で歴史を研究していた。その研究では邪馬台国は長岡にあって卑弥呼の古墳は向日丘凌にあるというのが結論だった。これは伊呂具の父らの考えだけではなく当時の歴史家の間でも定説になっていた。そしてこの長岡の邪馬台国は仮の国であっていずれ京都盆地(京の都)に移転する予定だったとも指摘している。

 この伊呂具の父と祖父は平城京内部の権力争いに巻き込まれ牢獄に収監された。それより少し前に伊呂具は父から一族を連れて奈良から逃げろ、そして行先は長岡でこの先都が奈良から長岡京に遷都されるが、それより前に移住せよという命令で伊呂具は一族２３名で奈良から夜逃げしていた。

 伊呂具ら一行は卑弥呼の古墳(元稲荷古墳)にお参りしてからその同じ山にあった村社の向日神社の宮司を訪ねた。宮司の話ではやはりこの古墳の主は卑弥呼という。、
 「そうです。これは私の祖父からというよりこの長岡村として長年言い伝えられている話でこれを誰もが信じて疑ってはいません」
 「ところで今から何十年後には奈良の平城京からこの長岡に遷都されるという歴史学者で祈祷師の父が申していました。そしてその１０年後に京都盆地に京の都ができるということも…」
 「ほう、それは卑弥呼の予言とまったく同じでここにあった邪馬台国も仮の宮で１０年後には国を京都盆地に遷都すると伝えられています。ところが卑弥呼が亡くなったすぐ権力争いの戦争で国のすべてが焼け野原になって人々は淀川を下って難波や大和の国に逃げたとも聞いています」
 「それらの証拠の物はありますか?」
 「いや～なにせ子から孫への言い伝えですから証拠といえばここの卑弥呼の古墳とそれらの一族の古墳が点在しているだけです」

 伊呂具らは向日神社の集会所に一晩泊めてもらった。その夜、伊呂具は夢を見た、その夢には卑弥呼が現れて、
 「私は邪馬台国の女王の卑弥呼です。私はこの元稲荷山古墳に眠っているが、私の夢はここから真下に見える京都盆地に世界一の都を造成することだったのです」
 「はい、私は奈良から流れてきた伊呂具といいます」
 「伊呂具は私の夢を叶えてくれる人物としてここで７００年間も待っていました。どうかそちの手で私の夢を叶えてほしい」
 「はい、私も父や祖父からこの長岡に行けといわれた意味が今夜わかりました」
 「そか、それならそちはこの山の真東にある伊奈利山で稲荷神社の宮司となれ」
 「はは、しかし、私は奈良では土木と建設しか学んではいません」
 「そんなもの…私がこうして夢で指導いたします。それに私と交われば私の霊感がすべてそちの脳に移動して都一の祈祷師になれます」
 「はい…しかし、交わるといっても…」
 「あ主はじっとしてればいい…」
 伊呂具は今まで知り得なかった快感が体中を走り回り女王卑弥呼の霊感を受け取っていた。

 こうして朝を迎えた伊呂具はこの夢の話を向日神社の宮司に話した、宮司は、
 「ほう～それはいいお告げだ。あの東の山は藤森神社の社領地で宮司は私の親戚筋になるので手紙を書くのでそれを持っていきなさい」
 「はい、なにもかもありがとうございます」
 「いやいや、私も代々この卑弥呼の古墳を守ってきたかいがありました」

 藤森の宮司は伊呂具の人柄を信じて藤森神社の北の伊奈利山にある小さな祠「藤社」を無期限無料で貸してくれた。伊呂具一族は藤社を祖神様としてお祀りしてその横に「伊奈利神社」の祠を作り信者を集めていた。伊呂具の目的は卑弥呼と約束したまず平城京から長岡京に仮の都を作り、その１０年後に京の都を造るという壮大な夢だったが、それには卑弥呼の協力が不可欠で週に１回ぐらいはあの強烈な快感とともに授かる霊感を元に農民が喜ぶ農業用水の土木工事、近江と奈良、浪速への一級国道大和街道の整備などを一族でボランティアしていたので信者は倍々ゲームのように増えて１０年後にはお稲荷さん参りの講が全国的になっていた。

 この稲荷神社の人気を聞いた平城京の桓武天皇が稲荷神社に行幸されたことから天皇と稲荷神社の歴代の宮司との三代に渡るお付き合いとなっていた。そもそも、天皇と同席できるという身分は朝廷でも従４位以上で話をできるのは従二位以上になるが、いわば奈良から流れてきた無位の伊呂具が天皇と話ができるというこそこそ奇跡になっていた。その桓武天皇は伊呂具に、
 「この神社にお参りせよと命じたものがありここに来た」
 「はは～それはありがとうございます」
 「それを命じたのは実は…夢で…その人物は邪馬台国の女王の卑弥呼だった。その卑弥呼がいうには稲荷神社の伊呂具に会えば日本の将来が発展するともいっていた」
 「あっ…はい、卑弥呼さまですか?」
 「その卑弥呼はお主のことを褒めちぎってはいたが…なにか?関係があるのか?」
 「いえ～関係があるといえばあるし…ないといえばないし…」
 「おいおい宮司、歯切れが悪いがなにか予に秘密をしているのか?」

 天皇と伊呂具は京都盆地が見渡せる茶店で酒を飲んでいた。伊呂具は、
 「この真西が卑弥呼が眠る元稲荷山古墳になります。そしてその麓に邪馬台国がありました、あの卑弥呼はここは仮の宮にして１０年後には比叡山と愛宕山の真ん中の京都盆地に京の都を造営したいと考えていたようです。ここは三方を山に囲まれて都の防衛には適しています。しかも、桂川、鴨川の水運を利用すれば大阪湾まではすぐです。さらに、琵琶湖を利用すれば北陸、東北、北海道迄の海路を延伸できます。いわばこの地こそ日本のど真ん中になり、日本の中心になります」
 「そか、卑弥呼もそんな予言をしていたと何かに書いてあった。その卑弥呼の夢を予が実現させたいが、伊呂具は協力してくれるか?」
 「はい、喜んで」
 「ところでお主と卑弥呼の関係とは?あれか…そのなんていうか夢の中で…」
 「ほう、天皇もですか?」
 「はいな～あれは癖になる快感じゃ～しかし、これは予と伊呂具の秘密にしとこう」
 「はい…卑弥呼の霊能でよい日本を作りましょう」

★…画像は…元稲荷古墳、卑弥呼
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    屁理屈コラム…稲荷交通の観光バスが…前を・長岡京造成・沼の中のオアシス狐塚(宇賀塚)・宇賀神社、新宮神社
    屁理屈コラム…稲荷交通の観光バスが…前を・長岡京造成・沼の中のオアシス狐塚(宇賀塚)・宇賀神社、新宮神社

★…稲荷交通の観光バスがイナリの前を横切った

ある交差点で信号待ちをしていると目の前に大型観光バスがいる。なにげなしにそのバスを見るとそこには「inari-kotsu」と書いてある。ん?、イナリ…と思うと同時にポケットからスマホを出して写真を撮った。そしてナンバーを見ると岡山だった。

 これもなにかの縁だと思いその稲荷交通のHPを見たが、そこには稲荷交通の名前の由来は書いていない。そこでこの会社の住所近くに稲荷神社はないかと調べたら最上稲荷(さいじょう)というのがあった、これは神社でなく日蓮宗の最上稲荷山妙教寺というお寺で日本三大稲荷(伏見稲荷、豊川稲荷)の中の一つだった。豊川稲荷も曹洞宗の妙厳寺というお寺になる。

 そうなると神社での三大稲荷神社としては「伏見稲荷大社」、佐賀県の「祐徳稲荷神社」、茨城県の「笠間稲荷神社」となる。ということがネットで分かったが、たまたま私の前を稲荷交通のバスが横切ってくれた、しかもこのバス会社は１７台しかバスを所有していない小さな会社。その中の１台との遭遇は稲荷姫のお告げでなにかいいことがある前触れを教えてくれたのかもわからない。

 その私も「伏見稲荷大社の物語」という小説をもう８５話も書いている。その電子書籍のアクセスもすこぶるいいから、どっかの出版社から…もう一つはロト６で２億円が当たるかもと宝くじを買った。


★…画像はその目出度い稲荷交通の観光バス


 


★…長岡京造成・沼の中のオアシス狐塚(宇賀塚)・宇賀神社、新宮神社・「伏見稲荷大社の物語」より

長岡京造成の責任者だった武将の坂上田村麻呂はある日馬に乗って狩りをしていた。この長岡京予定地の西には桂川が流れている、その浅瀬で一頭の鹿が渡っているが、その鹿の毛色は金のように光っている、それに立派な角はそれこそ金で夕日に反射してピカピカ光っている。

 田村麻呂はその鹿を仕留めようと桂川を鹿と同じように浅瀬を渡り追跡した。その金色の鹿は東へと東へと逃げている、そのころ愛宕山から黒い雲が沸き立ち嵐になった。この辺りというより人が住めない湿地帯になっているので一度雨が降ると馬も前へ進めないほど水かさが増える。日はどっぷり暮れて西も東も分からず田村麻呂は立ち往生していた。

 その時、前方にぼんやりと光が見える。そしてその光は田村麻呂においで…おいでをしているようにも感じて馬をその光の先へ進めるとそこには沼の中に島のようなものがあり田村麻呂はそこに上陸をしていた。すると先に避難していた葛野郡の漁師もいて話を聞いている。その漁師は、
 「この島は宇賀塚(狐塚)といって大昔から漁師や猟師の避難場所になっていてここに住む狐たちがキツネ灯で遭難している人間たちを誘導してくれている、そこからこの塚をわしらは狐塚といっている」
 「キツネ灯…キツネ灯とはあのゆらゆらした光のことか?」
 「そう、お武家さんもあのキツネ灯で…」
 「なぜ?獣の狐が我々人間を助けるのか?」
 「そら～ここの狐は伊奈利神社のお使いで、その伊奈利神社の宮司の伊呂具さまの家来ですから…日ごろから狐と人間は仲良くしなさいと教育しているそうです」

 この京都盆地は湿地帯と沼でできていた。そこには鯉やうなぎ、なまずを獲る漁師、それに鹿や猪を獲る猟師の生活を支えていた。漁師は西山系原住民の農民の副業が多く、猟師は騎馬民族賀茂族系(下鴨神社、上賀茂神社)、同じく騎馬民族系の藤族(藤森神社)が多かった。いずれにしてもこの地に都ができれば漁場も猟場も失うことになる。

 田村麻呂はこの狐に助けられたこと、宇賀塚の話を桓武天皇に話をしていたが、この桓武天皇と伊呂具はもう顔なじみでそんなことには驚かなかった。そればかりか金の鹿を弓で殺そうとした行為を非難した、
 「田村麻呂よ!、その金の鹿は神のお使いかもわからない、その神のお使いを殺そうとしたお前を神のお使いの狐が助けてくれた。漁師も猟師も生き物を殺すが、それは必要な分だけだ、お前は狩という遊びで鹿を殺そうとした」

 そのことがあってから田村麻呂は伊奈利神社に参拝して伊呂具に鹿を殺そうとしたこと、それに狐に助けてもらったお礼をいっている。そしてあの宇賀塚に伊奈利大明神の末社の社殿を建立したいと申し入れいた。伊呂具は、
 「あの宇賀塚も鴨川の改修工事が終われば陸の中の塚になる。その周りには田畑が広がり村ができる。村ができれば神社が必要になるからとこの申し入れを受けていた。

 これが現在の宇賀神社(南区東九条)になるが、実際にはこれより少し北の小さな祠がこの話の狐塚という説もある。そこで宇賀神社の真横の車も通れない細い路地を北へ歩いて２００メートルほど行くと西側に小さな「新宮神社」という社殿があった。一応、鳥居形の赤い絵馬と石の鳥居はあったが、前の道路は幅約１メートルほどの狐の通り道になっている。本殿の中を覗くとそこには社の大きさに似合わない大きなキツネが二匹こっちを向いて鎮座している。

 湿地帯の沼の中の塚だからそんなに大きくはないことを考慮するとこの小さな神社が奈良の武将が建立した伊奈利神社かもわからない。なにはともあれ伊呂具の予言通りに此の地は東九条村として田畑が広がり主に九条ネギが盛んに栽培されている。もちろんこの辺りの農民、住人は１３００年前から伏見稲荷大社の氏子であり祭の神輿の担ぎ手でもある。

★…画像は、宇賀神社　新宮神社
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    屁理屈コラム…松茸のお吸いもの・鮎は大阪湾から遡上して６０～７０キロの清滝や八瀬まで…日本で初めての漁業協同組合・スーパー堤防、罧原堤・台風１８号の嵐山氾濫
    屁理屈コラム…松茸のお吸いもの・２９円のコロッケ・鮎は大阪湾から遡上して６０～７０キロの清滝や八瀬まで…日本で初めての漁業協同組合・スーパー堤防、罧原堤・台風１８号の嵐山氾濫(２０１３年９月１６日)

★…永谷園「松茸のお吸いもの」VSシマヤ「お吸いもの　松茸風味」

松茸のお吸いものといえば永谷園になるが、ところがシマヤから発売されているのを発見した。これはどうやら業務スーパーとの提携で作られたのか?、商品パッケイジには「業務スーパー」のロゴマークがある。これは１０食入りで１７５円と安い。

 しかし、これの商品開発とネーミングはかなり難しかったと思う。なぜなら商品名には必ず「松茸とお吸いもの」が必要なのでこの文言は絶対に外せない。しかし、先発の永谷園はすでに「松茸のお吸いもの」とストレートに書いている。そこでシマヤは先に「お吸いもの」後に「松茸風味」と商品名にした。それなら次にこの「松茸のお吸いもの」を販売するメーカーはどんな商品名にするかを考えた。

 「松茸香るお吸いもの」「京松茸　お吸いもの」「お吸いもの　丹波松茸風味」「松茸　ジャパンスープ」…などなど、これを朝の５時に起きて考えている姿は人には哀れに見えるかも知れないが、私にとってはボケ防止、小説やコラムの鍛錬にしているという屁理屈でした。

★…これは美味い２９円のビーフコロッケ

このコロッケは特売の日は２９円だが、普段は３９円で売られている。このコロッケの宣伝文句は「お肉屋さんのビーフコロッケ、「北海道男爵いも」にこだわりました!、国内産たまねぎ使用」とかなり力を入れているようです。

 私はここのコロッケが大好きで行けば必ず２個を買っています。とくに揚げたては熱々で外はカラット、中はソフトでスーパーのフードコートでおやつとして食べています。


 


★…鮎は大阪湾から遡上して６０～７０キロの清滝や八瀬まで…日本で初めての漁業協同組合・スーパー堤防、罧原堤・台風１８号の嵐山氾濫(２０１３年９月１６日) 「伏見稲荷大社の物語」３９話

このころ(８０５年)の公家、貴族の避暑地といえば八瀬、清滝、嵐山になる。どれも鮎が遡上する川で八瀬にもなると大阪湾から淀川、桂川、鴨川、高野川を泳いで天然の鮎がやってくる。もちろん洛中、洛外の川でも鮎は獲れるが、やはり上流の鮎ほど希少価値が高くて桓武天皇は清滝の鮎がことのほかお気に入りだった。

 この清滝の鮎も大阪湾からだが、途中の桂川、鴨川、宇治川の三川合流地点から桂川を選んだ鮎で渡月橋をくぐり、さらに保津峡からその支流の清滝川で捕獲されたものでこれも大阪湾から約６０キロの旅をしてきた。この清滝は愛宕山の登山口で清滝川の急流の崖の上に料理旅館が１０軒立ち並んでいる。

 この一軒に宮内庁御用達料理旅館の「愛宕屋」というのがある。この清滝は夏の蒸し暑い都より５度も涼しくて、それに都から牛車で１時間ほどと近い避暑地になる。この清滝の鮎は「朝廷献上の鮎」としても有名だった。この愛宕屋に稲荷神社の２代目宮司の生成(いなり)が招待されていた。

 天皇は生成に、
 「こうして旨い鮎や鰻を食えるのは我ら一部の特権階級だけだ、本来この川の恵みは国民みんなのものだ!」
 「天皇、この都には魚が豊富な河川が３本もあります。その支流を含めれば無数になります。ただ、この魚を専門に獲る漁師がいないだけです」
 「ふむ、川の漁師か?海ならわかるが?」
 「この下の桂川も数年に一度は氾濫して左岸の嵯峨村、罧原村、梅津村、西七条村にも甚大な被害がでています。その堤防を造る資金にするために漁業権を民間に譲渡すればいいのです」
 「そか、その漁師はどこから呼ぶのか?」
 「これは各村の農民の三男以上を農民から漁民へトラバーユーさせるです」

 こうして漁師が募集されていたが、これは農民そのものもお上に内緒でアルバイト的に川での漁業をしていたのでいわば公認の漁民になっただけだった。そしてそれぞれの川で「○○漁業協同組合」が結成されていた。その獲った魚は右京の公営の西市で取引されていた。この川魚はもちろん各家庭の主婦も買えるが、なにより洛中の料理店がこれを喜び夜の客も増えて各地の寺や神社の前には小さな繁華街ができていた。

 この漁業権の年貢(税金)は魚が売れた価格の１０%と労役年５０日(公共工事の人夫など)でこれも農民の米の年貢と同じだったことから新しい京都産漁民はかなり豊かな生活ができていた。そしてこの漁業税の金はすべてその川の治水対策に使われたから一石二鳥の政策になっていた。この税金と漁民の労役を使って最初に工事されたのが゛罧原村の堤防でこれは嵐山から梅津までの約４キロで土を約６～８ｍも盛った頑丈なスーパー堤防でまだ１２００年間一度もこの部分での決壊はしていない。

 こうして洛中に魚卸売市場ができると各町内に魚屋ができて庶民の台所まで魚が届くというのが、桓武天皇のお言葉の「こうして旨い鮎や鰻を食えるのは我ら一部の特権階級だけだ、本来この川の恵みは国民みんなのものだ!」になる。こうして洛中、洛外に約１５の漁業協同組合ができたが、その治水のための堤防の距離は右岸、左岸で約１００キロを超えるという。

★…それから１２００年後の２０１３年９月１６日の台風１８号で嵐山の桂川が氾濫したというニュースは全国版になった。しかし、それは渡月橋付近のみでそれから下流の左岸ではこの罧原堤のおかげで氾濫はなかった。これは大阪湾の満潮と桂川の他三川から流れる水が衝突して湾に流れず渋滞したのが原因だった。市内の西高瀬川でも水が下流に流れず池のように水が停滞していた。ここから大阪湾まで５０キロもあるが、川の水が流れず停滞するというのも私は初めて経験したことでした。


 


★…画像は嵐山渡月橋氾濫の日の西高瀬川・この画像は貴重なものになる
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    屁理屈コラム…白いパンツとグンゼ・お香は女の命・東福寺唐木のイブキ、白檀の木が２２本あったことから嵯峨天皇の嘉智子皇后が東福寺の建立を認めた
    屁理屈コラム…白いパンツとグンゼ・お香は女の命・東福寺唐木のイブキ、白檀の木が２２本あったことから嵯峨天皇の嘉智子皇后が東福寺の建立を認めた

★…白いパンツとグンゼ

例によってイオンの半額病に犯された。別に～パンツを買うつもりはなかったが、定価５５０円のパンツが１７５円で売られていた。ほんでもって２枚を買った。もちろん安いもあったが、メーカーがグンゼというのが気に入った。というのも私の子供のころはこのグンゼのパンツというのは高価なもので自慢できるものであった。身体検査の日やお正月のパンツは白のまっさらを履くというのが仕来りだったような気がする。当然ながら金持ちの子供はすべてグンゼで私ら貧乏人のあこがれのパンツだったからだ。

 それから６０年後の今は柄物のブリーフ、もしくはボクサーパンツを履いているので白は１枚もない。この先もし入院などすればやはり白いパンツが必要になる。また棺桶に入る時もなんとなく白がいいような気がしてその準備のために買ったとしておこう。

 その反面、心の中ではもしかして近所の若い人妻といい仲になればやはりその初夜のパンツは新品がいいだろうとも思う。白は晴れの儀式の色だと思う。そうそう、水着の白もいいよね～なんでも黒いのが透き通らないように研究がなされたらしい。白いといえば雪になるが、あの雪はゴミの山に積もっても神秘な光景になる。ちなみにこのグンゼの「ＹＧ」というブランド名は、ヤングから爺いまでの男性下着と理解したが？…白けるお話でごめんなさい～ペコ


 


★…お香は女の命・東福寺唐木のイブキ、白檀の木が２２本あったことから嵯峨天皇の嘉智子皇后が東福寺の建立を認めた 伏見稲荷大社の物語　６３話より

奈良時代や長岡京時代の朝廷は水には苦労していた。とくに長岡京時代は西山の丘に都があり井戸を１０ｍも掘っても水脈には届かなかった。朝廷といえども公家や貴族の女性の風呂なんてものは贅沢の極みで月に１回ほど風呂に入ればいいほうだった。それも湯船ではなく蒸気を狭い風呂場に溜めてサウナ効果で垢をゴシゴシ落としていた。

 そこで体臭などの匂いを消すためにお香を焚いていたことは歴史でも有名な話になる。この水を求めて歴代天皇は各地を転々と都を遷都していたことになるが、まだ奈良に都があったころ稲荷神社初代宮司の伊呂具の祈祷と予言で長岡京から京都盆地への遷都がベストだということを聞いた桓武天皇は京の都に遷都を決定していた。

 この京都盆地は東山、北山、西山の裾野には原住民はいたが、盆地そのものは沼の湿地帯だった。だがそのおかげで井戸水にはまったく困らなかった。いわば大きな瓶の水面に浮いた浮島が京の都と考えれば地下には大きな水瓶があるのと同じになる。風呂を沸かす薪も三方に山があるからこれも同じく困らなかった。つまり、女性らは毎日風呂に入れる環境になっていた。

 公家や貴族の女性たちは以前は匂い消しの消臭剤に使っていたお香はそれこそお洒落のためにはなくてはならないようになっていた。このお香の元は白檀（びゃくだん）沈香（じんこう）伽羅（きゃら）などの自然木が原料になるが、これらは国内にはなく遣唐使が唐の国から持ち帰っていた。その遣唐使も唐と宋が戦争をしているために１９回目以降は情勢待ちとなっていた。

 嵯峨天皇は皇后の嘉智子から皇后が一番好きな白檀の香木を手に入れてほしいと懇願されて弱っていた。そこで稲荷神社三代目の伊蔵に、
 「伊蔵よ～皇后が白檀の香木をほしいといっている」
 「はい、たしか～初代の日記を読んでいると６０年前の遣唐使が持ち帰った白檀の成木～苗木２２本を稲荷山から北へ約２キロの山中に植えたということが書いてありました」
 「そか、たしか～東大寺の僧と興福寺の僧から二つの寺の名前を取った「東福寺」という寺を建立したいという申し入れがあったが、その寺の建立の予定地かもわからない」
 「ほう、その寺は認めなかったのですね」
 「そうだ～ただ、その予定地には将来のために大きなイブキという木が目印として植えられたと聞いている」

 伊蔵は天皇から白檀の見本として５センチほどの欠片を貰った。その白檀の木を探してもらおうとフォックス警備保障の隊長を部屋に呼んだが、その隊長は部屋に入るなり、
 「いい香りですね～これは白檀ですね」
 「ほう、わかるか?」
 「はい、狐はイヌ科の動物で嗅覚は人間の千倍もありまますから」
 「そか、それならこの木を探してほしい」
 「いや、その木は大和街道の山の中にあります。街道を通っていると風向きで匂ってきますから。それに目印としては雷が落ちたのか北半分が焼けて白くなった唐木のイブキという大きな木の下に約２０本はあるとおもいます」

 伊蔵はこの白檀の木を見つけていた。その木は２２本もあり樹齢６０年以上で幹回りの太さも約１５０センチもあった。一緒に同行していた宮大工の兼良も、
 「これなら皇后さまの入る風呂場でも作れます」
 「そか、白檀の風呂とは国宝物だな」
 「はい、他にも仏壇や寄せ木の仏像、それに数珠等の仏具、そして扇子の骨にもできます、おそらくこのいい香りは１００年は持つとおもいます」
 「しかし、この木をすべて伐採するとなると…」
 「いえいえ、周りを見てください。この木は他の植物に半寄生して子孫を残します、アチコチに５年物、１０年物の若木が育っていますからもう子孫は絶えることはありません」

 こうして嘉智子皇后に白檀の風呂場と仏壇、それに仏具一式と扇子が稲荷神社より献上されていた。皇后はあまりのいい香りに感動をして伊蔵を月見の宴に招待していた。そして皇后は、
 「伊蔵、褒美はなにがほしいか申してみよ…」
 「はい、それは私にではなくあの香木を将来のために植えて保存した奈良仏教会の東大寺と興福寺の僧にあげてほしいと思います」
 「ほう、たしか～伊蔵は奈良仏教会が嫌いではなかったのか?」
 「はい、それは昔のことで奈良も精進してやっと農民の事を考えるようになりました」
 「それなら…どんな褒美を?」
 「はい、６０年前に桓武天皇にお願いした「東福寺」の建立を認めてほしいのです」
 「ほう、６０年前のお願いがまだ生きているのか?」
 「はい、桓武天皇は保留したという朝廷の記録があります」
 「保留か～それなら私が東福寺の建立を認めます。そして白檀の香木で掘った仏像を私が東福寺に寄進いたします」

 その後、伊蔵は嵯峨天皇からこの真意を聞かれて、
 「天皇、比叡山の延暦寺、高野山の金剛峯寺、この二大勢力はいずれも天皇に忠誠心がありますが、いずれ天皇も最澄も空海も亡くなり代が変わります。この天皇制を末永く１千年後まて繁栄させようと思えば東大寺や興福寺と天皇家の固いちぎりが必要になります」
 「そか、伊蔵は千年後のことを考えているのか?」
 「はい、それが東福寺や皇后が寄進された仏像が物をいうことになります」
 「そか、そのちぎりとは他にはあるのか?」
 「はい、奈良は東福寺建立の許可を記念して東大寺の管主の一人娘の鹿子(かのこ)を皇后さまの従女として仕えさせると申しております」
 「またそれか～伊蔵の考えもそろそろワンパターンになってきたのう～」
 「あらら、天皇、それは勘違いされています。鹿子さまは皇后さまの従女です」
 「ほう、伊蔵も予の性格がわかってきたのか?」
 「いえ、それは私には何の意味かもわかりません?」

 こんなトンチ問答を天皇と伊蔵は繰り返していたが、１年後には皇后との間の７人目の子供が、時同じくして鹿子も天皇の朝廷内の１３番目皇子を産んでいた。そこで伊蔵は宮大工の兼良の言葉を思い出していた。兼良がいった言葉とは、
 「いえいえ、周りを見てください。この木は他の植物に半寄生して子孫を残します、アチコチに５年物、１０年物の若木が育っていますからもう子孫は絶えることはありません」

★…東福寺のイブキ、白檀の木と音川伊奈利
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    屁理屈コラム…女子高生との一夏の恋・堀川・堀川下水は新種の植物、野菜の宝庫だった。堀川牛蒡は鴨と合う・街で見かけたおかしな車
    屁理屈コラム…女子高生との一夏の恋・堀川・堀川下水は新種の植物、野菜の宝庫だった。堀川牛蒡は鴨と合う・街で見かけたおかしな車

★…女子高生との一夏の恋、年の差５０歳

このところの野菜生活はじめました…ので、スーパーの中の野菜専門店に行くことが多くなった。夏に入り若い女子高生らしき可愛い娘が夏休みのアルバイトなのかレジに立つようになった。その娘は日によく焼けて化粧っ気もない、髪は長くて黒いが束ねただけでクラブ活動はスポーツ系だと勝手に想像していた。

 ある時、レジでその娘が「いつもありがとうございます」という。私は「ほぅ、ここの店長はなかなかアルバイトへの教育がいい」と感心していた。やはり高校生のアルバイトというのはそんなに世間ずれはしていないので客に愛想の一つもできないのが相場だと思っていた。

 それからも行く度にその女子高生は笑顔で「いつもありがとうございます」といいながらレジ袋に買った品物を入れてくれる。その笑顔がほしくてほぼ毎日通った、そして夏休みが終わったのであの娘も学校だろうと思っていたが、昨日もレジに立っていた。私は、
 「あれ?、学校始まったのではないの?」
 「えぇぇぇ…何の学校ですか?」
 「ん?、高校生のアルバイトではなかったの?」
 「そんな～私もう成人して７年になります。それにもう子供が２人もいます」
 「ま、まさか…若く見えますね～私は貴女が高校生だと信じ込んでいました」
 「ハハハ…でも、ありがとうございます。子供が２人いますと忙しくて化粧もできません。それに美容室も１年ほどごぶさたしています」

 「働くお母さん」の健康美が歳を若く見せていたのだろうか?、それとも私がモウロクしたのかはわからないが、高校生に声を掛けた罪悪感から解放されて今度は堂々と人妻としてこの２７歳の女性を私の小説「働く女性たち…八百屋の女　恵み」５１話の主人公にしたいと思っています。

★…画像はその店で買った今日のお買い物…スイカと伏見甘長とうがらし


 





★…堀川・堀川下水は新種の植物、野菜の宝庫だった。堀川牛蒡は鴨と合う・嵯峨天皇８２３年３月に生前引退決定 伏見稲荷大社の物語　８０話より

京の都の川はほとんどが北から南へと流れている。これは北の端の金閣寺よりも南の端の東寺までの高低差が約５０ｍもあるのが原因になる、北山からの水、東山からの水もすべて桂川、鴨川に集まりそれが淀川になり大阪湾に流れている。

 平安時代にも下水があり右京、左京の生活排水などはすべて堀川に通じるように土木工事が完備されてかなり都は世界の都市でも清潔な街でもあった。便所の排泄物は貴重な畑の肥料として下水には流されないから下水といってもそんなに不潔ではなかった。また夏などゴミが溜まり不潔になると堀川の上流の鴨川の堰から水を大量に流せば淀川に流れるという仕組みになっていた。

 この堀川は幅こそ６ｍほどあったが、水が流れるのは真ん中の４ｍほどで両端には１ｍほどの土があった。ここにありとあらゆる植物の種や野菜の根が流れてきて自生して育っているのを川の近所の子供らが見つけて摘み取り親孝行していた。

 ある時この子供らが見つけたのは木の根っこと間違うほどの太い牛蒡だった。元々の牛蒡というのは細いものだが、これは誰かが貧弱な牛蒡を川に捨てたところその牛蒡が横に寝たままで育ちヒゲ根のすべてが下に伸びて下水という栄養豊富な環境でお化けのような牛蒡ができていた。さすがにこれは気味が悪いと食べられずに稲荷大学の農学部に持ち込まれていた。

 稲荷神社三代目の宮司の伊蔵(いくら)もこれには驚いていたが、学生らは宮司に、
 「これの中はスカスカで繊維も太くて味も匂いもそんなにしません」
 「そか、しかし、食べても害はないのか？」
 「はい、私たちも煮たり焼いたりして食べましたが、お腹は大丈夫です」
 「これはそんなに多く自生しているのか？」
 「はい、もうこの品種そのものは固定化してこの種を普通の畑で育ててもこの大きさの牛蒡ができるようになったのです」
 「そか、それなら料理方法を考えればこの栽培が全国に広がるかも…」
 「はい、それにあの堀川にはまだ新種の生姜やスイカなど、それに南国の珍しいメロンというのも自生していました。水のあるところには小魚が、それを目当てに渡り鳥が飛んできます、そしてそこに土があれば珍しいものが育ちます」

 こうして農学部から料理研究部にバトンタッチされて学生らはこの堀川下水原産地のお化け牛蒡を堀川牛蒡と名付けて食べ方の研究をしていた。この大味の野菜には動物性タンパク質があうと鹿、猪、熊の肉まで試していたが結論としては鴨の肉がいいとわかった。この鴨の肉をミンチにしてスカスカの牛蒡の穴に詰め込んで醤油と沖縄の黒糖で煮込んでいた。それを輪切りにしたところ牛蒡の繊維が柔らかくなり鴨の味と見事にマッチしていた。

 これを例によって嵯峨天皇に献上したところ天皇は、
 「ほう、これは旨い！、鴨は九条ネギしか合わないと思っていたが、このお化け牛蒡にも鴨が合うのう～」
 「はい、それに同じ堀川で発見された新種のお化け生姜も鴨の肉の匂い消しにはいっています」
 「そか、それで血行がよくなり体がポカポカするのか…」
 「はい、鴨も堀川の鴨です」
 「そか、下水とは汚いものと思っていたが、こんなに美味いものが育つのか…」
 「いえ、これは都会の下水の川で世界の都市で堀川が一番清潔で綺麗な川といわれています。それには都の下水局の職員が並々ならぬ努力をしているからです」
 「そか、清潔で綺麗な政治をしょうと思ったらこの堀川下水と同じで政治家が並々ならない努力が必要なのに、我が貴族連中は業者からワイロを受け取り私腹を肥やしているが、伊蔵よ、来年こそはこの貴族の汚職を一掃したいが協力をしてくれるか？」
 「はい、天皇、喜んで協力いたします。それに貴族の長があのセコイ舛添から小池百合子に代わりましたから今度こそ期待できます」
 「そか、それなら予も来年の８２３年の３月には生前退位をする」
 「はい、長い間お疲れさまでした。それでは天皇～よいお年を」
 「そか、お主の稲荷神社も三が日で２３０万人もの初詣客があるというが、テロには厳重な警戒をよろしくたのむ」





 





★…街で見かけたおかしな車、車高１cmのトラック
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    屁理屈コラム…安物買いの銭失い、本マグロ　中トロ・車折神社は狐の芸能学校だった。１２００年前の人口の水路は今でもある
    屁理屈コラム…安物買いの銭失い、本マグロ　中トロ・車折神社は狐の芸能学校だった。１２００年前の人口の水路は今でもある

★…安物買いの銭失い、本マグロ　中トロ

あるスーパーの広告に「本マグロの中トロ、三種盛　３９８円」という広告があった。本マグロなんていうのは前に食べたことがあるか?、ないかも覚えていない。この機会をのがしたらもう一生涯「本マグロの中トロ」は食べられないと思い買いに走った。

 そしてあったが、それは小さな切り身のお寿司で本マグロは３貫、それにイカ３貫とハマチ３貫の盛り合わせになっている。その本マグロを使ったもう一つの三種盛は切り身も大きいが６９８円と高いがそんな贅沢はできない。

 ふとそれらの寿司の横を見るとそこには「本マグロの中トロ、切り落とし」２９８円というのがあった。それは本日の目玉寿司の本マグロと同じ色艶で間違いなく量もかなり多い。これなら私の一生涯の本マグロを一気に食べられるとこれを買った。

 これは短冊のままで白い筋もあるのでこれを丁寧に取り除いてお造りのように切ってお皿に並べるとそれは豪華な本マグロの中トロの暴れ食いの饗宴のごとく食べる前から唾がでる。まず一切れ目はワサビをたっぷりつけて一口で…ふむ…甘い脂が口の中でダンスしているようだ。二切目はトロだ～旨い!、そして三切れ目には口の中が脂だらけで焼酎のお茶割で綺麗にした。

 まだお皿の中には贅沢にも本マグロの中トロが山ほどある。そして四切れ目にはなんとなく脂の匂いが鼻についてきた。五切れ目はもう箸がでないほど…ギトギトした脂が眼に付いた。わさび醤油もギトギトでお箸もそうでここでもう降参をした。結局のところ食べられたのは四切れだった。

 これではもったいないと残りの本マグロの中トロを麺つゆで炊いてみた。しかし、これも脂の匂いが鼻について一切れも食べないでほかしてしまった。今思えば、なぜお寿司の盛り合わせには本マグロが３貫しか入っていないのかがよくわかる。それはこの本マグロの中トロは３貫までしか美味しく食べられないことだと気が付いた。そしてアッサリしたイカ、ハマチとのコンビこそが三種盛の醍醐味だということだ。さらにマグロの脂はすし飯と中和されるが、お刺身には向かない。結局のところ「安物買いの銭失い」になってしまった。

★…画像はその本マグロの中トロ、切り落とし２９８円


 


★…二代目稲荷神社宮司 荷田生成 車折神社は狐の芸能学校だった。１２００年前の人口の水路は今でもある

伊奈利神社の宮司、秦伊呂具は７８５年３月１日に９５歳で亡くなっていた。後継ぎは長男の生成(いなり)に伊呂具の生前から決まっていたが、長岡京の桓武天皇はこの伊奈利神社に従二位の位を与え、そして荷田の姓を与えられた。さらに社名を稲荷神社によせと命令していた。

 従二位とは最高位の正一位、従一位、正二位の次の位になる。これで「従二位 稲荷神社」二代目宮司の荷田生成として稲荷神社創設７５年目のスタートになった。生成は秦の血筋で嵯峨嵐山で土木工事を請け負っている秦酒公の技師見習いとして１５歳から３５歳までの２０年間修業させられていた。その間に土木工事の他には造園技術も覚えて奈良から長岡京への引っ越しの際には貴族の屋敷、それに寺院の庭の造園もしてきた。そして伊奈利神社に帰ってきてからは伊奈利山の参道の整備に力を入れていた。

 ある日、生成は桓武天皇から平安京造営の相談を受けている。天皇は、
 「丹波の木材を嵐山まで筏で運ぶが、その後の陸路の道が悪くてどうも１０年では都ができない…」生成は、
 「それなら嵐山から都の中心部まで水路を掘って原木の筏を流せばいい。それに木材を水揚げした後はその水を中心地から西南に元の桂川まで戻せば壬生、西七条、唐橋、吉祥院の田畑のかんがい用水にもなります」
 「ほお～さすがに伊呂具の息子じゃ!考えることが大きい!」
 「はぃ、京都盆地は北と南の標高差が約５５メーターもありますから、これを上手く使えばかんがい用水、それに大雨などの治水、上水に下水と人間がこの水を上手くコントロールできます」
 「そうか～ほなこの河川工事は生成に任すが、神社の宮司はどうする?」
 「これは私の子供もいるし、それに神官と巫女の大学の卒業生も１００名を超えました。もう、ほっといても神社の運営はできます」
 稲荷神社は商売上手とはいわれているが、一方では大学教育に力を入れている。さらに稲作にはかかせない天文学も教えているが、これは何も人間だけでなく夜学として狐にも門戸を広げていた。

 こうして生成は嵐山左岸から水路を引く工事をして三か月目、桂川から数百メーターのところで工事用の大八車の車輪が折れる事故が続発した、それに工事人夫が怪我をしたり、はたまた食中毒で倒れたりしていた。そこで生成はこれは狐の仕業と思い、工事現場に神棚を置いてそこに油揚げを毎日１０枚供えていた。

 この１０枚は夜の内に持っていかれてどの狐の集団かは判断ができないが、とりあえずこれを一か月続けたある夜に生成の夢の中に狐が現れて、
 「生成さま、いつも美味しい油揚げをありがとうございます。私は全国の旅芸人の元締めをしている狐座の女狐で斎王女と申します。生成さまの水路の工事の真下に我々の命でもある芸能学校の能舞台があるのです。それに森全体が狐の寮になっているために全国に公演に出かけている狐の帰るところもありません。どうかもう少しだけ水路を南か北へ…」
 「いゃ、あの水路は原木の丸太の筏で直線の川でないと流れない。もし流れが曲がっているとそこに原木が衝突して溜まり大渋滞を起こす。とはいっても我々が先住民の狐の生活を脅かすことはできない」
 「でも…なにかいい方法は?」
 「それなら水路の北側にそれなりの森と神社を造成するからそこに芸能学校と能舞台を引っ越ししていただけないか?その費用も私たちが負担いたします」

 こうしてできたのが「車折神社」でもちろん今でも芸能上達の神社として有名になっている。この神社の前の道がその後の三条通でこの三条通り沿いに嵐山から市内中心部の千本三条まで一部暗渠になってはいるが今もあります。この水路は明治時代に山陰線ができて蒸気機関車で木材が運ばれるまで水路として利用されてきた、そしてこの木材の集積場にできたのが現JR二条駅になります。

 ちなみに機関車が走ってからはこの水路は利用されなくなり嵐山から三条まで多くあった木材問屋は消えたがまだ○○木材という会社は三条通り沿いには点在している。そしてその広大な木材置き場の跡地にできたのが東映撮影所(東映映画村)、大映撮影所、松竹撮影所になります。１２００年前の人口の水路が今も同じコースで流れているが、もう誰もこのことは知らない。

★…画像は嵐山の人工河川の水の取り入れ口、車折神社内の芸能神社・渡月橋から左岸のこの水路沿いに歩いて三条通から車折神社は歩いて行けます。
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    屁理屈コラム…特売の卵98円…LLサイズ争奪戦・一つ積んでは母のため…賽の河原の物語…西院の河原…京の都の左京は発展して右京が衰退したもう一つの理由
    屁理屈コラム…特売の卵98円…LLサイズ争奪戦・一つ積んでは母のため…賽の河原の物語…西院の河原…京の都の左京は発展して右京が衰退したもう一つの理由

★…特売の卵９８円…LLサイズ争奪戦に勝利

あるスーパーでは週に１～２回ほど卵９８円の特売がある。数量こそ１５００パックと多いが、これのサイズが朝一番はＬＬサイズでそれから順番に小さくＬ、Ｍ、ＭＳ、Ｓとなっている。仮にＳでも９８円なら安いが同じならＬＬをゲットしたいのがこれまた人情になる。

ちなみに卵のサイズは、
ＬＬ…７０ｇ以上
 Ｌ　…６４ｇ以上
 Ｍ　…５８ｇ以上
 ＭＳ…５２ｇ以上
 Ｓ　…４６ｇ以上

 これがそれぞれ１０個パックだから、ＬＬは７００ｇ以上、Ｓなら４６０ｇ以上でこの差は２４０ｇ以上にもなる。この２４０ｇというのはＭなら４個分になり、実質４個儲かることになる。このＬＬサイズの卵は私の勘では約１００パックほどしかない、次のＬも１００パックほど、したがって超モーニングサービスの卵は２００パックほどと理解しているが、これは卵の生産にもよると思う。

 こんなケチケチしたブログを書いてはいるがこの日本でも卵一つ買えない時代もあった。「巨人、大鵬、たまご焼き」といわれるように卵は日本人にはかかせないもの。しかも、これらの鶏の餌はすべて輸入だという。ちなみになぜ卵のサイズがバラバラだという理由は、これは若い鶏は卵を産む産道？が小さいからＳサイズになるが、それが回数を重ねると穴が緩々、ガバガバになりＬやＬＬ、それにそれ以上の卵を産むそうだ…。


 


よく体格の大きい白人男性と身長１５０cmほどの小柄な日本人の女性との仲のいい国際カップルを見かける。これもＬＬサイズとＳサイズになるのか～なんとなしに考えさせられる…本日のコラム




★…一つ積んでは母のため…賽の河原の物語…西院の河原…京の都の左京は発展して右京が衰退したもう一つの理由 　伏見稲荷大社の物語１９話より

平安京遷都の２年前から洛中への移転希望者の募集が始まっていた。羅城門から大内裏までは南北の幅８０ｍのメイン通りの朱雀大路がある。この羅城門から北へ向かって右側（東）が左京、左側（西）が右京となっていた。当然ながら朱雀大路に面した一等地は希望が多くて豪商や貴族が門を構えていた。そして左京の朱雀大路から鴨川の間の住宅地も人気があったが、右京の方はまったく人気がなく整備された土地も荒れてきた。

 １２００年後の現在でいう右京とは南は九条通りから北は一条通りの５,２キロになる、東は朱雀大路から西の葛野大路の２,２キロになる。この右京と左京はまったく同じ面積であるが、この右京には歴史的な大寺院は一つもないことがわかる。強いていえば江戸時代の壬生寺ぐらいであるがこれは朱雀大路に面している。一方の左京の方は京都市内の有名寺院とその塔頭で石を投げれば必ずお寺に当たるともいわれている。

 桓武天皇は此の地はまったくの新天地であり、右京、左京との差がないのに商人も職人、工人も右京を嫌う意味が分からなかった。そこで桓武天皇は稲荷神社の二代目宮司の荷田生成にこの原因を調査せよと命じていた。生成は馬に乗ってお供２名を連れて稲荷神社から建設中の羅城門から朱雀大路を北へ、この平安京の南北の中心となる四条通りの北東角にはもう官営の年貢を納める役所が営業していた。この時期には長岡京かこの造成中の都か近いほうに年貢を納める制度になっていた。

 この朱雀大路と四条の交差点から西へと馬を走らせている。この四条通りもここからが道路の幅という杭は打ってあるものの道路というほど土は踏み固められていなかった。やがて西大路に入るがこの辺りから大きな石や砂利ばかりの河原になる。鴨川が現代のように東山に沿って南へ直線に流れを人口的に変える前は都の中心の北東から南西に斜めに鴨川があった為でこの辺りが本流の深みであったことからここに山の砂利が流れ付き堆積したものであった。この河原は幅１００ｍ長さ５００ｍほどでやはり斜めになっている。

 さらに１０分ほど馬を走らすと都の西の端の葛野大路になる。ここも境界の印として杭があるだけで整備はなにもされていなかった。そこからさらに西には紙屋川（天神川）の橋があり、それを超えると西の洛外で梅津村に入る。この梅津村は１４００年前に帰化人の秦一族が嵯峨嵐山に住みついた後に開発された村で秦一族の守り神松尾神社の氏子になっていた。その先の桂川を超えたところに松尾神社がある。

 生成は松尾神社の宮司秦信麿に挨拶をした後に、
 「桓武天皇の命により都の右京があまりに人気がないので調べろと言われて来た」というと信麿は、
 「それね～あの賽（西院、さい）の河原に毎夜、妖怪というのか？奇妙な化け物がでるというので…」
 「それは、噂か？」
 「いや、それは噂ではなくてこの松尾村や梅津村の農民が何回も見ている。それにワシも牛ほどある奇妙な動物に追いかけられたことがある」
 「ほう、その賽の河原とは？」
 「これは宗教でもないなんかの呪いで、早くして死んだ子供や子供を亡くした母親、またその反対に早くして母親を亡くした子供が亡くなった母を供養するために河原の石を積み上げて供養塔にして拝むというものだが、その供養塔ができる寸前に鬼が来てその供養塔をつぶすというものだ」
 「それで河原のあちこちに石の塔があったのか？、しかし、それならその化け物は？」
 「ささ、それが鬼となっている。しかもあの賽の河原は右京の中心地ということから右京には鬼が棲んでいるという噂が広まり…」

 この話を聞いて帰る途中にお供で神職に化けていた狐二匹が、
 「生成さま、その鬼の正体を探ります」
 そして、その２匹の狐は賽の河原でお供を離れた。

 ３日後にこの狐は報告に来ている、狐は、
 「生成さま、あの化け物の正体は狸でした。その狸は春日の森に長年棲んでいました。ところが付近の沼や雑木林が刈り取られて餌がなくなり、そこであの賽の河原の石を取り除けばその下にはまだ水があり、そこには狸の大好物のエビやカニ、それに貝のしじみ、タニシ、からす貝などがいてそれを食べていたそうです。その取り除いた石があの供養塔になったのです」
 「ほう、なるほど…それであの妖怪とか化け物は？」
 「それは、人間が夜に近づいてくると脅かしのために化けていたのです」

 早速、生成は春日の森の狸の親分に狐を通じてアポを取っていた。その狸の親分とは豆吉という可愛い名前だが、名前に似合わず獰猛な顔をしていた。生成は、
 「都の造成で豆吉さんらには大変ご迷惑をかけている」というと豆吉もこの人間は獣の気持ちがわかると気を許していた、そして、
 「いゃいゃ、これも時代の流れです…」
 「そか、狐に聞けばあの賽の河原の石の下の生き物も減っていると聞く、そこで天皇の領地で北白川に瓜生山という標高３００ｍほどの山がある。そこには谷も川も池もあり他の先住動物もいないという。その瓜生山を豆吉さんら一族２００匹に貸し与えるという桓武天皇の書状がここにある」
 「はい、そのお話しをありがたくお受けします」

 こうして豆吉一族は瓜生山に引っ越しをした、その後ここは狸谷と命名されて狸谷不動院が建立されている。桓武天皇はその賽の河原に高さ３ｍはあるという石の子安地蔵を祀り、小さな子供とその母親の供養をしている。その賽も現代は「西院、さい、さいいん」と地名が残り、この子安地蔵も西院交番所の東の「高山寺」にある。ちなみに狸が棲んでいた春日の森は「春日神社」となっている、そしてその前の道路は「佐井通り・さい」となっている。


 


★…賽の河原、子安地蔵、
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★…頭大盛牛めし　３５０円・マルバルコウソウ・いちじく、夏みかん

ここ数か月はランチとディナーは完全自炊をしていた。その間、ほとんどがワンパタンメニューでいい加減に飽きてきた。この前外食をしたのは昨年の年末で「ラーメン横綱」のラーメンだったことを鮮明に覚えている。この時もその前半年ほど外食をしていないので嬉しかったのだ…。

 そして今回は牛肉に挑戦した、この牛肉も１年振りになる。普段肉といえば鶏肉の特売モモ肉１００g４８円、それに豚肉も米国産で１００g９８円。牛といえば牛丼になるがその中でも一番安い「松屋」になる。

 その松屋に自転車で向かう途中にオレンジの綺麗な花を見つけた。これはここに５年ほど前から自生しているのを知っている。名前を調べたら「マルバルコウソウ」(ヒルガオ科サツマイモ属)といい、去年はこの種を持ち帰ったが発芽しなかった。今年も種を採取して来年に咲かせる決心をした。

 そして次に見つけたのは農家の畑で「いちじく」と「夏みかん」だが、これも数年前に発見している。この「いちじく」というのは独特の匂いで遠い昔の子供の時に食べた時の匂いが蘇ってくる。そして夏みかんだが、これは見ているだけで口の中が酸っぱくなっている。これらを写真を撮りながらの松屋へのお買い物も小一時間のみちくさでお腹はペコペコ、そして注文したのは６０円も高い「頭大盛牛めし」になった。

★…こんなつまらない記事を読んでいただきありがとうございます。さらに厚かましく画像４枚を掲載しています。上から松屋の牛めし、マルバルコウソウ、いちじく、夏みかん


 


★…日本初の相撲は松尾神社、向日神社が発祥の地となる。相撲が日本の国技に!・貴族女性に大人気・相撲茶屋「とり米」　伏見稲荷大社の物語４４より

平安京遷都１２年目の都の朱雀大路から東の左京はほぼ公家や貴族の屋敷と民家で埋まっていた。あれだけ人気のなかった朱雀大路から西の右京も四条大路から北の地域には鍛冶屋、大工、それに染物屋、造酒屋という工場や倉庫が必要な商売人が移住してきた。そしてその工場で働く人々の長屋ができていた。

 こうして都に人が集まれば集まるほど都の経済は豊かになりこの恩恵はこのような田舎からでてきた庶民まで届き桓武天皇の人気は益々上がっていた。また都に近い農民も米の消費量があがって米や野菜も高く売れるということで農家の家も掘っ立て小屋からそれなりの家構えになってきた。

 そして農民も娯楽を楽しむようになってきたが、これの一番人気は村対抗の力自慢で最初の頃は俵一俵を持ち上げてどちらが長く持ち上げているかの競争だった。これからさらに進化して土俵の上での相撲になる。この相撲の土俵が最初にできたのが東の松尾神社になるが、さらにこれに対抗して西の向日神社にも土俵ができた。この松尾神社、向日神社の氏子というのは桂川から水を引いた水田を持ち山城の国はもちろん近畿の水田のトップをいく収穫高の多い農村地帯で生活にかなり余裕ができきていた。

 向日神社の横綱は「山響」という久世村の力士で松尾神社の横綱は「嵐山」という西七条村の力士の二人になる。この両横綱の優勝決定戦が桓武天皇も観戦する天覧試合が３月に松尾神社で開催されていた。これには天皇はともかく公家も高級貴族も百姓も町民も分け隔てなく同じ観客席で観戦するしかなかった。なぜなら、この大相撲の主催は農民の実行委員会であるからどんな高級な公家でも同じ扱いだった。さすがに裸に近い男の相撲には貴族の女性らは観戦していなかったが、天皇にお供した官女、従女らがこの相撲の様子を宮中で流布したものだから貴族の女性らは弱くて青白いナヨナヨした男しか知らなかった世界だけにこの力士の力強さに夢憧れたのは当然になる。

 天覧試合での優勝者は「山響」となり桓武天皇は土俵の上で賜杯を山響に手渡していた。そして山響に従七位の位を与える、さらにこの村相撲を我が国の国技とすると宣言されました。こうなると朝廷からの援助があり、東に松尾部屋、西に向日部屋という相撲部屋が設立されていた。それぞれの神社の一角に相撲部屋があり力士は半農半力士としていたが、政府の年５０日の労役は免除されて相撲の稽古を続けていた。

 こうなると東西の力士のプロフイールが書かれた写本まで販売されていた。また有力貴族の間では屋敷に土俵を作り有力力士を招待して屋敷巡業の興業までしていた。そこには高級貴族も招待されていたが、相撲については女性の方に人気があった。しかし、その観客の女性の品定めをするために相撲観戦をする男の貴族も多かった。今でいえば合同コンパの役割もしていたことになる。

 こうして村相撲から国技となったお披露目として桓武天皇も参加した宮中で東西の両横綱と三役ら２０人の宮中相撲が開催されていた。取り組み表は事前に発表されて貴族の妻や官女、従女らは土俵下に陣取りトーナメントの相撲を満悦していた。さすがに貴族の女性は黄色い声を張り上げての声援はしなかったが、力士の力強い腕、胸、褌の尻にはかなり興奮をしていた。

 優勝したのはやはり西の横綱「山響」でその取組後に正一位の藤原吉兼の妻で従二位の中宮百合子さまから和歌を書いた一通の文を山響は受け取っていたが、なにせ従七位といってもつい最近までは農民で和歌の意味どころか字もまともに読めなかった。その相撲後の宴会で横に座っていた稲荷神社二代目宮司の生成(いなり)に山響は内緒でこの和歌を手渡して翻訳してほしいと頼んでいた。生成はこれを読んで、
 「横綱、これはそなたのことが好きで、今夜の月を一緒に見たいといっている」
 「ほう、今夜といってもこの通り曇っている、だからそれは無理というものです」
 「いゃいゃ、これは困った。…つまり、横綱と今夜一緒にすごしたいといっている」
 「ほう、いや～もうこの通り酒は腹いっぱいで～」
 「よ、横綱、横綱は何歳じゃ…それに嫁は?」
 「はい、私は１９歳で嫁などまだ…」
 「そか、それなら夜這いの経験は?」
 「そんなもの…相撲一筋で～」
 「そうか～たしか～吉兼の妻は初物食いが趣味で…若い貴族の多くが犠牲になったということが女流貴族の写本に書いてあった」

 生成はこの話を聞いてかなり悩んでいた。この世界は階級社会で正一位の妻で従二位の貴族に誘われて従七位の横綱が無下に断るということは失礼の極みになるからだ。生成はこんな下世話など趣味ではなかったが、横綱を吉兼の妻の屋敷まで連れて行きその門の脇の小門から入り庭に面した寝所へと案内した。部屋ではほんのり明かりがついているからこの部屋には間違いがない。生成は横綱に、
 「ほい、あの障子を開ければいいだけよ～ほな、ワシは帰るで」
 「生成さま、ワシは…ご遠慮しますので…生成さまよかったらどうぞ…」
 「おぃおぃ、ワシはあいにく厚化粧には弱い…」

 このことはそのあくる日には宮中の女どもに知れ渡っていた。それは国技でもありその横綱と恋に堕ちたという貴族社会の女性の独特の自慢でもあった。それから貴族の妻や娘どもは私も百合子さまのように自慢したいと松尾神社にある相撲部屋の稽古の見学に押し寄せるのは当然になる。そしてその貴族の見学者の休憩所として門前の鳥居の横に料理旅館の「とり米」ができて昼も夜も繁盛したという下世話なお話しでした。

★…は松尾大社の相撲場
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